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プロローグ







　どうしたもんかなー、というのが彼女の率そつ直ちよくな感想だった。

　悪あく魔まらしく魔ま法ほう陣じんから召しよう喚かんされた彼女は、ピンク色の長い髪を左右二つずつ括くくり、小こ柄がらながらに悪魔らしく露ろ出しゆつの多いボンテージ系の服を着て、無む垢くで可か憐れんな少女に見えるその表情の中にちらりと窺うかがえる淫いん靡びで蠱こ惑わく的なイメージが呼び寄せた術じゆつ者しやを惑まどわせる──

　はず、だったのだが。

　相手が自分の外見より幼い子供では何の効果もなかった。

　目の前にいる、自分を召喚した少年。良くて小学生にしか見えない男の子で、短めの髪なのに寝ね癖ぐせとしか思えない跳ね方をした、あどけない表情の小さな子供。

　しかもその子供の願いというのがまた……

「ハァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　深くて長いため息。

　それに、彼女の前で座っていた少年が反応した。

「やっぱり……むり、なの？」

　不安げな顔で聞く。ため息の理由を反対の意味で捉とらえたらしかった。

　だから彼女──上位悪あく魔まリールゥはにっこり笑顔を作ってパタパタと手を振った。

「や、全然カンタンよ。それはもう、えっとなんだっけ、朝あさ飯めし前ってやつ？　朝飯前っていうのは朝ご飯の前に終わらせられるようなカンタンなことって意味──で、あってたっけ？」

「えっと、わかんないや」

「そうよねー、子供だもんねー」

　アハハと笑いながら、内心では悩んでいた。

　言ったことに噓うそはない。少年の願いは上位の悪魔である彼女にとっては簡単なことで、だからこそため息が出たのだ。

　召しよう喚かん者の願いを、代だい償しようを引き換えに叶かなえることで成立する『契約』。願いが現実離ばなれした難しいものであればそれだけ代償も大きくなる。そしてレベルの高い悪魔ほど難しい願いも叶えられる……のだが、今回はそれが見事に裏うら目めに出た。

　ちらりと少年を見れば、ほっとしたのか笑顔が戻っていた。それはそれで可愛かわいらしくリールゥの心を疼うずかせるのだが、それはまた後でということで。

「ね、キミ。本当に願いは、その、『ゆきちゃん』のケガを治すってだけ？」

　彼女の問いに少年は迷わず首を縦に振った。

「うんっ」

「他のことはないの？　もっとすっっご────い願いも叶えられるのよ。二つでも三つでもおっけーよ！」

「ん～…………べつにいいや」

「………………っそう」

　今度は不満がため息ではなく表情に出た。

　少年の願いは『ゆきちゃん』とかいう女の子の怪け我がを治すこと。ただそれだけ。

　しかしそれではリールゥが納なつ得とく出来ない。

　せっかく素晴らしい獲え物ものが目の前にいるのに。

　先さき程ほど魔ま導どう水すい晶しようで検けん索さくをかけたところ、『ゆきちゃん』とやらは足に大おお怪我をして入院している。複ふく雑ざつ骨折、靱じん帯たい損そん傷しように加え右足関かん節せつが完全に破壊されていて、翌よく日じつに手術が控えていた。しかし成功しても一生足あしは動かず、失敗すれば切断は余よ儀ぎないというもの。

　なるほど、思っていたよりは大怪我だ。しかし、彼女ならあっさりと治せる。

　その程度の願いでは、代償が少なすぎる。

　もう一度、少年とその手に握られた紙を見る。

　紙にはクレヨンで描いた五ご芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じん。あちこち円からはみだし、これ以下はないんじゃないかというほどお粗そ末まつな魔法陣で、儀ぎ式しきを行った形式もなかった。呪じゆ文もん形式の補助術じゆつ式しきなど知る由よしもないに違いない。

　それでも、悪あく魔まの召しよう喚かんに成功した。魔ま法ほう陣じんに霊れい力りよくを通し、魔ま構こう力りき素そによって世界を歪ゆがめ、門を開き、悪魔の魂たましいに作り上げた仮かり初そめの肉体を提供する。それが出来た。

　何故なぜか？

　答えは簡単。少年の使った霊力が桁けた外はずれのものだからだ。儀ぎ式しきというコストパフォーマンスを通さず魔法陣に願うだけの簡かん易い術じゆつ式しきで悪魔を召喚が出来るほどの膨ぼう大だいな霊力。その源みなもとである特とく異い体質。

　それをなんとしても手に入れたい。魂の占せん有ゆうが出来るほどの契約を結びたい。

　願いの内容変へん更こうが出来ないのなら、いっそのこと──

「おねーさん、どうしたの？」

　その声で自分が笑っていたことに気づき、リールゥは心しん中ちゆうで気合を入れ直す。

　ここからが悪魔らしい、腕の見せ所なのだから。

　まだ七歳さいの、サンタクロースの存在を疑ってもいないだろう少年に、『上手うまい話には裏がある』なんて分かるはずがない。慎しん重ちようで用心深く疑り深い性格ならば、そもそも召喚に成功しないのだから。

　召喚に関する知識がない少年が悪魔を呼びだせたのは、膨大な霊力と純度の高い願いの二つが重なったからこその奇き跡せき。そしてその純粋さ故ゆえに、彼は親切なふりをした悪魔の罠わなにかからざるを得ない。

　思いついた完かん璧ぺきで壮大で、なにより自分が楽しめるという意味で最高の計画を実現するため、リールゥは明るい笑みを浮かべた。

「それじゃあ、わかった！　『ゆきちゃん』のケガ、このあたしが治してあげる！」

「わ、ほんと!?」

「もっちろん！　でもね、契約するには代だい償しようが必要なの。だから──」

　にっこりと──演技ではない笑顔で、彼女は言った。

「ね──かくれんぼって、知ってる？」















一章　　学園生活転換期







　私立風かざ見み野の高校は自由を売りとした、実際はかなり放ほう任にんでいい加か減げんな学校だ。

　七年前に新設された時、風見野高校のモットーである『来るなら来い』が全国の新聞にデカデカと載ったというのは有名な話で、結果毎まい年とし千人近い希望者の殆ほとんどが入学し、殆ど人数を減らすことなく卒業していく優良校として認にん知ちされた。

　クラスはＡからＺまで二十六クラスあり、その中には芸能人のみ、スポーツ特とく待たい生のみの特別クラスも存在する。故ゆえに教師の数も優に百人を超え、とんでもない大だい所しよ帯たいとなり、それに見合った敷地と校舎が用意されている──となれば、当然都内では無理。

　だから都下という微び妙みような場所に存在する風見野高校だったが、寮りように安く入れるということもあり、マイナス要因にはならなかった。それどころか緑豊かで広い構内には各かく種しゆ自動販売機がいくつもあり、施設も最新のものが揃そろっていて、若者の人気スポットにも電車で三十分以内に行ける……とこれだけのメリットがあれば、生徒が集まるのも当然だった。

　合計で三千人以上の生徒がいるため、同じ学年でも顔を合わせたことがない、ということもよくある話。

　そのためか、実際に見たことはないが名前は有名……という生徒が多い。現役のアイドルや若手俳はい優ゆうなどの芸能組がそれの筆ひつ頭とうで、他にも将来有望なスポーツ選手や人気の高いアマチュアバンドなど多た岐きに渡って存在する。

　そして、五つある校門の内の一つ、南西に位置する門から校舎へと続くなだらかな坂道を歩く一人の女生徒。彼女も数いる有名人の一人だった。

　私し服ふく登校オーケーという校則のため、格かつ好こうはラフなもの。七月に入って一気に上がる気温に合わせた無地の白いノースリーブシャツの上から薄地のクリーム色のパーカーを羽は織おり、スカートは丈たけの短い淡い水色のプリーツ。足元は白のスニーカー、小さめの赤いデイバックを背負い、後ろ髪をゴムの上から黄色のリボンで縛しばってポニーテールにしてと、涼しさと運動効こう率りつを重視した格好だ。

　スタイルもどちらかというと運動に向いた、華きや奢しやではないが細ほそ身みで背は平均よりやや高め、歩いていると申し訳程てい度どに揺れるふくらんだ二にの腕うでやふくらはぎは、見る人が見ればかなりしなやかな筋肉を内ない包ほうしていると分かる。

　だがまあ普通の人ならそんなマニアックな箇所ではなく、その容よう姿しに目を惹ひかれるだろう。大きく意志の強そうな目や柔らかそうな唇、キリッとした形の良い眉まゆに細く小さな顎あごと健康的で活発な美人──それが白しろ銀がね雪ゆき子こという女の子だった。

　まだ始業の時間まで大分余よ裕ゆうがあり、しかも気だるい月曜日ということもあってまばらな生徒たちの中には、ちらちらと彼女を見ている男子生徒もいる。話しかけたいのかもしれないが、朝の挨あい拶さつを気軽に行うだけでも顔見知りでなければ少し辛つらい。しかも相手は有名な白銀雪子。下手へたをすればどんな目に遭あうか分からない。

　そのため、長く緩やかな坂道もようやく終わりに差し掛かるという所まで彼女に声を掛ける者はいなかった。

「ゆっ、ゆっこちゃんっ…………お、おはよ……」

　途と切ぎれ途切れの挨拶に雪子が振り向くと、大きな黄色のリボンを付けたボブカットの背の低い少女が傍そばに来ていた。生き成なりの綿のシャツにレースのボレロ。下は麻のロングスカート。

　雪子の友人でクラスメイトの高たか嶺みね美み樹きだ。何故なぜか朝から顔を赤くし、軽く肩で息をしていた。

「おはよ、美樹。どうしたの、そんな息切らしちゃって」

「校門からね……坂を上る、ゆっこちゃん、見つけて…………ハァ……ちょっと走っちゃった」

　美樹は息を切らしているのに笑顔を見せ、雪子の斜め後ろに付き従うような感じで速度を合わせ、「頑がん張ばったのに全然追いつけないんだもん」と言って、息を整えながら小さく笑った。

「ゆっこちゃんは歩くのも速いね。私、付いていくだけで精せい一いつ杯ぱい」

「あ、ごめんね」

「ううん、いいけど……急いでるの？」

「違う違う、単に気分良かったから。昨日、十時前に寝ちゃってね、今朝けさ起きたの六時過ぎよ？　自分でもビックリ」

　大げさに肩を上げてからため息をつき、それからふと思いついたように足を止め、改めて美み樹きの顔を覗のぞき込む。

「な、なぁに？」

　反射的に後ずさり両腕を胸に寄せる美樹をまじまじと見つめ、雪ゆき子こは、

「校門の所からあたしを見つけたんだったら、途中で声をかけてくれれば良かったのに。どうしてそうしなかったのかな、ってね」

　不ふ思し議ぎそうに問いかける。

　なんてことはない素朴な質問だったが、美樹は自じ嘲ちようか苦く笑しようか判断し辛づらい笑みを浮かべて俯うつむき、頰ほおを少し赤くした。

「大きな声出すの、恥ずかしかったから……」

「あー、なる」

　大きな声を出すこと自体ではなく、それによって少ないとはいえ、周りの目を集めることを嫌ったのだ。

　少し地味な見た目通りの気弱で、内気で、人ひと見み知しりをする性格。それがクラスメイトの知る高たか嶺みね美樹という少女だった。概おおむね正解、といったところだろう。クラスで一番仲の良い雪子相手ですらこれなのだ。

　それでも相手が雪子だからだろう、すぐに気を取り直して、

「あ……そういえば」

「ぇ？　なに？」

「水みな瀬せくん、今日は一緒じゃないみたいだけど、どうかしたの？」

「あー……」

　大した質問でもないのに気のない声を出して視線を泳がせる雪子に、美樹は心配そうに表情を曇らせる。

「もしかして体調崩くずしたの？　最近、原因不ふ明めいの貧ひん血けつで倒れる人が多いって聞くし……」

「やっ、違う違う、そんなんじゃないって。朝ご飯の誘いに行ったらもう部屋にいなかったって、それだけ。制服とか鞄かばんとかが無かったから、たぶんガッコにいると思うしね」

「あ…………そういうことね」

　いつもは周囲の気配に敏びん感かんな雪子が、自分に気がつかなかったこと。

　小走りでも追いつけなかった早歩きをしていた理由。

　その納なつ得とくがいく解答を勝手に判断し、美樹は小さく笑った。

「相変わらず仲いいのね」

「や、そんなんじゃないって。確かに遊ゆう矢やとは仲いいけど、これはそんなんじゃないというか、義務感というかー」

「隠かくさなくてもいいのに。お似に合あいだと思うもの」

「だ──かぁ──ら──」

「ゆっこちゃん、照れてて凄すごく可愛かわいい」

「……もうっ！」

　恋れん愛あい話モードに入った美み樹きに何を言っても無む駄だだと、三ヶ月近い付き合いで知っている雪ゆき子こは頰ほおをふくらませてさっさと歩き出す。

「あ、ゆっこちゃん待って」

「待たない」

　再び早歩きになった自分を小走りで追いかける美樹を確認しつつ、雪子は小さく呟つぶやいた。

「その……放っておけないだけよ」

「え？　なんて言ったの？」

「や、あはは、何でもないっ」

　笑顔でごまかすと、雪子は第一校舎の昇降口へと入って行き、美樹もパタパタとその後に続いた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　その頃。第二体育館の裏には十数名の生徒が集まっていた。

　体育館と敷地を囲むコンクリートの壁に挟まれた見通しの悪い場所で、密集した彼かれ等ら以外に人の気配はなく、数分前までボールが床を叩たたく音がしていたものの今ではそれも収まり、妙みような沈ちん黙もくが辺りを支配している。

　その中心にいるのは、この学校では少数派に属する制服派の水みな瀬せ遊矢だった。

　髪は染めずに真っ黒で、白い半はん袖そでのカッターシャツの裾すそは黒いズボンに入れている。ピアスなどアクセサリーの類たぐいも身につけておらず、模も範はん的な格かつ好こうといえた。

　かと思えば、髪は寝ね癖ぐせがついて跳ねていた。後ろ髪はゴムで縛しばり、ちょこんと短い尻尾しつぽのようになっている。よく見ればシャツのボタンは一つずつずれていて、表情は緩んでいるというかだらけているというか、ほのぼのとした笑顔。

　そして、明らかに異い様ようなこの状況。

　遊矢は中心にいるが、前後で挟んでいる私服の生徒は明らかに『和なごやか』や『友好的』とは程ほど遠とおい雰ふん囲い気きの男たちで、あからさまに怒ど気きや殺気を放っている者もいる。そればかりか、手に鉄パイプや木ぼく刀とうを持っている者までいた。

　朝から体育館裏うらに生徒や教師が通りすがることはまずないし、高いフェンスと体育館が左右の逃げ場を無くし、前後には厚い人の壁。八はつ方ぽう塞ふさがりもいいところだ。

　恨うらみを買った覚えや悪いことをした覚えがなくても、とりあえず謝りたくなる状況で、それでも遊ゆう矢やはほのぼの顏でいる。それがさらに周囲の反感を買っていた。

　一いつ触しよく即そく発はつの危険を孕はらんだ空気の中、一人の男が前に出る。焦こげ茶のリーゼントで灰色のシャツをボタンをかけずに着た、剣けん吞のんな目つきの男。

　リーダー格らしい背の高い彼は、遊矢を見下ろして低い声を出した。

「水みな瀬せ。なんで呼び出されたかは分かってるな？」

　遊矢は自分を射い抜ぬくような目で見る男に対し、

「えっと、全然わかんないんだけど」

　平然と、朝の挨あい拶さつをするような感じで返した。相変わらず、表情は余よ裕ゆうなんだか馬鹿なんだか判別し難い笑顔。

　体育館裏の空気が、より一層重みを増した。

「おい……オレらがお前を呼び出す用件なんて、一つしかねぇだろ」

「んー。考えてみたんだけど、やっぱりわかんなかった」

　あはは、と笑う遊矢だが、周囲の空気は笑えるようなものではなかった。

「えっと、北きた岡おか先せん輩ぱい……だっけ？　いったい何の用？」

「…………てめぇ」

　ギリッ、と奥歯を嚙かみ締め、北岡は殺意すら籠こもった目で遊矢を睨にらむ。それでも彼の表情は変わらない。

「──まあいい。本題に入る前に……いや、ある意味ではこれが本題だな」

「あはは、全然意味がわかんないよー」

「なら黙って聞いてろ！」

　業ごうを煮やして怒ど鳴なりつける北岡の声に、さすがに遊矢も顔をしかめた。

　それを見て、ようやく北岡の顔にも余裕が戻り──

「うぁー、耳がキーンってなった～」

　ぷちっ、と余裕が瓦が解かいした。

「っっっのぉ!!」

「まっ、待てよ北岡！　これじゃいつもと同じパターンじゃねぇか！」

「そうですよ、ここはガマンです！」

　思わず遊矢の胸むな倉ぐらを摑つかもうとする北岡を慌あわてて二人がかりで止め、なんとか落ち着かせようとする。遊矢はポンポンと右耳を叩たたきながらのんびりとその光景を眺ながめていた。

　三分ほど経たち、ようやく北岡は気が静まったのか、こめかみをほんの少し痙けい攣れんさせつつも抑えていた二人に手で合図を送り、解放させて、

「とにかくっ、お前をフクロにする前に聞いておくことがあるんだよ、水みな瀬せ遊ゆう矢やっ」

「フクロはやだなー。それで何を聞きたいの？」

「お前はっ……その…………」

　それまでとは打って変わって口くち籠ごもり、遊矢と目を合わせないよう視線をずらし、ややくぐもった声で搾しぼり出すように言った。

「白しろ銀がね雪ゆき子ことは、あれだ……付き合ってない、んだよ、な？」

「雪ちゃん？　うん、別に付き合ってないよ」

「そ、そうか……そうだよな」

　遊矢があっさりと否定したことで、北きた岡おかをはじめとして遊矢を囲む面めん々めんから安あん堵どの息が漏れる。

　しかし、それも束つかの間のこと。すぐに空気は張り詰めていき、北岡の表情も引き締まり、攻撃的な目つきに戻る。

「確認が終わったところで本題だ──水瀬。今後は白銀の周りをうろつくな」

「んー……具体的に言うと？」

「一緒に登とう下げ校こうすんな。一緒に昼ひる飯めしを食うな。白銀と口をきくな。白銀の半径五メートル以内に近づくな。白銀と同じ空気を吸うな。いっそのこと転校しろ。失うせろ。消えろ」

「うわ～、すっごい無む茶ちや苦く茶ちや言われてるー」

　相変わらずの笑顔で「無茶だよ、それ」と突っ込みを入れる遊矢だが、北岡の顔を見ればそれが冗じよう談だんの類たぐいではないことがすぐに分かる。いや、北岡だけではない。遊矢を囲む何人かは拳こぶしを握ったり開いたり、バットや木ぼく刀とうの握り具合を確かめたりしている。

　それでも遊矢はひとしきり笑って、

「それにねー、僕が断っても、雪ちゃんは放って置いてくれないと思うよ。ああ見えて雪ちゃん、心配性だから」

　その言葉で。

　びきびきびきびきっ、と空気が軋きしむような圧迫感が体育館裏うらに満ちた。

　遊矢は自分の言動が引き起こした事態に気がついていないのか、彼らの様よう子すを笑顔で見つめている。

　北岡はこめかみに薄っすらと青あお筋すじを浮かべ、笑った。

「そうか、残念だな。なら、お前には入院してもらうか。とりあえずの目標は夏休みいっぱいだな」

「うわぁ、それかなり重傷だよ」

「ああ。けど安心しろよ。ちゃんと治る程度の怪け我がにしてやるから。その代わり、退院する度たびにまた病院送りだけどな。ついでに精神的外傷ってやつで、登校する度に泣き喚わめくようにしてやるよ」

「あはは、安心できないって」

　笑い事ではないというのに笑っている遊ゆう矢やを、普通なら気き味み悪がるか気が触れたと思うかするだろう。しかし、入学から三ヶ月足らずであっと言う間に有名になった彼の気楽で気軽で間の抜けた様よう子すを、今いま更さら気にする生徒はいない。気にしたところで、彼らが遊矢をボコボコのギタギタにする計画を変えたりもしない。

　北きた岡おかは口の端を吊つり上げて笑い、

「それじゃ、やっちまうか」

　手始めに右腕を振り上げ、獰どう猛もうな笑みのままそれを遊矢の顔がん面めん目掛けて──

「何をやる気よ？」

　突然聞こえて来た声に、笑みと腕が凍りついた。

　特徴的な、高音でも大声でもないのによく響ひびき渡る透とう明めい感のある強い声。

　反射的に振り向いた北岡が見たものは、モーゼの十じゆつ戒かいのごとく割れ開く人壁の向こうに現れた、白しろ銀がね雪ゆき子この姿だった。

「あれ、雪ちゃん？」

　意外そうに呟つぶやく遊矢の声に、何人かは慌あわてて得え物ものを背中や木の陰に隠かくす。北岡は素す手でだったが、分かりやすいくらいに狼ろう狽ばいしていた。

「どっ、どうして白銀がこんな所に……」

「遊矢の下げ駄た箱ばこに上うわ履ばきが入ったままだったから、捜さがしてたのよ。すぐ見つかって良かったわ。結けつ構こう際どいタイミングだったみたいだし」

　雪子は囲いの中心に進むと遊矢を押し退のけて北岡の前に立ち、彼を睨にらみつけた。

　普段はハツラツとした目がキツイものと変わり、しかも自分を見ているという状況に、北岡は思わず息を吞のむ。

　ただでさえ美人の視線には強烈なプレッシャーが付ふ随ずいしているというのに、そこには糾きゆう弾だんするような敵意も含まれている。

　それを感じ周りにいた生徒も色を失っていく中、雪子は腰に手をあてて一同を見回してから、ゆっくりと口を開いた。

「まあ、大体のことは聞かなくても想像つくけど。あんたたち、遊矢に何しようとしてたわけ？　呼び出したんでしょ？　理由は？　とーぜん、あたしが納なつ得とくできるものよね？　くだらない内容だったらはっ倒すわよ」

「そっ……それは…………」

　北岡は先さき程ほど自分を抑えた二人をちらりと見て、アイコンタクトで『お前ら、上手うまくまるめ込んでくれ』と頼み込む。

　いきなり振られた二人は顔を青くして目を見合わせ、

「え、えーっとですね！」

「これには事情が、深くて長くて語り難い国家レベルの事情が」

　しどろもどろになりながら、何とかこの場をやり過ごせる言い訳を探す。しかそれだけではダメだ。遊ゆう矢やが話してしまえば一巻の終わりなので、同時にその口を塞ふさぐ手段も考えなくてはならない。

　二人はアイコンタクトを交わして壮大な言い訳を考え、役割分ぶん担たんも決める。

　しかし──

「こいつら雪ゆき姫ひめのことが好きで、遊矢に嫉しつ妬とした挙あげ句くに乱暴狼ろう藉ぜきの限りを尽くそうとしてたんだぜー」

　他所よそから聞こえて来た調子の軽い声が、彼等の努力を無に帰した。

　遊矢以外の全員が一いつ斉せいに声の主ぬしを探し、壁の近くにある大きな木の辺りを見るが、そこには誰もいない。

「ちゃうちゃう。こっちだっての」

　声の主はその上方、高さ二メートルを優に超す壁の上にしゃがみ込んでいた。

　白に近い灰色の髪が良く似に合あう中性的で端たん整せいな顔立ち。黒づくめながらタンクトップにところどころが破れたジーンズという涼しげな服装で、楽しげに笑っている長身の男がそこにいた。

「てめっ、井い沢ざわ?!」

　誰かの声に、彼──井沢玲れいはひらひらと手を振って応える。

　その様よう子すを見て、雪ゆき子こは呆あきれと苛いら立だちを同居させたような顔でため息をついた。

「バカ沢ざわ、あんたいつからそこにいたの？」

「登ったのは今さっき。この裏に来たのが五分前、ってとこだな」

「なら、なんでさっさと助けに入らなかったのよ？」

「決まってるだろ？」

　井沢は立ち上がり、にっと笑うと、壁の上からダイブした。空あいた地面にではなく、一人でぽつんと突っ立っている男に向かって。

　男の顔が、動揺と驚きよう愕がくが合い混ぜになった半はん笑わらいになり──

「……えブッ?!」

　飛び降り様ざまに玲の跳び蹴げりをもろに顔がん面めんにくらい、派は手でに吹っ飛んだ。哀あわれな金きん髪ぱつの男が飛んで来た仲間に巻き込まれる形で一緒に倒れて、二人まとめて気き絶ぜつする。

　いきなり攻撃を仕掛けておいて、玲は涼しげな表情で笑った。

「ピンチになったところを助けた王子様にヒロインが惚ほれるのは常識だろ？　だからもう少し愛いとしのハニーがやばくなるのを、心を痛めて見守ってたんだよ。雪姫が来たからオレのパーフェクト予定が狂っちまったぜ、ったく」

「変な呼び方するなっていつも言ってるでしょ！　っのホモ！」

「ちゃうちゃう。オレはバイだっての」

　腰に手を当てて胸を張る玲を、雪子はセクハラ発言をした親父おやじを見るような厳きびしい目でけん制する。

　自信家で、攻撃的で、色々な意味で頭がキレて、好こう色しよくでしかも遊ゆう矢やを狙っているという危険人物──それが井い沢ざわ玲れいだった。

　遊矢を囲んでいた生徒は誰もがケンカ慣れした者たちだったが、一いち様ように仲間を倒した玲を警けい戒かいしつつも手を出そうとはしなかった。

　玲も雪ゆき子こに負けずかなり有名な生徒で、特に運動部や不良連れん中ちゆうには、入学早々空から手て部に殴なぐり込みをかけ、全国大会にも出場経験のある団体戦メンバーをあっさり倒したというエピソードが知れ渡っている。

「お、どうした？　誰もかかって来ないん？　悪の戦闘員のごとく蹴け散ちらしてやるからガンガン来い、ガンガン」

「バカ沢ざわは黙ってて！　っんとに、話がややこしくなるったら……」

　雪子は玲を『喋しやべったらひどい事になるからね』と目で脅おどしてから、改めて北きた岡おかを睨にらみつける。その強い反感が籠こもった視線に、北岡はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「あんたたち、自分がどれだけ間違ったことをしようとしていたか分かってるんでしょうね？　ああ、でも言い訳とか反省の言葉とかはいいのよ。期待してないし、口でなんて言っても、こんなことしようとした後じゃ説得力の欠片かけらもないから。それに、何となく見覚えあるのも混ざってるしね」

　一気にまくし立て、ぐるりと全員の顔を見る。目を逸そらし、あるいは目が合ってビクリと震える男たちの反応からすると、全員この後の展開を予測出来ているようだった。

「この際だから──って、何度も言ってるけどね。一応、ハッキリさせておくわ。

　あたしは今いま現在、誰とも付き合う気はないし、それは遊矢にしたってそうよ。聞いたことあるはずよね？　それなのに遊矢に暴力振るおうだなんて考えなしで理り不ふ尽じんでほんっっとに最低な──ああっ、なんかさらに腹立ってきた！」

　どんどんテンションが上がって行く雪子を、遊矢は相変わらずの笑顔で、玲はにやついた表情で、北岡以下は色を失ってとそれぞれのリアクションで見ていたが、

「ま、待ってくれ！」

　咄とつ嗟さに、といった感じで北岡が手を前に突き出した。

「ならどうすりゃいいっていうんだ！　オレらはオレらでマジなんだ、この滾たぎる思いをどうしろっていうんだよ!?」

「おー、最近の不良にしては情熱系けいだなー」

「玲は黙ってた方がいいと思うよー。雪ちゃん、手が出るの早いから」

「あんたも黙ってるの！」

　後ろで何やら話す二人に一いつ喝かつして北岡に向き直ると、雪子は不敵に笑った。

「だから、特別条件。知ってるでしょ？　あたしに勝てたら付き合ってあげるわよ」

「だが、その、付き合うけどすぐに振るとかそういうことも……」

「恋人として常識的な範はん囲いであるなら何してもいいし、すぐに振ったりもしないわよ」

　その宣言に、取り囲む男たちは一気に色めきたった。一部では歓声も湧わく。

「い、いいんだってよ！　何してもだってよ!?」

「いや待て、常識的ってどの程度のことが許されるんだ!?　手を繫つなぐ程度か？」

「バッカ、今日びその程度のわけねぇべよ、最後までオッケーだって」

「うおぉぉぉぉぉぉぉ、マジか!?」

「ふ、婦人警けい官かんの格かつ好こうとかしてくれるかな？」

　分かりやすく妄もう想そうにとりつかれる彼等は、最も早はや怯おびえもなければ遠えん慮りよもなくなっていた。目を血走らせ、息を荒くしている者もいる。

　ただ一人、北きた岡おかだけは未だに怯ひるんでいる。実は一度手痛い目に遭あったことがある彼だけが、これから自分たちがどうなるかを知っているからだ。

　そして彼の予想を実現する一言が、雪ゆき子この口から放たれた。

「まぁ、とりあえずあんたたちには全ぜん滅めつしてもらうけど」

　それを聞いた瞬間、北岡は咄とつ嗟さに両腕を顔の前に上げ、ガード体勢を取る。しかしそれを見越したかのような強烈な前まえ蹴げりが、彼の腹部に突き刺さった。



「がっ…………あ、ぁっ……」

　パクパクと口を開き、蹴られた腹を思わず手で押さえる北岡だが、身体からだがくの字に折れて顔がん面めんが無防備になったところを雪子は見逃さなかった。

　すらりと伸びた足が、傍はた目めからも捉とらえ難い速度で北岡の側そく頭とう部を蹴りつけた。今度は声すら上げられず、北岡の体は地面を滑り、体育館の壁にぶつかって止まる。その後はビクッ、ビクッと痙けい攣れんするばかりで起き上がる気配はない。

　スカートの裾すそがハタハタと舞うが、雪子は全く気にしなかった。下にはちゃんと黒のスパッツを穿はいてある。

　そして一瞬前まで色しき欲よくに染まっていた生徒たちはというと、いきなりの光景に青ざめていた。

　暴力という手段で邪じや魔まな遊ゆう矢やを物理的に排除しようとしていた彼らだが、自分の身に降りかかるとなれば話は別。しかもやられる相手が想い人ときているのだから、シニカルすぎる状況だった。

　リーダー格をあっさりと倒したことで場は完全に雪子のものとなり、誰も足が動かない。そんな中で彼女はもう一度自分たちを囲む不良を見渡す。

「さてと……もう時間もないことだし、美み樹きも待っているだろうし」

　左手首にはめた男物の象ぞうが踏んでも壊れないというごつい腕時計の盤面を確認し、雪子はにっこりと笑う。しかし、その目は攻撃的に光ったまま。

「さっさと片付けるわよっ！」

　雪ゆき子こは宣言と共に、木の傍そばで立っていた長髪の生徒に向かって軽くステップイン。だがその速度は驚きよう異い的で、瞬まばたきをする間に三メートルはある距離が詰まっていた。

　突然目の前に雪子が現れ、驚いて上体を反そらす長髪の彼だったが、頭がやや引いたところを狙いすました右のハイキックが急きゆう襲しゆうし、もげるのではないかと思わず心配するくらいの勢いで頭が跳ねる。倒れるのを確認するまでもなく、一瞬にして意識を刈り取られて白しろ目めを剝むいた。

「やっ、やばい……彼女にするどころか、逆に病院送り食らうぞ?!」

　二人が倒され、ようやく全員が危険を察さつ知ちしたらしい。が、遅すぎると言えた。

　とっくに戦闘モードに入っている雪子は止まらない。

　とりあえず、といった具合で手近な所にいた生徒の顎あごを蹴り上げ、

「ぁがッ!?」

　距離を取ろうとバックステップする相手には、それより速い踏み込みと共に中段の足そく刀とうを鳩尾みぞおちに食らわせ、

「ぅごばっ!?」

　意を決してタックルを決めにかかってくるのを見れば、ジャンプしてかわし様ざまに膝ひざ蹴げりを顔面に浴びせ、

「あぎゃっっ?!」

　背を見せて逃げようとした男の背中に跳び蹴りを放ち、吹っ飛ばす。

「うあああぁぁぁぁあぁぁっ！！!?」

　僅わずか一分足らずで八人を倒すという圧倒的な戦闘力で文字通り蹴け散ちらすと、雪ゆき子こは笑みを浮かべた。

　これが制せい裁さいだとか理り不ふ尽じんに対する怒りだとかそんなものは完かん璧ぺきに忘れ去っているに違いない楽しげで清すが々すがしい笑顔で、振り返りながら叫ぶ。

「さあ、次は誰よっ」

　片側は全ぜん滅めつさせたのであと半分──のつもりで手近な所にいる敵を探そうとし、雪子はそのまま動きを止めた。

　残る敵は一人だけになっていた。

　六人が地面に倒れ伏し、残る一人が遊ゆう矢やの目の前で井い沢ざわ玲れいと戦っていた。

　戦い、と言ってもそれは一方的なものだ。必死の形ぎよう相そうでガードしている相手に対し、玲は楽しげな笑みを浮かべてガードの上から攻撃を叩たたき込む。なんとか反撃しようとした瞬間に軽く顔面を小こ突づいて動きを止め、横に逃げようとした瞬間にローやミドルキックで道を封じ、後ろに退ひけば同じタイミングで間合いを詰める。

　手の上で転がすようにいたぶられ、相手の男は既に戦意を失っていた。何十発と重い打撃を受けた腕は震え、薄っすらと涙も浮かべている。

「もっ、もう……」

「おっけ、じゃあラストな」

『勘かん弁べんしてくれ』という言葉を遮さえぎると、玲は相手に背を向けた──と、思った時には鳩尾みぞおちにソバットが決まり、ボロボロになった男は口をパクパクさせながら膝ひざから崩れ落ちた。

「終了～、ってか」

　少なくとも七人を倒し、最後の敵にはかなりの数の打撃を放っていたにも関わらず、玲は汗一つかいていなかった。

　誰も傷一つ負わない完璧な勝利。

　しかし雪子は頰ほおを膨ふくらませた。

「終了、じゃないわよ」

「お、どうした雪ゆき姫ひめ？　礼の言葉を言うようには見えないが」

「誰が礼なんて言うのよ、バカ。あたしが更こう生せいがてら腐った性しよう根ねを叩き潰つぶす予定だったのに、なに勝手に倒してんのよ」

「叩き潰したら更生にならないだろ。叩き直す、が正解だな」

　怒りではなく羞しゆう恥ちで顔を紅あかく染めると、雪子はずかずかと玲に近づき、

「うっ、うるさいわねっ！　揚げ足取るんじゃないわよ！」

「運動が出来て頭が弱いってのは典型的だから気にすんなっての」

「誰の頭が弱いっていうの?!」

「当然、オレと遊ゆう矢やは違うわな」

「本っっっっっ気で蹴けり殺されたいの!!」

　殺意すら感じさせる目つきで雪ゆき子こは玲れいに詰め寄る。頭に血が上り、既に始業時間が近いとか教室に待たせている美み樹きのことも忘れてしまっているようだった。

　あと一ひと押おしでぶちギレる。それが誰の目から見ても明らかな状況で、玲は言った。

「ふっ……オレをやれるのは遊矢か、暴力的な魅み力りよくの身体からだだけだ。雪ゆき姫ひめの薄い胸じゃ、絶対に無理」

「ぁんですってぇぇぇぇぇぇぇぇ?!」

　怒ど声せいと共に、雪子の、八人を瞬しゆん殺さつした一いち撃げき必ひつ倒とうの威い力りよくを秘めた蹴りが繰り出される。しかも不良連れん中ちゆうを倒した時より速く、鋭い。

　しかし玲は表情を変えずにあっさりとスウェーでかわし、

「事実を言われて怒るなよ。大きくしたいんなら、っと。遊矢に育ててもらえっての」

「その口、二度と利けなくしてやるわっっっ！」

「まだハニーと満足するまで愛の語らいをしてないから、却きやつ下か」

「だから喋しやべるんじゃないわよ！！！」

　次々と繰り出される蹴りを全て紙かみ一ひと重えで避けるというハイレベルな攻防と低レベルな口こう論ろんが体育館裏うらに響ひびく。

　雪子は当てることに、玲は見切ることと避けることに集中していた。

　だから、それに──壁に手をつき、よろめきながらも立ち上がった北きた岡おかに気がついたのは遊矢だけだった。

　北岡は左手で腹部を押さえ、よろよろと歩き、自分を見ている遊矢に近づきながら空あいた手でズボンのポケットを探り──折り畳たたみ式のナイフを取り出した。

　パチン、という音と共にナイフはその刃やいばを露あらわにする。

　それを見ても、遊矢は笑顔だった。

「そんなの出したら危ないよー？」

　北岡は答えない。しかし、血ち走ばしったその目を見れば逆げき燐りんに触れたのは明らかだ。

「……ん？」

　先に気がついたのは、雪子のローからハイに変化する蹴りを避けたばかりの玲だった。北岡と、その手に光るナイフが視し界かいに入り、その顔から余よ裕ゆうの笑みが消える。

　その変化に、雪子も左回し蹴りを放つ寸すん前ぜんで止め、

「どうし……!?」

　玲の視線を追って見た光景に、雪子は息を吞んだ。北岡がナイフを持った手を振り上げ、目の前にいる遊矢に振り下ろそうとする姿が見えたのだ。

「危ないっ?!」

「ちっ」

　二人はほぼ同時に遊ゆう矢やを救うべく動くが、揉もめている間に距離が開き、さすがの二人も振り下ろされるナイフを止めることも庇かばうことも出来ない。

「だめぇぇぇぇぇっっ！！！」

　雪ゆき子この必死の呼びかけが響ひびく中、ナイフの切きっ先さきは吸い込まれるように遊矢の顔面へと伸びる。

　そして、ほんの少しだけ、遊矢の頭が後ろに下がった。

　シュッ──という風切り音と共にナイフは振り抜かれ、僅わずかに切られた前髪が宙に散る。ほんの数センチの差で、肌はだと眼球に切っ先は届かなかった。

　北きた岡おかは荒い呼吸で第二撃げきを放とうと、目を剝むき、手に力を籠こめる。

　だが、それが振られる前に。

「っのぉ！」

「逝いけ」

　雪子の跳び蹴げりと玲れいの急停止しながらのパンチを同時に食らい、北岡は見事なくらいに吹っ飛び、コンクリートの壁に叩たたきつけられた。ずり落ちて地面に座り込んだ彼の口からは血の混じった泡あわが漏れ、目を覚ました時には病院のベッドで間違いないような有あり様さまだ。

　そんな加害者兼けん被害者には目もくれず、雪子はすぐに遊矢の顔を覗のぞき込み、

「遊矢、平気!?　大丈夫なのね!?　ああ、もう、心臓止まるかと思ったわよ」

「怪け我がが無くて良かったぜ、ハニー。愛らしい顔に傷がつかなくて、本当に何よりだ」

「変へん態たいは黙んなさいよ！」

　安心した反動かまたやりあいが始まりそうな二人だったが、遊矢の朗ほがらかな声がそれを未然に防いだ。

「大丈夫だよ、ちゃんと動きが見えてたから。雪ちゃんの蹴りが効いてたしねー」

　仮にも刃物で襲おそわれたというのに、遊矢はそれまでと全く変わらぬ様よう子すで話す。声も平へい穏おんなら顔色も普通。恐らく、心しん拍ぱく数も。

　そんな幼おさな馴な染じみの様子に、雪子は大きくため息をついた。

「やっぱり、少しでも早くなんとかしなくちゃね……」

　呟つぶやいた時、どこからか始業五分前を伝えるチャイムが体育館裏うらに流れてきた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　事の始まりは八年前。水みな瀬せ遊矢が一体の悪あく魔まと契約したことから始まった。

　契約により、リールゥと名乗る悪魔はその超ちよう常じようの力で白しろ銀がね雪子の怪我を治した。手術を翌よく日じつに控えた大おお怪我だったにも関わらず一夜にして完かん治ちし、夜が明けて訪れた医者や両親の前で普通に歩いてみせ、大いに驚かせた。

　そればかりか、魔ま法ほう治ち療りようの副作用でただでさえ優れていた雪ゆき子この身しん体たい能力は格かく段だんに上がり、ほんの少しばかり人間離れした力を手に入れた。

　そんな奇き跡せきと引き換えに遊ゆう矢やが失ったもの。

　それは『緊きん張ちよう』と『恐怖』という目には見えないものだった。

　生徒たちの声で賑にぎやかな昼休み。

　一年Ｆ組教室内で朝の出来事を思い出しながら、雪子は冴さえない顔でいちご牛乳を飲む。もう中身は殆ほとんど無くなり、ズズズ[image: ][image: ][image: ]と音を立てているが、そんなことは気にも留めず、そのままの状態で机に顎あごを置いて突つっ伏ぷした。

「なんか、すっごく悪あく循じゆん環かんな気がするわ……」

　入学してから早三ヶ月。本当に早く過ぎた三ヶ月だと雪子は思う。

　入学早々、その容よう姿しと明るく親しみ易やすい性格は学年でも評判となった。だが、それだけならこんなことにはならなかったはずだ。

　当時を振り返り、雪子は三つのミスを犯したと思っていた。

　一つは、身体測定の際にセクハラをした体育教師を蹴けり倒したこと。

　全治一ヶ月のムチウチになったその教師は被害に遭あった百人近い女生徒から訴えられて懲ちよう戒かい免めん職しよくとなり、雪子は特に沙さ汰たもなく、一いち躍やく女子のヒーローになった。

　次に、体育測定の際に少しばかり本気を出してしまったこと。

　数いるスポーツ特待生の中には性格に難なんのある者もいて、その挑ちよう発はつについ乗ってしまったのだ。その結果、高校生の記録ではなく、世界記録に匹ひつ敵てきする記録を連発してしまった。これが原因でそれまで以上に多くの部から注目を集め、スカウトの嵐あらしにあった。

　それだけでも充分目立つのに、しつこいスカウトの末に男子を駆り出してきた柔じゆう道どう部にレギュラー全ぜん滅めつの憂うき目を遭わせてしまったのだ。

　ここまででも充分。その地位は固まったようなものだった。

　そこに止とどめの三つ目、他ならぬ幼おさな馴な染じみの水みな瀬せ遊ゆう矢やとの関係。

「噓うそでもいいから親しん戚せきだとか言っておけば良かったのよねー」

　パックから出したストローを口に咥くわえたままピコピコさせながら言うと、弁当を包んでいた手を止めて美み樹きは苦く笑しようする。

「それでも無理があったと思うよ。仲のいい姉弟でも二人ほど一緒にいないもの。それこそ恋人同士でもね」

「でも、ここまで酷ひどくはなかったと思わない？」

「うーん……それはそうかも」

　困った顔で同意され、雪子は深くため息をついた。

　今朝けさのように、常に雪子と共にいる遊矢が妬ねたまれてケンカを売られることは少なくないのだ。呼び出しも受ければ[image: 辻]つじ斬ぎり同然に襲おそわれることもある。どこからか野球のボールが飛んでくることも、頭上から植木鉢ばちが降って来ることも。靴をボロボロにされるような苛いじめもたまにある。

　そんなことが起こる度たびに犯人を割り出し、見つけ次第粛しゆく清せいの蹴けりを浴びせてきた。そのため、スカートの日は常にスパッツを穿はく習慣までついている。これを嘆なげいた一部のファンは『白しろ銀がね雪ゆき子このスパッツ着用反対』の署名を募つのり、二百以上集まったところで当人に提出にいき、彼等は見事に入院した。

「っんとに、どこでどう間違ったかな～」

　ふて腐れたように言うと、再びため息。

　体育教師の件は、暴力という名の制せい裁さいではなく、弁論による抗こう議ぎという形を取るべきだった。体育測定では、もう少し大人おとなに、もっとセーブしてやれば良かった。そうすれば後の乱闘も起きなかった。

　ここまでは理解出来る。反省している。

　しかし三つ目。遊ゆう矢やに関してはどこをどう間違ったのか、明確な答えは出せなかった。

　緊きん張ちよう感と恐怖感のない遊矢は、ほんのちょっとしたことで怪け我がをしてしまうことが多々ある。

　例えば、真正面から何かが飛んでくれば、人は反射的に避けようとする。しかし恐怖感が機能していない遊矢の場合、当たれば怪我をすると分かってはいても、『反射的』には避けられない。恐怖感の麻ま痺ひにより危機感がないと言っていいほど低下しているのも要因の一つだ。

　当たれば痛い。怪我もする。そう分かっていても、全く恐怖を感じない体は反応をしないのだ。だから自分で「危ない、避けないと」と体を動かさなければならず、そのため、反応が遅れる。

　緊張感がないのもかなり厄やつ介かいだ。人は普段からある程度は緊張している。だから『後ろから誰かに見られている気がする』という、視し界かいの外のちょっとした感覚にも気づく。

　だが、遊矢にはそれがない。人間が本能で駆く使しする第六感が利かないため、危険が迫っていてもその発見が遅れる場合が多いのだ。

　緊張感と恐怖感。この二つがないため、ちょっとしたことが命取りになる可能性はかなり高い。言ってしまえば、寝ね不ぶ足そく状態でプラットホームの白線の外側に居続けているようなもの。実際、高校に入ってからも地味派は手でを問わず何度も死にかけている。

　雪子は責任を感じていた。遊矢がそんなボンクラな体になったのは、ポンコツになりかけた自分の体を治すためだから。

　だから八年間、出来る限り遊矢と共にいた。たまに嫌になり、離れることもあっても、結局は「仕方ないんだから」とぼやいて、遊矢の横に並んだ。

　しかし。

　高校に入って以来、遊矢は今までの数倍に当たる多くの危険に晒さらされている。その殆ほとんどが人災で、雪子が傍そばにいることで招いたものだ。

　守るために傍そばにいるつもりが、逆に危険にしてしまっている。しかも日に日にひどくなっている。かといって、今いま更さら離れればもっと危険だろう。

「あー、もー。どうしてこうなるんだか……」

　悩みの種は現在、井い沢ざわ玲れいと学食にいる。玲と一緒にいることは不快で危険だが、それでも玲が遊ゆう矢やの身にかかる火の粉こは振り払うことだけは確かだったので、久しぶりに美み樹きと二人で昼食を取ることにしたのだ。。

　そうすればそうしたでジレンマに悩まされ……結局、雪ゆき子こは落ち込んでいた。

　美樹はそんな友人になんと言っていいものか悩み、優しく内気で考えすぎる性格のため、結局何も言えずに空気の重さを増す手伝いをしていた。

　そんな沈んだ窓まど際ぎわ前から二列目の席に好こう奇きの視線を送る者はいても、近寄ることの出来る勇者はクラスに存在しない。

　だから必然的に。

　勇者は、廊下から駆け込むようにして教室に入ってきた。

「しっろがっねさーん、いっませっんかーって、はっけ───ん！」

　やたらとテンションの高い声が教室に響ひびき、雪子は顔を上げた。その時にはもう、美樹の横に彼女は来ていた。

「どもー、白しろ銀がね雪子さんっ。毎度お馴な染じみ、新聞部ですー」

「……相変わらずハイねー」

「新聞記者は体力・気力・忍にん耐たい力に加えてアドレナリンの時代だからねっ」

　意味の分からないこと言って、彼女はフフフと笑った。短く切られた髪が少し揺れ、逆に眼鏡めがねは一ミリも動かない。女子制服である水色のセーラー服の右腕部分に『新聞部』と書かれた腕わん章しようをつけていた。

　まだ一年ながら事件が起こればどこにでも現れ、誰にでも取材するという奇き抜ばつすぎてもう褒ほめるしかないような行動力で一いち躍やく有名になった新聞部員。武む藤とうアキというのが彼女の名前だった。

　アキはキラリ、と眼鏡を光らせ、

「聞いたよー、今日も朝から元気にやってたんですって？　さっすが『荒あら雪ゆき姫ひめ』！」

「その呼び方止めてって言ってるでしょ。しまいにゃ蹴けりが入るわよ」

「やん、怒った顔もぷりてぃーよ。思わず激げき写しやしちゃうわっ！」

　言いながらデジカメでパシャパシャやり出すアキに、雪子は怒る気も失せて、ため息。怒るだけカロリーの無む駄だだ、ということは、短い付き合いでも十分に身に染みている。ちなみに『荒雪姫』というのは、白雪姫をもじって付けられた雪子のあだ名というか通り名で、玲が雪子を姫や雪姫と呼ぶのはこのためだ。

「……それで、何の用？　朝のアレのインタビューとかだったら断るわよ。むしろ怒るわ」

「あ、違う違う。ちょっと面白いことが起きてるみたいだから、それを伝えに来たのよ」

「面白いこと？」

「そっ。あっちゃん恒こう例れいの特ダネだよっ」

　クフフ、と含み笑いをするその姿は、どう考えても面白いだけでは済みそうもないと予感させるに充分だったが、雪ゆき子こはもう諦あきらめていた。

　ここで話を聞かなければ、廊下でも下げ校こう途中でも女子トイレでも、所ところ構わず付きまとい話しかけてくる。なら、今のうちに済ましてしまったほうが得策だ。

「……で、なんなの？」

「最近、原因不明の貧ひん血けつでバタバタと生徒が倒れる事件が起きてるの、知ってる？」

「んー？　なんか、うっすらと聞いた憶おぼえが……」

　どこで聞いたのかを思い出そうとして、すぐに気がついた。

　登校途中に美み樹きがそんなことを話していた。しかし、内容までは知らない。

　だから雪子は首を横に振り、アキは嬉うれしげに語りだした。

「事の起こりは二十日前なんだけどねー。下校の途中、男子生徒が倒れていたのが見つかったの。原因は貧血。で、それから立て続けに生徒が貧血で倒れているところを発見される、っていう報告が相次いでいるのよ。しかもなかなか快かい復ふくしなくて、一週間は体調不良のままっていうのもざらにいるのよっ」

「最近暑いしねー。貧血にも熱ねつ射しや病にもなるわよ」

　自分でそう言いながら、それのどこが原因不明なのかと引っかかる。

　アキを見ると、ふふんと言わんばかりの不敵な笑顔。

「発見された時間帯がどれも夕方以い降こうなのよ。むしろ日が暮れた後の方が多いのね。確かに昼の暑さにやられたっ、ていえばそれまでかもしれないけど、ここで事態は事件性を帯びたのですっ！

　昨日、それがただの貧血じゃなさそうだ、ってことが分かったのよっ！」

「へぇ……」

　一緒に話を聞いていた美樹が興味深そうに呟つぶやく。さすがに詳しくは知らなかったらしい。まあ昨日の今日なら知っている方が珍しいが。

「昨日倒れた女生徒は、友達と一緒に帰るところだったの。けど、下げ駄た箱ばこの所で忘れ物に気がついて、一人で教室に戻ったのね。友達はしばらく待っていたんだけど、十分経たっても戻ってこないのはおかしいと思って教室に行ってみた。そこで倒れた彼女を発見した、ってわけ」

「……それで何が分かるっていうの？」

　自慢にならないが左さ脳のうを使うことが苦にが手てな雪子は率そつ直ちよくに聞くと、アキはほんの少しだけ神しん妙みような顔つきになる。

「倒れた子、別れるまではすっごい元気だったのねー。帰りにゲームセンターに寄ろうってはしゃいでいたくらい。なのに、たったの十分の間に真まっ青さおになって倒れた──おかしいと思わない？」

「…………確かに」

「でしょでしょ？　そう思うっしょ？　しかも彼女、教室に戻ってからの記き憶おくがないときてるの。今のところ報告された限りでは、倒れた子は共通して直前の記憶がないの。どーして自分が倒れたのか覚えてないのよねー」

「なんか……怖いね」

　不安がる美み樹きの肩を雪ゆき子こはポンポンと叩たたく。そうしつつ、自身も眉まゆ根ねをひそめた。

　もしかしたら、という疑念があった。

　二人の様よう子すにアキはにんまりと笑って続きを話す。

「話を聞いたところでたまたま二年の二に条じようさんが通りかかったのね。あっ、二条いずみさん、知ってる？　白しろ銀がねさんは知らないっぽいねっ？」

「全ぜん然ぜん知らない。有名なの？」

「『荒あら雪ゆき姫ひめ』ほどじゃないけどねー。知る人ぞ知る、よりは有名かな？」

「確か、お祓はらいとかする人……だよね？」

　おずおずと美樹が口を挟むとアキはパチンッと指を鳴らし、

「おしいっ。おしいので残念賞です！　はい、賞品の爆ばく裂れつ堂の爆裂キャンディー。初めはフツーだけど、自分の最期を悟さとったらモーレツに抵抗するって噂うわさだから気をつけてねっ」

「あ、ありがとう……」

　コアすぎる商品を販売している爆裂堂の中でも『手を出すには真の勇気がいる』と噂されるキャンディーを渡された美樹はいらないとも言えず、困り笑顔で握り込んだ。

　アキは何事もなかったように雪子に向き直り、

「正確には祓い師なの。悪あく霊りようや妖よう怪かいみたいなものを退たい治じする人で、いつも袴はかまを穿はいた巫女みこスタイルなのよー。しかも美人とくれば、有名にならない方がおかしいでしょ」

　風かざ見み野の高校は自由度が高いため、パンクスやゴスロリといった日常とは程ほど遠とおい服装で登校する人間も多いが、職業服である巫女服というのは確かに雪子も見たことがなかった。

　試しに想像してみると……確かに、目立つ。

「で、その祓い師のセンパイがなんなのよ？」

「そうそう、二条先せん輩ぱいにこの事態を報告して、意見を聞いてみたの。そしたら一言、『人じん外がいの者の仕し業わざだ』──ってね。かぁっこよかったわよー、あの凜りんとしたお顔！」

　その時のことを思い出してか、アキはキャーッとはしゃいだ。

　だが、雪子は真剣な表情でぐっと彼女に顔を寄せる。

「それ、ホントの話ね？」

「んん？　それってどれ？」

「二に条じようなんとかってセンパイが言ったこと！」

「そりゃあもう！　この武む藤とうアキ、取材は完かん璧ぺきを自負しているものっ」

　笑顔で言う彼女の目をしばし見つめ、雪ゆき子こはイスに座り直した。若じやつ干かんではあるが頰ほおが紅こう潮ちようし、瞳は爛らん々らんと輝いている。

　もしかしたら。

　そんな思いが、雪子を興こう奮ふんさせていた。

「でも、どうしてわざわざゆっこちゃんにそんな話を？」

　ふと言った美み樹きの言葉に、雪子はようやくその違い和わ感かんに気がついた。

　確かにそうだ。こんな話、わざわざ違うクラスの雪子にしにくる必要はない。明るく元気で馴なれ馴れしいアキは友人も多く、雪子とはそれほど親しいというわけでもないのに、だ。

　当然の疑問に対し、アキはふふんと口元に笑みを浮かべた。

「あっちゃんの情報収しゆう集しゆう能力を甘く見ないでよっ」

「どういうこと？」

「中学時代、白しろ銀がねさんと水みな瀬せくんがオカルト方面に首を突っ込んでいたっていうのは調査済みだったりする、ってこと！」

「…………呆あきれた」

　陽気にＶサインをするアキから視線を逸そらし、雪子はため息をついた。

　大した調査力だ。二人と同じ中学からこの高校に来た者はいないはずなのに調べられたということは、わざわざ地元の友人か何かに聞いたのだろう。アキの情報網もうは言うだけあって広く深い。

　確かに中学時代、雪子は遊ゆう矢やと二人でオカルトについて色々と調べ、怪かい事件が起これば積極的に関わっていった。その殆ほとんどがガセだったが、実際に怪かい異いに巻き込まれたりもした。

　正しくは小学生の時からそんなことをやっていたが、当時は行動範はん囲いが狭く活発に動けなかった。だからそこまでは辿たどり着けなかったのだろうと思うと、雪子はほんの少しだけ嬉うれしくなり、立ち上がった。

「思おも惑わく通り、調べてあげるわよ。その代わり、情報はちゃんと流しなさいよ？」

「おっけーおっけー。夏休み直前特集で取り上げたいから、出来るだけ早めの解決と、解決後のインタビュー。お願いねっ」

「ちゃっかりしてるんだから……」

　諦あきらめたように呟つぶやき、雪子は早足で教室から出る。

　ちらりと腕時計を見れば、昼休みは残り十分弱。だが、次の時間は授業を選択していないため、時間はたっぷりある。

　八年前──遊矢が自分の傷を治すために契約し、失った感覚。それを取り戻すことが出来る唯ゆい一いつの方法。

　この日本のどこかにいるリールゥという名の女悪あく魔まを見つけ出す──『かくれんぼ』で勝利すること。

　今度こそ、手がかりが見つかるかもしれない──そんな期待と共に雪ゆき子こは廊下を駆け、一いち路ろ食堂を目指した。

　そこにいるはずの遊ゆう矢やにこの話を伝え、放課後から調査をしようと言うために。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「えっと、僕はパス」

　少し考えてからのその回答に、雪子は啞あ然ぜんとした。

　ぐわんぐわんと何かが頭の中でがなりたて、視し界かいに映っているものが急に現実味を失っていく。

　信じられない思いで一いつ杯ぱいだった。

　遊矢が失った感覚を取り戻すには、契約の際にしたゲームに勝つしかない、ということは誰よりも本人が良く知っているはずなのに。

　かくれんぼという単純明快なゲームを提案した悪魔が提示したルールはこれまた明確で、遊矢がリールゥを発見し、その体に触れて名前を呼ぶこと。それだけで遊矢の勝ちとなる。

　当然、リールゥはゲームの間は現世に留まることになり、さらに二つの制約がつけられている。

　一つは直接間接に関わらず彼女からの攻撃はなし。

　もう一つは、遊矢から半径十キロメートル以内に隠かくれること。

　これまでの研究──主に遊矢が調べたものだが──とその筋すじの人に尋たずねた成果で悪魔は存在するだけで周囲に不ふ思し議ぎな出来事が起こりやすいと分かっている。そして悪魔は契約や約束を反ほ故ごすることも破は棄きすることも出来ないというので、間違いなくどこかにいるはずだ。

　雪子が風かざ見み野の高校に進学を決めたのも、この学校は広くともその周辺はそれほど人口が多くなく、噂うわさに敏びん感かんな若者の集つどう場所だからだ。

　悪魔探しのためにここまでしたというのに、初めて手がかりになるかもしれない情報を摑つかんだというのに、それを話した遊矢の返答はまさかの『ＮＯ』。

「どうしてっ?!」

　思わず、今いる場所が人ひと目めのある食堂だということも忘れて雪子は大声を出した。もう昼休みも終わるということで人の数こそ少ないが、その分ぶん声は響ひびき渡る。

「落ち着けや雪ゆき姫ひめ」

「あんたは黙って！」

　なだめたいのかからかいたいのか分かりづらい玲れいを一言で切り捨て、雪子は遊矢を見つめた。いつものようにのんきで、緊きん張ちよう感が欠けた表情。それをどうにかするためだということは、当然分かっているはずなのに。

　──そう。遊ゆう矢やは間の抜けた顔をしていることが多いが、ちゃんと考えて行動するタイプだということを雪ゆき子こは知っている。理解も早い。思いつきや気分で重要な誘いを断るような性格でもない。

　歯は痒がゆさと怒りを抑え、尋たずねる。

「…………理由は、なに？」

　遊矢の顔を見ていたら怒っている自分がなんだか馬鹿らしくなった、というのもある。

　そんな気も知らず、遊矢はお茶を一口飲んでからゆっくりと答えた。

「さっき、演劇部の手伝いを引き受ける約束しちゃったんだ」

「演劇部？　約束？」

「うん。だからねー、放課後は演劇の練習に……」

「ちょっ、待って！　どうしてそんな展開になってるのよ!?」

「説明しよう」

　スクッと立ち上がり、玲れいは片目を閉じて人差し指を立てた。

「十五分ほど前な。演劇部の美人部長がどうにも人ひと手で不足だっていうことで、遊矢をスカウトしにきたんだよ」

「部長さんが、わざわざ？」

「そう。美人部長が、わざわざ」

　いちいち『美人』を付けて強調され、雪子はさらに不ふ機き嫌げんに唸うなる。

「なんで遊矢に頼むのよ？」

「理由聞く前に遊矢が引き受けたから、そこまでは知らん」

「なんでそんなに簡単に引き受けちゃうのよ?!」

　矛ほこ先さきを遊矢に変えるが、遊矢は口に手を当てて考えた後で、

「んー……困ってたから？」

「なんで疑問形なのよ!?」

「むー」

「あぁ、もうっ！　埒らちがあかないからとりあえず来なさいっ！」

　ハッキリしない遊矢の態度に苛いらついた雪子は、あっさりと痺しびれを切らした。

　イスに座っている遊矢の右手首を摑つかむと、ズンズンと食堂を出るべく歩き出す。当然、遊矢は引っ張られてテーブルやらイスやら慎しん重ちようにカレーうどんを食っている生徒の背中にぶつかりながら、後ろ向きで半なかば引きずられるように付いて行く。

「うわわ、僕どこに連れて行かれるの～？」

「遊矢ぁー、これは誘ゆう拐かいだ、拉ら致ちだ、このままだと嫁よめにいけない体にされるぞー」

　雪ゆき子こは瞬間沸ふつ騰とうで顔を赤くしながら振り向き、イスの背もたれに組んだ腕を乗っけた玲れいに、一言。

「するか、っのバカ沢ざわ!!」

「僕は男だから婿むこ入いりだと思うよー」

　のんきな遊ゆう矢やの言葉は出入り口を通り過ぎた頃に終わり、二人はそのまま廊下に出る。その時、すれ違った女生徒グループに啞あ然ぜんとした表情で見られたが、雪子はそれを無視した。

　遊矢は完全に引きずられて廊下をずるずると移動し、角を曲がってすぐの場所にあった空あき教室に投げ込まれるようにして、ようやく止まる。

　雪子は乱暴にドアを閉め、念のためにと鍵かぎも掛けてから振り返る。予備の机とイスが溢あふれる教室は少し空気が埃ほこりっぽく、遊矢はズボンについた汚れを払っていた。

「……で、どういうことなの？」

　二人っきりの状況に持ち込むまでに少し時間が経たったため、雪子はかなり落ち着きを取り戻していた。

　それを見て取ったのか、遊矢もやんわりとした笑顔を浮かべて口を開いた。

「あのね。食堂に行く途中で、武む藤とうさんに会ったんだ」

「え…………って、それじゃ、話はもう？」

「うん、聞いたよ。だからご飯を食べてる最中に演劇部の部長さんが話を持ちかけてきた時、引き受けることにしたんだ」

「ちょっ、待って！　展開が見えないわよ?!」

　片手を眉み間けんに当て、雪子は必死に頭を回転させ話の流れを順序良く組み立てていく。

　まず、武藤アキは既に遊矢に『風かざ見み野の学生連続貧ひん血けつ事件（仮）』の話をしていた。

　次に、演劇部の部長から手伝い要よう請せいが来た。

　遊矢がそれを受けたのは、武藤アキに話を聞いたからだという。

　だから、つまり、それは……………………

　なるほど、と雪子は思った。

　やはり自分の頭は思し考こう作業に向いていないようだ。

「雪ちゃんは武藤さんからどのくらいまで話を聞いたの？」

「え？　あ、えーっと……」

　まだ三十分も経っていないのに早くも記き憶おくがあやふやになっていることに焦りつつ雪子が説明すると、遊矢は小さく頷うなずいた。

「えっと、部長さんが僕に手伝いをして欲しいって言ってきた理由なんだけどね、五人いる男子部員が全員貧血で倒れて、未だに体調不良で学校に来れないからなんだって」

「……それがどうしたの？」

「雪ちゃん、原因不明の貧血で倒れた生徒の内、男子生徒は何人か知ってる？」

「えっ、と…………知らない」

　そういえば詳しい数も内うち訳わけも聞いていなかったと今いま更さらながらに気がつかされ、それともアキが自分の時だけ端折はしよったのだろうか、と考える。恐らく、遊ゆう矢やはちゃんと聞いたのだろう。

　とりあえずそれは置いておき、雪ゆき子こは目で続きを促うながした。

「今朝けさの段階で倒れたと報告された二十七人の生徒の内、男子生徒はたったの五人なんだってさ」

　これにはさすがに雪子もすぐに気がついた。

「ってことは、演劇部の男子だけが？」

「みたいだねー」

　貧ひん血けつで生徒が倒れる原因は不明。だが、それが一種の病気にしても何らかの人物が引き起こしていることにしても、男子は演劇部だけが……というのはかなりおかしい。

　風かざ見み野の高校の生徒総数は約三千人。半分が男子として、千五百人。この中で倒れたのはたったの五人だというのに、それが全ぜん員いん演劇部というのが偶然──というのはまずありえないと考えていいだろう。

　ならば誰かが演劇部を狙って犯行を行っているか、演劇部男子が何らかの条件に引っかかる行動をしていた、と考えるのが自然な流れだ。

　そこまで思し考こうがまとまり、ようやく雪子はその意図を悟さとった。

「あっ、だから演劇部の手伝いをすることに?!」

「うん。そーいうこと」

「…………そうなら早く言ってよ」

　勝手に裏切られたような気分になったり落ち込んだり怒ったりしたのが、完かん璧ぺきなまでに一人相撲ずもうだったと分かり、急に恥ずかしくなってきて雪子は口くち早ばやに、

「そう、それでどんな感じだったの、その演劇部の部長さんっていうのは？　怪しい感じはした？　危険な雰ふん囲い気きとかは？　もしかしたらその人が犯人かもしれないでしょ？」

「あ、えっとねー」

　遊矢はにこやかに笑った。

「美人だったよー」

　一言で簡かん潔けつに感想を言う笑顔の幼おさな馴な染じみを、雪子はとりあえず殺気を込めて睨にらんだ。

　瞬間沸ふつ騰とうしそうな感情を、しかしなんとか抑えつける。ここでゲンコツを食らわせるのは簡単だし、怒ど鳴なりつけてやるのはもっと簡単だ。実際、何度となくそうしてきた。

　だが、いつまでもそんな短気な自分ではダメだ、と雪子は考える。ついさっきの失敗がいい例だ。

　中学生気き分ぶんはいい加か減げんにして、もっと大人おとなにならないといけない。そう、余よ裕ゆうをもって感情に振り回されずに行動出来る大人にならなければ。

　雪ゆき子こはにっこり──のつもりで、ぎこちない笑みを浮かべた。

　冷静に、穏おだやかに。

　そう自分に言い聞かせる。

「そう、美人なのねー。でもそれだけじゃ分からないでしょ。他には何かないの？」

「ん～」

　遊ゆう矢やは考える素そ振ぶりを見せた後、笑顔で、

「目が切れ長できれいだったよ」

　ぴくんっ、と口の端が動いた。

「そ、そう……他に特徴はない？」

「えっと、髪が長くてきれいだった」

　ぴくぴくぴくっ。

「もっと、ほら、違うでしょ？　何かあるでしょ？」

「ああ、うん、スタイルも良かった。あれは絶対、雪ちゃんより──」

　びきっ。

「あたしよりなんだっていうの?!」

　慣れない我が慢まんは決けつ壊かいも早く、雪子は顔を真っ赤にして遊矢に詰め寄りその胸むな倉ぐらを摑つかんで盛大に前後に揺すった。

「さっきっから美人だのキレイだのなによ!?　他になんかあるでしょ!!　見た目だけで人間を見るなって教わってきたでしょうが！！！」

「でも、ね、初しよ対面だとぉ、がいケん、しか、わっ、判断きじゅんってやつが、」

「言い訳しない口ごたえしない無む駄だ口ぐちも叩たたかない、あぁっ、もう苛いらつくったら！」

　ぐぃっ、と鼻と鼻がくっつきそうなくらいに顔を引き寄せ、

「あたしが聞きたいのはねっ、その部長がなにか人間じゃないみたいな雰ふん囲い気きとかそーいうのを持っていたかとか、なにかに操あやつられてたりとり憑つかれたりしているような感じはあったかとかそういうことなの！　誰がチャームポイントを言えなんていうのよっ!?　あたしより胸が大きかったらなんだっていうのよ!?」

　そこまで叫んでようやく気が済んだのか、雪子は手を離した。ケホケホと軽く咳せき込んで喉のどを擦こする遊矢の顔はほんの少し赤くなっていた。

　頭がふらふらするのか遊矢はすぐ近くにあった机に手をつき、片手で第二までシャツのボタンを開けて一息ついた。

「さあ、分かったらもう一度やり直す。何か感じたことはあったの？」

　どっしりと腕を組み強い眼まな差ざしを向けた雪子はそれなりに迫はく力りよくがある。彼女とそれなり以上の親交があればあと一ひと押おしでぶち切れる、と分かるだろう。

　ちなみに遊矢は十年以上も友達を続けているという仲だ。

　そんな幼おさな馴な染じみは笑顔に戻り、ハッキリと言った。

「えっと、守ってあげたくなるような感じがあっ」

　次の瞬間には華か麗れいな後ろ回し蹴げりが胸むな板いたに突き刺さり、遊ゆう矢やは最後まで喋しやべることが出来ずにいくつかの机とイスを巻き込んで派は手でに転がった。

　雪ゆき子こは肩で息をして、

「はぁ、はぁ……っんとにもう、どこまでボケてりゃ気が済むのよ」

「うぁ～。さいごのは、かるい冗じよう談だんのつもりだったんだけど～」

　よろよろと体を起こし遊矢は軽く頭を振った。見た目は派手に倒れたものの、ダメージは少ないらしい。遊矢の体術が優れているのではなく、雪子が手て加か減げんしたからだ。怒ってはいても蹴りはしても、ちゃんとダメージを抑える辺りは付き合いの長さがさせる技。

　そして器き用ような真似まねをした当人は深いため息をついて、がっくりと肩を落とす。

「あんたのは素すなのかジョーダンなのか分かりにくいのよ」

「ん～……じゃ、真ま面じ目めに話すね」

　言うと、ひょこっと立ち上がり、倒れていた机やイスを直し始める。

「部長さんのことは言った通り。初しよ対面じゃほとんど分かることはなかったよ。でも、演劇部に何かあるか、もしくはあったはずだとは思うんだ」

「そう、ね」

「だから演劇部の調査をするのが近道かなー、って思っていたところに部長さんが話を持ちかけてきたからね。だから引き受けてみることにしたんだ」

「っんとに……最初っからそう言いなさいよね」

　やっとまともな話になり雪子も落ち着く。感情の沸ふつ点てんが低い分、冷めるのも早いのだ。

　そして怒りが収まれば理性的な思し考こうも出来るようになる。

「でもね、遊矢。そんな勝手に約束なんてしないでよ」

「え？　なんで？」

「なんでって、あんたのこと守れなくなるでしょ。今朝けさみたいに不良に絡まれたり事故に遭あったりしたらどーすんのよ」

「んー……」

　転がっていた最後のイスを直して振り向いた遊矢はのんきな顔で、心配している方が馬ば鹿か馬鹿しくなるような気楽な様よう子すだった。

　それでも付き合いの長い雪子には、それが思し案あん顔なのだとなんとなく分かる。判別するのは難しいが、雰ふん囲い気きで分かるのだ。

　だから遊矢が思考をまとめて話し始めるまで待った。

「えっと、演劇部の練習は放課後ご参加だけでいいらしいんだ。だから放課後までは今まで通り、その後は別行動でいいんじゃないかな」

「でも、それじゃ……」

「だいじょうぶだと思うよ。演劇の練習は本番まで時間がないから第一体育館の壇だん上じようでやるんだって。だから誰かにケンカ売られるようなことにはならないだろうし。事故の類たぐいはそもそも避けようがないしねー」

「けど、あたしが目を光らせていれば確率は下がるでしょ？」

「うん。でも今回のことでもしリールゥが見つかるんだったら早いほうがいいと思うし。だから雪ゆきちゃんは練習の間に他に怪しい人を探したり目もく撃げき者しや調べしたり、他の調査をお願いしたいんだ。帰りは雪ちゃんが迎えに来るまで体育館で待ってるから」

「う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　唸うなりながら反論しようと考えるも、遊ゆう矢やがああ言っている以上どうこう言っても無む駄だなのだ。普段は雪ゆき子この意見にごねることはあっても結局は従う彼だったが、自分で決めた事に関しては曲げようとしない。説得の結果なんとか多少の修正を加えてくれることはあっても、その目的を変えることはない。

　ただでさえそんな融ゆう通ずうの利かないところがあるというのに、今回は実に真まっ当とうなことを言っている。体育館にいるということが分かっていて、しかもその周囲には演劇部の面めん々めんもいる。危険は少ないだろう。

　──危険。

　その単語に雪子はハッとした。

「でもっ、本当に犯人が演劇部にいたらどうすんのよっ?!　すっごい危険じゃない!!」

　演劇部に何かある、と考えながらもそんな初歩的なことを思いつかなかった自分を呪のろいながら声を荒げる。

　だが、遊矢はのんびりと返した。

「ん～。でも、ヘーキだと思うよ」

「なんでよ!?」

「だって演劇の練習中に襲おそってくることはないでしょ？　みんなの前でそんなことしたら一発でバレちゃうから」

「…………っでも、ほら、部ぶ活かつ終わった後に二人っきりになっちゃったりして、そこで襲われるってことも充分に……」

　どうにか追加の反対材料を捻ひねり出す雪子だったが、遊矢は不ふ思し議ぎそうに目を丸くする。

「雪ちゃん、状況証しよう拠こって言葉知ってる？」

「あたしを馬鹿だと思ってんの？　そんなの……………………知らないわよ」

「つまりねー、みんなが帰って二人っきりになったとして、そこで僕を襲って、僕の記き憶おくが不確かになったとしてもね。他の人は『最後まで残っていたのは誰か』ってことを知っているわけでしょ？　となると、犯人は自分だってバレちゃうでしょ。

　だから手を出してくることはないはずだよー」

「………………………でも、」

「そもそも相手がリールゥだとしたら、かくれんぼの制約で僕の事を攻撃できないよ」

「………………………………………………そうね」

　がっくりと肩を落として、雪ゆき子こは呟つぶやいた。

　どれもすぐ思いつくような初歩的なことなのだ。遊ゆう矢やだって気づいているに決まっていた。

　これで反論材料が消えてしまい、雪子は息を吐いた。

　そもそも。どうしてこうも反対しようとしているのか、自分でも良く分からない。

　効率を考えれば自分が足を使い、遊矢は演劇部に何か奇き異いが起きていないか探る。それがベストなのは間違いない。ない……はずなのに、わだかまりがある。

「雪ちゃん、どうかした？」

　顔を上げると、いつの間にかすぐ目の前に遊矢の顔があった。ポッキー一本分くらいの空間を挟んで、ふにゃっとしている表情の中に心配そうな瞳があった。

　今年で十二年目の付き合いになるにも関わらず。雪子は不覚にも赤せき面めんし、慌あわてて飛び退のいて両手をぶんぶん横に振り、

「ど、どうもしてない、なんにもないっ」

「え～、でも顔」

「なんでもないのっ！」

　追跡質問を一言でシャットアウトし、急に暑くなってきた気がしたため、パーカーをぱたぱたさせた。

　遊矢は少しの間だけ首を傾かしげて、それからいつもの笑顔に戻る。

「少し大変だと思うけど、聞き込みの役よろしくね。僕は僕で精せい一いつ杯ぱいやるから」

　そうまで言われてはこれ以上ごねる気にもなれず、雪子は頼りなく頷うなずいた。

　まだ納なつ得とくは出来ていない。しかし、もう決まったことだ。なら、やるしかない。

　出来るだけやって、やれる限りのことをやって、全力を尽くして、解決する。一刻も早く遊矢の無くした感覚を取り戻す。それだけだ。

「──よしっ！」

　膝ひざに手を当てて、肘ひじを伸ばす反動で背せ筋すじを伸ばして顔を上げる。

　やることが決まってしまえば気分はスッキリした。いつまでもぐちぐちと悩んだり考え続けるのは性しように合わないのだ。

「あたしはアキを捕まえて倒れた人の友達を中心に聞き込むことにするわ」

「あ、いちおー保健室で他に貧ひん血けつで倒れた人がいないかも調べてねー」

「そうね……それじゃ、早さつ速そくあたしは動くから、遊矢もね」

「うん、僕もちゃんと──」

「じゃなくて、ボールが飛んできたり床にバナナとかビー玉とか転がっている可能性もないとは限らないんだから、ちゃんと気をつけるのよ。あと、あたしが迎えに来るまでちゃんと体育館で、外からでも見える所で待っていること。

　いいわね？　ちゃんと守るのよ？」

　じっと自分を見る真剣な眼まな差ざしに遊ゆう矢やはきょとんとして、それから口元を綻ほころばせる。

「あはは……うん、分かった」

　これで気持ちの上でも納なつ得とくした雪ゆき子こは力強く頷うなずき、笑顔を見せた。迷いのないスッキリとした晴れやかな笑顔だった。

「ところで、さ」

　そこに水を差すように、遊矢はややトーンを落とした声で言った。

「雪ちゃんは犯人の正体、なんだと思う？」

「え？　それはやっぱり……」

　そう言われて雪子の脳のう裏りに浮かぶのは、幼い頃に見た、少女の姿の人間ではない彼女。

「……悪あく魔ま、なんじゃないの？」

　一般的には知られていないが実在する、悪魔や鬼おになどの人じん外がいの者。もし犯人がリールゥでなくとも、この手の事件は人外の者が関わっている可能性が高い。二に条じようという祓はらい師しの証言もそれを後あと押おししている。

　断定するには情報も証しよう拠こも少なすぎる──だから雪子は期待を籠めてそう言ったのだが、遊矢はどうも違う感想らしかった。

　それが気になった雪子は腕を組み、

「遊矢はなんだと思うのよ？」

「ん～……そうだねー」

　少し考えるような仕し種ぐさの後で、遊矢は笑った。

「吸きゆう血けつ鬼き、かな。中学の時みたいに」

「あ……！」

　その言葉で、雪子の脳裏に中学時代の記き憶おくが浮かぶ。自分と遊矢は実際に吸血鬼と会ったことがある。その特性である吸血で被害者は貧ひん血けつ状態になり、傷口は数分と経たたずに消えてしまうことも知っている。

「確かに、符ふ合ごうするわね。でも、吸血鬼は異い性せいの血しか吸えないんでしょ？」

「うん。だから犯人が複数、もしくは悪魔がなんらかの理由で人の精せい気きを吸いとっている可能性もあるから。吸血鬼化している人間もいないしねー」

　遊矢の意見を聞きながら、雪子は中学生の時に出会った吸血鬼の事を思い出していた。

　近所にある大きな家に引っ越してきた一家は吸血鬼ではないか、という噂うわさが広まった中学二年生の春。雪子は遊矢と共に調査に乗り出し、小さな事件に巻き込まれ、結果としてその一家が本当に吸きゆう血けつ鬼きだということが判明した。

　事件の後、一家はそれなりに親しくなった雪ゆき子こたちに『他た言ごんはなるべく控えるように』という忠ちゆう告こく付きで吸血鬼に関する様々なことを教えてくれた。

　吸血鬼は一種の特別変へん異いを起こした人間の一種で、吸血の際にウイルスを流し込むことによって相手を吸血鬼にし、同時にウイルスの母体側からある程度の支配が出来る。しかし意識してウイルスを流し込まないことが可能な上に、一部の教会に頼めばワクチンを取り寄せることも出来るという。それによって後天性の吸血鬼は人間に戻ることが出来る。

　生きるために行う吸血の頻ひん度どは月に数回で済むし、摂とる量も致ち死し量より遙かに少なくていい。弊へい害がいといっても貧ひん血けつと前後数分の記き憶おくを消す程度。下手へたに問題を起こせば教会に退たい治じされてしまうため、節度を守って暮らしている吸血鬼が殆ほとんどだ──吸血鬼一家の中で一番歳としが近い青年は雪子たちにそう教えてくれた。

「相手が吸血鬼だとしたら、証しよう拠こを押さえるのに苦労するわね……」

　肝かん心じんなのは、吸血された人はその前後の記憶が消えるということ。傷きず痕あとも数分で消える。つまり、証拠は残らない。

　証拠がなければそれが吸血鬼の仕し業わざとも分からない。

　雪子は軽く握った拳こぶしを顎あごに当てて考え込み……すぐにさっぱりした笑顔で言った。

「まっ、情報集めてさっさと犯人見つければ正体が何かなんてすぐに分かるわよ」

　楽観的というか現実的な意見に遊ゆう矢やも笑いながら頷うなずいた。

「そうだねー」

「それじゃ、具体的な時間とかを決めましょ。少し長くなりそうだから食堂に戻るわよ」

　返事を待たずに振り返り、雪子は鍵かぎを上げてドアを開けた。

　開けた向こうに、井い沢ざわ玲れいが立っていた。

　玲は素早く雪子の顔を覗のぞき込み、それから室内を一いち瞥べつし、動かし続けた視線を遊矢にあわせるとピタリと止めた。

　いかにも不ふ審しんな行動を取る玲に、雪子はいかぶしげに眉まゆをひそめる。

「何よ？」

　その問いに答えず玲は何度も遊矢と雪子を見比べて、真剣な目で雪子の目を見た。

「な、なによ？」

「……雪ゆき姫ひめ。いくらお前が女だからといって、これは犯罪だ」

「ハァ？」

　玲がよく分からないことを言うのはいつものことで、いつもなら流すか手痛い突っ込みをくれてやるかの二に択たくの雪子だったが、やけに真しん摯しな表情に押されて強く出られない。

　だいたいにして、どうして彼がそんな表情をしているのか。その理由がまるで見当たらず、どう対応すればよいのか戸と惑まどっていた。

　そして玲れいは語る。

「お前が嫌がる遊ゆう矢やを無む理り矢や理り連れ出してなかなか帰ってこないからまさかと思えば、そのまさかだったとはな……」

「あんたはホントになにを言ってんのよ？」

「自分の胸に手を当てて聞いてみろ」

　普段なら「さっさと答えなさいよ」と言いつつ蹴けりを見舞う雪ゆき子こだが、いつになく真剣なその表情に、なんとなく言われた通りに考えてみる。

　状況を整理する。玲はなかなか二人が戻ってこないから探しに来たようだった。探しに来て、空あき教室から出てくる自分を見て、今までにないほど真ま面じ目めな様よう子すになった……といったところだろう。

　こいつは何を見たのだろう、と思い、雪子は室内を振り返る。

　遊矢が直したものの多少崩れた並びの机とイス。その中でぽつんと佇たたずむ遊矢は転んだ時にかズボンをやや埃ほこりで汚し、シャツの裾すその片側がはみ出しボタンは上二つが外れ──

　まるで何かに襲おそわれた後のようだった。

　そして、ふと。

　自分の顔に先さき程ほどの熱が僅わずかながら残っていることと、この部屋は先程まで施せ錠じようされていたという事実に気づいた。

　何も知らない傍はた目めから見れば、この状況は、つまり──

「ちっ、違うわよ、そんな、違っ、これは……！」

　たちまち真っ赤になった雪子はブンブンと両手を顔の前で交差させて、身の潔けつ白ぱくをアピールする。

　玲はにやりと笑い、そんな彼女の耳に顔を寄せ、囁ささやいた。

「で、感想は？」

　質問には左上段回し蹴りで返し、直ちよく撃げきした玲の身体からだは十メートル近く吹っ飛ぶという結果になった。













二章　　調査対象・美人部長の場合







　事件の調査というものは素人しろうとが簡単に行えるものではない。相手の反感や不信感を買えば素直に答えてくれなくなり、下手へたをすれば噓うそを教えられることだってある。そこには忍にん耐たい力と持じ久きゆう力が要求され、効率の悪い地じ道みちな調査を続けるのは精神的にも肉体的にもきつく、かなり厄やつ介かいな事だ。

　白しろ銀がね雪ゆき子この場合。まずは新聞部部員であり情報源でもある武む藤とうアキから被害者リストを受け取った。名前、クラス、出席番号に加えて所属する部活や委員会が書かれていただけではなく、何人かは襲おそわれた日時と場所まで聞き込みが終わった後だった。そのため、雪子はまだ聞き込みの出来ていない十数人から始めることにした。

　アキによると、被害者の殆ほとんどはまだ学校に出て来ていないという。登校している者に関しては既に聞き込みの後だったというから、彼女のフットワークとネットワークはかなりのものだと雪子は心しん底そこから感心した。

　アキは独自の調査があるからと聞き込みの手伝いは出来ないというので、リストを頼りに一年生の女子から調べることになり、雪子は気合を入れた。

　一年生の女子、と簡単にいってもその総数は五百二十四人。その中からリスト入りしている六人の友人関係を当たるというのはかなり困難だと思われた。

　……その時は。

　初日の放課後、雪子はＢ組の工く藤どう亮りよう子こが倒れた時のことについて調べ始め、まずはＢ組に乗り込み、残っている女生徒の一人を捕まえて「工藤さんの友達の人、知らない？」と尋たずねた。その女生徒は顔を青くして、『自分は知らない、Ａ子が知っている』と泣きそうになりながら早口で言うと一人の女生徒を指差し、逃げるように走り去った。

　それを不ふ思し議ぎに思いながら雪子はＡ子に同じ質問をすると、彼女はやたらと雪子のことをじろじろと見ながら『工藤さんとはＦ子が親しい』といったことを話し、何故なぜか握手を求めてきゃあきゃあはしゃいで去っていった。

　首を傾かしげて窓まど際ぎわの席で親しげに男と話すＦ子に同じ質問をすると、彼女は不ふ審しんげに雪子を見ながら「いちおーダチだけど、なによ？」と言った。ようやく本題に入れる相手が見つかってほっとし、早さつ速そく工藤亮子が倒れた時のことで何か知らないかと聞いてみようとする雪子だったが、そこで思わぬ横よこ槍やりが入った。Ｆ子と喋しやべっていた男が雪子に興味を示したのだ。

「なぁ、名前はなんていうんだよ」

「俺のこと知らない？　サッカー部でさー……」

「そんな話どうでもいいだろ。それより俺とカラオケに行かね？」

「おい、無視してんじゃあぶげっ?!」

　会話が進まないことに苛いら立だった雪ゆき子この蹴けりで彼が教室を飛び出し廊下まで転がると、それまで不ふ機き嫌げんが顔からはみ出していたＦ子は顔面蒼そう白はくになり、口く調ちようを軍隊式の規律正しいものに変えてハキハキと答えてくれるようになった。

　それからクラスにまだ残っていた工く藤どう亮りよう子この友達は聞いていないことまでスラスラと話してくれ、ずいぶんと簡単に知りたい情報が手に入った。

　大成功に終わった一クラス目だったが、次からはもっと簡単だった。質問をしにきた相手が誰かということを理解すると、対象は面白いくらいあっさりと情報を公開してくれるということが多く起こった。

　有名な『荒あら雪ゆき姫ひめ』に逆らえば文字通り一いつ蹴しゆうされるという噂うわさ、そして実際に礼れい儀ぎを知らない何人かを蹴り飛ばす、或あるいは顔面スレスレで寸すん止どめをする光景を見た生徒たちは逆らうなどという無む謀ぼうは避けたのだ。

　雪子は知らないのだが、入学早そう々そう有名になった彼女は写真部有志に数え切れないほどの隠かくし撮りをされ、それが一枚五百円、レア写真は三千円で取り引きされているため、実物を見たことはなくともかなりの数の生徒が『荒雪姫』の容よう姿しを知っていたのも大きい。

　自分が嫌う通り名のおかげで事が上手うまく運んでいるということは気に入らなかったが、それでもふてることなく聞き込みを続けた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　結果、調査三日目となる水曜日の五時前に一ひと通とおりの聞き込みは終了し、雪子は意気揚よう揚ようと特別校舎から渡り廊下を通って第一体育館へと向かっていた。

　意外に自分は探たん偵ていに向いているのかもしれないと嬉うれしくなりつつ、聞き込みの結果見えてきた犯人候こう補ほ数人を思い浮かべる。その内の一人はこれから行く先にいるのだ。

　緊きん張ちよう感は全くない。部活の最中に事が起こる可能性はまずないだろうし、『何か』が起きても対たい処しよ出来る自信もある。

　そんなことより雪子の興味を誘うのは、演劇部の練習そのものだ。

　昨日、一昨日おとといの二日間は六時半頃になって迎えに行ったため、演劇部は活動を終えてみんな帰った後で、誰とも顔をあわせていなければどんなことをしているのかも知らない。中学の時も演劇部の練習風景は見たことがなく、初しよ見けんということでわくわくしていた。

　気持ちが昂たかぶったまま雪子は体育館に到着し、すのこに上がって重いドアを開けると、バスケットボールが床を跳ねる音やシューズの擦こすれる音に混じって、耳に心地良い美声が聞こえてきた。

「『それなら話は簡単です。信じたくはないのですけど…………犯人はこの中の誰か──そういうことですね？』」

　雑音が溢あふれる館内でも明確に聞き取れるハッキリとした発音であり、同時に聞く者を酔わす透とう明めい感かんも兼ねた美しい声に、雪ゆき子こは反射的にそちらを向く。

　広い体育館内ではバスケットボール部が男女で半面ずつ使い、それぞれゲーム形式の練習をしていた。右側のコートでリバウンドをとった長身の選手が前線にボールを送る。その向こうにある壇だん上じように、一人の女生徒がいた。

「────へぇ」

　風かざ見み野の高校は生徒総数が多いため、イベントも規模が大きくなることが多い。そのため、体育館のステージも広く設計されている。

　そのステージに、実際は四人の生徒がいた。しかし雪子は壇上を見た時、彼女しか視し界かいに入らなかった。そして先さき程ほどの声は彼女が発したものだという確信があった。もう一つ、彼女が件くだんの美人部長だという確信も。

　美人とは彼女のような人のことを指す言葉なのだろうと雪子は思った。

　単純な顔の造ぞう作さくだけでなく、遠とお目めからもハッキリと分かる浮き出た存在感。同じ電灯の下にいるはずなのに、彼女は一ひと際きわ明るさを纏まとって見えるのだ。

　視力の良い雪子には細かい容よう姿しも分かる。切れ長に属する目とセットの長いまつげまでくっきりと。紺こん色いろのハーフパンツを穿はいた足はすらりと長く、シャツを押し上げる胸も…………確かに、悔しいと感想を抱くほうがどうかしていると思えるくらい完かん膚ぷなきまでに負けていた。

「………………女は性格よ、性格……」

　自分を励ますように呟つぶやくも、その表情は悔しさと羨うらやましさが同居してしかも後者が幅を利かせているのがバレバレだった。

　雪子が少しむくれながら靴を体育館用のものに履はき替えて中に入ると、何人かのバスケ部員が彼女に気づき、驚いたような仕し種ぐさをする。

　そんなことをいちいち気にしなくなるほど注目に慣れた彼女だったが、それでもなんとなく視線はそちらに行き、試合を見ている男子生徒の半分ほどがちらちらと、或あるいはじっと壇上の『女優』を見ているという光景を目にした。部活中とはいえ、やはり気持ちは正直なものなのだろう。惹ひかれてしまったのだから仕方ない。

　雪子がバスケ部の練習の邪じや魔まにならず壇上を見やすい場所まで移動すると、なにやら演技も盛り上がっていた。いつの間にやら遊ゆう矢やの姿もある。

　壇上にいる生徒は四人。男は遊矢一人しかいないが、それもそのはず。男子部員はまだ学校に来られるような体調ではないらしく、一人は入院までしている。だからこそ遊矢に白しら羽はの矢が立つようなことになったのだ。

　三人が私服。制服で、しかも男は遊矢一人だというのに、それでも部長の存在感は素晴らしく、一人目立っている。

　彼女は嘆なげくように頭を振って、顔を上げた。

「『疑いたくないのは私も一緒です。でも、これは事実。だから……お願いします。今のうちに名乗り出てください。犯人はいずれ分かります。その時になってからだと、多分……私はもう、その人を信じることも仲間だと思うことも出来なくなってしまいますから……』」

　今にも涙が浮かんできそうな、切実な哀あい願がん。

　演技だと分かっていても、なにやら心打たれるものがあるのを雪ゆき子こは感じていた。必要以上に感情を乗せた声でもオーバーアクションでもない、ただほんの少しだけ受け手に伝わりやすい表現。それだけで、何故なぜだか役者の演じているキャラクターの感情が分かるような気がするのだ。

　ほぅ、と息を吐き、雪子は誰に言うでもなく呟つぶやいた。

「……凄すごいわねー」

「そうっす。凄いっすよー」

「へっ?!」

　予測していなかった返答に慌あわてて横を見ると、いつの間にやら一人の女生徒がいた。雪子より頭一つ分ぶん背の低い小こ柄がらな生徒で、手には台本らしき本が丸めて握られている。短めの髪を二つに分けて赤い玉のついたゴムで縛しばっており、見る人に活発な印いん象しようを与えていた。

　彼女は壇だん上じようから視線を逸そらさないまま、

「西さい苑えん部長はホントに凄いんすよー。うちのがっこにいるどんな役者より演技力があって、実際に何度もスカウトされてるっす」

「へぇ……」

　そう言われて素直に信じられるほど、ほんの少し見て分かるほど彼女の存在は際きわ立だっている。

　今も何もない空間に手をつくような仕し種ぐさをし、哀かなしげな台詞せりふを語る部長。その姿に小柄な女生徒はうっとりした目で頷うなずくと、不意に雪子へと振り向いた。

「あ、申し遅れたっす。自分、演劇部二年の佐さ倉くら千ち恵えっす。恥ずかしながら今作の脚きやく本ほん担当なんすよー」

　演劇部関係だとは何となく分かっていたものの、幼く見える彼女が年上だったことと、そんな彼女が脚本を書いたと知って、雪子は分かりやすく驚きの声をあげた。

「へぇ、そうなんですかー。こういう演劇って自分たちで脚本書くものなんですか？」

「いやぁ、うちは珍しいほうっす。ふつーは有名演劇の脚本集などから切り貼ばりしたりアドリブしたりで、オリジナルをやるにしてもドラマや小説を参考に作るケースが多いんすけど、これはカンペキオリジナルっすから」

　少し照れながら言う千恵に、雪子はますます驚いた。

「あ、でも、たまに有名なのもやるっすよー。ただ、『ハムレット』や『ロミオとジュリエット』のような代表的なものはストーリーを知っている人が多いっすから、それじゃあ見る楽しみが半はん減げんしてしまうってことで、結局ラストは別物になるっすけど」

「へぇー。色々と考えてるんですねー」

「考えてるっすよー。演劇は芸術であると同時にエンターテインメントっすからー」

　言葉遣づかいはちょっと妙みようだが、自分のやっていることに信念を持って言っているということが会話の所々から分かり、雪ゆき子こは彼女に好感を抱いた。

「『でも、なにか理由があるんじゃ？　なにかは分からないけど、たぶんねー』」

　そして舞台では遊ゆう矢やがなにやら話していた。口く調ちように感情の起き伏ふくをそれほど感じさせない、いつも通りの平和ボケした声。

　こんなのが彼女等と同じ舞台に立っていていいのかと真剣に考えて隣となりの千ち恵えを見るが、彼女は渋い顔どころか満足そうだった。

　素人しろうとの演技だから甘く見てくれているのだろうと思い、同時に遊矢が壇だん上じようで演技なんかしているのが妙にこそばゆく感じて居たたまれなくなる。

「あの、先せん輩ぱい」

「なんっすか？」

「良かったらでいいんですけど、台本見せてもらえます？」

「いいっすよー。ホントは本番までダメっすけど、水みな瀬せくんの友達だから特別っす」

「それはどーも……って、あれ？　遊矢の友達って言いましたっけ？」

「聞くまでもないっす。水瀬くんとあなたは有名っすから」

　千恵はそう言いながら台本を渡し、

「今度、機会があったら白しろ銀がねさんも劇に出てもらいたいっす。なんかもー、見ているだけでインスピレーションで脳のう髄ずいがぶっとびそうなくらい色々と湧わいてくるんすよ」

「あー…………機会があったら」

　演技なんてとてもじゃないが出来ないためありきたりな返事をし、雪子は台本に目を落とした。

　山やま吹ぶき色の表紙には、演題がゴシック体で書かれていた。




『カレーパン誘ゆう拐かい事件！　～愛あい憎ぞうと裏切りのメビウスリング～』




　雪子は複雑極きわまりない表情で台本から壇上に目をやった。

　そこでは部長に向かって体操服姿すがたの部員がなにやら怒りをぶちまけていた。

「『先輩はいっつもそう！　あたしがどれだけ愛しているかを知っているのに、いつも横からかっさらっていって！』」

「『鈴すずちゃん…………まさか、あなたが……!?』」

「『違うわよ！　でも、みんな思っているわ。先せん輩ぱいはあたしたちの前からいつも奪い取っているのに、今いま更さらなにを被害者ぶっているのかってね！』」

「『そんな……』」

　壇だん上じようの役者の演技を見る限りでは、確かに愛あい憎ぞうで裏切りな展開だった。

　しかし……

「なんで、カレーパン？」

「知らないっすか？　うちのがっこに伝わる究極のカレーパンのこと」

「週に一度、特別校舎の購こう買ばいで五つだけ発売されるっていう、あれですか？」

「そうっす。サクッとカリッとした表面、ふっくらしたパン生き地じ、そして痛つう烈れつな辛からさとあっさりとした後あと味あじの合わせ技を持つ究極のカレーが中に入った、『増ます造ぞうカレーパン』っすよ！　販売価格は驚きの百二十円っす！」

　食べたことのある人は勇者として羨せん望ぼうの目を集められるという伝説のカレーパンの事を熱い口く調ちようで語る千ち恵えに、雪ゆき子こは何も言えずに台本をぺらぺらとめくった。

　そこにはカレーパンがなくなったことで繰り広げられる部員たちの激しい感情の発はつ露ろが描かれ、『カレーパン』という単語さえ抜けば至し極ごく真っ当でドロドロとした人間関係がありありと、しかし美しく終しゆう結けつされるドラマが書かれていた。

　パラパラとだが読み終わり、雪子は再び呟つぶやいた。

「…………なんで、カレーパン？」

「うちの部では部長だけが食べたことあるんすよ。それも、何度も」

「……………………この劇、実話なの？」

「半分くらいはそうっす」

　雪子は再さい度ど壇上を見た。

「『私も、私も食べてみたかった！　言いましたよね、一口だけでもくれませんかって！　けど、先輩は一ひと欠片かけらも──』」

「『やめようよ、きーちゃん。確かに部長は美味おいしい美味しい言いながらあたしたちに見せつけるように食べていたけど、それと盗まれたのは違うよ』」

「『でもっ、カレーパンの恨うらみがこの事件を引き起こしたのよ?!』」

　相変わらず、熱の籠こもった演技が繰り広げられていた。たまにアドリブも混じる。もしかしたら演技ではなく、本音を爆発させているだけなのかもしれない。

　雪子は思った。

　物もの凄すごくシュールな劇になりそうだな、と。

　そして、絶対に自分は劇に出ないことを決心した。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　それから二十分ほどして、演劇部の練習は終わった。

　何度も同じシーンを繰り返し、部員がお互いにアドバイスをする。遊ゆう矢やだけは例外で放っておかれていた。そして部長がパンパンッ、と手を叩たたいて皆を集め、何やら話をしてからお開きになった。

　現在動ける演劇部員は十人に満たないという千ち恵えの言葉通り、遊矢を抜かせば八人しかいない部員は雪ゆき子こを見てキャアキャアとはしゃぎ、気軽に手を振ったりしながら体育館から去って行く。

　最後に千恵が舞台袖そでへ続くドアから出てきて、

「水みな瀬せくんは部長と話があるそうっすよ。長くなるとあれっすから、白しろ銀がねさんも舞台裏うらに行ってみてはどうっすか？」

　舞台裏。人ひと目めにつかないところ。しかも、たぶん、二人きり。

「えっ……と、部外者だけど、いいんですか？」

　本当はすぐにでも乗り込みたい気持ちを抑えて確認をとると、千恵は笑顔でぐっと親指を立てた。

「ぜんぜんおっけーっす。他ならぬ水瀬くんの友達さんですし、部長も話がしてみたそうな感じっすよ」

　雪子が迎えに来る時にはいつも練習が終わった後で、他の演劇部員とはろくに話をしたことがない。遊矢が演劇部に参加し始めてからまだ三日しか経たっていないはずだが、千恵の態度からすると、どうやら部員とは仲良くやっているようだった。

「ならお邪じや魔ましてみようかな、うん」

「んじゃ、自分は帰るっす。おつかれさまっすー」

「さよならー」

　別れの挨あい拶さつとほぼ同時に雪子は振り返り、早足で舞台袖のドアへと向かい、少し重いそのドアを開けて中へと入る。

　舞台裏は薄暗いが、雪子が思っていたほど埃ほこりっぽくはなかった。演劇部がちゃんと掃そう除じをしているのだろう。

　探していた遊矢と美人部長は低い階段を上がった所で、にこやかに話をしていた。

　二人はほぼ同時に雪子に気づき、

「あ、雪ちゃん」

「あら？」

　笑顔で振り向いた二人の顔を見て、なんとなく雪子はムカッときた。まあ顔だけでなく、ただ振り向いただけで部長の胸が揺れたのを目もく撃げきしたせいもある。

　だが、それだけではない。彼女は現在犯人候こう補ほナンバーワンの、要よう注意人物なのだ。

　制服姿すがたの遊ゆう矢やと違い、部長は水色のティーシャツにハーフパンツと、運動部のような姿だった。長い黒くろ髪かみを素そっ気け無くまとめているのも首にかかったタオルもそれっぽく見える。

　演劇は体力を使うと聞いたことがあるが、湿ったシャツや前髪がへばりついた額ひたいを見る限りではかなり大変そうだった。遊矢が涼しげなのは、セリフも少なければ動きも少なかったためだろう。

「とりあえず、お疲れさま」

　言って、とりあえず自己紹介をした方がいいかと考えていると、

「まどかさん、知っていると思うけど、彼女が雪ゆきちゃん」

　先に遊矢が紹介してくれた。

　しかし、雪子は気き遣づかいを感謝するより先に腹が立った。

　名前で呼ぶなんて、たったの三日でずいぶん親しくなったもんじゃないか、と。

　ぼけっとしていて異い性せいにまるで興味がなさそうな女おんな顔がおのくせに遊矢はちゃんとそれなりに年とし頃ごろの男の子らしい欲望を持っていて、しかも好みのタイプが胸の大きな人だと知っている雪子は、じろりと彼を睨にらんだ。

　まさかとは思うが、情報収集のつもりで潜せん入にゆうしたくせに取り込まれたということは……………………あの胸なら、ありえた。



　なにしろ相手はただ美人で胸が大きいだけの上級生ではない。雪ゆき子こが睨にらむところ、犯人候こう補ほ最有力──最も怪しい相手なのだ。

　雪子がそんなことを考えていると、美人部長はにっこりと笑って丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「初めまして、演劇部部長の西さい苑えんまどかです。まどかって呼んでくださいね」

「白しろ銀がね雪子です。っと……西苑先せん輩ぱい、じゃダメですか？」

　敵かもしれない人と馴なれ馴れしくすると、いざという時に情じようが移ってしまうかもしれない。だから苗みよう字じで呼ぼうと思ったのだが、彼女は苦く笑しようしてみせた。

「私ね、苗字が嫌いなわけじゃないのだけれど……ほら、『西苑』と同音で『才さい媛えん』って言葉があるでしょう？　だから苗字で呼ばれると『才媛さん』とか『才媛先輩』ってからかわれているような気になってしまうの。だから、名前で呼ぶのが嫌なら部長さんにしてくれると嬉うれしいです」

「そういうことなら……あたしもまどかさんって呼ばせてもらいます」

　ぎこちない言い方だったが、まどかはやんわりと微笑ほほえんだ。

「はい。あ、まどかちゃんでもいいですよ？」

「いやさすがにそれは……」

　活き活きとしているのに上品さを感じる笑顔の、しかも年上の相手をちゃん付けなど出来るはずもなく、雪子は笑みを引きつらせてしまう。

　しかしまどかは全く構かまう様よう子すはなく、にこにこしながら雪子を見つめて、

「雪子ちゃんのことは遊ゆう矢やくんから聞いていますよ。幼おさな馴な染じみ、ということですけど」

「あー、はい。そんな感じです」

「でも、二人を見ているともう少し特別な関係のほうがしっくりくるんですけど……どうなんです？」

　質問内容としては近所のどこにでもいそうなおばちゃんの語るゴシップと変わらず、雪子は苦笑して答えた。

「や、別に特別ってほどのものではないです。強しいて言うなら保護者って感じで──」

　そこまで口にして、雪子はハッとした。

　先さき程ほどまで要よう注意人物と警けい戒かいしていたはずなのに、マイペースとしか言いようがないまどかの雰ふん囲い気きに乱され、あれっ？　と思った時にはもう心を許し始めている。

　だから雪子は慌あわてて気を引き締め、同時にこうも疑ってかからなければいけないのが少し嫌になった。

　そんな雪子の葛かつ藤とうなど知らないだろうまどかは、胸の前で小さく手を叩たたいた。

「そうそう、遊矢くんにも話していたんですけど、今度は雪子ちゃんも劇に出てみません？　千ち恵えちゃんも乗り気だったから、ヒロイン待たい遇ぐうで迎えますよ」

「あー……あたしは演技なんて全ぜんっ然ぜん出来ないですから。皆さんレベル高いのに、あたしなんかが混ざったら──遊ゆう矢やだって演技なんて出来ないから迷めい惑わくかけちゃって」

「あら、そんなことないですよ」

　まどかはにこにこしながら遊矢を見た。

「遊矢くん、凄すごく自然だからとても助かっているんです。今回の劇は『自分』を演じるものだから、みんな結けつ構こう苦労して……一ヶ月近く前から練習して、最近ようやく形になってきたところなの。それなのに遊矢くんは初日から完かん璧ぺきだったんですもの。みんなびっくりしていたんですよ？」

　褒ほめちぎるまどかの言葉を、まあ半分以上はお世せ辞じだろうなー、と雪ゆき子こが思っていると、それを見み透すかしたのかまどかは小さく笑い、

「凄いんですよ、本当に。普通は演技に慣れた人でも『自分』を演じるのは難しいんです。普段どう振る舞っていて、口く調ちようはどんなで、周りの目にはどう映っているのか──理解している人は少ないものです。そしてそれが分かっていても、いざ演技となると恥ずかしくなってしまうものなんですよ。

　でも、遊矢くんはとても自然で、彼の事をよく知らない私たちもすぐにどんな子か分かって。これって本当に凄い事なんです」

　素人しろうと目からも凄い実力だと分かるまどかが褒めちぎっていると、ぽけーっとしているだけに見える遊矢も凄い役者に思えてくるから不ふ思し議ぎだ。

　勉強も運動も美術方面も並みの成績の遊矢だが、もしかしたら演劇は向いているのかもしれない……とそこまで思ってから、雪子は肝かん心じんなことに気がついた。

　遊矢は緊きん張ちよう感かんが欠けつ如じよしている。そして恐怖感が欠如しているせいか、感情のベースが常と言っていいほど『喜き怒ど哀あい楽らく』の『楽』で固定されている。

　だからリラックスしているのでも自分をよく分かっているのでもなく、ただ台本通りに動いていれば、普段のぽや[image: ][image: ][image: ]っとした遊矢になるわけだ。

　種たねを知っていれば当たり前のことだった。

　感心して損そんをした気分になった雪子はうな垂れ、しかしふと、何度も疑問に感じていたことを思い出し顔を上げた。

「あの、まどかさん」

「なんですか？」

　タオルで額ひたいの汗を拭ふきつつ同性の雪子ですらドキっとしてしまうほど優ゆう美びな笑みを浮かべ、まどかは「何でも聞いてくださいね」と言わんばかりに見つめてくる。

「あー……遊矢の事、よく知らなかったみたいなことを言ってましたけど。なんでスカウトなんてしたんです？」

「ああ、そういえば話していませんでしたね。先月、新聞部の子が取材に来た時に聞いてみたんです。『誰か、素直で素敵でプレッシャーに強くて人ひと前まえに出ても動じないような男子生徒に心当たりはありませんか？』──と。我ながら無む茶ちやな条件でしたけど、その子が即そく答とうしてくれたので記き憶おくに残っていたんですよ」

「……………………もしかしなくても、その新聞部の子って眼鏡めがねをかけたショートヘヤーの制服を着た一年生じゃ？」

「はい、そうですよ」

　にやりと笑ってピースサインを決めたアキの顔が思い浮かんで、雪ゆき子こはがくっと脱だつ力りよくした。ここまで来ると、全てあのお騒がせ新聞部員の陰いん謀ぼうのような気さえする。

　こめかみに手を当て、チリチリきている頭痛の気配にしっかりするんだと自分に言い聞かせると、雪子は改めてまどかを見つめる。

　聞きたかったことが割と簡単に聞くことが出来た。順調──とは違う気がするが、それでも一つずつ謎なぞを解いていけば必ず自分の持っている情報と合わさり、解決へ向かうはずだ。

　本当はかなり疑わしいまどかが犯人と断定出来る何かを言わせられればいいのだが、誘導尋じん問もんなんてスキルは持ち合わせていないため、地じ道みちにいくしかない。

　ということで、次。

「そういえば、男子部員が全員倒れたから遊ゆう矢やが借り出されることになったみたいですけど。なにがあったんですか？」

　やや、というか、かなり直球なその問いに、まどかの表情がほんの数すう瞬しゆんだけ変化した。すぐに元のやんわりとした微笑ほほえみを浮かべるが、雪子はバッチリとその変化を目に焼きつけた。

「皆、ただの貧ひん血けつです。ああでも、『ただの』と言うには重じゆう症しようで、一人が入院、残りの四人は自宅療りよう養ようが必要で再さ来らい週しゆうの舞台には間に合いそうもないんです」

「そーなんですか。大変ですね」

「えぇ……本人たちは舞台にも上がれると言い張っているんですけど……男の子って、無茶なことを平気でしようとして。もう少し自じ重ちようすることを覚えて欲しいです」

「あー……」

　思い当たることが多すぎる遊矢を見ると、何も考えてなさそうなほのぼの顔だった。言われていることが自分にも当てはまるなんて少しも気づいていないんだろうな、と思い、雪子はため息をつく。

　さて。まどかの話した彼らの容よう態だいはアキから聞いた通り。充分過すぎるくらいに重症だ。

　だというのに、大事な仲間が倒れたというのに、微笑みを浮かべているまどかに普通なら違い和わ感かんを覚えるのだろうが……雪子はその前の表情が気になっていた。

　困ったような、呆あきれたような、どうしようもないいたずらでも見つけてしまったような、複雑な落ち込み方をしているように見えたのだ。確か、キャバクラにハマッた上に意い中ちゆうのキャバクラ嬢じようと付き合い挙あげ句くに結婚してしまった祖父の結婚式で母親があんな顔をしていた──と雪子は思い至った。

　そこまで複雑な事ではないと思うが、きっと何か、口には出せないようなことが起きたに違いない。そうに決まっている。

　数いる貧ひん血けつ事件の被害者の内、演劇部男子の容よう態だいが頭ず抜ぬけて悪い。他の生徒はもう登校していたり数日中には快かい復ふくするそうで、快復まで二週間以上かかるというのは明らかに長い。

　それだけではない。五人しか倒れていない男子だが、二回、三回と倒れている生徒もいるのだ。登校中だったり授業中だったり様々な時間と場所で貧血を起こしているので、単純に快復していないのに無理をしたということも有り得る。だが、その考えで看かん過かするには例外的過すぎる。

　未だに犯行の目もく撃げき者はいないところから察するに、部活が終わった後にひっそりと『何か』があったのだろう。

　仲間であるはずの男子部員が倒れた原因、もしくは一いつ端たんを知っているからこそ、ああも同情の念が感じられない言い方をしたに違いない。そうに決まっている。

　それらと先の反応を合わせ、まどかが犯人でないとしても事件に関わっていることは間違いないという確信を持ち、雪ゆき子こは警けい戒かいをさらに深めた。

　今のところ、とりあえず遊ゆう矢やは無ぶ事じだ。しかしこれからもそうだとは限らない。後で釘くぎを刺しておかないと、と密ひそかに決心する。

「……同じような感じで、原因不明の貧血で女生徒が何人も倒れているんですけど……それは知ってますか？」

「いえ、聞いた覚えはないです」

「そう、ですか」

　まどかの表情に変化はなく、そこからは何も読み取れず、雪子は胸の内で息を吐いた。

　ここいらが潮しお時どきだろうと判断し、

「──ってと。そろそろ帰るわよ」

　雪子は遊矢を肘ひじで突いて促うながし、先せん輩ぱいであるまどかにはちゃんと一礼。

「もう遅いですしお先に失礼します」

「ええ。また今度、時間がある時にゆっくりお話出来るといいのですけど……」

「そですね。時間がある時に、ゆっくり、色々と話せるといいですねー」

　その時はあなたを犯人として捕まえる時でしょうけど、とはさすがに言わない。先さき程ほどまで芝しば居いを見ていたせいか無む性しように言いたい気分だったが、こんなところで疑われまくるようなことを言うほど雪子は迂う闊かつではなかった。

　遊矢が配はい電でん盤ばんの横に置かれた小さなベンチからひょいっと鞄かばんを持ち上げるのを目で見て、雪子はもう一度軽く頭を下げた。

「それじゃ、まどかさん。さようなら」

「まどかさんさよならー」

「さようなら、遊矢くん、雪子ちゃん」

　小さく手を振る先せん輩ぱいと別れて舞台袖そでから出ると、バスケット部も片付けに入っていた。二、三年は既に部室へ戻ったのか、数がかなり減っている。

「遊ゆう矢や」

「なにー？」

「あんた、あたしとまどかさんが話している間、ずっとまどかさんの胸を見てたでしょ」

「あー……バレてた？」

「あんなに見てればフツーばれるわよ。っんとに、男っていうのは……胸の大きさが女の価か値ちとでも思っているの？」

「大きいってことは偉い大だいだよー」

「また意味のわからないことを……」

　頭を小こ突づいてやろうかと思いながら体育館を出ると、ちょうど入ろうとしていた二人とぶつかりそうになる。

「っと、すいません」

　基本的には礼れい儀ぎ正しい雪ゆき子こはすぐに謝り、それから相手が誰だかを理解した。

　片方は何度も見た覚えのある、背の高い若い教師。前髪をさらりと六対四くらいに分け、白い半はん袖そでのカッターシャツにクリーム色のスラックスを穿はいている。濃のう紺こんのネクタイに銀色のタイピンが光り、それが妙みように似に合あっていた。

　もう一人のダンディな背の高い中年男性も見た記き憶おくはあるのだが、前に見たのは確か三ヶ月前だった。いかにも紳しん士しといった具合で、やや白の混じった髪を後ろに流してセットし、背広にネクタイという夏には合わない格かつ好こうをしている。しかし足元はスリッパ。まあそれは体育館に入るため止やむ無なく履はいているのだろうが。

　思わぬ所で思わぬ相手に遭そう遇ぐうし、雪子は小さく息を吞む。

　まどかと別れた直後にこの二人に会うのは偶然か、それとも『訳わけ有あり』だからなのかとつい勘かん繰ぐってしまい、

「──雪ちゃん」

　遊矢の声に彼女がはっとすると、二人の教師は道を譲ゆずらず自分たちを見つめる雪子をやや不ふ審しんげに見ていた。

　慌あわてて横に退のき、ぺこりと一礼。

　若い教師は「ふむ」と小さく言うと、雪子がどいたことで姿が現れた遊矢を見て、出そうとした足を止めた。

「水みな瀬せ……だったな。もう今日の練習は終わったのか？」

「もう終わりましたよー。まだまどかさんは残ってますけど」

「ふむ……少し遅かったか」

「残念ですが、仕方ありませんな」

　教師二人はなにやら顔を見合わせる。

「せっかくです、部長の西さい苑えんがいるそうなので会ってみますか？」

「そうですな。それでは、案内してもらえますか」

「はい──では水みな瀬せ、明日も頑がん張ばるように」

「りょーかいです」

　軽く答える遊ゆう矢やに若い教師は少しだけ呆あきれたような顔をしたが、「こちらへ」と中年教師に言うと、靴を脱いで体育館へと入って行った。中年教師もそれに続く。

　二人の姿が見えなくなったのを確認して、雪ゆき子こはにんまりと笑った。

「……グッドタイミング。風向きがいい感じね」

「う？　雪ちゃん、なに言ってるの？　狂った？」

「狂ってないわよ！　っんとにあんたは…………まあいいわ」

　再びの頭痛の気配に俯うつむき、はぁー、と息を吐く。

　それから顔を上げ、雪子は前髪をかきあげる。鋭く、挑戦的な目つきに同種の笑みを浮かべてこう言った。

「これで犯人候こう補ほが揃そろったわね」

　ザアッ──とタイミング良く吹いた風を受けスカートをはためかせながら格かつ好こう良く立つ彼女の横で、遊矢はしゃがみ込み靴を履はき替えるのに苦戦していた。

　雰ふん囲い気きを壊さないようにするためそれを出来るだけ見ないようにしつつ、雪子は宣言する。

「っし、早さつ速そくどこかで作戦会議よ！　あたしが摑つかんだ情報と名めい推理を聞かせてあげるわっ」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　風かざ見み野の市は風見野高校の設立によって町まち興おこしが成功した、と言われるほどに他には何もない町だった。そのため高校の校門を出たすぐ脇にバス停があり、寮りようも歩いてすぐの距離。駅前だけでなく学校の前も商店が賑にぎわっている。

　雪子と遊矢は寮ではなくアパートで一人暮らしをしている珍しいタイプだが、帰る前に取る行動は他の生徒とあまり変わらない。

　夕飯の前に軽い休憩と腹ごしらえを、ということで喫茶店へ行き、ついでに会議もそこで開くことにした。途中、校門へと続く坂道で見かけた美み樹きをやや強ごう引いんに連れて行く。せっかくの見せ場なのに相手が遊矢一人というのは寂しいし、図書委員で優等生の美樹から同意を得られれば心強いと思ったからだ。

「さっ、それじゃ早さつ速そく、あたしの成果を披ひ露ろうするわね！」

　喫茶『エアーズ』の一角にある窓まど際ぎわのテーブル席。雪子と美樹が向かい合い、雪子の隣となりに遊矢が座り、という配置の元、自信たっぷりな一言で会議は開始された。

「犯人候こう補ほは三人。演劇部部長の西さい苑えんまどかさん、演劇部顧こ問もんの榊さかき原ばら先生に校長の門かど倉くら橋ばし先生よ。ま、やっぱりまどかさんが一番有力ね」

　アイスキャラメルラテをストローで軽く混ぜながらの雪ゆき子この言葉に、斜はす向むかいに座っていた遊ゆう矢やは咥くわえていたスプーンをクリームソーダのグラスに戻し、小さく首を傾かしげた。

「たったの三人なの？　それに、もう絞り込めたんだ？」

「ふふ、凄すごいでしょ。あたしの情報収しゆう集しゆう能力も捨てたもんじゃないって実感できたわ。もっとも、候補は他にもいるのかもしれないけど、あたしが調べた中だとその三人が有力よ。というか、その中に犯人がいると思って間違いないわね」

「そうなんだ。でもー、まどかさんは分かるけど、他の先生二人はどうして？」

　当然といえる遊矢の質問に、雪子は「ちょい待って」とワンショルダー型の赤いバッグをごそごそ漁あさり、黄色い手帳を取り出してパラパラとめくった。

　該がい当とうする記述を見つけたのか、あるページを見つつ笑みを深める。

「まず、榊原先生だけど。遊矢も知ってると思うけど、演劇部顧問の榊原宏ひろ一かず先生、担当教科は現代社会で二十七歳さい。厳きびしいけど顔がいいから女生徒には人気高いわね。んで、この榊原先生なんだけど、風ふう紀き委員の顧問でもあるわけよ」

「風紀委員って、あの？」

　聞いたのは美み樹きだ。もう夏だというのにホットのブレンドコーヒーをブラックで注文した彼女は、それに息を吹きかけて冷ましつつ、向かいに座る雪子を上うわ目め遣づかいで見る。

「そっ、『あの』風紀委員。校則なんてあってないようなうちの学校の中で『規則・正しく・実力行使』をモットーに、正規には存在しないから委員会費もでないし内ない申しんも上がらないってのに日にち夜や全力で嫌がらせ同然の検査をしまくる、激げき烈れつに邪じや魔まなあいつらのこと」

「ゆっこちゃん、それはさすがに……」

「言いすぎだよ。それに、あのハッピとか凄すごくかっこいいよー」

「あれ、本人たちは新しん撰せん組を意識してるんだろうけどね。お祭り騒ぎしてるようにしか見えないわよねー……って、それはどうでもいいのよ。榊原よ、榊原」

「せんせがどうかしたの？」

「だーかーらー、風紀委員の顧問もしてるの。で、貧ひん血けつで倒れた生徒──あ、男は除外するわね──それが昨日付けで二十四人。全員が倒れる前後の記き憶おくがないって確認取れたわ。その内、風紀委員に所属しているのが十三人もいるのよ。ね、怪しいでしょ？」

　遊矢は何も考えていないような顔で「へぇー」と漏らし、美樹は一いつ瞬しゆん視線をコーヒーカップに移した後で戻し、

「……つまり、過半数が風紀委員の子だってこと？」

「そっ。さっすが、美樹は物分かりがいいわねー。ほら、榊原は怪しいでしょ？　半分以上が風紀委員なのよ。これって確率的に言うと、かなり高いわよ。風紀委員は全員で五十人もいないのに、その中の十三人よ？　偶然にしては倍ばい率りつ高すぎるわ」

「うん……でも、遅くまで残っていた生徒が倒れているのなら、自主的に見回りを遅くまで続けている風ふう紀き委員が多くてもおかしくないと思う、けど……」

　自信なさげに意見する美み樹きに、雪ゆき子こは少しだけ頭が冷える感覚を覚えた。

　確かにそうだ。どの部より遅くまで活動している、しかも単体で見回りをする風紀委員。ならば倒れる確率も上がるのは道どう理りだった。

　しかし単純に『あっ、倒れた女生徒二十四人の内の十三人が風紀委員！　これは間違いなく怪しいわ！』と考えてしまっていた雪子にとって、それは衝しよう撃げき的な突っ込みだった。

　早くも持じ論ろんの崩ほう壊かいを感じつつ、続ける。

「ま、まぁあれよ！　肝かん心じんなのは顧こ問もんである榊さかき原ばらならどの生徒がどの時間にどのルートを通るのか把は握あくしていたはずだから、怪しいことに違いはないわ。演劇部の顧問でもあるし！」

「んー……」

　今度は遊ゆう矢やが、スプーンを咥くわえたまま顔をしかめて呻うめいていた。

「な……なにか、気がついたことでもあった？」

　また自分だけが気づいていないような簡単な落とし穴にはまっているのかとドキドキしながら聞くと、遊矢はスプーンをグラスに戻して、

「うー……アイスが冷たすぎて、頭がキーンって」

　パンッ、といい音が遊矢の後頭部で鳴った。

　美樹はクスクスと小さく笑い、叩たたいた雪子はしかめっ面つらで幼おさな馴な染じみを睨にらむ。

「っんとに、こいつは……まあいいわ、次。校長。これは調査中に文化部に所属する何人かが、校長室から怪しげな音が聞こえてきた、という情報からよ」

「あやしげなおと？　なにそれ」

「さあ、そこまでは。でもそれだけじゃないのよ、他にも『普段から何をしているか分からない』とか『陸上部が目を離した隙すきに走り高跳びの棒の下をくぐる練習をしていた』とか『保健教きよう諭ゆの志し摩まさんに告白してフラれたショックで吐と血けつした』とか、とにかく怪しげな情報がわんさか集まっているんだから。これだけ怪しければ犯人候こう補ほに挙げるには充分だわ」

「確かに怪しいけど…………それって事件に関係あるの？」

　常識的な美樹は苦く笑しようするようにして雪子に訊きいたが、その質問に答えられるほど今の雪子は勢いがなかった。

　確かに、情報を集め終わった時は『これは有力な犯人候補だわ！』と思ったはずなのだが…………今となってはなんでそう思ったのかさえも分からない。

　むー、と腕を組んで考えるも、素晴らしいアイデアが降こう臨りんしたかのような当時の閃ひらめきの理由は分からず、雪子はなんだか情なさけない気持ちになりつつラテに口をつける。

　自信がラテと共に消えていく中、遊矢の朗ほがらかな声が耳に届いた。

「怪しい人なら他にもいるよー」

「えー、誰よ？」

　こいつの言うことは殆ほとんど期待が出来ないと思いつつ雪ゆき子こが返すと、

「武む藤とうさん」

「え……あんた、そこを疑っちゃうの？」

　予測していなかった名前に驚くが、遊ゆう矢やは仮にも友人を犯人扱いしておいて相変わらずの笑顔で頷うなずいた。

「だって、演劇部に僕を紹介したのも事件を僕らに紹介したのも武藤さんだよ？　やっぱり怪しいよー。一番怪しいとまでは言わないけどね」

「……まー、確かにそうだけど、さ」

　言われて少し考えると、なるほど、自分たちは武藤アキの掌てのひらの上で転がされているような図にもなる。

　しかし、これだと矛む盾じゆんが発生する。

「でも、事件を起こしているのがアキだとしてよ？　そうしたら、あたしたちに解決を促うながすようなことしたら逆ぎやく効果じゃない。解決されて困るのは犯人なのよ？」

「うん、そうだねー。困るだろうねー」

　持じ論ろんを否定する意見をあっさりと肯こう定ていしてしまった。

「脊せき髄ずい反射で意見すんのは止めなさい」

「でも、武藤さんが犯人だったら少し意外な結末で面白かった、かな」

　同席している美み樹きはそう言って笑う。図書委員の彼女はかなりの読書家で、ジャンルの垣根なく何でも読む。最近は仕入れたばかりの国内ミステリー作品を図書委員特とつ権けんで真っ先に読んでいるためか、或あるいは雪子と遊矢が事件を解決しようとするのを傍はた目めで眺ながめている状況が読書と重なるせいか、怖がりの彼女にしては楽観的な感想だった。

　自分を含めてこうも役に立たない意見が並ぶと、この三日間はなんだったのかと思い、雪子はため息と共にラテを飲み干した。

　事件解決に期限はない。被害も生死に関わるような大事ではないし、或あるいは沈ちん静せい化かするまで、もしくは生徒会か学校がなんらかの対策をとるまでに解決出来なければ、それは悪あく魔ま探しの手がかりとなるチャンスが潰つぶれるだけで、そこまで深しん刻こくな状況になるわけでもない。

　だが、遊矢がいつまでも無事でいるとは限らない。実はさっきも横おう断だん歩道を渡るだけだというのにフラフラしていたため、スピード違反のトラックに跳ねられそうになった。さっさと自分たちの手で事件を解決し、本体なり手がかりなりをゲットし、契約を満まん了りようさせなければならない。

　意気込みは充分。

　しかし、肝かん心じんの捜そう査さはイマイチ、どころかサッパリ。

「遊ゆう矢やが気にしてたから保健室で利用者の調査もしてみて、貧ひん血けつの生徒はいたけど事件と関係ありそうなのはいなかったし…………どうしたらいいのやら、って感じよね。美み樹き、なんかいいアイデアとかない？」

「うぅん…………急に言われてもいい案なんて出せないよ」

「そうよねー。いくら美樹でも、すぐにはねー」

「人じゃなくて倒れた場所と時間から法則性を探すくらいは、ゆっこちゃんならもうやっているでしょう？　後は……本人の記き憶おくがなくても他に目もく撃げき者がいたら犯行がばれちゃうから人ひと気けが少ない所を現場に選ぶだろうから、そこを見張ってみるとか……それくらいしか」

「……………………」

「たくさん本を読んでいてもこんな普通の事しか思いつかないなんて、やっぱり私って頭悪いよね」

「………………………………」

「あ、あれ？　どうしたのゆっこちゃん？　なんで固まっているの？」

「…………………………………………」

「ね、ねぇ水みな瀬せくん……ゆっこちゃんどうしちゃったの？」

「んー。自分がものすごーくバカだって実感してるだけだから、放っておいていいよー」

「う、うるさいバカ二号！」

　あっさりと心の内を言い当てられた雪ゆき子こは赤せき面めんしつつ遊矢の後頭部を叩たたき、平静を装うとグラスに口をつけるも既に氷しか残っておらず、渋い顔でグラスをテーブルに置いた。

　あからさまなその様よう子すに美み樹きは微笑ほほえみ、小さく呻うめいた雪子はさらに顔を赤くして横にあったお冷ひやを一気に飲み干す。ストレスをぶつけるように、しかし割れたりしないように加か減げんしながらグラスをテーブルに叩きつけるように置いたその時、携帯の着信音が鳴った。

　発信源は遊矢の物らしく、ごそごそとポケットに手を突っ込んで携帯を取り出し、液えき晶しようの表ひよう示じを確認する。

「誰から？」

「あ、玲れいからだね」

「うわ、最悪」

　本当に嫌そうな顔をする雪子だったが、遊矢は気にせずに携帯を持ったまま立ち上がり、出口へと歩いていく。電波の入りが悪いのでも携帯電話の利用が禁止されているわけでもないが、周りの客も賑にぎやかな学生ばかりなので、電話だと相手の声が聞き取りにくいことを風かざ見み野のの生徒の殆ほとんどが知っていた。

　外に出た遊矢が窓越しとはいえ自分の視し界かいに入る位置で止まったことを確認し、雪子は頭の中で様々な想像をした後、大たい抵ていの事ならここからでもすぐに助けに行けることを確信して、視線を美樹に戻した。

　電話が鳴ってからはずっと遊ゆう矢やを目で追っていたので当たり前といえば当たり前だが、雪ゆき子こはそこでようやく親友が微び妙みような表情をしていることに気がついた。

　泣きそう……ではない。

　苦にが虫むしを潰つぶしたような、というには少し違う。

　かといって怒っているのかと思えば、これは間違いなく違う。

　例えるなら、落ち込みつつも何かを期待している……そんな表情だった。

「ね、どうかした？」

「う……ん、ちょっと…………」

　美み樹きは微妙な表情のままちらちらと外にいる遊矢を見て、温ぬるくなったコーヒーの黒を覗のぞき込んで、それから上うわ目め遣づかいで雪子を見た。

「あの…………井い沢ざわくんが水みな瀬せくんのことを、その………………えぇと……………………ね、狙っているって本当？」

「へ？　あぁ、どうだか。自じ称しようバイセクシャルだけど遊矢以外の男にそれっぽいことを言っているところも見ないし、一緒に居たがっているけどベタベタしたがるわけでもないし。確実なのは、見み境さかいない最悪な女ったらしってことくらいね」

「そうなの……うん、やっぱりそうよね」

　何度か頷うなずくも表情の晴れない彼女に、雪子はテーブルに肘ひじをつき軽く握った手の上に頰ほおを載せ、半はん笑わらいで言った。

「そうなのよ。だからあんな男に引っかかるのは止めた方がいいわよ」

「あ、えっ、な、なんでっ!?」

　それは珍しい光景だった。

　笑顔でいるにしてもおどおどするにしても控えめで声の小さい美樹が、あからさまに取り乱して大声を──彼女にしては、だが──出したのだから。

　だから驚いたのは、むしろ雪子の方だった。

　なんで、と言われても、深く考えて言ったわけではない。ただ単に、親友に対する忠ちゆう告こくというか、一般論程てい度どの意見を口にしただけだった。

　それなのにここまで反応するということは──

　一つの可能性に気がついた雪子は手から顔を離し、「まさかとは思うけど」と前置いてから。

「美樹さ、もしかして井沢のこと好きだったり、する？」

「……………………………………ぇぇと……」

「ああ、もういいわ……その反応で充分だから」

　先さき程ほどの雪子以上に真っ赤になって俯うつむく美樹は、恥ずかしさに耐え切れないのかぐるぐるとミルクも砂糖も入っていないコーヒーをスプーンでかき混ぜる。

　分かり易やすすぎる反応が全てを示しているのだが、雪子としては応援する気にもおめでとうと言う気にもまるでなれない。当然だ。ついさっき『あんなのに引っかかるな』と言ったばかりなのだから。

　ちらりと窓ガラスの向こうにいる遊ゆう矢やの姿を見てまだ戻ってきそうにないことを確認してから、雪ゆき子こはテーブルに身を乗り出して美み樹きに顔を寄せた。

　その表情はかなり真剣で真ま面じ目め。

「悪いことは言わないから、あんなのはさっさと忘れて違う人のこと好きになりなさいよ。アレと万まんが一いち付き合ったりしたとして、サクッと捨てられた上に残されたのは借金とお腹の中の子供だけ……ってことになるのは目に見えているわ。間違いないわよ」

「ゆっこちゃん、ドラマの見すぎじゃない？」

　真面目におかしなことを言う雪子に、まだ顔は赤いまま美樹はやんわりと笑って見せた。

「大丈夫、ゆっこちゃんの言いたいことは分かっているから。……恥ずかしいけどこの際だから言うとね……井い沢ざわくんの事は好きだけど、告白する気も付き合いたいって気持ちもないの」

　雪子は目をぱちくりとさせた。

「へ？　どういうことよ？」

　同年代の女の子たちと比べて恋れん愛あい経験とその情報に疎うとい雪子にとって、美樹の言葉は外国語と同じくらい意味が分からなかった。

　好きなら付き合いたい、それがレベルアップだかステップアップだかして結婚したい──というのが普通ではないのだろうか。付き合いたくないなら本当に好きといえるのだろうか、と一生懸けん命めいに考える。

　それを見かねたわけではないのだろうが、美樹は思し案あん顔の友人に説明を始めた。

「えぇと……例えて言うなら、テレビに映っているアイドルを好きになったみたいな感じなの。自分が井沢くんと二人で話したり遊んだりすることを想像しようとしても、全然だめ。それよりもゆっこちゃんや水みな瀬せくんが井沢くんとじゃれあっているのを見ている方が楽しくて、落ち着くの」

「それは分からないこともないけど──って、なによそれ、まるであたしがバカ沢ざわと仲がいいみたいな言い方じゃないの」

「だって仲良しだもの。嫉しつ妬としている子もいるって……」

「美樹、アレはあたしの天てん敵てきよ、全世界の女性の敵よ、遊矢を真まっ当とうな道から踏み外させようとするバカの王よ。そんなのと仲良くするわけないでしょ。精せい々ぜい、討とう伐ばつするくらいよ」

　言って、雪子はグラスを手に取って傾けた。かつてラテが入っていたグラスから流れた氷を嚙かみ砕く。

　そんな仕し種ぐさを見て、美樹は微笑ほほえみを浮かべていた。

　雪子の、さっき赤くなっていたと思ったら啞あ然ぜんとし、真面目な表情から一転、今はどこから見ても不ふ機き嫌げんそのものと、くるくる変わる表情。それを見届けた瞳をやや熱っぽくさせて、美樹は呟つぶやいた。

「やっぱり、ゆっこちゃんはいいな」

「んぅ？　なにがよ？」

　欠片かけらとなった氷を飲み込んでからの問いに、珍しいことに相手の目を真っ直ぐに見ながら美み樹きは答えた。

「自分の感情に素直なところ」

「へ？　なに言ってんの、感情が捻ねじ曲がってどうすんのよ」

　そういう人もいるかもしれないけど、と付け加える雪ゆき子こに、彼女はやんわりと首を横に振った。

「感情をそのままに表現出来るってこと。少なくとも私はそんな風にはっきりと表現出来ないし、誰だってそうだと思うの」

「あーっと……でも、それを言ったら遊ゆう矢やだってそうじゃない」

　いつも笑って、いつも寝ね惚ぼけたことを言っている幼おさな馴な染じみをちらりと見ると、やはり今も笑っていた。雪子が自分を見ていることに気づき小さく手を振ったりもする。

　あれじゃ小学生だ、と雪子が思って苦く笑しようして視線を親友に戻すと、美樹は少し複雑な表情をしていた。

「う……ん…………でも…………やっぱり、水みな瀬せくんのは少し違う気がするの」

「え、なにが？」

「うぅん…………そう聞かれても、感覚だから。説明するのは難しいな」

　そこには謝るようなニュアンスが含まれていた。

　直感的なものを口で説明するのは、確かに難しいと雪子も分かる。そして同時に、美樹は遊矢が欠けていることを知らない。なんとなく気づいているかもしれないが、それは『他の人と比べて少し薄い気がする』程度で、すっぽりと抜け落ちているとは思っていないだろう。

　幼い頃にあったあの事件を説明していないから。

　雪子はまだ三ヶ月程度の付き合いしかない彼女を親友だと思っているし、口も固く信頼出来る人物だとも思っている。悪あく魔まや魔ま法ほうといった超ちよう常じよう的なことも、真剣に説明すれば理解は出来なくとも認識してくれるとも。

　だが、雪子は以前知り合った符ふ術じゆつを使う退たい魔ま士しに言われたことがある。

　曰いわく、『悪魔の存在を現実のものと認識してしまった人間は取り込まれ易やすく、また彼等が具ぐ現げん化かする切っ掛けとなりやすい』。

　隠かくし絵に描かれているものが何かを認識した人間が次からはすぐに見分けがつくように、一度でもそれが現実と認識してしまった人間は悪魔や妖よう怪かいといった超常的な存在を受け入れ易やすくなってしまうのだ。

　雪子は治ち癒ゆに使われた魔法の副作用によって耐たい性せいが出来ているから、遊矢は自らの霊れい力りよくが高いためシールド効果となっているから安全だと退たい魔ま士しは教えてくれた。

　もし二人が普通の人間ならとっくに取り殺されているかもしれないのだ。尤もつとも、その仮定は矛む盾じゆんしているが。

　美み樹きは普通の人間だ。親友だと思っているから、向こうも自分のことを信じてくれると思うからこそ、美樹には話すことが出来なかった。

　アキから事件の話を聞いた時に同席していたので多た少しよう意見を求めるくらいならともかく、深入りさせて危険な目に遭あわせるのは絶対に嫌なのだ。

　ため息をつきたくなる重たい気持ちを胸の内で留め、これ以上沈み込む前に話題を変えようと、雪ゆき子こは小さく息を吐き背せ筋すじを伸ばし、改めて美樹と向かい合う。

「まあそれはとにかくとして。あたしが言いたいのは、あのバカだけは止めときなさいってことだけよ。もっと、ほら、マシなのはいくらでもいるじゃない」

「例えば、水みな瀬せくんとか？」

「美樹ぃ[image: ][image: ][image: ]」

　彼女にしては（今日は色々と多いが）珍しく含み笑いをし、抗こう議ぎの視線には『ちゃんと分かっているんだから』と絶対に分かっていない顔で受け流す美樹に、雪子はぐったりと脱だつ力りよくしてテーブルに突つっ伏ぷした。

　しかしすぐにガバッと跳ね起き、バンッとテーブルに両手をつく。

「何度も言わせないでっ！　遊ゆう矢やは、そんなんじゃないんだから！　それに今は美樹の話だったはずでしょ！」

「ふえ？　会議してたんじゃなかったの？」

　いつの間にか、遊矢は席のすぐ横に立っていた。

「あ、水瀬くんおかえりなさい。井い沢ざわくん、何の用事だったの？」

「えっと、今どこにいるのか聞かれて、今から行くみたいなことを言われて」

「ちゃんと拒否したんでしょうね？」

　じろりと睨にらむ雪子の目は少しも笑っていない。

「誰か女の子と一緒にいるみたいだったから断ったよー」

　いつものことなので遊矢は笑いながら言うが、つい先さき程ほど衝しよう撃げき的な事実を知った雪子は美樹のことが気になり、慌あわてて話を元に戻すことにした。

「バカ沢ざわは放っておくとして。美樹のありがたい助言によってこれからするべきことは決まったわ」

「なにするの？」

「見回りしつつ待ち伏せよ。確か、放課後も遅くになってからの犯行が多かったはずだから、今からでも充分に間に合うわ。早さつ速そく学校に戻って──」

「ダメだよ、雪ちゃん」

　落ち着いた声が言葉を遮さえぎる。自分の席に戻った遊ゆう矢やが、アイスが溶けきったクリームソーダを混ぜつつ、ゆったりとした口く調ちようで、

「ちゃんと話を聞いてなかったの？　まずはパターンがあるか調べないといけないし、見回りをするルートを決めなくちゃいけないんだよ？　今日のところは一度帰って、計画を立てないとダメだよ」

　うっ、と雪ゆき子この喉のどが鳴った。

　確かに、今すぐ行ってどうなることでもなかった。まずはきちんと順序立てないと無む駄だ足あしになるだけだった。

　しかし、と雪子は思う。遊矢にしては珍しく、間かん髪ぱつ入れないどころか話を遮っての意見。推測するに、自分が何を言い出すか分かっていたのだろう。そうに違いない。

　こういう時本ほん人にん以上に自分を理解している幼おさな馴な染じみというやつは、ストッパーになってくれてありがたくもあったが、それ以上に腹が立った。

　おそらくは、『なにするの？』と聞いた時点で分かっていたのだろう。

　だから思ってしまう。ならその時にさりげなく地じ雷らい処理をしておいてくれても罰は当たらないじゃないの、と。

　まあ、雪子もそこまで馬鹿ではないのでただの逆さか恨うらみだと気づいている。

　それでも腹が立つのが、白しろ銀がね雪子の自覚する悪あく癖へきだった。

　昔なら──小学生時代なら間違いなく、中学生時代なら七割という高確率で怒ど鳴なるか手が出ていたところが、膝ひじの上で拳こぶしをぐっと握り込むだけで済ます辺りに成長がみられるという点が唯ゆい一いつの救いでもあった。

「とりあえず！」

　ストレスを飛ばすべく少し大きめの声で言う。

「今日は家に帰って、計画の建て直しよ！　ご飯の当番はあたしだから、買い物もしないといけないわね」

「うん。それから英語と化学と数学の課題をやらなきゃねー」

「…………あんたはどうしてそう余よ計けいなことを……」

　能のう天てん気きな遊矢の声により雪子のやる気は最低レベルまで落ち込んでしまったが、そんないつものやり取りが高たか嶺みね美み樹きを喜ばせた。

　それを視し界かいの端に捉とらえていたから、雪子の気は少しだけ紛まぎれた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　登とう下げ校こう時に主に利用する第三校門から歩いて十五分の距離に、二人の住むアパートはある。

　二階建て計六部屋という小さめの物件で、中も四畳じようという狭さ。ちゃんとバス、トイレ、キッチンがついていることが救いという、外観も含めて寂しい建物だった。

　まあ、贅ぜい沢たくは言っていられない。二人とも親は公務員よりもややマシ程度の給料を稼かせぐ普通の会社員で貯たくわえもそれなりにしかない。安い寮りようを蹴けってアパート暮らしをする、となればむしろ当然ともいえた。

　寮には住まないと決めたのは雪ゆき子この方で、その理由はもちろん遊ゆう矢やの体質。男子寮と女子寮に分かれているため、当然の様ように寮に帰ってからの遊矢の面めん倒どうは見られない。日常生活の中で危険なことが起こる可能性は低いだろうが、高校生という多少の無む茶ちやは当たり前にやってしまう若さの前で遊矢は無防備すぎる存在で、しかも内部に知り合いも友人もいないという状況。

　ちなみに玲れいは入学後に知り合い、そして彼もまた一人暮らしをする身だったので、もし事前に戦力面では有能・性格面では極めて危険な友人が出来ると知っていたとしても変わりはなかったと雪子は思っていた。余よ談だんだが玲は二人の住むアパートに引っ越す計画まで立て本気で入居するつもりだったようだが、部屋はすでに埋まっていたのでその計画はなんとか潰つぶれた……ということもあった。

　とにかく人には話せない事情があるためアパートに並んで部屋を借りて住むことにした二人だが、同居ではないにしろ隣となり同士の部屋で暮らすというのは生活においてかなり助かった。それは主に、雪子にとって。

　運動は得意な反面、料理洗せん濯たく掃除という家事の中で重要な三つのことが不ふ得意だった。そのため遊矢が家事をやる機会が多く（下着の洗濯とそれを畳たたむ作業だけは雪子が絶対にさせなかったが）、食事も当番制ではあるが五日間が遊矢で雪子は二日間だけ、という具合。

　ぼけーっとしているように見えてきちんと整理整せい頓とんが出来る遊矢の存在は、護まもってあげているはずの雪子が逆に感謝しなくてはいけないというのが実際だった。

　喫茶店の外で美み樹きと別れた後、二人は買い物をしてから帰宅し、雪子が一時間かけてようやく作った夕飯はやたらと味の濃い焼きそばだった。野菜の皮むきと切る作業に恐ろしく時間がかかり、何故なぜか洗い物もたくさん出た。

　雪子の部屋で夕食をとった二人は具体的な作戦会議を始めた。

　……の、だが。

「………………飽あきたわ」

　カチャリと持っていたペンをテーブルに投げだして、雪子はやる気の欠片かけらも見えない瞳でそう言った。

　尤もつとも、そのセリフももう四度目だ。

　聞き込みの情報が書かれた『雪子印の調査メモ』を見ながらノートに書き込みを続ける遊矢に比べ、雪子は眠気を堪こらえて暇ひまと戦っていた。

　ただでさえデスクワークや頭を使う作業は向いていないのに、最近は聞き込みなんぞをしていたため脳が疲れている。先日終わったばかりのテストの前とよく似た状況で、理性ではちゃんとやらなければと思いはするものの、体と心はついてこないのだ。

「ね、雪ゆきちゃん」

　そんな様よう子すを見かねたのか、気がつけば遊ゆう矢やは顔を上げて雪ゆき子こを見ていた。

「もーちょっとで終わるから、それまでにお風ふ呂ろ入ってきたら？　そんなんじゃ課題終わるまで持たないよ？」

「あー…………そうね。そうしよっかな……」

　こうだるい頭では邪じや魔まにはなるだろうが役には立たない。ささっとリフレッシュして、改めて参加した方がずっとマシだろう。

　そう判断すると、雪子は早さつ速そく立ち上がった。

　ベッドの下の収納スペースからティーシャツを取り出して、それからベッドの上に無む造ぞう作さに放られていたパジャマ代わりの短パンを拾う。タオルや下着類は洗面所に置いてあるため、準備はこれだけで良かった。

「それじゃ、悪いけど頼んだわよ」

「ん～」

　自分の方を見ずに生なま返事をする遊矢の横を通り、雪子は洗面所へ入って仕切りのカーテンを閉めた。

　いつもなら遊矢が部屋に来ている時に入浴などしない。入りたくなった時は我が慢まんしたり追い返したりする。だが本来二人でするべき作業を一人切り上げておいて追い出すような真似まねは出来ず、雪子は妥だ協きようすることにした。

　よく考えれば微び妙みような心の問題というだけだ。浴室にはちゃんと鍵かぎもついているし、ドアにはめ込まれた曇りガラスが鮮明な姿は通さない。せいぜい肌はだ色いろをした人型のなにか、くらいにしか見えないはずだ。

　そう自分に言い聞かせると、雪子は手早く服を脱いだ。小さめの籠かごには下着、大きめの籠にはそれ以外とちゃんと分けて入れる。そうしないと下着以外の洗濯を任せている遊矢が『うっかり』下着まで持っていきかねないからだ。

　なので、小さめの籠はタオル類が置いてある棚の横に載せておく。

　そうしてから、雪子は浴室へ入った。仕切りが撥はつ水すい性の高いカーテンだけの空間にいつまでも裸はだかでいるのは心こころ許もとなかったため、中から鍵を掛けると大きく息をついた。

　とりあえずシャワー口から水を出し、お湯になるまでしばらく放置。適当な温度になったら水も加えて温ぬるめにし、頭からシャワーを浴びる。

「はぁ…………気持ちいー……」

　安アパートの狭い風呂ではあるが、それでも温かさと水が体を伝う感かん触しよくの心地良さに変わりはない。雪子は目を閉じ、しばらくの間気きの抜ぬけた声を出しながらシャワーを浴び続けた。

　一日の疲労を忘れさせてくれる恍こう惚こつの一ひと時ときを長く味わっていたかったものの、作業を続けている遊ゆう矢やの事を思えばあまり長くなってはいけない。

　雪ゆき子こは手早くシャンプーを済ませ、リンスをしてから体を洗い、泡あわを流す。それから洗せん顔がん用の石せつ鹼けんを取ろうと手を伸ばし──

「………………」

　ふと、手を止めた。

　洗顔石鹼があるのは備え付けの鏡かがみの横にある窪くぼみ状の棚。

　その横にある、鏡に映った自分。普段はポニーテールにしている髪を下ろしていて、当たり前だが裸はだかで、僅わずかに残っていた泡が流れ落ちる様よう子すが、そこにあった。

「………………………………」

　石鹼を取るため伸ばしていた手を戻し、鏡の前に正せい対たいする。

　見慣れた顔は自分でも気に入っていて、特に普段は攻撃的でも気を抜いていれば割と優しげに見える瞳はかなり好きなパーツだった。

　だが、それは今どうでもいい。

　細い腕も、しなやかな足のラインも、くびれた腰も、他人に自慢できる部分はたくさんある。ある、が今は関係ない。

　関係あるのは、鎖さ骨こつの下、薄っすらと膨ふくらんだ胸だった。

　いつもなら鏡に映っているそれを見ても別に気にしないのだが、今日は少しだけ違う。

　夕方に見た演劇部美び人じん部長の豊かな胸むな元もとが、妙みような意識を生んでいた。

「…………………………………………くっ」

　年ねん齢れい差さは二歳さい。身長差は殆ほとんどない。だというのに、同じ高校生のはずなのに、比べるのが間違いだと思わせてくれるくらいに開いた差。

　ちょっとした動作で揺れていたそれが脳のう裏りにちらつき、気がつけば雪子の顔には怒ど気きと嫉しつ妬とが合い混ぜになった悔しそうな表情が浮かんでいた。



「なにをどうすればあのサイズになるっていうのよ……って、あのサイズを求めるのは無む茶ちやよね。せめて…………こう……」

　両手を胸に持っていき、上手うまいこと寄せて集めてボリュームを上げられないかと試行錯さく誤ごすること数十秒。うにうにと指を動かし、掌てのひらを上じよう手ずに使ってみる。

　結果は、諦あきらめのため息が出ただけだった。

「そもそも集めるだけの脂し肪ぼうが少ないのか……本当なら良いことのはずなのに、これはさすがに足りないというか…………くっ……」

　何かの雑誌で見た『背中の方からぜい肉を持ってくる』という方法を思い出し、再さい挑戦を始める雪子だったが、これもなかなか上手くいかない。

　そもそも寄せて集めるという作業は『下着の中に収める』という前ぜん提ていがあることに気づかず、雪子は鏡を見ながら四し苦く八はつ苦くを続け──

『雪ゆきちゃーん』

　突然ドア向こうから聞こえてきた声に、慌あわてて両手を後ろに隠かくして振り返った。

「なっ、なによっ?!」

　曇りガラスに人ひと影かげはない。どうやらカーテンの向こうから声をかけてきたらしい、ということにまずはほっとし、それから視線を下ろしてやや赤くなった胸とその周辺に気づき、自分がどれだけ熱心に時間を過ごしてしまったのかを知らされ、一気に赤せき面めんした。

『こっちは終わったけど、まだかかるー？　というかー、背中流してあげよーかー？』

「いっ、いらないわよっ！　それからっ！　こっち入ってきたら蹴けり殺すわよ!!」

『えー、でも、少し手が汚れたから洗面所に、』

「台所で洗えばいいでしょっ！」

　曇りガラスの向こうからは唸うなるような声が聞こえては来るが、どうやら侵しん入にゆうは諦あきらめたらしかった。

　雪子はほっと一息ついて、それから軽い自己嫌けん悪おを感じつつシャワーから冷たい水を出し、火ほ照てりを冷ますべく頭から被かぶる。その時、赤くなったもののまるで大きさは変わっていない胸が視し界かいに入り、さらにブルーな気持ちになった。

「……って、落ち込んで時間使ってる場合じゃないわね……」

　時間をかければまた遊ゆう矢やが何か用事を作って来ようとしかねない。

　そう考えると、雪ゆき子この行動は早かった。洗せん顔がんを三十秒で済ませ、もう一度全身に水を浴び、さっと浴室から出る。

　上がってみると、カーテン一枚の隔へだたりというのがメチャクチャ不安に感じる。だからバスタオルで手早く体を流れ落ちる水滴を拭ふき取り、いち早く下着を装着し、ティーシャツと短パンで防御を固める。

　それでようやく安心し、濡ぬれている髪を適当に拭き、バーッとドライヤーをかけ、標準サイズのタオルを出し、肩にかけて髪の水気でシャツが濡れるのを予防する。

　洗面所の鏡かがみを覗のぞき込み、自分の顔色が風ふ呂ろに入って火ほ照てったそれに見えることに安あん堵どし、雪子はカーテンを開けて部屋へと戻った。

　見れば遊ゆう矢やは小さいテーブルの上に英語の教科書とルーズリーフを広げ、既に作業を課題へと移していた。自分とは対照的にマメな幼おさな馴な染じみの行動に、雪子は感心しつつ、遊矢が作業中で自分の顔を見ようとしないことに安心した。

　別にやましいことをしたつもりはないが、何となく気まずい。

　だからそれを隠かくすように、わざとらしく呟つぶやいた。

「ってと、成果はどんな感じ？」

　雪子はテーブルを挟んで遊矢の向かいに座り、端に置かれていたノートを手に取る。パラパラとめくって最後に書き込まれたページに辿たどり着くと、そこにはタイムテーブルに沿っていくつもの場所が書かれていた。

　それを見ながら少しの間、明日の放課後に行う見回りに思いを馳はせる。

　どこかでバッタリと犯人に逢あう可能性もあるだろう。その時、例えばそれがあのまどかだったとして、躊ちゆう躇ちよせずに蹴けれるだろうかと考え込む。

　ただでさえ同性に手を上げたり足あし蹴げにしたりすることに拒きよ否ひ感がある。しかも相手は上級生で、優しげな笑みが似に合あう美人だ。

　雪子はその場面を想像しようとするが、上手うまくいかなかった。そしてため息混まじりに、犯人が男でどうしようもない奴やつならいいのに、と投げやりに思う。

「……ねえ、雪ちゃん」

「ん、何？」

　返事をしてからノートから視線を上げて遊矢を見ると、彼にしては珍しいことに眉み間けんに皺しわを寄せて不満げな顔をしていた。

　なんだろう、と思いつつ雪子は座り直す。

　遊矢は視線を雪子の肩辺りに注そそいだまま、口を開いた。

「それ、パジャマだよね？」

「そうよ」

「その格かつ好こうのまま寝るんだよね？」

「そうだけど、それが何よ？」

　意図が摑つかみづらい質問を不ふ思し議ぎに感じながら、これは世せ間けん話の類たぐいだろうと、雪ゆき子こはノートに視線を戻し──

「なんで寝る前なのにブラジャー着けてんの？」

　即そく座ざに持っていたノートを遊ゆう矢やの顔面に投げつけた。

「いきなり何言い出すのよあんたはっ!?」

　瞬しゆん時じに顔を怒りと羞しゆう恥ちに染めた雪子は、広げた両手で被ひ弾だんした顔を覆おおう遊矢を睨にらみつけ、それからちらりと自分の胸むな元もとを見る。

　青色のティーシャツは透すけてこそいなかったが、肩の近くがタオルを通じて少し濡ぬれていて、よく見れば肩かた紐ひもの形が浮き出ていた。

　なんでこいつはぼけーっとしているくせにこんな時だけ目め敏ざといんだと呆あきれ、雪子は肩を落とした。夏場は薄うす着ぎのためこういうことがよく起こるので、これ以上怒る気にもなれない。

　一方、遊矢はまだ痛むのか額ひたいを擦こすりながら、

「だって、寝る前は着けないものじゃないの？」

　興味は未だそこにあるらしく、食いついてくる。

「……そんなこと誰に聞いたのよ？」

「えっと、おかーさん」

　あの人は息子むすこにどんな教育をしているんだと、雪子は頭が痛くなった。

　しかし、さらに頭痛の種たねを増やすべく、遊矢の声は続く。

「あと雪ちゃんのいとこのおねーさんにも聞いたし、中二の時に来た教育実習生の人も教えてくれたし、昨日は演劇部で部活が始まる前にみんなでそんな話をしてたよー」

「あ、ん、た、は、なんでそう恥ずかしいことを聞きまくってんのよ?!」

「知りたかったから。……それで、どーして雪ちゃんは着けてるの？」

「くっ……」

　赤くなったまま冷める気配のない頰ほおに右手をやりつつ、言葉に詰まって雪子は悩む。

　そもそも男相あい手てにそんな話をしたくないし、突っぱねてしまえばそれで終わりだ。しかし雪子だけが例外ということに純粋な興味を抱いているのなら、説明してあげたほうが親切というものだろうし、他の人が話したことを黙っていることもないように感じる。

　だが、物もの凄すごく気が進まない。その手の話に耐たい性せいが薄いということもあるが、それ以上に本当の理由を言いたくなかったからだ。

　中学生の頃まで雪子も寝る前は外していたし、基本的に窮きゆう屈くつに感じるものは嫌いなので出来れば外したい。

　しかし高校生になって一人暮らしをするようになり、朝は自じ力りきで起きなければならなくなった。だが、雪子は朝が弱い。そのため遊矢が部屋に入って来て起こすこともある。つまり、無防備極きわまりない姿を見られる可能性がある。

　その時のことを考えると多少窮きゆう屈くつでも外して寝るという選択肢しは取れないという結論に達し、今に至っている。

　そんなことを雪ゆき子こが、しかも当人相手に説明など出来るわけもなく──

「よ、世の中には着けて寝る人もいんのよ！　たまたま他の人が外しているだけでっ！」

　と、無ぶ難なんな答えを返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　だが、遊矢の表情は晴れていない。それどころか、今度は瞳に哀あわれみすら浮かべ、呟つぶやいた。

「雪ちゃん、人は夜寝ている間に成長するんだよー」

「そ、それが何よ」

「ブラジャー着けたまま寝るからおっきくならないんじゃないの？　成長の妨さまたげになって」

「なっ────!?」

　遊ゆう矢やの言葉は物もの凄すごい衝しよう撃げきとなり、雪子を大きく揺さぶった。

　よろよろとテーブルに肘ひじをついて倒れるのは防ぎ、それでも自分のしていることが最悪な効果を及ぼしている、という可能性を叩たたきつけられて、頭の中はぐらぐらのまま。

　そこに遊矢の声は追つい撃げきとなって聞こえてくる。

「だいたい、雪ちゃんは下着が必要なほどおっきくないんだしー」

「………………っ」

「形を気にするのはもう少しおっきくなってからがふつーだと思うしー」

「………………っっ」

「あ、ほら、おっきくしたいなら揉もめばいいって玲れいが言ってたよ？　それなら僕が手伝ってあげるから、それで解決──」

「っさいエロバカっっっ！　いい加か減げんにしないと蹴けり殺すわよっ?!」

　真っ赤な顔で、怒ど声せいを張り上げて、その足は既に遊矢を蹴り倒した後で。

　目を回してダウンした遊矢には見向きもせず。

　雪子は目の端に涙を浮かべたまま、冷蔵庫から取り出した牛乳をやけ気ぎ味みに飲んでいた。







　やがて日付は変わり、街の半分以上は眠りにつく。

　結局は今日もいつもと大差ない、日常の一部として過ぎていった。

　だがその中で、雪子は密ひそかに心に決めていた。

　明日で全てを解決してみせる、と。













三章　　校舎探索・異常発令







　夜の校舎が暗くて不ぶ気き味みだと知っている人は多いが、薄っすらと夕暮れに染まりながら徐々に暗さを増していく廊下も相当なものだと知る人は少ない。

　窓から差し込む夕日によって橙だいだい色に染められた廊下を歩いていた時はロマンチックだと余よ裕ゆうをみせていた雪ゆき子こだったが、次第に暗く沈んでいく人ひと気けのない通路というのは異い界かいに迷い込むのではないかという幻げん想そう的な恐怖を抱かせた。

　会議の翌よく日じつの木曜日。六時二十分より少し前に演劇部の活動が終わり、現在の時刻は六時四十二分。日は先さき程ほど沈んだもののまだ廊下は薄ら明るく、それがまた微び妙みように怖い。

　雪子はちらちらと斜め後ろを歩く遊ゆう矢やを見ながらさっさと早足で歩き抜けたい気持ちを抑え、慎しん重ちように周囲に気を配って廊下を行く。

　昼に、二人で見回りをするより自分一人が見回りと囮おとりを兼ねる方がいいと主張した雪子だったが、遊矢の『でも、そうしたら僕が一人になるけど？』の一言で却きやつ下かとなった。その時、玲れいに遊矢を任せるという案もあったのだが肝かん心じんの彼が見つからず、電話をしても反応はなく、結局諦あきらめることになったのだが──

　今、雪子は一人で見回りなんてせずに済んで良かったと、心しん底そこから思っていた。

　なにしろ、あと一時間近く校内にいなくてはならないのだ。

　休み時間を利用して女子サッカー部に属する友人に聞いてみたところ、学校の門限は七時までということになっているが、実際は八時まで校門は開いていて、その時間まで残っている生徒は割といるという。中には学校に泊まっていく生徒までいるらしい。

　生徒数の多い風かざ見み野の高校には多くの調理クラブが存在し、彼等は下校時刻破やぶりの常じよう習しゆう犯はんで風ふう紀き委員に目をつけられている筆ひつ頭とうだった。

　今まで貧ひん血けつで倒れた風紀委員の数は十三人。その中で七時を超えてから倒れているのを発見されたというのが九人。その全員が、家庭科室などのある特別校舎での発見だった。

「──だから七時になる前に他の見回りを終わらせておく、っていうのは確かに分かるわよ。でも、だからって……」

　雪子は足を止め、まだスイッチを入れていない懐かい中ちゆう電灯を握り締めた。

「なんで一年校舎の見回りだけしかしないのよ？」

「んー、それは……あれ？」

　遊矢はキョロキョロと周りを見渡して、ようやく自分が雪子を追い抜かしていたことに気がついた。

「あれれ、雪ゆきちゃんいつの間に後ろに？」

「もっと早く気がつきなさい。大体ね、それはどういうつもりよ？」

　呆あきれと怒りを合い混ぜにした表情の雪ゆき子こが見ているのは、遊ゆう矢やの右手にある一冊の本。

　それは演劇の台本だった。

「そんなの読みながらじゃいざって時の対たい処しよも出来ないし、それ以前に怪しい奴やつがいても気がつかない可能性だって高いわよ。誰のためにやってると思ってんの？」

「僕のため……かなぁ？」

「疑問形にする余よ地ちもなくあんたのためでしょ！　なのに、なんであんたがしっかりやらないわけ!?」

　雪子の怒りはもっともだが、普段ならこの程度で怒ど鳴なったりはしない。良くも悪くも遊矢の事をよく知っているため、この程度の行動に対しては既に諦あきらめがついている。

　それでも怒りを表おもてに出したのは……なんてことはない、次第に闇やみが濃くなってきたことに対する恐怖のためだ。

　歩く度たびにカツカツと鳴る廊下。

　ついさっきまで端まで見えていたはずなのに、いつの間にか奥の方が闇の中に融けている通路。

　自分たち以外には誰の気配も感じないのに、それでも誰かが隠かくれているのではないかという振り払えない疑念。

　空から手て部だろうと柔じゆう道どう部だろうとナイフを持ったヤクザだろうと臆おくせず不ふ敵てきな笑みを浮かべて立ち向かう『荒あら雪ゆき姫ひめ』の異い名みようで呼ばれる白しろ銀がね雪子だったが、遊園地に行ったらジェットコースターの類たぐいは何度も乗りたがるのにお化け屋や敷しきには入ろうとしない、怖がりな一面もあるのだ。

　対して、水みな瀬せ遊矢は全く恐怖を感じないようになっている。

　この異い世界に繫つながっているのではないかと思わせる空間でも、普段通りにお花畑に住んでいるのかと疑いたくなるのほほん顏の彼を見ていると、ほっとするのを通り越して自分だけが怖い思いをしていることに、雪子は怒りを感じてしまうのだった。

　パートナーがピリピリした空気を撒まき散らしながら自分を見ているというのに、遊矢はそれでもネジの抜けたような笑顔をみせた。

「んー……でもね、雪ちゃん。セリフを覚えないと演劇部の人たちに迷めい惑わくがかかっちゃうから、早く覚えないといけないと思って」

「そりゃあっ…………そうだけど。あんたまだ覚えてなかったの？」

　やれやれ、と肩をすくめる雪子だったが、少なくとも自分ならまだ覚えていないだろうとも思っていた。だから遊矢も覚えられていないことに、少しだけ愉ゆ快かいな気分になる。

　しかし。

「んーん。前にもらったやつのセリフは覚えてたんだけど、これは今日新しくもらった改かい訂てい版なんだよ」

「改かいて……どういうこと？　変更があったの？」

「うん。というか、初めから僕のセリフは書き直す予定だったんだって。前の、演劇部の人のセリフを口く調ちようだけ変えたやつだったから、あれは『水みな瀬せ遊ゆう矢や』のセリフじゃないから書き直さないと気が済まないって、ちえちゃんが言ってたよー」

「ちえ……ああ、佐さ倉くら先せん輩ぱいね──って、先輩のことをちゃん付けで呼ばないの！」

「だって、『三年の部長をさん付けで呼ぶなら二年はちゃん付けねー』って、二年の先輩に言われたから」

　思わず雪ゆき子こはこめかみに手を当てて俯うつむいてしまった。自分の見ていないところで楽しくやっていることなど聞きたくなかったため演劇部の話題は部長の動どう向こう以外していなかったのだが、いつの間にか幼おさな馴な染じみはマスコットか愛あい玩がん動物のように扱われていた。数時間前の光景もそうだ。それが物もの凄すごくはまっている辺りが無む性しように情なさけなく、ため息が漏れる。

「ああ、もういいわ。好きなだけ台本を読みなさい。っんとに、付き合ってらんないわ」

　やれやれといった具合に肩を落とし、見回りを再開する。

　くだらない会話で時間が過ぎてしまったが、育ち始めていた恐怖心はどこかへ消えてしまっていることに雪子は気がつかなかった。

　階段を上る前に、窓の向こうを確認する。一年校舎の特徴といわれるコ型の構造上、階段のある両サイドを歩く時に窓側を見れば反対側の通路がなんとなく見える。暗くてそこに何があるかは分からないが、雪子の目は常じよう人じんよりも優れているため動きがあれば人ひと影かげも見える。静せい止し状態やゆっくりと動かれるとさすがに分からないだろうが。

　誰も動いていないことを確認し、雪子は階段を上り始める。もう夏だというのにひんやりとした空気が足元を過よぎり、だというのに顔や剝むき出しになっている二にの腕うでにはじめっとした生なま暖かい不快な空気が纏まとわりつく。

　それらを振り払うように、雪子はぶんぶんと腕を振り足を上げて階段を上る。

「さっきの続きだけど」

　後ろの遊矢が遅れていないことを確認しつつ、懐かい中ちゆう電灯を点つける。さすがにそろそろ見えづらくなってきたのだ。

「う？　演劇部の話？」

「そうじゃなくて。どうして一年校舎しか見回らないのか、ってこと。時間がないのは分かるけど、あたしがサクッと走って見回れば十分もかからないわよ」

「んー……昨日説明しなかったっけ？」

「してないわよ。……たぶん」

　あまり記き憶おく力には自信がないので多た少しよう控えめに言う雪子に対し、

「他の校舎で事件は起こらないからだよ」

　遊ゆう矢やは断言した。

　思わず止まりかけた足を無む理り矢や理り前に出し、雪ゆき子こは疑問をそのまま声に出す。

「どうしてよ？　二年生にも三年生にも被害者はいたし、実際に三年校舎でも事件は起きてるじゃない」

　雪子が言っているのは彼女がアキに聞いた事件の不ふ思し議ぎが始まったといえる、忘れ物を取りに教室へ帰った女生徒のことだ。十分という短い空白の時間で倒れ、友人に発見された彼女のことを雪子は覚えていた──珍しいことに。

　遊矢もそのことを失しつ念ねんしていたわけではないらしく、小さく「そうだね」と返してから、

「でもね、雪ちゃん。三年校舎で起こった事件は、たぶん、イレギュラーなんだよ」

「えっと…………それは、なに？　本当なら起こらないはずだった、ってこと？」

「うん。たぶんだけど」

　後ろから聞こえてくる声に雪子は眉まゆをひそめた。

　たぶん、と言う遊矢の声はとぼけている。しかし彼が自分の考えが間違っていないと確信して話していると、長い付き合いで培つちかわれた経験で分かる。その理由も。

　確かく証しようがないんだろうな、と雪子は思った。論ろん理り的にそれが正解だとしても、それを証しよう拠こ付けるものはない。だから「起こらない」と断言をしたくせに「たぶん」という曖あい昧まいな言葉を使っているのだ。

「三年校舎で起きた事件はね。忘れ物を取りに教室に帰ったら、そこに誰かがいたか誰かが来た、そこで何かが起きた、そして誰かは消えて倒れた人だけが残った──たぶん、こうだと思うよ」

　遊矢の言葉をなぞるように頭の中に思い浮かべていた雪子は、そちらに気を取られて階段が終わっていることに気がつかずこけそうになり、しかし類たぐい稀まれなる運動能力で転倒は回かい避ひした。

「つまりねー。忘れ物をした人が教室に戻ったのは、偶ぐう然ぜんなんだ。本当なら犯人の人も誰かが来るなんて思わなかったんだと思うよ。けど、そこに来た。だから事件が起きた。そして偶発的に起きたから、襲おそった相手が人を待たせていたなんて計算外のことも起きた。だから事件性が出来て武む藤とうさんの耳に不ふ可か思し議ぎな出来事として届いた」

「…………ハプニングだったから、ただの貧ひん血けつとして処理されるはずの事件が表おもてに出た、ってこと？」

「うん、たぶんねー。だから特別校舎以外で事件が起こる可能性は低くて、無視してもいい範はん囲いだと思うよ」

　なるほど、と雪子は頷うなずいた。確かにそれなら筋すじは通る。忘れ物を取りに戻った時、偶然にも犯人と居い合あわせたから事件は起きた。犯人が三年生──例えばあの西さい苑えんまどかであれば、そんな偶然が起きてもおかしくはない。

　しかし、もう日が暮れたこんな時間にわざわざ忘れ物を取りに戻る生徒は少ないだろうし、そんな少ない可能性を期待して犯人が潜ひそんでいるという可能性はもっと少ないだろう。

　それなら分かる。しかしそれなら、

「どうして一年校舎は見回るのよ？」

「んー。それは……あ、ほら」

　その声が何を指すのか、雪ゆき子こはすぐに理解した。

　人の話し声がする。自分たちの会話が反はん響きようしているのではなく、他の誰か──声から察するに、男が複数人にん。

　犯人が複数人という可能性を考えていなかった雪子はそれでも耳を澄まし、精神を集中させる。声の出で所どころは恐らく、曲がり角を曲がった所にある教室。なにやら談笑しているようだった。

　少しほっとする。犯人が複数だとしても、待ち伏せをするにあたって楽しげに会話をしている、ということはないだろう。

　それでも一応、近づきながら会話の内容を聞き取るべく集中する。

　その結果、雪子の耳が捉とらえたものは……

「っ──全員、蹴け散ちらしてくるわ」

「う？　どうしたの？」

「あいつらよりによって……人の、身しん体たい的欠けつ陥かんというか特徴というか機き微びというか……」

「んー……あ、胸の話してるねー。話題にされたら雪ちゃんのピンチだねー。あはは」

「もうとっくに話題にされてるわよっ！」

　とりあえず笑った遊ゆう矢やの側そく頭とう部をやや痛めに叩たたくと、雪子はダッシュで問題の教室へ向かった。全力を出せば百メートルを六秒で走る俊しゆん足そくを持って廊下を駆け、勢いに任せて壁を蹴けりつけ角を曲がる。

　そしてドアは勢いよく開かれた。

「なんだぁっ?!」

「まだ見回りが来るには早いぞ!?」

　イスや机に座っていた男たちはガタガタと音を立てて立ち上がり、ドアを開けた張ちよう本ほん人にんを凝ぎよう視しする。普通なら暗くら闇やみで見えなかっただろうが、彼等が囲む机には誰かが持ってきたのかライトスタンドがあり、その光がなんとかドア付近をぼんやりと照らす。

　だから彼等は怒りと羞しゆう恥ちによって真っ赤に染まった雪子の顔が見えてしまった。

「あっ──」

「荒あら雪ゆき姫ひめぇ?!」

「なんでっ……」

　彼等もつい数十秒前に「すっげぇきれーだけど胸はないよなー」「そだよな、貧ひん乳にゆうだよなぁ」「やっぱ胸なら赤あか石いし智とも子こじゃね？　荒雪姫の倍ばい近くあるって」「ばーか、胸が倍ってどーいう状態だよ」と軽かる口くちを叩たたいていた話題の人が、まさか目の前に現れるとは思ってもいなかっただろう。

　だが自分たちがこれからどんな目に遇あうかは、全員が分かっていた。

　しん……とした廊下に響ひびくイスや机が倒れる音と、僅わずかな悲鳴。

　雪ゆき子こが脚きやく力りよくによる制せい裁さいをし終えそれでも収まらない怒りを抱えて教室を出ると、丁ちよう度どのんびりと歩く遊ゆう矢やが到着したところだった。

「ね、分かったでしょ？」

「なにを分かれっていうのよ!?」

　鼻はな息いき荒く雪子が怒ど鳴なるも、遊矢はあははと笑い、

「だからねー、一年の中にはこうやって残っている生徒がいるってことだよ」

「どうしてわざわざ残って猥わい談だんなんてしてんのよっ！」

「まだ一年生だからだと思うよー。二年生や三年生になると学校に飽あきるかもだけど、今くらいの時期なら慣れてきた学校で無む茶ちやをしたくなる年とし頃ごろなんだよ、きっと」

「そんな年頃はないわよ！　っんとにろくなのがいないわっ」

　まだ燻くすぶる怒りと苛いら々いらをぶつけるように地じ団だん太だを踏むと、哀あわれなタイルがピシッと音を立ててひび割れる。何度かの理り不ふ尽じんな攻撃を受け、タイルはいくつにも分かれてしまった。

　それで多少は気が済んだのか、雪子は細く長く息を吐いた後でやや険しい目を遊矢に向けた。

「つまり、あいつらみたいに残ってバカ話をしているバカが他にもいるってこと？」

「たぶんねー」

　気楽なその言葉に対し、雪子はため息で返した。

　それから十分ほどで一年校舎の見回りは終わり、四つのグループが発見された。その内の一つ、単独で一年芸能クラスに潜ひそみ赤あか石いし智とも子この体操着を着ようと試みていた変へん態たいには容よう赦しやなく蹴けりが舞い、雪子は大いに気疲れした。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　特別校舎には職員室と事務室、用よう務む員いん室に宿直室と教師や事務雑ざつ務む用ようの部屋がある他、理科室が三つ、家庭科室が二つといった具合に特別教室が複数存在する大きな建物だ。大きな匣はこ状で、中央が四角く切り抜かれて中庭になっている。

　本命といえる特別校舎の見回りは、最上階から始めることになっていた。最も遅くまで残っているだろう調理系けい部活の総そう本ほん山ざんである家庭科室は一階にあるため、降りていったほうが時間的に都つ合ごうが良い、と遊矢が判断したためで、雪子も異い論ろんはなかった。

　七時三分から開始された特別校舎見み回まわりのルートは、雪子の意見も多分に取り入れたものになっていた。

　まずは最上階である五階にある校長室──犯人候こう補ほの一人である校長の、怪しげな実じつ態たいを探ろうというものだ。

　次に四階のコンピュータールームを見て、三階を一ひと通とおり回り、二階は美術部が遅くまで残っている可能性があるため念を入れて二ふた回まわり。ラストに一階を一通り見て、不ふ審しん者の出入りをしばらく監かん視しする。

　確認を終え、前日に予定した見回りルートの書かれたメモをスカートのポケットにしまい、気合を入れる。

「さーってと、ここからがいよいよ本番よ」

「んー」

　しかし遊ゆう矢やは手にした台本に視線を落としたまま、生なま返事。

　やる気を感じさせない相あい棒ぼうに、雪ゆき子こはむっとして軽く頰ほおを膨ふくらませた。

「………………ていっ」

「あっ、止めてよ雪ちゃん、台本返してよ」

「これは終わってからにしなさい。それにね、非常灯とうの明かりだけで字なんて読んでたら目を悪くするわよ」

「あ、でも眼鏡めがねってなんか憧れない？」

「そーいう問題じゃなくてっ……まあいいわ、行くわよ」

　無む駄だに長くなりそうな気配に雪子はさっさと先に行くことにした。台本は丸めて左手に持ち、ポンポンと壁を叩たたいてリズムを取りながら歩く。

「う～、本を乱暴に扱ったらダメなんだよー」

　後ろから聞こえてくる抗こう議ぎの声もサクッと無視。

　少しだけ良い気分に浸ひたりながら、特別棟とう五階南側通つう路ろの中央にある校長室を目指して歩く。初めは少しだけあった恐怖も遊矢とのやりとりや何人も蹴けり倒したことによってすっかり消え失せ、今では軽い探険をしているような楽しさが生まれていた。

　特別校舎に入った時からそれに気づいていた雪子だったが、角を曲がって校長室のある通路に出た時、少し気を引き締めることにした。

　自分でも言った通り、ここからが本番なのだ。

　ここまでは前ぜん座ざに過ぎず、事件が起こるほうが稀まれと言っても過か言ごんではなかった。しかし、ここからは違う。どこで犯人が腕を広げて待ち受けているか分からず、どんな罠わながあるのかも分からない。

　そしてなにより、危険なのは自分たちより、一人で見回っているであろう風ふう紀き委員と、明日の準備に精を出して家庭科室で頑がん張ばっている料理部を筆ひつ頭とうとする調理系の生徒。帰り際ぎわや職員室に鍵かぎを返しに行く時など、狙われるポイントは山ほどある。

　だから悲鳴が聞こえた時にすぐ反はん応のう出来るよう心構えをしておく必要があった。

　足を止め、表情を引き締めた雪ゆき子こが見つめるのは、木製のドアに張られたプレート──『校長室』。

「……ま、とりあえずはここの調査から、よね」

　少し遅れて遊ゆう矢やの軽い足音も止まり、廊下は一気に静まり返る──という雪子の予想に反し、微かすかに物音がしていた。

「………………？」

　雪子は振り返り、その音が遊矢の立てているものではないと確認。それからさらに耳を澄まし、他の階から漏れ聞こえてきたものかどうかを調べる。

　そして雪子はその音が自分の目の前にある部屋──校長室から聞こえてくるものだと確信した。

　しかし……………………この音は、なんだろう？

　擬ぎ音おん化すればシャラシャラとでも書くのだろうか。生おい茂った木の葉が風に揺られて擦こすれ合う時に聞こえるザァッ──というあの音を小しよう規模にしたような、ススキの穂ほをいくつかまとめて揺らしたような、枯かれた音。

　自然的とも言えるその音は、どう考えても校長室から聞こえてくるような音ではない。加えて、ドアの下部にある僅わずかな隙すき間まから光は漏れていないのだ。

　中に誰かがいることは間違いない。しかし電灯を点つけていないのは、不ふ思し議ぎな音はどういうことなのかまるでわからない。

　雪子はなるべくゆっくりと、音を鳴らさないように懐かい中ちゆう電灯のスイッチを切った。

　そして恐ろしく慎しん重ちような動作で校長室のドアノブを摑つかみ、少しずつ、少しずつ回す。

「…………」

　鍵かぎは掛かっていないようで、半回転させても硬い感かん触しよくは訪れなかった。

　そのままの状態で、小さく息を吞み、すぐ横で珍しく神しん妙みような面おも持もちをしている遊矢に目配せする。遊矢は小さく頷うなずき、雪子はドアとドア枠わくの間にこれから生まれる僅わずかな隙間を見み易やすいように位置を変え、息を吐いた。

　中でどれだけ凄せい惨さんな事が行われていても声を上げないように覚かく悟ごを決め、ゆっくり、ゆっくりとドアを押し開き、隙間から中の様よう子す窺うかがい──

「……………………っ！」

　覚悟をしていたものの、雪子は危あやうく声を出してしまうところだった。

　部屋の中央。どうやらソファーとガラステーブルをどかしたようで、やけに開かれたスペースに、校長だろう後ろ姿がそこにあった。

　雪子は思わず唾つばを飲もうとし、しかし口内はカラカラに渇かわいていたためそれすらも出来ない。

　暗いため断定は出来ないが、グレーのスーツを着ているのだろう。髪に白いものが混ざっている夏場なのに背広を着た人物は、雪子の知る限り校長室の主あるじである校長以外にはいない。

　しかし、アレはいったい何なのだろうか？

　雪ゆき子こはそこから目を逸そらすことが出来なかった。

　校長らしき人物が動くたびにシャラシャラと音を立てている……腰ミノから。

　恐らく、スーツの上から穿はいているのだろう。しかし腰ミノなんてものを実際に見たのは初めての雪子は、それが正しい付け方なのか分からなかった。

　そして腰ミノを装着した校長がやっていることは、それ以上に理解出来なかった。

　右へ、ふんわりとステップを踏む。それに合わせ流れるような動作で肩まで上げた両腕を右方向へ揺ら揺らと動かし、腰をくねらせる。今度は、左へ。同じような動作を左側でもし、それから腰に手を当て、右へ左へのステップに合わせて上半身をうねうねと動かした。

「…………………………………………」

　雪子は不ふ発はつ弾だんでも扱うかのような慎しん重ちような動作でドアを閉め、ゆっくりと立ち上がり、遊ゆう矢やの服の襟えりを摑つかんでそろそろとその場を離れた。引きずられる形の遊矢も、何も言わない。

　たっぷり三分ほどかけて階段のある場所まで来てようやく手を離し、雪子は大きく深しん呼吸をし、

「なによあれっ!?　あれ校長よね？　そうよね？　間違いないわよね？　そうだとして──────いったいあれはなにをやっていたのよっ?!」

　溜ため込んでいたものを爆発させるような彼女の口く調ちように対し、遊矢はいつもの笑顔に戻り、のんびりとした声で応えた。

「踊りの練習、かなぁ？」

「あの腰ミノはなによっ!?」

「んー……必要なんじゃない？　踊りに」

「なんの踊りよっ!?」

　怒ど鳴なるように訊たずねるも、さすがに遊矢も分からないようで首を傾かしげるだけだった。

　雪子は自分で分ぶん析せきしようと校長室での光景を思い出すべく努力したが、モザイク処理をされたかのような不ふ明めい瞭りような映像しか思い出せない。頭の中で何かが拒きよ否ひ反応を起こしているのだろう。

「…………あれに比べたら黒くろ魔ま術じゆつの実じつ践せんの方がまだマシね。精神衛えい生せい上では」

「あはは、そうかもねー」

　もうすっかりショックから立ち直ったのか普段通りの遊矢に比べ、雪子はぐったりとして疲労の濃い表情になってしまっていた。

「……まあいいわ。異常すぎるけど異常はないということにして、さっさと次に行くわよ……とにかくここからさっさと離れたいわ」

「うん。じゃ、次は四階だねー」

「……行くわよ」

　雪ゆき子こは力無い動作で懐かい中ちゆう電灯のスイッチを入れ、力無く足を踏み出して階段を降り始めるという珍しい姿で階下を目指す。

　四階には二つのコンピュータールームがある。ちなみに図書室があるのもこの階だ。この学校には他に立りつ派ぱな図書館があるが、そちらは図書委員ではなくちゃんとした司し書しよが管理している。そのため図書室は授業で使われる資料と生徒が娯ご楽らくで読む本を中心に揃そろえていた。

　もしかしたら美み樹きがまだいるかもしれないと思い、雪子は先に図書室のある方へと向かう。しかし図書室の明かりは既に落ちていて、ドアには『終了しました』と書かれたプレートが掛かっていた。

　少し残念だったが、それも仕方がないと思い直す。図書室の終了時刻は六時半で、今はもう七時を回っている。とっくに、とまではいわなくても既に帰っているのが当たり前の時刻なのだから。

　二人はコンピュータールームへ行き中に気配がないことを確認し、廊下を一周するだけで見回りを終え、下の階へと移行する。

　三階には化学実験室を始めとする理科系の教室に、社会系の資料が置かれた教室などがある。この階に残っている生徒はいないと思いつつ、それでも予定通り一ひと回まわりする。前に調理する場所がなく困った三角おにぎり同好会が第二実験室で焼きおにぎりを作っていたという例があるからだ。

　第一、風ふう紀き委員はここも見回るだろう。犯人は単独行動をする風紀委員を狙うだろうと予測しているため、無視は出来なかった。

　結果は誰だれ一人として遭そう遇ぐうせずに終わり、倒れた風紀委員の姿を見ることもなく、雪子は安あん堵どして次の階へと進んだ。

　他の階と比べて色鮮あざやかな壁となっている二階には美術室や工作室、そして職員室に宿直室などがある。壁に描かれた絵は美術部制作で、落書きといわれればそれまでだが、ちゃんとした壁へき画がの体てい裁さいが保たれているため、特に注意もされないらしい。

　犯人が教師の榊さかき原ばらであると仮定した場合、この階に潜ひそんでいる可能性が高いと雪子は踏んだ。だから念を入れて二ふた回まわりほどしたのだが、やはり誰とも逢あわず、職員室に数名の先生がいることを確認したものの榊原はおらず、美術部には居い残のこりすらいない。

　誰とも逢あわず、ただひっそりとした校舎内を巡じゆん回かいする。

「教師だからって職員室のある階にいると思う辺りが雪ちゃんだよねー」

　階段を下っている途中、「おかしいわね……」と呟つぶやく雪子に遊矢が言った言葉がそれだった。

　当然、雪子は不ふ機き嫌げんになり、

「うるさいわね、そう考えるのが普通でしょ」

「だって雪ちゃん、榊原せんせーを疑ったのは演劇部と風紀委員の顧こ問もんだからでしょ？」

「そうよ。それが何よ？」

「風ふう紀き委員のスケジュールを知っているせんせーなら一番人ひと気けがなさそうな巡じゆん回かい場所を選ぶと思わなかったの？」

「……………………それがあったか」

　などと傍はたから見れば漫まん才ざいと思われるようなやりとりをしつつ、二人は本ほん命めい中の本命、一階の見回りを開始した。

　一階には家庭科室と事務室、用よう務む員いん室、保健室などの部屋がある。事務室と用務員室の間に正面玄げん関かんがあり、保健室の傍そばにある裏口は通路があり第一体育館に繫つながっている。

　雪ゆき子こはちらりと時計を見る。時刻は既に七時二十一分となっていた。

　下校時刻を二十分もオーバーしているためか、入ってきた時は普通に感じた気配が鳴りを潜ひそめていた。だが八時を過ぎても家庭科室を利用する部があると噂うわさされるだけあって、耳を澄ませばいくつかの音と気配がある。居い残のこりの常じよう連れんは窓という窓を暗あん幕まくで覆おおう準備をしているとの噂通り、光が漏れている教室はぱっと見たところ用務員室以い外がいにはない。

「……で、どうするわけ？」

　雪子はここにきて訊たずねた。

「家庭科室に人はいるみたいだけど、わざわざ中に入って注意とかしたら犯人にばれる可能性が高いでしょ。普通に見回るだけにするの？」

「そうだねー。とりあえず一周してみて、誰かが物陰に隠かくれてないか確認してみよー」

「……あんたが言うとどこまでも軽く感じられるわね」

　それなりに緊きん張ちようを持続させてきたため疲れの混じった声を出す雪子に対し、遊ゆう矢やは緊張自体が出来ないようになっているため調子がまるで変わらない。

　懐かい中ちゆう電灯片手に学校探たん索さく、それも謎なぞの事件の犯人を捕まえるための行動だというのに相変わらずな状況に、雪子はつい苦く笑しようしてしまう。

「っんとに、あんたは……まあいいわ。サクッといくわよ」

「お～」

　遊矢の気の抜ける返事を合図に、一階の見回りは開始された。

　階段の場所からすぐにある第一家庭科室から右回りに歩くことにし、何度も歩いたことのある廊下を物陰に誰か潜んでいないか注意をしつつ、ゆっくり進む。

　隣となりの第二家庭科室の前も通り過ぎ、右に曲がって事務室、正面玄関、用務員室と順に過ぎてゆく。突き当たりにある階段の周辺は念ねん入いりに調べ、それから角を曲がって備品の置かれているという教室や応接室、第二会議室らを問題なく通過。

　二人のもの以外に響ひびく足音はなく、教室の中以外に人の気配もなく。

　これまでの階と同様の展開に雪子の緊張感が緩みだす。

「なんか、変だね」

　遊矢がぽつりと漏らしたのは丁ちよう度どそんな時だった。

「変って、なにがよ？」

　足は止めずに少しだけ首を動かして後ろを見ながら言った雪ゆき子こは、遊ゆう矢やの表情に気がついて眉まゆを寄せた。

　一いつ見けんすると普段と変わりない。暗いから尚なお更さらだ。しかし、僅わずかに緩みがなくなっている頰ほおに真っ直ぐどこかを見つめている目、そして雰ふん囲い気きが、ほんの少しずつ違った。

　それは遊矢が考えている時の表情だと、雪子は理解したのだ。

　だから一いつ旦たん歩みを止め、改めて遊矢へと向き直る。遊矢の方も足を止め、真っ直ぐに雪子の目を見ながら口を開いた。

「なんで誰にも逢あわないのかな？」

　まるで逢わないことがおかしいと言わんばかりの言葉に、雪子はどう答えたら良いのか迷う。

　誰にも逢わない。確かに、この時間帯なら帰宅をする生徒に遭そう遇ぐうしてもおかしくない。しかし逢わないことがおかしいのかと聞かれれば、「そんなこともあるんじゃない？」と答えたはずだ。

　そうしなかったのは、遊矢が言っているのはその事ではないと、雪子はなんとなくだが悟さとったからだ。

　では、何を気にしているのだろう？

　誰と逢わないことが変だというのだろう？

　犯人候こう補ほの誰かだろうか？

　校長は恐らく、まだ校長室にいる。

　なら部長のまどかだろうか？　今日の部活が終わった後、彼女はどこかに向かったという。雪子が体育館に戻った時にはもういなかった。

　顧こ問もんの榊さかき原ばらは演劇部が活動終了する直前に消えたというが、今はどこにいるか分からない。もう校内にいないかもしれない。いや、もう一つ顧問をしている風ふう紀き委員はまだ活動をしているのだから残っていてもおかしくは、

　──風紀委員。

「まだ一度も風紀委員を見ていない……!?」

　呟つぶやいて、雪子は愕がく然ぜんとする。

「ちょっ、おかしいわよ！　どうして特別校舎をうろついているはずの風紀委員に逢わないのよ!?」

「うん、おかしいよねー。快かい復ふくしてない人が休んでいるから少ないのは分かるけど、一人くらいは見かけてもいいはずなのに、どうしてだろうねー？」

　間ま延のびした声ではあったが、遊矢も偶然で済ますつもりはないようだった。

　もしかしたら、もう何かが起きているのかもしれない。

　いや、もう起きてしまった後なのかもしれない。

　そんな危き惧ぐが脳のう裏りをかすめ、雪子はぶんぶんと頭を振った。先走る焦しよう燥そう感をどうにか無視し、風ふう紀き委員を見ない納なつ得とく出来そうな理由を探し、

　──ガラガラというドアを開く乾いた音が、廊下に響ひびいた。

　体が震え、しかし雪ゆき子こはすぐに音のした大体の場所を探りあて、身を強こわ張ばらせる。

　廊下に反はん響きようした先さき程ほどの音だけで場所の特定をすることは難しかったが、どこから音がしたのかはすぐに分かった。

　足音が聞こえてくるからだ。

　自分たちがまだ調べる前の、すぐ目の前にある曲がり角の向こうに延びる廊下──恐らくは保健室の辺りから、足音がする。

　距離はあまり開いていない。二十メートルがいいところだろう。そして着ちやく実じつに二人に近づいていた。

「遊ゆう矢や、下がって！」

　言いながら遊矢の前に、彼を庇かばうように立ちながら懐かい中ちゆう電灯を前方に向ける。壁が照らされる形となっているため、当然、足音の主ぬしにも光は見えるはずだ。

　それでも足音は止まらない。

　雪子は奥おく歯ばを嚙かみ締め、自分の考えが浅はかだったことと、覚かく悟ごが不足していたことを猛もう烈れつに悔やむ。

　今まで犯行は単独の相手に対してのみ行われていた。だから自分たちに直接的な危き害がいはないだろう──そう考えていた。

　犯人は悪あく魔まや吸きゆう血けつ鬼きかもしれないが、自分なら倒せると思っていた。過去に人じん外がいの類たぐいを倒した経験が自うぬ惚ぼれさせていたと、ここにきて気がついた。

　何故なぜなら聞こえてくる足音の主は、まだ目の前に現れていないというのにも関わらず、自分を焦しよう燥そうさせ冷や汗をかかせるほどに強烈な威い圧あつ感を纏まとっているのだ。

　倒せるかどうか、確信が出来ない。

　不ふ意い打うちを仕掛けたとして、それが当たるイメージが湧わかない。

　これは駄だ目めな時に起きる精神状態だと理解している。こんな時には普ふ段だん出来ることでも出来なくなってしまう。

　そう、分かっている。だというのに体はガチガチに固まっていて、構えてはいるもののまるで勝てる気がしない。

　目の奥が熱くなるのを、背せ筋すじが冷えるのを感じながら、雪子はちらりと背後を見る。

　こんな状況だというのにまるで変わらない遊矢がそこにいた。笑ってはいないものの、自分のように萎い縮しゆくしていない遊矢がいた。

　恐怖も萎縮も出来ない遊矢の姿を見て、雪子は最悪の決意を固めて前を向く。

「…………遊矢には指一本触ふれさせはしないわ」

　相あい打うちになってでも、せめて後ろにいる遊矢だけは護まもりきってみせる──！

　腹を括くくって、それでも振り払えないプレッシャーを身に受けながら、雪ゆき子こは光に照らされた曲がり角を睨にらむ。

　既にすぐ傍そばまで来ていた足音は、ついにその音源である足を曲がり角から覗のぞかせた。

　雪子は息を止め、足に力を籠こめる。光の中に現れる相手が、どんな行動を取っても対たい処しよ出来るように。

　そして足音の主ぬしは光に照らされ、その姿を露あらわにした。




「お、やっぱり愛いとしのハニーだ」




　よっ、と手を上げ満面の笑顔で喜びを表す井い沢ざわ玲れいに、雪子はどうしようもなく脱だつ力りよくしてがっくりと膝ひざから崩れ落ちた。

「んあ？　どーした雪ゆき姫ひめ、突発的な腹痛か？　肩とか震えてるぞ、おい。トイレならそこにあるからさっさと──」

「うるさいこのウルトラバカ！！！　なにしてんのよなに考えてんのよなんでここにいんのよ、この害虫崩くずれの変へん態たい男！」

　暗くら闇やみの中でも分かるほどに顔を真っ赤に染めて罵ののしる雪子の声が、これでもかというほど廊下に響ひびく。

　玲を全力で睨みつける雪子だったが、床にへたり込んだままの状態だった。足に力が入らず、立つことが出来ないのだ。

「うわひっでぇ。なぁ遊ゆう矢や、こいつどーしたんよ？　生理中か？　ならケツを冷やすのは良くないと思うが」

「んー、わかんない。どうなの？」

「どうもこうもないし生理でもないわよ！！！」

　何事も無かったかのようなその声に、雪子は反射的に立ち上がっていた。長距離走そうの後のようにまだ膝ひざが軽く震えているが、壁に手をつくと目の前の男に勘かん付づかれる気がした。だから絶対に手はつくまいと心に決める。

　やや開いたスタンスで、懐かい中ちゆう電灯が軋きしむほどに手に力を籠めて、自分を鼓こ舞ぶするように胸を張る。

「なんでバカ沢ざわがここにいんのよ！　あんた今いま何時だと思ってんの?!」

「遊矢、何時だ？」

「んー……七時半くらい」

「あー、すっかり暗くなったと思ったらもうそんな時間だったか。そーいや腹も減ってるしな。さっさと帰ろーぜハニー、オレがお好み焼きの美味うまい店で奢おごってやっから」

「わ、ほんと？　お好み焼きって久しぶ──」

「なに和なごんで帰りにご飯食べる計画立ててんのよっ!?」

　嬉うれしげに微笑ほほえむ遊ゆう矢やの顔面に、投げつけられた台本が直ちよく撃げきした。

　投げた当人は目的を忘れた相あい方かたから長身の怨おん敵てきに視線を移し、

「まずはあたしの質問に答えなさい！」

「今は七時半だそーだ」

「誰が時間を教えろなんて言ったのよ?!　あたしはどうしてバカ沢ざわがここにいるのか聞いてるのよ！　かんっ……」

　肝かん心じんな時に連絡つかなかったくせに──と言いかけ、雪ゆき子こは唇を嚙かみ締めるようにして口を噤つぐんだ。

　頼りにしていたかのような発言をすれば、きっとこの男は増ぞう長ちようする。そしてからかわれる。間違いない。

　だから雪子はキッと厳きびしい目で玲れいを突き刺すように睨にらんで、言葉を待つ。

　暗い廊下で明かりも持たずに立ち、玲はピアニストのようにすらりと伸びた指で首くび筋すじを搔かいて笑った。

「いやな、昨日きのう遊矢に振られたから憂うさ晴らしに何人か女捕つかまえてそのまま朝まで騒いでたんだよ。んで、一応ガッコーに来たものの、これがまた眠くてな。朝から保健室で寝てたっつーわけだ」

「寝て…………今まで、ずっと？」

「おう。爆ばく睡すいって感じだったぜ」

「……………………あんたは……」

　見る見るうちに雪子の表情から険しさが抜け、代わりに呆あきれと諦あきらめが満たしていく。

　今いま更さらだった。井い沢ざわ玲という男に常識や一般性を期待するだけ無む駄だだと分かっていたはずなのに、まだどこかで理解しきれてはいなかったらしい。

　理り不ふ尽じんで常識外はずれなこの男に怒りを覚えること自体が馬ば鹿か馬鹿しく思え、実際今のやりとりを頭の中で再現してみるとかなり馬鹿馬鹿しかった。

　今も遊矢と話している彼の顔を見ていると、自分が怒っている方がおかしいのではと思えるほど夜の学校に似つかわしくない楽しげな様よう子すだ。

「へー、ハニーと姫は例の変へん態たいを捕まえるために見回りしてんのか。オレはてっきり肝きも試だめしが流行はやってんのかと思ったぜ」

「肝試しには時期が早いでしょ……………………って、待った。

　あんた、どうして肝試しが流行ってるなんて思ったのよ？」

　自分でも驚くほど鋭く違い和わ感かんに反応した雪子は、緩んでいた警けい戒かい心が一気に引き締まる感覚に頭を冷やしていた。

　これでも直ちよつ感かん力には自信がある。理由は分からないが身体からだは反応している。なら、そこに必ず何かがある。

　どんどん深しん刻こくな表情になる雪ゆき子こだが、暗くら闇やみの中ではその変化に気づけないらしく、玲れいはそれまでと変わらぬ相手をからかうような口く調ちようで、言った。

「いや、保健室を出てすぐにな、後ろ姿を見たんだわ。なんだっけか、雪ゆき姫ひめとよく一緒にいる地じ味みな、そーそー、いかにも図書委員やってます、って感じの──」

　言い終わる前に、雪子は駆け出していた。そして、それとほぼ同時に、




『きゃあああああああぁぁぁぁっっっ!?』




　特別校舎一階の廊下を悲鳴が走り抜けた。

　雪子は玲を跳ね飛ばすようにして強ごう引いんに道をこじ開け、角を曲がると同時に全力で薄うす暗闇の中を走る。

　百メートルを六秒台で走る俊しゆん足そくだというのに、せいぜい八十メートルもない廊下だというのに、まだ誰も見つからないことに雪子は苛いら立だつ。

　実際は角を曲がって二秒そこらしか経たっていない。

　繰り出す足の遅さといい、闇のせいだけではなく永遠に続くのかと錯さつ覚かくさせる廊下の長さといい、重力の強い異い空間に引きずり込まれたのかと思うほどの低てい速そく感。

　保健室を、そしてすぐ横にある裏口の前を通り過ぎたところで、ようやく雪子は気がついた。

　遅く感じているのは自分だけだと。焦りが体たい感かん速度を著いちじるしく遅くし、時間経けい過かそのものを鈍らせているだけだと知り、

「っ──！」

　知ったところでどうしようもないと奥おく歯ばを嚙かみ、走る。

　そしてようやく見えた校舎の角、階段の前のスペースに、何かの影が浮かんでいた。床に座っているのか、或あるいは寝ているのか、床に近いためハッキリと見えない。

　犯人かもしれない、なんて考えは浮かばなかった。

　ただ一秒でも早く辿たどり着き、『そう』ではないと確認するために足を前に出し続け、

　影を作っているのが一人じゃないと分かるほどに近づき、

　あと数歩の距離で速度を落とし、

　足を止めた先には、

　目を閉じ、力無く四し肢しを投げ出して倒れている高たか嶺みね美み樹きの姿がそこにあった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「し…………白しろ銀がね、さん……」

　怯おびえを含んだ震える声に、雪ゆき子こは目の前の光景が現実だと認めた。

　何秒か呆ほうけていたようで、後ろからは足音が近づき、近くの教室のドアが開く音も聞こえる。

　家庭科室から流れてくる甘い匂においが現実感を希き釈しやくさせ、暗がりの中で美み樹きの顔色は良く窺うかがえない。

　そして、そこにいるのは美樹だけではなかった。倒れている彼女の頭を抱えるようにして座り込んでいて、恐らくは先さき程ほどの声を出した張ちよう本人。



　その人が武む藤とうアキだと気づいた瞬間、雪子の感情は一気に溢あふれてしまった。

「誰がやったのよ?!」

　ダンッ、とすぐ横の壁に拳こぶしを叩たたきつけての怒ど声せいに、アキの身がびくりと震える。

「…………ぁ……」

「美樹をこんな目に遭あわせたのはどこの誰よ?!　アキ、あんた見たんでしょ!?」

「おい、雪ゆき姫ひめ──」

「あんたは黙ってて！」

　追いついてきた玲れいの制止の言葉を跳ね除のけ、怒ど気きを孕はらんだ目で睨にらみつける。さすがの井い沢ざわ玲も二にの句くは継がず、ただ肩をすくめた。

　その横を、遅れてきた遊ゆう矢やが通り過ぎる。玲と雪子を無視するように、一いつ直線に美樹の元へ行くと、すぐにしゃがみ込んで様よう子すを確かめだす。

　外がい傷しようはないか調べている遊ゆう矢やの横から見え隠かくれする美み樹きの青白い顔が、見過ごしてしまいそうなほど僅わずかに上下する胸が、微び動どうだにしない指先が、それら全てが雪ゆき子こには痛々しく見え、怒りを沸わき立たせる。

「絶対、許さないんだから……！」

　武む藤とうアキの肩が僅かに震え、何事かと出てきて廊下で様子を窺うかがっていた生徒たちは慌あわてて各教室に避ひ難なんする。その中には家庭科室にいたらしき風ふう紀き委員の姿もあった。

　普段、玲れいとやり合っている時の怒りとは質が違うその雰ふん囲い気きに、誰もが圧倒されていた。

　雪子は感情の上下が激しいが、本気で憎ぞう悪おを感じることは少なく、他人に見せることはさらに稀き少しようだ。

　それを見たことがある人間は、この場では一人しかいなかった。

「大丈夫、脈も一定だし呼吸も正常だよ。怪け我がもないみたい。例の貧ひん血けつだと思うし、命に関わることだけはないはずだよ」

　遊矢は美樹の喉のどに手を添えたまま顔を上げ、続けた。

「だから雪ちゃん、落ち着いて」

「落ち着けるわけないでしょっ?!」

　自分の事を、或あるいは自分以上に知っている遊矢のやんわりとした口く調ちように反発し、彼を睨にらむ。だが遊矢はいつものように笑ってはおらず、真ま顔がおでも難しく顔をしかめるのでもなく、ただ真っ直ぐに自分を見つめていた。

　その視線に、雪子は言うべき言葉をかき消される。

「うん。でも、落ち着いて。ね？」

　その隙すきに割り込まれた。

「高たか嶺みねさんは、大丈夫。死んでいないし、すぐに快かい復ふくすると思うから。でも騒ぐと身体からだに障さわるかもしれないし、武藤さんも萎い縮しゆくしちゃうよ」

　普段よりいくらか理り知ち的で落ち着いた声が、驚くほどすんなりと耳から入ってくる。頭の奥から冷れい却きやくされたように、湧わき上がっていたはずの熱と感情が抜け落ちていく。

　そう、冷静にならないといけない。ただでさえ考えることが苦にが手てな自分が感情に任せて暴走すれば、きっと事態は悪化する。ストッパーである遊矢がああ言っているのだから尚なお更さらだ。

　すぅっ──と息を吸い込み、肺が空気で満ちる直前で止め、雪子は両手で自分の頰ほおを勢いよく叩たたいた。手を離すと頰が熱くひりついている。

　すっきりした。頭の芯しんはいい具合に冷静さと怒りとやる気が混ざり合い、自分を見失わない程度に憎しみも残っている。

「アキ、何があったのか説明して」

　凜りんとした鋭さはあっても先さき程ほどのように感情をぶちまけてはいない。だからアキも幾いく分ぶんか落ち着き自分を取り戻したようで、雪ゆき子こを見上げ、一つ一つ確かめるようにその場にいる人間の顔を見て、ゆっくりと口を開いた。

「……第一家庭科室でね、取材してたの。それが終わって次はコンピューター室に行こうと思って階段へ向かったら、そしたら高たか嶺みねさんが誰かと抱き合っているのが見えて。これは面白いものが見れたと思って近寄ったら、抱いていた人ひと影かげが離れて階段を上って行って、高嶺さんは倒れて……慌あわてて抱き起こしてみても、全然動かなくて……」

　武む藤とうアキらしくない、歯切れの悪い説明だった。しかし話すうちにショックが抜けてきたらしく、目には力が戻り、悔しさか口くち端はは歪ゆがんでいた。普ふ段だん活発なだけに、自分の失しつ態たいが許せないのだろう。それは雪子も同じだった。

「じゃ、犯人は上に逃げたのね？」

「うん……うん、そう、間違いないよっ」

　アキは自分に言い聞かせるように何度も頷うなずき、勢いよく立ち上がった。

「うん、よくは見えなかったけど高嶺さんよりは大きい人だったわっ」

「おっけ。後は犯人を捕まえて直接正しよう体たいを暴あばくから、それだけ分かってれば充分よ──遊ゆう矢や」

　階段の踊り場にある非常灯の光だけで照らされた薄うす暗くら闇やみの中で視線を合わせる。それだけで、理解ある幼おさな馴な染じみは困ったように笑った。

「追っかけるの？」

「当然よ。美み樹きをこんな目に遭あわせて、次があるなんてあり得ないわ」

「そうだけど、今どこにいるか──」

　分からない、と遊矢は続けようとしたのだろう。

　しかし繫つなげられるはずの言葉は微かすかに響ひびいた、カツン、という音によって止められた。

　刹せつ那なの反応で雪子は音源である階段を睨にらみつけ、

「──っ！」

　手すりの奥で黒い影が動く瞬間を目もく撃げきした。

　雪子の行動は素早かった。力強く床を蹴けり、二歩目で階段の手前に到達し、三歩目で階段の三分の二は上るという野生の猫を思わせる動きで、消えた影を追う。

　遊矢たちが静止の声をかける間もなくあっという間に二階へ踊り出ると、すぐに周囲に目をやり気配を探り動いているものを見つけようと集中し、

　後ろでした微かすかな物音を雪子は聞き逃さなかった。

　振り返る。しかし後ろは階段があるだけで、階段には誰もいない。

　その代わり、遮しや光こうガラスによって遮さえぎられているはずの月光がほんのりと階段を照らしていた。

「窓からっ?!」

　悔やみと驚きが合い混ぜになった声の示す通り、犯人は窓から逃げたようだった。見回りをしていた時、踊り場にあった全ての窓は閉まっていたと覚えていた雪子は舌した打うちしたいのを抑えて踊り場へ上がり、自分の顔とほぼ同じ位置にある窓から下を見る。

　白色の蛍けい光こう灯とうは点ついておらず、緑の非常灯と月だけが光源のため、地面はかなり暗い。しかしそれでも、雪ゆき子この目は体育館へと入る影を捉とらえていた。

　雪子も躊ちゆう躇ちよなく窓まど枠わくに足を掛け、そのまま外へと身を躍おどらせる。二階と三階の間という、骨折するには充分な高さからのダイブにも関わらず雪子は恐怖を感じることなく、風を切る爽そう快かい感すら無視して目を凝こらす。

　光量が少ないため、地面は殆ほとんど光を反射していない。そのため遠えん近きん感を摑つかみづらい。

　靴の底がコンクリートの地面に触れてから勢いを殺すという結果に変わりはないが、事前にタイミングを取るのと取らないのでは危険度がまるで違う。いくら雪子がやや人間離れした身しん体たい能力を持っているとはいえ、衝しよう撃げきを殺さずに着地すれば足首の辺りを骨折か腱けんを傷めるか、どんなに軽くみても捻ねん挫ざくらいはする。

　これから勝負、という時に余よ計けいな怪け我がなどしていられない。

　だから雪子は地面を凝ぎよう視しし……それでも地面は鈍い光こう沢たくすらなく……ようやく『そこ』が地面だと確信を持って見えた時、靴底との距離は五センチ程度の余よ裕ゆうしかなかった。

　だが、雪子にとっては充分な猶ゆう予よ。

　靴底から硬い感かん触しよくが伝わってくるのと膝ひざを曲げ始めたのは殆ど同時だった。

　屈くつ伸しん運動だけで衝撃を逃がしきり、縮こまって膝を抱えた姿勢から雪子はゆっくりと立ち上がる。

「……思ったよりもくるわねー」

　上手うまく逃がしたとはいえ関かん節せつを軋きしませた衝撃に、ぶらぶらと膝と足首を回すように動かして調子を確かめる。視線は第一体育館の二つある入り口に注そそいだままで。

　たかが二階や三階くらいから落ちる程度で、と無意識のうちに思っていたが、それがやや計算違いだったと雪子は認めた。

　確かに、普通のビルの二階や三階程度では問題はない。四階くらいから微び妙みようにはなるだろうが。

　問題は、特別校舎は普通の建物より高さに余裕を持って作られている、ということだった。今飛んだのは二階と三階の間からだったが、実際には普通のビルの三階と四階、或あるいは四階とほぼ同じ高さがあった。

　足くらい折るかも、というレベルよりもう一つ高い、下手へたをしたら死ぬ高さだ。

　しかし、犯人は体育館へ逃げ込んだ。タイムラグは恐らく十秒台。捻挫でもしていれば蹲うずくまっているところを発見できたのだろうが、怪我なく着地できたと考えていいだろう。

　つまり、相手は自分と同等以上の身体能力を持っているか、或いは特殊な能力を持っている──

　そう考えが至った時、雪子は体育館の入り口へと足を向けながら、スカートのポケットから携帯電話を取り出した。

　リダイヤルボタンを押して、出てくる名前の確認もせずに通話ボタンを押す。携帯を耳に当てつつ、注意は二つある入り口の、開いている右側──特別校舎裏うら口ぐちから一いつ直線に繫つながっている側を油ゆ断だんなく警けい戒かいする。

　受話口から聞こえだしたプルル……というコール音はすぐに止み、雪ゆき子この耳に聞きなれた声が届いた。

『雪ちゃん、平気？』

「えぇ。それより、犯人は体育館に入ったわ。あたしはこれから追って中に入るから、遊ゆう矢やは外で見張ってて」

『えー、でも、』

「それじゃ、そーいうことで」

　何か言おうとしていた遊矢の言葉は聞かず、雪子は通話を切った。だけでなく、電源もオフにしてポケットに仕し舞まう。

　相手が人間離れした能力である以上、ちょっとの油断であっさりと負ける可能性が高い。それを肝きもに銘めいじて、雪子は入り口前のすのこに上がっても靴を脱ぐことはせず、そのまま暗がりの体育館内へと入っていった。

　体育館の中は、外以上に闇やみの密度が濃かった。照明はもちろん点ついておらず、窓という窓はカーテンで覆おおわれているのだろう。

　だから開いた入り口の近くはぼんやりと薄暗い程度で、夜よ目めが利く雪子には『それ』がなんとなく見えた。

「…………」

　歩みを進め、七歩ほど前進した所で、止まる。すると入り口付近からではぼんやりとしか見えなかった『それ』が、明確な輪りん郭かくを伴って姿を現す。

　三人の風ふう紀き委員の女子生徒が、折り重なるように倒れていた。

「……………………」

　唇を嚙かみ締め右手を小こ刻きざみに震わせて、雪子はやや俯うつむいて立ち尽くす。

　──その背後に、闇を纏まとった気配が蠢うごめいて、

　静せい寂じやくに伏していた体育館に、鈍い音が微かすかに響ひびいた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「っ、浅かった?!」

　振り向いて確認するまでもなく踵かかとに残る感かん触しよくが成果を伝え、雪子は小さく舌した打うちした。

　それでも足を振り抜く勢いのまま振り返り、相手の姿を探す。しかし想像通りというか、そこには誰もおらず、ただ誰かがいたという残ざん滓しだけが漂っていた。

　足音は…………聞こえない。恐らくだが、靴を脱いでいるのだろう。

　警けい戒かいを怠おこたらずに周囲の気配を探り続ける。そうしながら、表情には出さずに安あん堵どする。致ち命めい的なことにならずに済んだ、と。

　先さき程ほど──三人の風ふう紀き委員女子が倒れている姿を見た時、確かに動どう揺ようした。しかし、それはすぐに治まる程度のものだった。

　ある意味では運が良かった。自分の親友である美み樹きが倒れている場面を目もく撃げきしてから十分も経たっておらず、その時のショックと怒りはまだ胸の内で燃えており、すぐにでも取り出し思い出せる。

　だから言っては悪いが見知らぬ女生徒が三人倒れている姿を見た程度でそんなに驚いてはいられなかったのだ。

　と同時に、雪ゆき子こは直ちよつ感かんでこれが罠わなだと悟さとった。普通ならこんな状況で平へい静せいを保てるわけがなく、必ず隙すきが生まれるだろうから。

　それを逆さか手てに取ろう、と思った時にはもう背後に気配は近づいてきていたので、タイミングを測り勘かんに任せて相手の頭部を狙い、右の後ろ回し蹴げりを放ったのだ。

　結果は恐らく、相手の腕に当たった、といったところだろう。ダメージの程は期待出来ない。

　雪子はゆっくりと細く息を吐き、目の届く範はん囲いから犯人が消えていることを確認してから倒れていた三人の女生徒の傍そばに立たて膝ひざをついて屈かがんだ。

　三人は新しん撰せん組を模もした水色と白のだんだら模も様ようのハッピを着ていた。夏だというのに長なが袖そでのそれをまくって脈を取ると、ちゃんと動いていた。しかしそれが速いのか遅いのか、雪子には分からない。

　とりあえず、彼女たちも命に別状はないだろう。

　確認するとすぐに立ち上がり、雪子は三人の倒れている位置から壇だん上じようのある方へと歩き出した。

　暗くら闇やみに目が慣れたので輪りん郭かくだけなら遠くの物も見える。しかし犯人はどこかに隠かくれているらしく、目の届く範はん囲いに姿はない。

　だから雪子は迷わず舞台袖そでのある壇上へと近づいた。隠かくれる場所は他にも体育用具室やら二階の特設ステージなどがあるが、それらには重い鉄の扉を開けなければ入れない。

　木製ならばともかく、重い鉄てつ製せい扉が開く音を聞き逃すほど緩んではいない。だから何の障害もなく壇上から隠れることが出来る舞台袖が一番怪しいポイントといえた。

　慎しん重ちように、気を張り巡らせて。

　目は闇に紛まぎれて蠢うごめく物がないか見落とさないよう。

　耳は床板の軋きしむ、衣きぬ擦ずれする微かすかな音を漏らさぬよう。

　肌はだは空気が振動する僅わずかな流れを察さつ知ち出来るよう。

　全身の感覚器をアンテナ代わりにし、高い感度を保ったまま、慎しん重ちように歩む。

　今なら後ろから吹き矢が飛んでこようと真上からナイフを百本落とされても避けきるだけの自信を胸に、雪ゆき子こは足を進め、

「っ……?!」

　入り口の方から誰かが走ってくる足音が聞こえ、雪子は思わず立ち止まった。

　振り向いて、それが誰の発しているものか確認しようとし、

「なっ、アキ……!?」

　ガタガタとすのこを踏み鳴らして現れたのは、武む藤とうアキだった。そしてその後ろから遊ゆう矢やも顔を出す。

　二人の顔を見た時、慎重とか余よ裕ゆうめいた自信は呆あつ気けなく吹っ飛んでいた。

「ど、どうして来るのよ!?　ここは危険だから、外で待機してて！」

　言って、それから自分が隙すきだらけになっていることに気づいて慌あわてて振り返り、敵に動きがないか確認し、それから再度二人に指示する。

「中に風ふう紀き委員の子も倒れているの！　あんたたちがいてもどうにもならないんだから、安全な場所で……」

「そんなこと言ってられないよっ！　高たか嶺みねさんはあんな目に遭あって、犯人特とく定ていの特ダネを逃して、黙ってなんていられないよっ」

「あぁ、もうっ！　遊矢、あんたなんで押さえつけておかないの?!」

「そんなこと言われてもね～」

　全く頼りにならないことを遊矢が言う間にアキは体育館へ足を踏み入れ、




　その頭上で何かがぐらりと傾いたのを見た雪子は息を吞んだ。




「危ないっ!!」

「へ？」

　雪子の警けい告こくに武藤アキは足を止め……

　彼女の右腕を掠かするようにして、上から三十キロはあろうスポットライトが降ってきた。

　床に叩たたき付けられた照明器具は派は手でに音を立てて粉ふん砕さいし、ガラスは飛び散り、壊れた部品が乱らん舞ぶする。

　その中で武藤アキはビクッと体を震わせた後で硬こう直ちよくし、間ま近ぢかで起こった破は砕さいに指一本として動かせず、ただ立ち竦すくんだ。

　それが幸いしたのか、ガラスの破片は衣服に弾はじかれ、凶きよう悪あくな先端となった鉄てつ器具は足を傷つけずに飛んでいき、結果として彼女は怪け我が一つせずに済んだ。

　近寄ろうとしていた雪子はすぐにそれを見て取り、ほっとしながらもアキの頭上、スポットライトが落ちてきた二階渡り廊下を凝ぎよう視しする。

　そこには、誰もいなかった。落ちてくるまで──いや、落ちてきたその時ですら、その場所に人の気配はなかった。

　犯人は化け物だから気配を消せる、というのであれば、さっきの不ふ意い打うちのようなことにはならない。

　ならば考えられるのは……

「遠えん隔かく操作…………細さい工くされて……？」

　呟つぶやいて、壊れたスポットライトを見る。それには当然ながら、あるものが付いていた。闇やみに紛まぎれる黒色の長い電源コードが。

　そしてそれが延びる先は──

　舞台袖そで。

　雪ゆき子こがそう気がついたのと、背せ筋すじが泡あわ立だち頭の中で警けい笛てきが鳴り響ひびいたのは同時だった。

　バッ、と振り向いた先には、壇だん上じよう。しかし注目すべきはそのさらに奥、緞どん帳ちようを下ろす舞台装置がある舞台袖の一角。

　そこに探していた人ひと影かげがいた。

　暗がりにある体育館の中でもさらに暗いその場所で、しかし雪子の目は相手が何をしようとしているのかが分かった。

　右手に何かを持って、こちらを見ている。持っているのは恐らく、緞帳を押さえる時に使う重し。長方形の取っ手付きスタンプを大きくしたようなそれに、雪子は憶おぼえがある。遊ゆう矢やがつまずいて転びかけた時、どのくらいの重さだろうと持ち上げた時の感覚は軽く十五キロを超えていた。

　それだけの重量の物をどうするのか。これも雪子には分かる。

　奴やつは投げようとしているのだ。それも、ピンポイントで頭部を狙って。

　雪子の場所から壇上の舞台袖近ちかくにいる犯人まで、およそ二十メートル。野球のボールを投げて当てることだって難しい距離で、しかも投げる物は砲ほう丸がんより遙かに重く、投げるための形状をしていない重し。

　だが、雪子は確信していた。

　犯人は当てることが出来ると信じている。それが出来ると分かっている。

　やれ、と言われれば、たぶん自分にも出来るだろう。人間離れした力とはそれだけのことが可能なのだ。

　そして雪子の予想通り、敵は投球フォームのような形で、重しを持って構えた。

　それが頭部に当たれば、さすがの雪子も死ぬ。間違いなく死ぬだろう。あの位置から投げて届くということは恐ろしいまでの速度が必要となる。そしてそれは破壊力にも結びつく。雪子の整った頭ず蓋がい骨こつを砕くには充分過ぎてお釣つりがくるだろう。

　それでも、雪ゆき子こはまるで危機感を感じていなかった。

　気づくのが早すぎたくらいだ。

　例えあの重しが投げられた直後に振り向いて、それがプロの速球派は投手のものと大差ないスピードで迫ってきたとしても、あっさりと避けてみせる自信があった。

　投げる前に気が付いた以上、相手に向かいながらでも軽くかわし、そしてそのまま犯人を追い詰めるくらいは出来る。

　実際、雪子はその通りにしようと一歩踏み出して、

「…………え？」

　つい、足を止めてしまった。

　重しを投げようとしている犯人。その顔はこちらを向きこちらを見ているが、その顔つきや表情までは分からない。

　だというのに、雪子には相手が笑ったように見えたのだ。

　一体何がおかしいのかが分からず、自分の気のせいにも思えない雪子は二歩目を踏み出せずに相手の出方を注視して、

　──自分の後ろに武む藤とうアキが立っていることに気が付いた。

　振り返れない。今いま振り返れば、全てが間に合わなくなる。後ろを向いている間に重しは投げられてしまうだろう。

　だが、鋭えい敏びんになった感覚は今も入り口より少し前でアキが立っていることを教えてくれる。そして犯人と自分を結ぶ線の延長に彼女が立っていることも。

　重しが投げられたとして、自分は容易に避けることが出来る。

　だがアキは？　彼女は、足が竦すくんで座ることも出来ないだろう彼女は、どうなるだろう？

　先さき程ほど、彼女の悲鳴を聞いて廊下を駆け抜けた時と同じように引き伸ばされた時間の中で、雪子は焦りを堪こらえて考える。

　重しは間違いなく、アキまで届く。頭部ではなく胸部か腹部に当たることになるのだろうが、関係ない。死ぬことに変わりはないのだから。

　投げるのを阻そ止しするのは──不可能。影は重しを持った右腕を大きく後ろに引いて、重心を後ろから前へ、体を弓引くようにしならせ反らしている。もう二秒と間を空あけず重しは投げられ、三秒後にはその重しが何かを破壊しているだろう。

　なら……アキをコースから外す？　今すぐに声を届かせれば、人並みに運動出来る武藤アキなら避けることも出来るだろう。

　いつもの状態ならば。

　今のアキは、スポットライトが落ちてきたショックで迅じん速そくに行動出来る状態ではない。声をかけた程度で動くとは思えない。

　遊ゆう矢やに彼女を避ひ難なんさせてもらう……のも、無理だろう。遊矢はこの場の空気を読み取れない。危機が迫っていると伝えるだけでタイムオーバーだ。

　となれば自分が動くしかないのだが……

　背後を見せ、アキを突き飛ばしたとして。さらにその後ろにいる遊ゆう矢やにまでは手が回らない。いや、アキを突き飛ばしたところで重しの圧倒的な破壊が到達している可能性も高い。

　雪ゆき子こがそう考えている間にも影は動き続けている。自分の動きすらゆったりと感じるはずの引き伸ばされた主しゆ観かん時間の中で、影は普通の速度で動く。

　重しを持った右手は後ろから肩を越え、頭と思おぼしき輪りん郭かくを越え、

　ついにその手から離れて投とう擲てきされた。

　──速い。

　飛んでくるスタンプ型の凶きよう器きは、影の動きよりも遙かに速く、最も早はや余よ裕ゆうも猶ゆう予よもないと雪ゆき子こに訴えかけてくる。

　避ける事は、可能。しかしそこで生じる犠ぎ牲せいを考えれば避けることなど出来ない。

　止めることは、可能。凶きよう悪あくな破壊力を秘めた重しだが、自分が両腕を犠牲にすれば叩たたき落とせる自信がある。

　しかし、壊れた両腕で犯人と対決出来るのかといえば、言うまでもなく無理だ。激げき痛つうと自由の利かない体という枷かせに足をとられ、あっさりと敗北するのが関せきの山やま。

　となれば、選択肢しはただ一つ。

　──蹴けり落とす。

　腕を使えば大おお怪け我がは必ひつ至しでも、足で……それもゴムがクッションとなる靴裏うらで蹴れば、ダメージは激げき減げんする。重しが一いつ直線に向かってくる以上、その横よこつ腹ぱらを蹴れば物理法則に則のつとり、簡単にコースを外れてくれるだろう。

　雪子はそう考え、一歩退ひいていた左足で後ろ回し蹴りを叩たたき込むべく、高速で飛んでくる重しを凝ぎよう視ししてタイミングを測り──




（……本当にそんなことが出来るの……？）




　最悪のタイミングでそんな考えが過よぎってしまった。

　マイナス思し考こうに、慌あわててそれを切り離そうとする。しかし一度浮かんできた不安は発はつ泡ぽうスチロールで出来ているかのようにぷかぷかと浮上し、沈み込ませることも排除することも出来なかった。

　重しの横腹を蹴る。なるほど、出来るだろう。十回やれば九回は成功するだろう。

　しかし、それは自分が前を向いて蹴りを入れるのならば、という前ぜん提ていでの話。必然的に蹴る対象から目を離さなければならない後ろ回し蹴りの場合、成功率はぐんと落ちる。

　なら、回し蹴りに切り替えるか？

　それならば確実に成功するだろう。ただしその場合、足の甲こうは皹ひびが入るか、折れるかするだろう。

　その足で、生命線ともいえる足に怪け我がを負った状態で、果たして勝てるのか？

　考えている間にも凶きよう器きは迫り来る。その映像が、闇やみの中でも明確に見える重しのごつごつとした表面が、思し考こうを加速させると共に搔かき乱す。

　あれが、当たる。蹴りが当たらなければ、頭部に。自分の頭部に当たらなければ、アキの腹部に。そこには死しかない。

　当たる──頭ず蓋がいを割る────蹴りが当たらなければ──絶対に当てる────絶対に当たる──────柔らかな腹部を突き破る────蹴りは当たる──当てるだけなら────その次は────

「ぁ……」

　雪ゆき子この口から小さな声が漏れた。乾いた、誰にも聞き取れない小さな悲鳴が。

　気が付けばすぐそこに迫っていた重しの存在に、そしてぴくりとも動こうとしない自分の体に、雪子は恐怖を発はつ露ろすることだけしか出来ず──。




　骨の砕ける鈍い音が、体育館の静せい寂じやくを打ち破った。




　ボギ、という耳に残る嫌な音は、次に起きた派は手でな破壊音にかき消された。だがそれが床を割る音なのか壁を破る音なのか、雪子には分からなかった。

　彼女はただ呆ぼう然ぜんと、自分のすぐ前にある後頭部を見つめていた。

　恐怖に吞まれ、腕で頭を守ることすら出来ずに半秒後には自分の命を絶つ鉄てつ塊かいからも目を離せずにいた雪子には、その足音が聞こえなかった。

　気がついた時人ひと影かげは彼女の前に現れ、同時に骨が粉ふん砕さいされる音が聞こえた。

　そして今、呆然と見つめていた人影は振り向いて、にっこりと笑った。

「ふぁー、危なかったねー」

「遊ゆう矢や……」

　自らが発した震える声が耳に届く。それでもどこか夢ゆめ現うつつな状態のまま、雪子は手を伸ばそうとして、出来なかった。

「ダメだよ雪ちゃん、ぼーっとしてちゃ。うん、でも、ケガしなくて良かったね？」

　相変わらず館内は暗いが、遊矢の顔は息が届くほど近くにあるため、その表情は事こと細こまかに見て取れる。

　ややふっくらした遊矢の頰ほおを、汗が伝って落ちる。額ひたいや鼻の頭にはじっとりと脂あぶら汗が浮かんでいた。

「犯人は…………あー、逃げちゃったみたいだねー。でも、これで一応は安心出来るからおっけーってことにしよっか」

　遊ゆう矢やの目は二階の渡り通路、その一角を見ていた。暗あん幕まくになっていたカーテンがパタパタと揺らめいて風が吹き込んでいた。恐らく、そこから逃げたのだろう。奇き襲しゆうが二度失敗し、これ以上深ふか追おいするのを避けたのだ。

　しかし、雪ゆき子こにはそんなことはどうでも良かった。

　彼女が見ているのはただ一点、力無くだらりと垂れている、遊矢の左腕。

「ぁ…………」

「あー、ごめん。ちょっと限界みたいだから、倒れるねー」

　ぐらりと揺れた遊矢の体はそのまま雪子に預けられた。

「……あ、救急車とか呼ばないでねー。恥ずかしいから」

　酸素欠けつ乏ぼうによって紫むらさき色に染まった顔で笑いながら言うと、遊矢はゆっくりと目を閉じた。

　その体を抱き留めながら、雪子はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くし…………

　やがて遠くから聞こえてきた井い沢ざわ玲れいの声にゆっくりと振り向くまで、同じことを何度となく繰り返し頭の中で呟つぶやいていた。

　まただ、と──













四章　　それぞれの発端







　自分はいつもすぐに調子に乗る──白しろ銀がね雪ゆき子こは落ち込む度たびにそう思う。

　ちょっと足が速いから、人気があるから、もてるからと、他の人より優れていると感じられると嬉うれしくなって、ついその気になってしまうのだ。

　実際、小学校に入ったばかりの時。今までの人生で一番有う頂ちよう天てんになっていた頃と恥ずかしく思い返す──自分は『スゴイ子』なんだ、と信じきっていた日々がある。

　小学校に入学して早々、雪子はクラスのリーダーになっていた。

　理由は簡単。クラスで一番足が速く、一番元気で、一番ケンカが強かったから。

　弱じゃく肉にく強きよう食しよくという言葉通り、小さな子供にとってボス猿はリーダーにして絶対的存そん在ざいに当たる。一クラス三十人に満たない小さな社会とはいえ、そこで最も偉い人間はヒーローに等しい。

　その座に就ついた雪子は、まさに王様だった。雪子が鬼おにごっこがしたいと言えば皆で鬼ごっこをし、誰だれ々だれの家で遊ぼうと言って断られることもなく、余った給食のおやつは誰が決めたでもなく優ゆう先せん的に雪子の元へ渡った。

　考えるより体が動くことが早い性質のため手を出してしまうこともあったがそれは稀まれで、基本的に自分のことだけでなく他の人のことも考えてあげられる子供だったため、男女関係なく高い人気を誇り、やんちゃな性格は手がつけられないという程でもなかったため、大人おとなからの評価も上じよう々じようだった。

　そんな雪ゆき子こが水みな瀬せ遊ゆう矢やと友達になったのは、簡単でよくある理由だった。親同どう士しが友人で、雪子は親から「仲良くしなさい」と言われていて、遊矢の母親からも「仲良くしてあげてね」と言われたからだ。

　幼稚園に入って二年目に同じ組になった時、雪子は見覚えのある遊矢を教室の隅すみに見つけた。そして座り込んで本を読む彼に話しかけてみた。

「ね、なにやってるの？」

「えほんよんでるんだよー」

「たのしいの？」

「うん」

「でもお外でかけっこしたほうがたのしいわ！」

　そうしてずるずると遊矢を外に引きずり出し、思ったよりは足が速かった遊矢のことを気に入り、これからも遊んであげようと思ったのだ。

　遊矢は一人で積み木遊びをしたり本を読んでいることが多かったが、その度たびに雪子はお姉さん風──というより親分風かぜを吹かせて連れ出し、遊んだ。

　意外にも、遊矢は遊ゆう戯ぎをこなすのが上じよう手ずだった。単純な足の速さはそこそこなのに鬼おにごっこや缶かん蹴けりが上手うまく、かくれんぼに至っては誰にも見つけられず簡単に全員を見つけ出すという猛も者さだった。

　それでも基本的には一人でいることが多く、そんな彼を雪子は引っ張り回し続けた。それは小学校に入っても変わらず、雪子は面めん倒どうを見てあげているつもりで、遊矢を友達の一人に加えていた。

　危ない目に何度も遭あわせた。川で水遊びをする時も、林に探険に行く時も、遊矢は常に「危ないからよそうよ」言い、その度に雪子は根こん拠きよもなく「大丈夫よ！」と言い張り、そして「来たくないなら別にいいわよ」と他の何人かと強きよう行こう軍ぐんに出ようとし、仕方なく遊矢も付いて行く──そして溺おぼれかけたり怪け我がをしたりするのはいつも遊矢、という結果になった。

　その都つ度ど、雪子は親に叱しかられ、遊矢の家に謝りに行った。すると遊矢の両親は笑顔で「男の子なんだからこれくらい何でもない」と、お菓か子しまで振る舞う始し末まつだった。

　この『いつもの事』を思い出して、自分がもう少し賢かしこかったら──と雪子は何度も思う。遊矢の両親が女の子である自分の事を案じ、『危ない事は少し控えたほうがいい』と暗に言ってくれていたことに、実際に大おお怪我を負うまで気がつかなかったからだ。

　その日、雪子は相変わらず元気で無む茶ちやだった。

　子供の間で『危険な遊び』が盛り上がる時がある。その日は土曜日で、昼過ぎから公園に集まった六人はブランコを使った靴くつ飛とばしで遊んでいたが、男の子の一人が『誰が一番ブランコに乗って遠くまで跳べるか競争』をしようと言い出し、大いに盛り上がった。

　当然、雪ゆき子こは真っ先に「面白そう！」と賛さん同どうし、遊ゆう矢やは「止めたほうがいいよー」と窘たしなめた。そしていつものように「ならお前は見ていろ」という展開になり、遊矢は説せつ得とくが無理だと悟さとったのかはたまた諦あきらめたのか、大人おとなしく公園のベンチに座った。

　この時遊んでいた公園は雪子たちがよく使っていた場所で、道路に面してはいたもののそれなりに広い公園だった。ブランコの向かいには砂場があり、そこを着地地ち点てんと定めた雪子たちは、次々とブランコを立ち漕こぎしてはジャンプしていった。

　事故が起きたのは、三回目のジャンプの時。

　もうすっかり慣れて、限界までブランコを漕いでいた雪子の体はジャンプの時に勢いがつき過ぎて、砂場を越えて公園を囲むコンクリートの壁に右膝ひざを強く打って道路に転げ落ち、運悪く通りかかった軽けい自動車に同じ足を轢ひかれてしまった。

　事故を目もく撃げきした女性の悲鳴と共に雪子の意識は薄れ……次に気がついた時は病院のベッドの上だった。

　熱と痛み止めの薬で朦もう朧ろうとしていたはずだが、何故なぜだかその時の記き憶おくはハッキリと覚えている。

　閉じられたクリーム色のカーテンの向こうで話す、若い医者と両親の声。




──現在の医学では再び右足が動くようになることはありません……




──感かん染せん症しようを防ぐため、太ふと腿ももから下を切断ということも充分に……




──なんとかなる可能性は……




──残念…………




　大たい半はんの意味は分からなかったが、包ほう帯たいをぐるぐる巻かれて天井から吊つられて固定されている右足が致ち命めい的なまでに壊れてしまったことだけは理解出来た。

　ごめんなさい、と涙を流して呟つぶやいた。

　罰が当たったんだ、と思った。親の、先生の言いつけを守らなかったから。危ないから止よしなさい、怪け我がをするから駄だ目めですよ、と何度も何度も言われていたのに。

　臆おく病びよう者、と遊矢を笑っていた罰が当たったんだ。他の男の子が遊矢のことを「弱よわ虫むし！」と蔑さげすんだ時、雪子はいつも「やめなさいよ！」と窘める役だった。それでもいつも危険なことはやめようよ、という遊ゆう矢やに対し、彼等と同じような感想を抱いていた。

　遊矢が自分たちに付いて来ていつも危ない目に遭あったり怪け我がをしたりする時、鈍いから、勇気がないからそうなるんだ、と思ったりもした。

　それが過あやまちだったと、真っ白い天井を見上げることしか出来なくなって初めて知った。

　遊矢はいつも正しい事を言っていた。

　彼が怪我をした時、どうして『これは本当に危ない事なんだ』と理解出来なかったのだろう？

　怪我をした遊矢は泣く事もあった。血を流し、見ているだけで痛みが伝わってくるような気がしたこともあった。

　それを目にしていたというのに、どうして歯は止どめをかけることが出来なかったのだろうか？　『イケナイこと』をするスリル、その誘ゆう惑わくに勝てなかったのだろうか？

　雪子は何度もごめんなさい、と呟つぶやいた。涙で天井がぐちゃぐちゃにしか見えなくなっても繰り返し懺ざん悔げした。

　その声が聞こえたのか、若い医者は看護師を呼んで解げ熱ねつ剤ざいを雪ゆき子こに与えた。

　カーテンが開いて向こうにいた両親が見えた時、母親は泣いていた。父親は泣いていなかったが、今にも泣き出しそうだった。

　そんな顔をさせているのは自分のせいだと、雪子はさらにごめんなさいを繰り返し、それは薬の効果でまどろみ、意識がなくなるまで続いた。




　病院の夜は、とても怖いものだった。

　個室を宛あてがわれていたため、部屋には雪子しかいない。両親は隣となりの空くう室しつで休んでいた、と後で聞いたが、それを知らなかった雪子は一人で取り残されたと思い込んでいた。

　薬が効いていたため、足は痛まなかった。しかし同時になんの感覚もなかった。

　ベッドの上から動くことが出来ず、見知らぬ部屋に一人でいなくてはならず、音らしい音といえば風が窓を叩たたく音と、誰かが外の通路を歩く音。

　明日、手術を行うらしいとぼんやりと覚えていたことも恐怖を増大させていた。

　右足を切るのだろうか？

　やっぱり凄すごく痛いのだろうか？

　血がたくさん流れるのだろうか？

　動くようには──

　また涙が溢あふれてきて、雪子は声もなく泣き続けた。

　──それが窓を開く音だと雪子が気づいた時には、もうカーテンが開けられるところだった。

　そして見知らぬ女の人と目が合った。

　彼女は病院に似に合あわぬ満まん面めんの笑みで、こう言った。

「やっほー。悪あく魔まのリールゥちゃん登場～」

　友達の奈な穂ほちゃんのように長い髪を四つに括くくった彼女が明るく言うと、露ろ出しゆつの多い革の服に包まれた体の陰から、ひょこっと見慣れた顔が出てきた。

「ゆきちゃん、やっほー」

「ゆーや…………どうして……？」

「あのね、おねーさんに頼んでねー」

「ゆきちゃんを治しに来たのよっ！」

　バンザイをして盛り上げようとするリールゥを、雪ゆき子こは呆ぼう然ぜんと眺ながめることしか出来なかった。

　それから行われたことはあまりにも簡単で、現実味が欠片かけらも感じられない作業だった。

　包ほう帯たいぐるぐるで吊つられた雪子の右足を見てリールゥは、

「ふむふむ」

　なにやら頷うなずいたと思った次の瞬間、何か聞き取りづらい言葉を早口で呟つぶやいた。そして片目を閉じ、雪子の右足へと手を伸ばし──

　彼女の手が、雪子の右足の太ふと腿ももに潜もぐり込んだ。

　驚くことしか出来ないうちに、再びリールゥが何事かを呟き、続けたまま手をスライドさせる。雪子の右足に潜り込ませたまま、蹂じゆう躙りんするかのように数十秒かき混ぜ、それから手を抜いた。

「ん、これでおっけーよ！」

「おっけーなの？」

「そう、おっけーなの！」

　遊ゆう矢やはリールゥとそんなことを言い合い、わーいと喜んだ。

　それから雪子の横に来て、右手を握り、にっこりと笑った。

「これでもうだいじょーぶだって。けど、もう危ないことしたらダメだからね？」

　正直、何が大丈夫なのかまるで分からなかった。

　それでも急速に胸の内が熱くなり、言いたいことが溢あふれてつっかえて何も言えなくなり、意味も分からず安心して、雪子は泣いた。

　泣いたまま眠りにつき──起きた時はもう朝で、看護師さんが検けん温おんに来ていて、遊矢もリールゥと名乗る女の人もいなかった。

　しかしほんのりと温かかった右手の感かん触しよくと、痛むどころかいつもより快調な体が夢でないことを証明していた。

　そして動くことはないだろうと言われた足でベッドの上を飛び跳ねた雪子は、看護師、両親、若い医者の順番で驚かせ、レントゲンと触しよく診しん、問もん診しんの結果、『健康体』と診しん断だんされ、その日の午後には自分の足で家へと戻ることが出来たのだった。




　遊ゆう矢やが契約によって失ったものを聞いた時、雪ゆき子こは何も理解出来なかった。怖いと感じなくなるのはいいことだと思ったし、緊きん張ちよう感に至ってはその意味すら分からなかった。

　だから以前より怪け我がをする機会が多くなったことを除けば全く変わりない遊矢がどれだけ重要なものを失ったのかを知ったのは小学校高学年になろうという時期、従姉妹いとこのお姉さんにリールゥの起こした奇き跡せきについて語った時が初めてだった。

『いい？　人間は──というより生物は、全てを持った状態で生まれてくるの。それが欠けるってことはとても危険なことなのよ。雪子は気づいてないかもしれないけど、今の遊矢君はあやふやな存在で、このままだとどれだけの間を「人間」として生きていけるか、分からないわ』

　当時高校に入る直前の従姉妹は険しい表情でそう話し、

『想像してみなさい──雪子は右足を失いかけた。足が一本なくなるっていうのは、かなり大きなことよね？　片足だと立っているだけでも大変だわ。これが物理的な例なら、遊矢君は精神的に同じ状態なのよ。おまけに物理面にも影えい響きようする。

　早くその悪あく魔まを見つけなさい。でないと、時間が経たてば経つだけ状況は悪化するわ』

　十一歳さいに伝えるには難しい語り口だったが、雪子はその助言を聞いて愕がく然ぜんとした。

　右足は何ら問題なく機能していた。しかし、夢の中では何度も右足を失い、立つことも出来ない闇やみの中で皆が走り去って行くという光景を見ていた。

　それに近い状態に遊矢がいる。

　ようやく事の重大さを理解した雪子は次の日から遊矢を引っ張り回し、『悪あく魔ま探し』を開始したのだ。

　遊矢を救うために。




　──しかし、実際はどうだろう？

『悪魔探し』は遊矢を助けるためだったはずなのに、何度も危険な目に──それこそ死の危機すら感じさせる事じ態たいに巻き込んでしまった。

　今回もそうだ。

　一夜明あけた今、雪子はあの時とき遊矢が何をしたのか、ハッキリと思い出せる。

　呆ぼう然ぜんとしている自分の目の前に踊り出ると、遊矢は飛んで来る鉄てつ塊かいに対し、何ら躊躇ためらいもなく左腕でその横よこつ腹ぱらを打ち払った。左腕を大きく振るう行為は見事に重しの軌き道どうを逸そらし、その代だい償しように遊矢の左腕は肘ひじの近くにある二本の骨が折れてしまった。

　タクシーで運んだ救きゆう急きゆう病びよう院いんの先生によると、全ぜん治ちまで二ヶ月はかかる、三日後にボルトを埋め込む手術を行う──とのことだった。

　遊矢はそのまま入院することになり、雪子は一緒にタクシーで遊矢を運んだ玲れいに言われて家に戻り、ベッドの上で丸くなり後こう悔かいしているうちに眠ってしまったらしく、どんよりと暗い気持ちのまま朝を迎えた。

　心配なことは遊ゆう矢やだけではなかった。美み樹きは本当に大丈夫なのか、あの風ふう紀き委員三人は目を覚ましたのか、気がかりなことは複数ある。

　なのに頭の中を埋め尽くすのは数々の失敗の記き憶おくとそれを自じ責せきする声だけで、雪ゆき子こは部屋から出ることも電話をかけることも出来なかった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「あ、雪ちゃんおはよー」

　昼を過ぎてようやく重い足取りで遊矢の入院する病院へ行った雪子は朗ほがらかな微笑ほほえみで迎えられたが、暗かった表情はさらにむすっとしたものになった。

　昨夜タクシーで運んだ先はそれなりに大きな総合病院で、整形外科患かん者じやに宛あてがわれる大部屋にベッドが空あいていなかったため個室に入ることになった遊矢だったが、それは正解だったのだろうと雪子は思った。

　なぜならドアを開けると若くてそれなりに美人な看護師さんが、すり下ろしたりんごらしきものをレンゲを使って遊矢に食べさせてあげているところだったから。遊矢以上に嬉うれしそうな看護師さんを見れば、他の患かん者じやから嫌がらせを受けていた可能性も考えられる。

　どこにいっても女おんな受うけがいい幼おさな馴な染じみに拳こぶしを硬く握りつつ、雪子はベッドへ近づく。その雰ふん囲い気きに押されたのか、看護師さんは慌あわてて病室から出て行ってしまった。

「……なに残念そうな顔してんのよ」

「えー、だって残念だよ」

「…………元気よね、遊矢は。腕が……」

　大げさなくらい包ほう帯たいが巻かれ、その下を器具で固定されている遊矢の左腕を見て、雪子は続きが言えなくなった。

　左腕は、しばらくの間あいだ使い物にならない。それどころか後こう遺い症しようが残る可能性も──本当に僅わずかとはいえ、ある。

「腕が…………そんな風に、なっちゃったのに……」

「あー。うん、でも、別にいいや。看護師さん美人だし」

「バカ言ってる状態じゃないでしょ」

　ベッドの横に置かれたパイプイスに座って俯うつむく雪子に、遊矢は首を傾かしげた。

「う？　雪ちゃん、ひょっとして落ち込んでる？」

「……落ち込みたくもなるわよ。あたしのせいでそんな目に遭あわせて……」

　膝ひざの上に置いた手にギュッと力が籠こもる。

　あの時。恐怖に吞まれず、自分を信じて蹴けりを撃うつことが出来たら。多少のダメージを覚かく悟ごで自分の腕で防げれば。遊ゆう矢やはベッドの上にいなくて済んだはずだ。

　昨日の夜、一人になってから何度も何度も体育館での光景が頭に浮かんできた。そしてイメージの中の自分は、ちゃんと後ろ回し蹴げりを重しの横よこつ腹ぱらに決めることが出来て、危機を脱することに成功していた。

　現実は無む残ざんなもの。落ち込むなという方が無理だ。

　だというのに、遊矢は無事な右腕を支えに体をずらし、雪ゆき子こに向き合う形になって笑って見せた。

「あはは、雪ちゃんのせいじゃないって。あんなの飛んで来たらふつーは動けないもん」

「っでも、確かに遊矢は怖いとか感じないけど、あたしだって普通の身体からだじゃないわよ！　あれくらいのピンチなら自力で超えるだけの力があったはずっ……なのに……」

「んー、そうかもねー。そこは相手が巧うまかった、ってことなのかな」

「……巧かった？」

「うん。たぶん、雪ちゃんは自分が危ないだけならなんとか出来たと思うよ。でも武む藤とうさんの、友達の命までかかっちゃったから、プレッシャーに負けたんだよ。そしてそうなるように見越した犯人が巧たくみだった──どっちかっていうと、雪ちゃんは心理攻こう撃げきに負けたんだよ。身しん体たい能力が高いだけじゃどうにもならないからねー」

　励ましたいのかさらに落ち込ませたいのか分からないことを、遊矢は楽しげに語る。

　そして笑みを浮かべたまま雪子を真っ直ぐに見つめて、

「それで、どうする？」

「どうする、って……？」

「逃げる？」

「なっ……?!」

「あ、間違えちゃった。えっと、関わるの、止める？」

「…………あんた、絶対にわざとでしょ……」

　自分とほぼ同じ目め線せんでにこにこしている遊矢を睨にらみつけるが、そこにいつもの気き迫はくがないことは雪子自身も分かっていた。

　あんな失しつ態たいを演じた自分に何が出来るのか？　下手へたに動いてまた周りの人間を巻き込んでしまった時……それが最悪の事態となった時のことを考えると、気持ちが奮ふるい立たない。

　──しかし。

「あ、ちなみにねー」

「……？」

「僕は関わるの、止めないから」

「なっ!?」

　反射的にイスから腰を浮かしかけ、それから無意識に自分の手が遊矢の傷ついた左腕を摑つかみかけていることに気が付いて、雪ゆき子こは慌あわてて手を引っ込めイスに座り直した。

　そんな様よう子すを楽しげに眺ながめて遊ゆう矢やは口を開く。

「犯人がね。みんなを貧ひん血けつにするくらいだったら放って置いても良かったし、それがリールゥの仕し業わざだったとしても、僕はそこまで積極的に動くつもりはなかったんだけど……雪ちゃんを狙った一いち撃げきは、さすがにちょっとねー」

「ちょっと、何？」

「本人が警けい告こくのつもりでやったのか、殺す気でやったのかは分からないけど──あれは見過ごせる範はん囲いを超えてるから。だから、そろそろ止めさせないとね」

「…………出来るつもりなの？」

　搾しぼり出すようなその声に、遊矢はあっさりと、

「うん、今日中に終わらせられるよ」

　言い切った。

　啞あ然ぜんとする雪子の表情がおかしいのかくすくすと笑い、遊矢は続ける。

「雪ちゃんが手伝ってくれるなら、ね」

「…………」

「この腕じゃ、さすがに一人じゃきついしねー。それに雪ちゃんが手伝ってくれればすぐ済むと思うから」

「……あんたって、ホントに……」

　普段と全く変わりない様よう子すで話す遊矢の姿は、どう見ても病院のパジャマを着て、左腕は冗じよう談だんのように太く包ほう帯たいで巻かれ、よく顔色を窺うかがえば少しだけ血けつ色しよくに翳かげりがある。

　当然だ。いくら恐怖と緊きん張ちよう感が欠けつ如じよしているとはいえ、痛いものは痛い。体調不ふ良りようは如何いかんともし難い。

　それなのに、どうしてこうも振る舞っていられるのか。

　泣き言も恨うらみ言も吐かずにいられるのか。

　自分には無理だと雪子は思った。

　無理だから、諦あきらめることにした。

　急に強くなることなんて出来やしない。だから今はこのままで、弱さを抱えた白しろ銀がね雪子のままで、前に進む決意をした。

「──美み樹きと、あんたの左腕の仇かたき、とらなきゃね」

「うん、がんばろ」

　微笑ほほえむ遊矢に、雪子は負けじと笑って見せた。

「それで、あたしは何をすればいいの？」

「じゃー、とりあえず」



　右手で備え付けのテーブルを指差し、遊矢は言った。

「あれ食べさせて。看護師さんの代わりに」

　その要望に、雪ゆき子こは優しく微笑ほほえんで。

　相手は怪け我が人にんということで、すり下ろしりんごを無む理り矢や理り口の中に流し込むに留めた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　午後も六時過ぎた頃、雪ゆき子こは再び病院へ赴おもむいた。

　遊ゆう矢やの指示は二つだけ。六時頃に病院まで迎えに来ることと、替えの衣類を持ってくることだけだった。

　雪子の到着後ご、遊矢は一人で着替えていつもの制服姿すがたに首から三さん角かく巾きんで左腕を吊つり、いつもより寝ね癖ぐせがついた髪の後ろを雪子にゴムで縛しばってもらい、病院から抜け出した。

　病院から学校までは無理せずタクシーを使い、いつも使う校門の前に着いた頃にはそろそろ七時になるという時刻。

　雪子は遊矢の代わりに（遊矢の財さい布ふから）タクシー代を払い、降りてから辺りが暗くなっていることを肌はだで感じつつ先に降りた遊矢の姿を探す。

　下校してくる生徒の姿はそこそこに多いが、制服を着ている人間は少ないため、すぐに見つかった。これから上がることになる緩い上り坂とその手前にある校門の近くに、遊矢はいた。

　ただし、一人ではない。

「バカ沢ざわに、アキ……？」

　二人の存在にやや驚きつつ雪ゆき子こが小こ走ばしりに近寄ると、彼らはすぐに気がついて視線を向ける。

「よ、雪ゆき姫ひめ。相変わらず胸が薄いな。ちっとはパッドでも入れて水みず増まししてみろよ」

「黙れセクハラバカ！　遊ゆう矢や、なんでこんなのがここにっ……」

「あ、僕が呼んだの。武む藤とうさんもねー」

「なんでっ?!」

「多い方が楽だからね」

　アバウトかつ正論という反対したい側からすればイライラが募つのる物もの言いいに、しかし今日の雪子はそれ以上何も言わなかった。

　聞いても笑うだけで答えてはくれなかったが、遊矢には考えがあるらしい。それに従うと心に決めてここに来たのだから、文句は言えない。

　それに、絶対に口にはしたくないことではあるが……玲れいがいるのは戦力面でいえばかなり心強かった。

　顔をやや赤らめて物言いたげな表情ながらも黙る雪子に、玲は「ほぅ」と呟つぶやいて、

「今日はずいぶんと大人おとなしいな？」

「うるさいわね」

「ま、別にいいけどな。今日はオレも一ひと味あじ違うし」

「…………いつもと同じに見えるけど？」

　黒いジーンズにボタンの上三つを外したグレーのシャツを着こなし、開いた胸元に銀のチョーカーを光らせて、とファッション的にはさほど変わりない。それをいえば雪子のほうも白のノースリーブシャツの上にレモン色の薄地のパーカーを羽は織おって下は紺こん色いろのミニスカート、足元はランニングシューズと普段着ぎ。変わっているのは制服姿すがたではあるが器具をしているため左腕を曲げられず、カッターシャツのボタンをいくつか開けてそこから腕を三さん角かく巾きんで吊つっている遊矢くらいだ。

　雪子の懐かい疑ぎ的な視線に対し玲はチチチと立てた人差し指を振り、にやりと笑う。

「愛いとしの遊矢をこんな姿にした馬鹿に鉄てつ槌ついを、ってな」

「わっ、さすが井い沢ざわくん！　男らしいねっ」

　目を輝かせて賛さん美びするのはアキで、そんな彼女に雪子はやや厳きびしい表情になる。

「アキ、あんたはどうして来たの？」

「どうしてって、決まってるでしょっ。事件があるところあっちゃん在あり、よ！」

「危険だってのは昨日のことで……」

「あっ、昨日といえば高たか嶺みねさんと風ふう紀き委員の女の子三人はちゃんと目を覚まして自分の足で帰っていったから安心してねっ？」

「え……ぁ、うん」

　帰れ、と言おうとした雪ゆき子こだったがそれを口に出すのを戸と惑まどってしまった。どうしてなのか自問するが、まくし立てるアキに押されたわけではなく、相変わらずこれから先に危険が待ち受けているとも思っている。

　しかし、明るく元気良い彼女を見ているうちに、少しだけ普段と違うところに気づいてしまった。その微かすかな違い和わ感かんが自分を止めていたのだろうことも。

　武む藤とうアキは相変わらず腕に『新聞部』の腕わん章しようをつけ、四角い眼鏡めがねを隙すきなくかけていた。だが、その眼鏡の奥にある瞳は、いつもの元気と好こう奇き心しんに満ちた輝きを放っていなかった。

　雪子がそのことに気づいたことを察さつ知ちしたのか、アキは「てへっ」と小さく舌を出して笑い、

「あー、うん、その、なんていうのかなっ……高たか嶺みねさんの時も体育館の時も結局足あしを引っ張っちゃって、役立たずっていうかお邪じや魔ま虫むしっていうか、とにかくダメのダメダメだった分を挽ばん回かいしたいなー、ってねっ」

「それは…………うん、あたしもだわ。汚お名めい挽回しないとね」

「雪ちゃん、汚名は返上するんだよ。挽回したらダメだよー」

「……………………」

「いたっ、殴なぐんないでよー」

「う、うるさいっ、さっさと行くわよ！」

　白い頰ほおが赤くなっていることを自覚して、薄暗い中で目立たなければいいな、と願うように思いつつ、雪子は先せん陣じんを切って門を通り抜け、ゆったりと長い坂を登り始めた。

　すれ違う生徒は殆ほとんどが下校時刻間ま近ぢかに校舎へと向かう四人を物もの珍めずらしそうに眺ながめ、そのうちの数人は彼等が『あの』白しろ銀がね雪子や井い沢ざわ玲れいだと気づいて慌あわてて目を逸そらし、通り過ぎてゆく。

　そんな視線は別に痛くも痒かゆくもなかったが、雪子は雪子で自分の斜め後ろを歩く遊ゆう矢やが気になり、ちらちらと振り返っていた。

　急な坂ではないが、それでも登るのは多少疲つかれる。骨折している遊矢にとっては軽い登山並みに労力がいるらしく、額ひたいには汗が、息は弾はずんで、たまにふらつきそうになる。上までタクシーで運んでもらえば良かった、と後こう悔かいするが遅すぎた。

　とりあえず倒れそうになっても遊矢の後ろには玲がいるのでそこまで心配することはないのだろうが、どうしても気になる雪子は、

「……引っ張ってあげよっか？」

　遠えん慮りよがちの提案に、遊矢は辛つらそうながらも笑顔を浮かべ、首を横に振った。

「それより、武藤さん、分かったことを今のうちに雪ちゃんに教えといてあげて」

「分かったこと？」

　振り向くと、そこには先さき程ほどの自信なさげな目はどこに消えたのか、眼鏡をきらりと光らせたアキが含み笑いを浮かべていた。

「ふふふ、任せてよっ！　白しろ銀がねさんが気にしていた容よう疑ぎ者の一人、校長先生については完かん璧ぺきに調査をしておいたんだよっ」

「ってことは、何か証しよう拠こが？」

「証拠、んー、証拠ねっ。いらないかなっ」

「え？　どういうことよ？」

　止めそうになった足を前に出し、アキを見ながら遊ゆう矢やも気にしつつ、雪ゆき子こは問う。

「校長が犯人なら証拠がいるし、アリバイとか……」

「うん、だからねっ。残念ながらあの変人さんは犯人じゃないみたいなの」

「犯人じゃ、ない？」

　じゃああれは、昨日見た光景はなんだったんだ──という当然の疑問が浮かび、実際に雪子はそれを口にした。

　するとアキはけらけらと笑い、

「あのね、二学期に二年生は修学旅行に行くでしょっ？　選せん択たく出来る旅行地の一つにハワイがあって、校長は夏休みの間にそこへ視し察さつに行くの。保健の志し摩ま先生たちと一緒にねっ」

「あ？　志摩って確かあれだろ？　校長がフラれたって」

　口を挟んだ玲れいに、アキは力強く頷うなずいて、

「そうっ、正解ですっ！　その志摩さんですっ。正解者の井い沢ざわくんには爆ばく裂れつ堂どうの新製品チョコレート・ザ・ドラゴンダンスを進しん呈ていするねっ」

　そう言ってごそごそとポケットから一口サイズのチョコレート包みをいくつか取り出し、玲に渡した。とろけるように甘くて美味おいしいのにも関わらず、必ずどこかでほんの少しだけ練り込まれた鷹たかの爪つめが本ほん領りよう発はつ揮きして怒ど濤とうの攻めをみせるという新製品を横よこ目めで見つつ、雪子は与えられた情報を嚙かみ砕く。

　そして出た結論は、あまりにも馬ば鹿か馬鹿しいものだった。

「ええと、それじゃ、なに？　校長はハワイで志摩先生に踊りを見せるために、あんなことしてたっていうの？」

「フラダンスだけじゃないわよー。あっちゃん情報によると、ファイアーダンスの練習もしていたっていうから。実際にインタビューしに行ったら、『この魅み惑わくの腰つきをもってすれば、必ずや志摩さんも私の虜とりこに！』ってはしゃいでたもん」

「…………うちの校長は…………ひょっとして、バカ、なの？」

「あはっ、そんなの今いま更さらだよっ」

　明るく笑うアキにつられたのか、玲と遊矢も、

「バカだよなー、あの校長」

「でも、楽しいバカっていいよねー」

　と笑って言い合う。

　しかし雪ゆき子こはとても笑う気にはなれず、呆あきれたまま坂を登り終えた。怪しさ爆ばく裂れつの割に事件との関連性は薄かったとはいえ、この結末はなんなんだ──と胸きよう中ちゆうで愚ぐ痴ちりながら。

「少し休憩すっか？」

　気を利かせた玲れいに遊ゆう矢やは首を横に振り、先頭に立って歩き出す。この後、どこに向かうか雪子は聞いておらず、他の二人も知らないはずだった。

　だが遊矢がどこに向かっているか、実は雪子は気が付いていた。病院を往おう復ふくする間に、家で何も考えずにぼけ～っとしていたわけではない。それなりに考えたし、準備もしている。だから何も言わずに遊矢の体調を気き遣づかいながら黙もく々もくと歩く。

　そして四人が辿たどり着いた先は、雪子が思った通り、昨夜戦せん闘とうで敗北を喫きつした第一体育館だった。

　ただ、昨日と違うところがある。

　入り口は二つとも閉まり、その一方で、窓からは……

「明かりが……？」

　呟つぶやいてから、雪子は腕時計を確認する。七時はもう過ぎていて、とっくに体育館の灯ひは落ちていていいはずだった。

　そのことに少し戸と惑まどう雪子だったが、遊矢はおかまいなしに靴を脱いですのこに上がり、

「玲れい、開けてくれる？」

「おうよ」

　玲の手を借りて入り口を開け、横にある靴くつ箱ばこから体育館履ばきを出して履き替え、さっさと中へ入っていく。

「ちょっ、遊矢っ?!」

　慌あわてて自分も靴を脱ぎ、用意しておいた底の綺き麗れいなスニーカーに履き替えて遊矢を追う。それでも靴くつ紐ひもの処理に少し時間がかかり、スリッパを履いたアキと土足のままの玲に遅れて最後に突入し、

「──あら、雪子ちゃんも来てくれたんですね。嬉うれしいわ」

　耳じ朶だを震わせる穏おだやかな美声に迎えられ、ようやくここが決戦地なのだという実感が雪子の中で湧わき上がってくる。

　広い体育館の中央では気き品ひんと造形美を兼ねて立つ西さい苑えんまどかが上じよう品ひんに微笑ほほえみ、その傍かたわらで硬い表情の榊さかき原ばら教きよう諭ゆが険しい眼まな差ざしでこちらを見ていた。
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「……こんばんは、まどかさん。奇き遇ぐうですね」

　自分が言える精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくを口にしながら先行していた遊矢の横まで行き、雪子は油ゆ断だんなく二人を注視した。距離は数メートル開いているが、逆にいえばそれだけしか余よ裕ゆうがない。おまけに障しよう害がい物ぶつもない。昨日のような罠わなを張られて待ち受けていたのであれば、十二分に危険な位置だった。

　だがまどかはあくまでも穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべ、敵意も害がい意いもまるで感じさせずにこう言った。

「あら？　私は遊ゆう矢やくんに呼ばれて来たのだけど、偶然だったのかしら」

「っ、遊矢……？」

「うん、そーだよー。電話で呼んで、ついでに榊さかき原ばらせんせーも一緒に来てもらったんだ」

「あんた、何をするつもりで──」

「その前に」

　慌あわてる雪ゆき子この言葉を遮さえぎったのは、榊原だ。彼は腕を組み、険しい目のまま視線を傾け──井い沢ざわ玲れいの足元に注そそいだ。

「井沢。ここは体育館だ、きちんと靴を履はき替えろ。でなければ靴を脱いで裸足はだしになれ」

　その声には雪子の聞いたことがない苛いらついた感情が多分に含まれている。

　風ふう紀き委員の顧こ問もんを務めているだけあって彼の声には威い厳げんがあり、普通なら萎い縮しゆくしてしまうところなのだろうが、生あい憎にくと相手は普通どころかあらゆる意味で飛び抜けた存在だ。

「あー、残念ながらオレは履き替える靴がないんだわ。ま、後でちゃんと掃除するからそれでチャラっつーことで」

「そんな言い分が通ると思っているのか」

「通るだろ。靴を替えるのは汚れとワックスの問題だろ。それを後でどうにかするって言うなら何の問題もねーな」

「貴き様さま……」

　ギリ、という歯は軋ぎしりが聞こえてきそうなほど、榊原は傍はた目めにも分かるくらいに強く奥おく歯ばを嚙かみ締める。対して玲は涼しげで軽けい薄はくな笑みを口元に浮かべている。

　とりあえずこのままでは話が違う方向へずれていくので、雪子は内心でため息をついて、

「先生、このバカにはあたしが後で責任を持って掃除させますから、今はとりあえず流してください。満足行く結果が出なかった時にはあたしもこのバカと一緒に罰ばつを受けますから、今は……」

　なんであたしがこんな気を遣わないといけないのよ、と思いつつもフォローを入れると、幾いく分ぶんか収まったのか、榊原はむすっとした表情のまま口を結んだ。

　やれやれだ。本題に入る前からこれでは、どれだけ疲れるか分からない。大体にして、遊矢の意図が相変わらずぼやけたままだというのに。

　まずはそこをハッキリさせるべく、雪子は遊矢に目で合図を送る。

　それをどう理解したのか遊矢はコクンと頷うなずき、ゆっくりと声を紡つむぎ出す。

「じゃー、まどかさん。聞きたいことがあるんだけど、いい？」

「ええ、他ならぬ遊ゆう矢やくんの質問なら何でも答えますよ。私に分かる範はん囲いなら」

「じゃー、遠えん慮りよなく。えっと、まどかさんは、吸きゆう血けつ鬼きの人だよね？」

　本当に遠慮も付加もなく単たん刀とう直ちよく入にゆうを実現した遊矢の発言に、雪ゆき子こは思わず固まった。

　こいつは何を言い出したのか？

　そんなことを聞いて、それでまともな反応が返ってくるとでも？

　第一、それで答えてくれるなら今までの苦労はなんだったんだ？

　ぐるぐると思し考こうが回り、笑顔のままの幼おさな馴な染じみが本格的に分からない存在になりかける。

　しかし、相手の反応を窺うかがおうとまどかを見て──彼女は驚いたような感じの笑みをこちらに向けていて──雪子は少しだけほっとしてしまった。当然だ。いくらなんでもこの直球を避けられない、打ち返せない人間はいないだろう。

　視線を集めることに慣れている演劇部の部長はゆったりと遊矢を、そして雪子の顔を順に眺ながめ、満面の笑みでこう言った。

「はい、そうですよ」

　対話していた二人以外の表情が劇的に変化し、それを把は握あくしながら雪子は、膝ひざをつかずに直立のまま持ちこたえた自分を褒ほめてあげた。

　それから「いやまて油ゆ断だんさせる罠わなかもしれないわよ」と自分を奮ふるい立たせ、解けかけた緊きん張ちようを保とうとする。が、かなり難しい。

　爆ばく弾だん発言をしたまどかは自分がどれほど正しくも間違った解答をしたのか気づいていないようで、ゆったりと左手を頰ほおに当てた。

「ああ、でも吸血鬼といっても半分だけなんですよ？　母は純正の吸血鬼ですけど、私はハーフですからさほど人間と変わりないですし、特とく有ゆう能力も低いですから」

「じゃ、本当に……」

「ええ。私は正しよう真しん正しよう銘めい──といっても不完全ですけど──吸血鬼です」

　これ以上はあるのかというほどあっさりと暴ばく露ろする自じ称しよう吸血鬼に、雪子は目眩めまいがするのを感じて思わず項うな垂だれてため息をつこうとし──ぽん、と軽く背中を叩たたかれ、ハッとする。

　触れているのは遊矢の手。その意図は、確認せずとも分かった。

　──いけない。油断しちゃいけない。

　気を引き締め、その様よう子すに満足したのか、遊矢はまどかに顔を向け、話し始める。

「まどかさんは吸血鬼。けど、倒れた女の子たちとは関係ない──だよね？」

「あれれ？　ってことは、ってことはー」

　いまいち状況が理解出来ないのか、一番情報を持っているはずのアキが珍しく混乱する。

「貧ひん血けつで倒れた男子は演劇部の五人だけ。つまり、この五人だけがまどかさんに血を吸われて倒れたってことになるんだよ。それであってるよね、まどかさん？」

「ええ、合っていますよ。さすがは遊ゆう矢やくんです」

　本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんで、それからまどかは雪ゆき子こを見た。

「雪子ちゃん、どうして私が遊矢くんをスカウトすることになったか覚えてます？」

「……男子が全員使えなくなったから」

「少し冷たい言い方ですけど、その通りです。あの子たち、私が無理をしないでって言っておいたのに毎日のように自分から血を差し出して、倒れても誤ご魔ま化かして、挙あげ句くに学校にまで来られなくなって……」

　ほぅ、とため息をつくまどかの姿はこの場に似つかわしくない色気を帯びたもので、憂うれいを感じさせる表情は女である雪ゆき子こにも事態を把は握あくさせるに充分だった。

　彼女にとっても誤ご算さんだったのだ。自分の魅み力りよくが過か剰じように働いて男子部員が全員倒れるという結果に陥ったのは。

　それを裏付けるように、まどかは言う。

「半分は私の責任です。部員の体調をしっかり管理出来ず、血の誘ゆう惑わくにも抗あらがい難くて思し慮りよが足りなくなってしまって……ああ、でも、どうして男の子って無む茶ちやをするのかしら」

「男は年上の美人に弱ぇからなぁ」

「雪ちゃんと比べて色っぽいしねー」

「特にあの胸は反則だよねっ」

「──あんたらうるさい！」

　思い思いに感想を言い出す三人を一いつ喝かつし、肩をすくめる玲れいにはさらに睨にらみを利かせておいて、ようやく雪子は疑問を吐く。

「それで、遊矢を誘ったんですか。部員の代わりにして血を吸うために？」

「初めは普通に芝しば居いをしてもらうだけのつもりだったのよ？　でも、すぐに分かったの。遊矢くんの血を吸えば、私は完成することが出来るって。だからそのうち頼むつもりだったわ」

「完成…………？」

「ええ。今の私は不完全で不安定だから。知っているかしら？　吸きゆう血けつ鬼きハーフは人間にもなれるの。血を吸わずにいるか、逆に一定以上の血液と霊れい力りよくを吸収した状態で本人がそう望めば。だから私は遊矢くんが欲しい」

「人間になるために、ですか？」

「はい、もちろん。確かに吸血鬼は便利な部分も多いですけど、私はただのハーフですから。どちらかを選ぶなら人間として生きていくことを望みます」

「それはナゼですかっ？」

　ずいっと身を乗り出して質問するアキに、まどかは困ったように、

「完かん璧ぺきな吸血鬼ならともかく、ハーフって中ちゆう途と半はん端ぱな気がしません？　どっちつかずなのは好きじゃないんです」

「ははぁ、なるほど。美人部長さんは完かん璧ぺき主義者なのですねっ」

「やだ、美人だなんて……」

　照れ照れと頰ほおをほんのり赤くするまどかに、雪ゆき子こはまたも緊きん張ちようの糸が切れそうになった。

　こっちは真剣にやってきたのに、このたるんだ空気はなんだというのだ。しかもどうやら自分と榊さかき原ばら以外はそれに順応している。

　損な性質をしているのかもしれないと思いつつ、それでも視線は離さず注意は逸そらさず。自分に出来る事を成し遂とげるため、雪子は黙って事の成り行きを見守る。

　話し声だけが飛びかう広い体育館の中で、まどかは相変わらずのマイペースさで話を進めていた。

「そう、だから私は遊ゆう矢やくんの血が欲しいんです。もちろん、断られるのであればそれも仕方ないので諦あきらめます。吸きゆう血けつ欲求に耐えられなくて血を吸ってしまった私がいけないんですから……」

「初めて血を吸ったのはいつですかっ？」

「あなたがインタビューに来た何日か前ですよ、アキちゃん。部活が終わった後、初めての吸血衝しよう動どう、吸血欲求に一人で苦しんでいたところを榊原先生が心配して見に来てくださって……気がついたら血を吸っていました。しかも初めてのことだったので調整が上手うまくいかず、吸きゆう血けつ鬼き化かさせてしまって……」

「えええぇっ!?」

　驚きの声と共に気を許して近寄っていた分を一気に飛び退のき、アキは目を白黒させる。

「じゃ、じゃあ……」

「いいえ、違います。榊原先生には私が吸血禁きん止しの制約をかけていましたし、この手の事態が起きた時のために存在する教会があるんです。そこに頼んで取り寄せたワクチンも渡しました。だから先生は今や普通の人間です」

「…………なるほど」

　呟つぶやいたのは、雪子だった。

　遊矢が、まどかが、玲れいが、アキが、ほぼ同時に雪子を見る。見られながら、雪子はようやく自分が間違えていたことに気がついた。

「まどかさんも知らなかったのね」

「はい？　何をですか？」

「榊原先生が、前に話した貧ひん血けつ事件の犯人だってことを、です」

　その発言を全く予想していなかったのか、まどかは呆ほうけたように雪子を見つめ──

「危ないっ！」

　珍しい遊矢の大声の意味を咄とつ嗟さに理解出来たのは、注意を残していた雪子だけだった。しかし、気がついた時にはもう遅い。

　鈍い打撃音に遅れ、西さい苑えんまどかの華きや奢しやな身体からだは横よこ殴なぐりに吹き飛んだ。

「きゃああぁあぁああぁぁぁぁっっっ?!」

　アキの悲鳴が体育館に響ひびく。その中でまどかの身体はごろごろと転がり続け、立っていた場所から二十メートルほど離れた場所で、ようやく止まる。

「まどかさんっ！」

「てめぇっ！」

　声を荒げ同時に飛び出そうとする雪ゆき子こと玲れいを、

「待って！」

『っ……?!』

　遊ゆう矢やの制止に、踏み出すはずの一歩が上がらなくなる。

　それは雪子だけでなく玲も同じようで、やれやれといった具合に肩をすくめて相手を睨にらむに留まる。

　睨まれた側は無表情のまま。

「ふむ」

　と小さく呟つぶやいて、

「思ったより冷静だな、水みな瀬せ。なるほど……予測範はん囲い内ないだったということか」

　確認するように頷うなずき、榊さかき原ばらは右手を──西苑まどかを殴り飛ばしたその手を首元にやり、銀色のピンが光るネクタイを整えた。
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「……アキ、まどかさんをお願い」

「わ、分かったよっ」

　じりっ、と遊矢を守るように前に出ながら、飛び跳ねる心臓を抑えるように雪子は右手を胸にあて、細く呼吸する。足音でアキがまどかの元へ駆け寄るのを感じながら、何事もなかったかのように背せ筋すじを伸ばしてこちらを見ている榊原を警けい戒かいする。

「やっぱり、先生が犯人だったのね」

「ほう、白しろ銀がねも気づいていたとは驚きだ。昨夜は暗がりで顔は見えなかったはずだが？」

　驚いているようには聞こえない抑よく揚ようのない声。言い逃れをする気はないらしかった。

「確かに顔は見えなかったし、距離があったから背せ格かつ好こうも分からなかったわ。でも背後を取られたとき、蹴けりを当てることは出来た。あの時、まどかさんが犯人だと想そう定ていし頭を狙って蹴りを出して、結果は肩から腕にかけて当たった感かん触しよくだった。それで犯人の体格は大体分わかったし、遊矢が先生をここに呼んだのなら先生は容よう疑ぎ者の一人だわ。……もっとも、あたしはまどかさんが黒くろ幕まくだと思っていたけどね」

「ふむ……なるほど」

　感かん心しんするように無表情のまま一度頷うなずき、

「では水みな瀬せ。お前は何故なぜ私が犯人だと？」

「演劇部の男子が倒れた事件の犯人最さい有ゆう力りよく候補はまどかさん。彼女が吸きゆう血けつ鬼きならしっくりくるしね。でもそれだと演劇部の括くくりの中にせんせーが含まれていないのはおかしいと思って。次に、女の子が倒れた事件は演劇部のとは別件だけど同種かそれに近いものだと思っていたから、その場合の犯はん人にん候補は吸血鬼化したせんせーが──って、すごく大おお雑ざつ把ぱな推測が理由だよ」

　口く調ちようは軽いが、遊ゆう矢やの顔は笑っていない。笑みを消し、睨にらむでも糾きゆう弾だんするでもなく、ただ静かに榊さかき原ばらを見つめている。

「ふむ……確かに大雑把ではあるが、鋭いな。他に候補がいなければ私を疑うのは当然ということか」

「今度はこっちの番よ。なんでまどかさんを殴なぐったりしたの？」

　問い質ただす雪ゆき子この両手は硬く握られており、足の方もいつでも跳び出せる準備は出来ている。事と次第によっては、遊矢が止めようと関係ない。

　一方的な理由で女性に手を上げる男は絶対に許すことなど出来ない。

「そうだな。当然気になるか」

　臨りん戦せん態勢をとる雪子の思し考こうを悟さとってか、それとも隠かくし事をするつもりはないのか、榊原は倒れているまどかをちらりと見て、

「要よう約やくすれば、西さい苑えんが邪じや魔まだったからだ。これ以上邪魔をされてはたまらないからな」

「どういうことよっ!?」

「吸血鬼のシステムくらい聞いたことがあるだろう？　従じゆう者しやはマスターの命令に絶対服ふく従じゆう──ハーフである西苑には絶対というほどの力はなかったようだが、それでもいざという時に動きが鈍くなるのは困るのでな」

　要よう領りようを得ない言い分に、雪子の戦意が昂たかぶる。が、まだ抑える。

　まだ肝かん心じんのことを聞いていない。事件を起した動機を聞けていない。

　それを問おうとし、しかし雪子は違うことに意識を奪われた。

「……う………………ぁ…………」

　喉のどから漏れたような呻うめき声は、まどかのあげたものだった。アキの膝ひざ上うえに頭を抱えられた彼女は苦痛に顔をしかめ、その美び貌ぼうを額ひたいから流れる一ひと筋すじの血が染めている。

　それを見て、榊原は僅わずかに目を細める。

「不完全とはいえ流石さすがは吸血鬼、丈夫だな。しばらくは目を覚まさない程度の衝しよう撃げきを与えたつもりだったのだが……上手うまくいかんな」

　彼の言う『しばらくは目を覚まさない程度の衝撃』を受けたまどかは体を起こすことも出来ず、弱々しく首を傾かしけ、榊原に向けて唇を震わせた。

「ぁ…………せん、せ……どうして……？」

　苦痛に顔をしかめての問いを、雪ゆき子こは自分と同じく動機を聞いているものだと思った。しかし榊さかき原ばらは、

「私にかけた命令が、暗示が解けていることがそんなに不ふ思し議ぎか？　ハーフの能力が低いと言ったのは、西さい苑えん、お前だろう？」

「そん……な…………じゃあ……」

「ああ。ワクチンは捨てた。私は今でも吸きゆう血けつ鬼きのままで、水みな瀬せや白しろ銀がねの言うところの事件の犯人だ」

　口元に笑みが浮かんでいないのが不ふ思し議ぎなほど含みを感じさせるその言葉に、まどかは赤に塗まみれた顔を青白くさせる。

　彼女は少しも疑っていなかったのだろう。自分の命令が守られることも、榊原が人間に戻っていることも。

　一方、榊原は裏切ったつもりなどない──雪子はそう直感した。理由は簡単。裏切ったのであれば愉ゆ悦えつに浸ひたるなりまどかを罵ののしるなり、暗い感情を露あらわにするだろうから。

　だが彼は相変わらず何の感情も表さない。

「それで、話の続きなんだけど」

　重い空気を破るには余りにも間が悪い声の主ぬしは、当然のように遊ゆう矢やだった。

「せんせーはどうしてこんな事件を起こしたりしたの？」

「分からないのか、水瀬」

「んー、半分ちょっとくらいは理解出来るけど、残りがねー。だから聞きたいな」

「いいだろう。教えるのは教師の役目だ」

　今いま更さら教師もなにもないでしょ、と胸きよう中ちゆうで毒づきながら、しかし語られる内容は知りたいので雪子は黙って耳を傾けた。

「その前に一つ質問だ。白銀──自由な校こう風ふうとはなんだ？」

「じ、自由な？　えぇっと、その、好きなようにしていいってこと？」

　突然振られて慌あわてた答えに、榊原は心なしか落らく胆たんしたように首を横に振った。

「違う。自由とはいえ校則はある。校則に限らなくてもそうだ。自由とは個人の思うままに行動して良い、ということではない」

「……どうして？」

「アメリカは自由の国と自称している。ならば犯罪も許されるか？　それが殺人であろうと『したかったから殺した』で通るか？」

「そんなわけないでしょ……ないです。子供の屁へ理り屈くつじゃないんですから」

　もう犯人と分かっている榊原に、しかし雪子はため口を利くことを躊躇ためらった。少なくとも今話をしている『榊原』は吸血鬼でも犯人でもある前に教師であると、その印いん象しようが強いためだ。

　榊さかき原ばらの方も生徒の答えが予想通りだったように小さく首しゆ肯こうし、

「では自由とは何だ？　簡単だ、自由とは『規則で編まれた籠かごの中で好きに振る舞える権利』だ。最低限のルールはどんな自由にも存在する。明確な形の有る無しに関わらずだ。籠を壊して外へ飛び出していいということでは、決してない」

「………………」

「この学校は自由な校こう風ふうを売りにしている。しかし校則はある──他所よその学校から見ればあってないような緩んだものだが、それでもある。普通に過ごしていれば破らないような校則ばかりがな」

　言葉を切り、榊原は眉まゆをひそめた。玲れいが土ど足そくで体育館へ入ってきた時のように。

「それなのに校則を破る生徒が大勢いるというのはどういうことだ？　動物ですら最低限の規則は守る。犬や猫でさえ躾しつければ禁止されたことは行わない。だというのに、知性と理性を備えた人間が最も破は綻たんしている──これは一体どういうことだ？

　私はそれが理解出来なかった。何も理り不ふ尽じんな校則はない。全て生徒の安全と、文明下かの人間として最低限の礼れい節せつを守らせるだけの校則を、どうして守ることが出来ない？」

「そりゃあ人間だからな。ルールは破るためにあるんだろうさ」

　玲の軽かる口くちに、雪ゆき子こは、榊原が反発して実力行使に出るのではないかと身構えた。しかし予想を裏切り、榊原はただ玲を一いち瞥べつしただけで、続けた。

「数名の生徒が乱れた風ふう紀きを憂うれいて風紀委員を結成したいと校長に訴えかけた時、私は嬉うれしかったよ。生徒の中にも私と同じ規き律りつを求める者がいて、自分たちの手で正そうとしている──それは歓かん喜きに値あたいした。

　だが、実際はどうだ？　下校時刻を守らせるために下校時刻に反して見回りを続け、する必要も権利もない検査を行い、反感を買う。それを諭さとしたところで聞く耳は持たない。銃を持つ者に『危険だから銃など持つな』と言われ、誰が心から賛さん同どうなどするものか。

　別に理想に燃えていたわけではないが、それでも現実の不ふ実じつさに嘆なげいていた時……そんな時だったよ。苦しむ西さい苑えんの姿を見たのは」

　ちらりとまどかを見やる榊原につられた雪子がそちらを向くと、まどかは苦く悶もんの表情のまま顧こ問もんの言葉を受け止めていた。

　何を思っているのか、感じているのか雪子には分からない。しかし悲ひ痛つうな姿は痛みのせいだけではないのは見れば分かる。

「西苑は私の血を吸い、初しよ体験故ゆえに誤って吸きゆう血けつ鬼きにした。そして私に謝罪すると共に暗あん示じをかけ、人間以上の能力を振るうことを禁じた。教会に連絡し、ワクチンを輸送してもらうまでは半月かかると言った。ああ、勘かん違ちがいはするな。言っておくが、私は別に西苑を恨うらんだりはしていない。かといって喜んでもいない。ただ仕方ないと思うだけだ。吸血鬼となり我が身で体験した吸血衝しよう動どうは堪こらえ難いものだったのでな。

　考えてもみろ。何日も食事をしていない状態で食料に溢あふれた空間に投げ出されて、食べてはいけないと自じ戒かいしてはいても実際の枷かせは存在しない──そんな状態で健けん全ぜんな精神を保っていろと言う方が無理だ」

「……つまり、先生も、」

「そうだ。尤もっとも、記き憶おくにはない。余りの吸きゆう血けつ衝しよう動どうに気が狂いそうになったところまでは覚えているが、次に気がついた時には目の前に女生徒が倒れていたよ。そしてあれだけ苦しみを与えた衝動が消え、代わりに活力が満ちていた。そして、私はようやく自分の過あやまちに気づくことが出来た」

「過ち……？」

「人間を群ぐん体たいとして考えていたこと自体が間違っていた。人は群れの中では自主性を持たず力に流される生き物だが、個体としてはどこまでも自分を優先させる一面を持つ。私が求めていた模も範はんも、楽しいからというだけで暴行を加えるのと同レベルだ。要は自分が満足したいがための行動に過ぎない──極きよく論ろんではあるがな。だが、真実だ」

　諭さとすような口く調ちように、雪ゆき子こは顔には出さずに困り果てた。認めたくないが、頭はあんまり良くない。たぶん、言われたことの一割も理解できていない。

　だがそれでも榊さかき原ばらの言葉に反発したい自分がいて、しかし言葉には出来ずに飲み込んだ。

　タンッ、という軽い足音。視線は動かさず気配だけ探り、遊ゆう矢やが一歩退ひいたことを知る。その意味に雪子はさらに神経を集中させた。

「つまり、先生は血が吸いたいから襲おそっていたってことですか？」

「それもある。だがそれより求めていたのは力だ。私の求める模範を、規則を機能させるだけの力だ。群れの王は律りつを作る。王もまた他者と同じ個体に過ぎないが、力ある者はない者を従わせることが出来る──結局、物事というものは今も昔も同じ、単純なものだ」

「暴力で従わせるってことかよ」

　嘲あざけるような玲れいの言葉に、榊原は頷うなずく。恥じることも躊躇ためらうこともなく、認めた。

「暴力とは最高の抑よく止し力りよくだ。振るわずとも恐怖で人を縛しばることが出来る。目の前で素す手でによりコンクリートを破壊され、その拳こぶしが自分の体に打ち込まれる可能性を否定出来ない状態で我を通そうとする者など殆ほとんどいない」

「っ、正気なの……!?」

「もちろんだ。さらに言うなら白しろ銀がねに井い沢ざわ──勇ゆう名めい高いお前たちを力で跪ひざまずかせたと知れれば、効果は絶ぜつ大だいだろう」

「…………つまり」

「そう。私は自分の欲を満たすため、私の世界を作るために、お前たちを屈くつ服ぷくさせる」

　榊原の手が握り込まれ、拳を模まねる。格かく闘とう家のそれとは違い無ぶ骨こつでも大きくもない拳は、しかし人を殺すだけの力を秘めていることを雪子は肌はだで感じる。

「殺しはしない。精せい々ぜい夏休みの間、入院してもらう程度だ」

「……昨日きのう人を殺そうとしておいてよく言うわね」

　もう敬けい語ごは必要ない。相手は教師ではなく、榊さかき原ばらという個人に変わった。横にずれて遊ゆう矢やの前に立ち、敵を睨にらみつける。

　榊原はやや眉まゆをひそめ、

「殺す……そうか、人はあれがぶつかれば死ぬように出来ているのだったな。すっかり忘れていた」

　少しだけ意い外がいそうに、そして小さく頷うなずいて、

「力加か減げんを誤らぬようにせねばな。うっかり殺しては目覚めが悪い」

「上じよう等とうぉ……」

　楽しげに凶きよう悪あくな笑みを浮かべ、ゆっくりとポケットから手を引っ張り出した玲れいは、

「……あ？　どういうつもりだ、雪ゆき姫ひめ？」

　左腕を上げた雪ゆき子こに機き先せんを制された。

「まずはあたしよ。昨日の借りがあるんだから」

「二人がかりで構わん。私の理想を通すためにはその程度の障害、越えられなくては無理だからな」

「──あぁ言ってやがるが？」

　軽い挑ちよう発はつに笑みを薄め殺気を膨ふくらませた玲だが、雪子はそれを目だけで制した。玲が察して身を引いた、という方が正解かもしれない。

　何故なぜなら雪子の目は相手が敵だからという理由ではなく、戦せん意いで染まっていた。挑発に乗り易やすいのは玲だけではないのだ。

「あんたは後。もっとも、出番を回すつもりはないけど」

　それだけ言うと、雪子はぐっと膝ひざを沈め、足の指先に力を籠こめる。

「さぁ──鬼おに退たい治じの時間よ！」













五章　　超常対決







　両手を胸の辺りまで上げて構える榊さかき原ばらに、雪ゆき子こはスカートをなびかせ低い姿勢で突とつ進しんする。そのままダッシュと共に先せん制せい攻撃といわんばかりにローキックを放とうとして、

「っ……?!」

　機き先せんを制す相手の左拳こぶしが顔面に迫り、慌あわててサイドステップに切り替えて避ける。榊原は間かん髪ぱつ入れずに踏み込みながら追つい撃げき。今度は右。これは幾いく分ぶんの余よ裕ゆうを持って避け、雪子は距離をとるべく後ろに跳ぶ。

　昨日の短い戦闘で分かっていたことではあるが、瞬しゆん発ぱつ力はほぼ互ご角かく。しかしパワーはあちらが上。雪子が勝っているところは身み軽がるさと戦闘経けい験けんくらいだ。

　それを承しよう知ちしているのか榊原は冷れい静せいに雪子の行動を見み定さだめ、主に彼女が攻めて来るのを迎え撃うつ形で攻撃をしてくる。そのタイミングが見事なため、雪子は攻撃らしい攻撃が出来ず、逃げ回る展開になった。

「冗じよう談だんじゃないわねっ……！」

　襲おそいかかる榊原のパンチは、ボクシングのように殴なぐる技術を研けん鑚さんしたそれではなく、身しん体たい能力に任せただけの素人しろうとじみた攻撃だ。予測もし易やすく、避けるのも容易たやすい。

　しかしそのスピードと威い力りよくが半はん端ばではない。来ると分かっているのに刹せつ那なの反応差さで肌はだを擦こすらんばかりに攻撃が掠かすめて過ぎる。クリーンヒットどころか防御すらせず全てかわしてはいるが、紙かみ一ひと重えで避けた際にパーカーは簡単に切り裂かれてしまった。

「くっ……!?」

　上体を横に反そらして右拳をかわし、カウンターで左のミドルキックを放つ。一いち撃げきで相手を昏こん倒とうさせる威力の蹴けりは、確かに榊原の脇わき腹ばらにめり込んだ。

　だが榊原の身体からだはびくともしない。顔は苦痛に歪ゆがむどころか無表情のままだ。

　雪子は自分の攻撃が効いていないことに少なからずショックを受けながら、無防備な左足を摑つかまれる前に慌あわてて戻そうとし、

「まずっ──?!」

　足を引き戻すのと同じスピードで踏み込んで来る榊原の姿に、思し考こうが止まる。

　射しや程てい距離。自分は体勢を崩している。榊原。構えた。左──かわせない。

「ぁあっ！」

　叫ぶと共に、雪子は残っていた右足で床を蹴った。飛び退のいたところで撃げき墜ついされる。なら、一か八か──

「むっ……」

　左の拳こぶしを繰り出そうとしていた榊さかき原ばらの体が一瞬、固まる。動きを止められたというほうが正解だ。

　雪ゆき子こは飛び退のくのではなく真上に跳ぶと同時にその右足で蹴けりを放った。攻撃しようとしていた榊原はそれを避けられず、元よりわざわざ避ける必要がない。完かん璧ぺきな形の攻撃でもダメージはないのだ、不十分な体勢での蹴りで倒されたりはしない。

　しかしその蹴りは榊原の左肩を押し込むように食い込み、宙に浮く形となった雪子はそのままトンボをきる形で大きく飛び退いた。

　追つい撃げきしようにも蹴りの反動でバランスを崩され、榊原は雪子が華か麗れいに着地する姿を見届けるだけしか出来ない。

「まるで軽かる業わざ師しだな。サーカスに入るか体操選手にでもなったらどうだ？」

「そっちこそ、教師辞やめて運送会社に勤めたら？　黙もく々もくとピアノでも運んでなさいよ」

　自分から仕掛けようとはしない榊原に軽かる口くちで返し、雪子は爪つま先さきで軽く床を蹴る。トントントンとリズムよく、それを聞きながら胸の内に生まれていたざわついたものをとりあえず無視する。その小さな引っ掛かりは決して排除してはならない気がしたが、今いま構かまっている状況ではない。

「まずは目もつ下かの敵を倒さないとね」

　独り言のように呟つぶやかれた言葉に、榊原が小さく唸うなる。

「ほう……勝てるつもりか？」

　まだ一度も有効打だはなく、並みの攻撃では効果がない。その上、相手の攻撃は一度食くらえばそれで終わってしまうようなでたらめな破壊力を保持している。

　ただでさえ蹴りを攻撃の主体としている雪子に対し、拳でカウンターを狙うという戦法の榊原。彼女の不利は明らかだった。

　そんな状況で、雪子は素そっ気け無なく言った。

「まぁね。予想していたよりは簡単そうだから、さくっと勝ってみせるわよ」

「…………何？」

　挑ちよう発はつか、それともハッタリの類たぐいか──普通ならばそうとしか取れないセリフは、しかし榊原の表情を僅わずかに動かした。

　その原因は、雪子の自信に溢あふれた表情。グーしか出せない相手とジャンケン勝負をするように、凜りんとした顔には『負けるはずがない』と書いてある。

　その根こん拠きよが何なのか、普通ならまず分からないだろう。なにしろ言った当人である雪子ですら漠ばく然ぜんとそう直感しているだけなのだから。

　だが白しろ銀がね雪子にとって自分の直感は遊ゆう矢やの意見と同レベルで信頼出来るものだった。

「さってと──第二ラウンド、いくわよ！」

　軽いステップと共に横に跳び、雪ゆき子こは自分の直感した榊さかき原ばらの『弱点』を攻めるべく、まずは隙すきを作ろうと敵の背後に回り込む。

　スピードはほぼ互ご角かくだが、雪子の動きは野生動物のようにしなやかで体重を感じさせない軽やかなもの。だからこそ榊原は下手へたに動かず、相手に合わせて体の向きを変え、じっくりと狙い澄ます。

　雪子が背後を取った、と思った瞬間にはこちらを向いて対たい峙じする。それに構わず、雪子はステップワークを続ける。

「む……」

　榊原が小さく唸うなる。足を止めず、さりとて攻撃を加えるわけでもない雪子の行動を攪かく乱らんと読んだのか、目がそれまで以上に雪子を捕ほ捉そくすべくせわしなく動く。

　円を描くように、右へ、左へ。榊原が振り向いた瞬間には床を蹴けり、一瞬にして側面に移動する。

　慣かん性せいの影えい響きようがないかのように、瞬しゆん時じに反対方向へ。

　ステップインすると見せかけ、そのまま右へ。

　ポニーテールを揺らし、舞まいの如ごとく軽やかに跳び、パーカーとスカートは衣装のようになびく。

　ヒュゥッ、と感かん嘆たんを意味する玲れいの口くち笛ぶえが体育館に響ひびく。

　外から見るものにとって、それは一つの芸術だった。ダンスのようにも見えるその動きは魅みせるためのものではなく、しかし魅せるだけの美しさがある。

　それは鋭えい利りな刃やいばを仕込んだ鉄てつ扇せんのように、武ぶとしての危険を孕はらんだ美だ。

　扇おうぎを向けられた相手は魅み入いっている場合ではない。むしろ戦せん慄りつを覚えるほうが正しい。

　だというのに。天井にいくつも備え付けられた電灯が発する光が照らす館内で、ただ一人無む表情に雪子の舞を目で追いかける榊原の表情に脅おびえはなく、確かつ固ことした意思と微み塵じんも敗はい色しよくを感じさせない戦士のそれのままだった。

「なかなかに見事なものだな。だが、それだけで勝利は得られない」

「そう、ねっ……なら──」

　雪子は足を止めずにくるりと榊原に背を向け、次に床を蹴った時には右手にクリーム色のパーカーが握られていた。

「──こんなのはどうっ!?」

　タンッ、と軽い足音をたててさらにスピードをあげ、榊原の背後へ回り込むと同時にパーカーを投げつけた。

　空気抵てい抗こうを受けて広がったパーカーは、振り向いた直後の榊原の視し界かいから雪子の姿を殆ほとんど隠かくし、彼へと向かい飛んでいく。

「ぬ……?!」

　戸と惑まどいの声がパーカーの向こうから聞こえる。しかし、その直後には榊原の左腕がパーカーを払い除のけ、難なん色しよくを浮かべた顔が現れる──見上げる形で。

　パーカーで身を隠かくしつつ殆ほとんど間を開けずに低い姿勢で跳び込んだ雪ゆき子こは、既に榊さかき原ばらの足元にいた。

　そこから強きよう靱じんなバネのように体を伸ばしつつ、外から回り込むようにして弧こを描く右のハイキックを繰り出した時、ようやく榊原は彼女の存在に気づいた。

　二人の目が合った刹せつ那な、雪子の蹴けりは榊原の顎あごを掠かすめるようにして吹き抜けた。

　手応えといえるほどの衝しよう撃げきもなく、榊原の頭が微かすかに揺れただけの結末。

　体重を乗せた蹴りを放ったために背を向ける格かつ好こうになった雪子の無防備な体勢。見逃す敵ではないだろう。

　しかし雪子は飛び退のくことなく、その場でくるりと反転し──にんまりと笑った。

「な…………」

　呆ぼう然ぜんとして膝ひざをつく榊原の姿がそこにあった。反はん撃げきしようとしたらしく右腕を振り上げて、しかしその手に力が籠こめられている様よう子すはない。

「何、が…………？」

「やっぱり、ね！」

　雪子は半歩だけ退しりぞき、自分の勘かんが当たったことを確信する。

　そしてチャンスが逃げる前にと、榊原の側そく頭とう部を容よう赦しやなく右足で蹴りつけた。

　避けることも防御することも出来ず、その一いち撃げきをまともに食らい、榊原は呆あつ気けなく崩れ落ちた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「ま、こんなところかしらね」

　呟つぶやいて、パンパンとスカートの裾すそを払う。

　吸きゆう血けつ鬼きと化した榊原は強かった。その力と耐たい久きゆう力は雪子にはないもので、正直なところ、真まっ当とうに戦って勝てる可能性は二割程度だと自分でも感じていた。

　だが同時に、矛む盾じゆんしているようでもあるが、負ける気はまるでしなかった。

　確かに敵は強い。肉体は強きよう固こだ。しかし中身はどうだろう？

　今までのことから視し覚かく聴ちよう覚かくなどは強化されているとして──例えば、三さん半はん規き管かんは？

　判断材料が少なく、閃ひらめきというよりは思いつきだ。しかし普通にやりあえばじり貧ひんになると思った雪子は、ただの勘にしか過ぎないその思いつきに賭かけた。あまり分のいい賭けではないが、外す予感がしないのであれば試す価か値ちは充分にある。

　まずは素早いステップでその姿を追わせ、ある程度済すんだら急に動きを止めてみせる。それだけで榊原の視し界かいは泳ぎ、体の自由は大幅に利かなくなるだろう。そこに顎を狙った蹴りで脳を揺らし、体の命令系けい統とうをぐちゃぐちゃにする。後は止とどめを刺すだけだ。

　だが、もしも蹴けりの後で榊さかき原ばらが正常な状態であったなら、雪ゆき子この負けは確定していた。もしかしたら死んでいたかもしれない。

　自分の考えと肉体に自信を持ち、躊躇ためらいなくその賭けに乗ることが出来た──それが雪子の勝因といえた。

「っし！　リベンジ完了ね！」

　雪子は振り返って遊ゆう矢やに勝利のＶサインを送った。遊矢は笑顔でぱちぱちと手を叩たたき、その斜め後ろに控えた玲れいもまた楽しげに笑っている。

　アキとまどかはどうだろう、と様よう子すを窺うかがおうとした雪子は、

「…………ぐ、ぅぅ……」

「うわっ、しぶといわね」

　驚き半分呆あきれ半分。再さい度ど振り返った先でガクガクと腕を震わせながらも立ち上がろうとする榊原の姿に、雪子はやれやれと腰に手を当てる。

「もう戦える状態じゃないでしょ。大人おとなしく寝ておきなさいよ」

「……ぐ…………そうはいかん……この程度で諦あきらめ、るのならっ…………初めから高みなど、目指しはしない……」

「……その意思の強さは素直に凄すごいと思うけど、間違った強さだわ」

　同情は、しない。向こうもそんなものを望んではいないだろう。

　だから多少後あと味あじは悪いが、雪子は今度こそ意識を刈かり取るべく全力で蹴りを放とうと、手で膝ひざを支えて立ち上がろうとする榊原に──

「っ──遊矢？」

「すとっぷだよ、雪ちゃん」

　シャツの背を引っ張られる感覚に振り向くと、半なかば予想した通り、遊矢が首を横に振っていた。

「ごめんね、雪ちゃん。少しせんせーに聞きたいことがあるから」

　甘い、と返すべきだったのかもしれない。少なくとも今の戦いは、一歩間違えれば重傷、最悪死すらあり得た。

　だが雪子は戦いの中で感じた引っかかりが気になり、それが解消するかもしれないという思いがあり、なにより戦いの前に遊矢の考えに従おうと決めている。

　だから迷いは数秒にも満たなかった。

「……分かったわ。好きにして」

「うん、ありがとね」

　礼を言うと、遊矢は雪子と榊原の間に立ち、未だ立ち上がれずに苦く悶もんの表情を浮かべている榊原に向かって微笑ほほえんだ。

「少しいいかな？　どうしても聞かないといけないことがあるんだけど」

「…………話をしている間に、私は回復するぞ」

　やるなら今のうちだ、とでもいうような榊さかき原ばら。実際、そういう意味で言ったのだろうと雪ゆき子こは思った。

　しかし、相手は遊ゆう矢やだ。緊きん張ちよう感かんと恐怖を欠けつ落らくさせるまでもなく、ぼけてとぼけてマイペースな水みな瀬せ遊矢だ。

「うん、それでいいよ。雪ちゃんに頑がん張ばってもらうから」

「うわっ、水瀬くんカッコ悪っ！」

　あっさりと他人ひと任まかせな発言をする遊矢にアキが突っ込み、雪子はため息をついた。そんなに簡単に勝てたわけでもないのに、軽々しく言ってくれる。しかしそう悪い気はしなかった。信頼されていると分かるから。

　榊原は得え体たいの知れない軟なん体たい生物を見るような目で遊矢を値ね踏ぶみしたが、何も言わない。それをどう受け取ったのか、遊矢は勝手に話し出した。

「今回の事件の犯人はせんせーってことで一応はまとめるけど。でも、腑ふに落ちないところがあるんだ」

「…………何がだ」

「昨日はずいぶんと色々な手を使ったみたいだけど、どうして今日は正せい々せい堂どう々どうと戦ったのかな？」

　その問いに、雪子は戦闘中ちゆうに自分が感じた小さな違い和わ感かんの正しよう体たいを悟さとった。

　数時間前まえ、遊矢は戦いの敗因を『敵が巧うまかった』と言った。精神を攻められたのだと。しかし、今日の榊原は強くはあったが、実に真っ直ぐで昨夜とは別べつ人じんのようだった。

　遊矢は無事な右手の指を折り曲げながら、

「重しに、風ふう紀き委員の人に、スポットライトに、武む藤とうさん。あとは闇やみの恐怖と、もしかしたら高たか嶺みねさんまで含まれるのかな？　昨日はこれだけ周りのものを利用したのに、今日はどうして何もしなかったの」

「……我を通すためだ。力を示すための戦いに、余よ計けいな策など用いたりはしない」

「んー……それだけじゃ納なつ得とくできないけど、まあいいやー。もっと大事な質問あるし」

「…………何だ」

　回復に努めているのか短く返す榊原に、遊矢はとんでもないことを言った。




「せんせーは、本当に吸きゆう血けつ鬼きなのかな？」




「なん、だと……？」

　啞あ然ぜんとしたのは榊原だけではない。雪子もぽかんと口を開け、遊矢が何を言ったのか反はん芻すうして考え、

「ちょっ、ちょっと遊ゆう矢や！　あんた今いま更さらなに言ってんのよ！」

「あー、えっと、せんせーは確かに吸きゆう血けつ鬼きだと思うよ？」

「はぁ!?　ますます意味が分からないじゃない！」

「うん、だからね──」

　混乱して頭を抱える雪ゆき子この前で、遊ゆう矢やは疑問を口にする。

「せんせーは、本当に被害者の血を吸っていたのか──ってことだよ」

　その意味を雪子は理解出来なかった。

　これで解決するはずだった事件が、どんどん分からなくなってくる。

　ただでさえ六人しかいない体育館が、重い沈ちん黙もくに押し潰つぶされる。

「…………馬鹿な」

　それを打ち破ったのは自制を取り戻した榊さかき原ばらだった。

「私は吸血鬼だ。ワクチンを打たず、女生徒を襲おそった。でなければ人間の限界を超えたこの力の説明がつくまい。被害者の状態に関してもだ」

「それじゃ聞くけど。高たか嶺みねさんを襲った時、どうやったの？」

「……………………」

　何故なぜか押し黙る榊原に、笑みを絶やさずに遊矢は優しく言う。

「武む藤とうさんの悲鳴を聞いて僕らが駆けつけた時、確かに高嶺さんは倒れていたよ。でも、あれは血を吸われて貧ひん血けつを起こしたわけじゃないよね」

「なっ……!?」

　驚いたのは自分だけじゃないことを雪子は慌あわてて確認する。

　榊原は愕がく然ぜんと、玲れいは珍しく真ま面じ目めな表情、アキは混乱しきった様よう子すで、まどかは──

「僕らが駆けつけた時、高嶺さんが襲われてから三分も経たっていなかったはずだよ。なのに、首元に吸血痕こんは無かった。抱きあっていると思ったって武藤さんは言ってたから、首から肩にかけてどこかに痕あとがあるはずなのに、それがなかった」

「吸血の際に出来た傷はすぐに塞ふさがる！　痕あと形かたも無くだ！」

　榊原は声を荒げ、遊矢は落ち着いて頷うなずく。

「うん。でも、血の跡は？」

　今度は、榊原は何も答えない。

　二人の対たい峙じを見ながら、雪子は思い出す。遊矢が美み樹きの様子を調べていたことを。あの時、自分がパニックに陥ったあの場面で、遊矢は冷静に状況を調べていたのだと。

「牙きばを突き立てた時に流れる血は？　服はきれいだったよ？　それに、血の臭においも全然しなかったよ？　それはなんでかな？

　他の二十人近い被害者もそうだよ。血の跡があるって情報は一度もなかった。ハンカチやウェットティッシュを用意していたとして、それだと理性を失っていた初めての吸きゆう血けつの時にはちゃんと痕あとがあったはずだよね？　でも、被害者はみんなきれいなままだって聞いてるよ。どうしてなんだろうねー？」

「う…………ぁ……」

　立ち上がろうとしていたはずの榊さかき原ばらは地に伏し、頭を両手で挟はさみ抱えていた。

　何が起こっているのか、雪ゆき子こにはまるで分からない。しかし一つだけ、鍵かぎを握る人物がいることだけは知っていた。

　見れば、その人物はゆっくりとだが立ち上がり、アキの肩に手をついて支えにし、

「……榊さかき原ばら先生は、吸きゆう血けつ鬼きです。けど──」

　五対ついの目が集まる中、西さい苑えんまどかは凜りんとした声でハッキリと言った。

「先生に…………吸血能力は、ありません」

「………………な……に…………？」

「先生には血を吸うための牙きばがないんです。だから吸血行こう為いに及ぶことは、物理的に不可能なんです……」

「…………うそ」

　呟つぶやいて、それから雪子は『ああそうか』と得とく心しんした。

　まどかが榊原のことを疑っていなかった理由。それはつまり疑う理由がなかったからなのだ。吸血が不可能という前ぜん提ていがあるから。

　だが、そうなると──

「じゃあ……じゃあ、先生はどうやって事件を起こしたのよ!?　被害者の記き憶おくもそうだし、そもそも先生は吸血していたと自分で言ってるのよ？　おかしいじゃない！」

「うん、おかしいよね。だからせんせーに聞きたいんだ」

　自分の言動がどれだけ皆を混乱させているのか知らないのか気にしていないのか、遊矢は涼しげな表情のまま身を屈かがめ、榊原に顔を近づけた。

「ね、せんせーはどうやって女の子を襲おそっていたの？」

「…………う、あ、あぁ……」

　嗚お咽えつのような声に、雪子は榊原の様よう子すがおかしいと気づいた。見れば目の焦点はあっておらず、震える手は頭を搔かき毟むしっている。

　不ふ吉きつな予感が背せ筋すじを過ぎる。

「ちょっ、遊矢──」

　何かが起こる前にと遊矢を榊原から引き離すべく、雪子が手を伸ばした時、

「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああっ！」

　身を竦すくませるような叫び声と共に榊原の体が跳ね上がる。

　目は血走り、こめかみには青あお筋すじが浮き、口から涎よだれが垂れているのも気にせずに呻うめき続ける。

　異い様ような反応に雪ゆき子こは思わず硬こう直ちよくしてしまい、

　そのため、反応が遅れた。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　狂気の声と共に、榊さかき原ばらの鉤かぎ状じようにした右手が振るわれる。

　きょとんとした遊ゆう矢や目掛けて。

「──?!」

　悲鳴をあげる間も惜しみ雪子が咄とつ嗟さに伸ばした手はなんとか遊矢の肩を摑つかみ、しかしそのタイミングは絶望的に──

「あ…………」

　そのまま引き寄せることは無く、手からは力が抜け落ちた。

「おぉ、あぶね。危き機き一いつ髪ぱつって感じだな」

　雪子がどうこうするまでもなかった。いつ動いたのか、気づいた時には横から現れた井い沢ざわ玲れいが、榊原の腹部に拳こぶしを叩たたきつけていた。痙けい攣れんする手は遊矢を傷つけることはなく、榊原の体は糸が切れたかのように崩れ落ちる。

　自分が倒した相手がぴくりとも動かないことを確認すると、玲はにやりと笑って雪子たちの方へと向き直る。

「油ゆ断だん大たい敵てきってか？　雪ゆき姫ひめは詰めが甘いな。ま、こんなこともあろうかと……って具合でオレはこの場にいるんだから、見せ場が作れて良かったとでもいうべきか」



　いつものように軽かる口くちを叩たたく。アキは混乱したまま、まどかは事態が把は握あくできていないままの状況で。

　そんな状況下で雪ゆき子こは気にしていた。遊ゆう矢やは今、どんな顔をしているのだろう、と。

　笑っているのか。それとも、哀かなしんでいるのか。

　どちらにしても、雪子が取る行動は変わらない。

「井い沢ざわ、あんた……」

「ん？　どうしたよ、おっかねぇ目つきして。オレが倒しちまったのを恨うらんでるとか？」

　いつもの軽口に、雪子は押し殺した声で応えた。

「──今、殴なぐりながら先生のネクタイピンを取ったのはどういう理由？」

　その糾きゆう弾だんに玲れいはにやついた笑みを崩し、

「うげ」

　小さく呻うめいて、やれやれといった具合に息を吐いた。

「バレない自信あったんだが……さすがに不自然だったか。ま、しゃーないわな」

　握っていた拳こぶしを顔の前まで上げて開くと、シンプルな銀色のタイピンが現れた。それは先さき程ほどまで榊原がしていたもの。

「え？　え？　なに、この展開？」

　アキがそう言ってあわあわするのは仕方がないだろう。

　雪子も少なからず動どう揺ようしている。まどかもだろう。

　だが、遊矢は──どうなのだろうか？

　この展開を、遊矢はどう思っているのだろうか？

　自問する。そう簡単に分かるとは思えなかったが、すんなりと一つの可能性が浮かんだ。

「…………そっか。だから遊矢はあたしに誰が犯人なのか、教えなかったのね」

　呟つぶやいて、恐らくそれが正しいのだろうと雪子は思った。

　自分の目で見て、自分の耳で聞いて、自分で思し考こうして結論を出す──それも大事だが、もっと重要なのは……

「初めからバカ沢さわが怪しいなんて言われていたら過か剰じように注意しちゃってボロは出さなかっただろうから……そうでしょ、遊矢？」

「まあねー」

　普段通りのふわついた口く調ちよう。それが最後の後あと押おしとなって、雪子は遊矢の首根っこを摑つかむと同時に跳び退のき、強ごう引いんに間を開けた。怪け我がに響ひびいたのか何やら言われたが、耳に入らない。

　怒りでも喪そう失しつ感かんでもなく複雑に絡み澱よどんだ感情を胸に、雪子は目の前の男を──井沢玲を、『敵』と認めた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「そんな怖い目で見るなや。いくら遊ゆう矢やを巡って争うライバル同士とはいえ」

「今のあたしは冗じよう談だんを受けつけるほどの余よ裕ゆうはないわ」

「ちっ、つまんねーの。人生に余裕は必ひつ須すだぜ？　なぁ、ハニー？」

「黙んなさいよ！」

　軽かる口くちを叩たたき続ける玲れいを怒ど鳴なり、雪ゆき子こは歯を食いしばる。調子が狂うとかそういう問題ではない。あまりにもいつもと変わらないその態度は得え体たいの知れない恐怖を生み出させる。

　遊矢と敵対した不ふ良りようたちもこんな感じだったのかな──と、恐怖を打ち消しながら雪子は思ってしまった。

　その遊矢は雪子の隣となりでなにやら考えるように俯うつむいていたが、首しゆ肯こうと共にやんわりと微笑ほほえみを浮かべた。

「うん、とりあえず想像通りかな」

「お、どんな名めい推理してたんだ？　聞かせろ聞かせろ」

　興味津しん々しんに尋たずねる玲に、遊矢は敵意も警けい戒かい心しんも見せずに話す。

「演劇部と女の子が倒れたのは別件って言ったけど、全く関係なく起きた事件というには出来すぎだよね？　だからその二つを結んで、[image: 辻]つじ褄つまが合わなかったせんせーの行動にもう一つ、事実と矛む盾じゆんする証言をした玲が黒くろ幕まくだとすれば整せい合ごう性があうから」

「む。オレ、なんか変なこと言ったか？」

「うん。保健室から出る時に高たか嶺みねさんの後ろ姿を見かけた、ってね」

　遊矢の言葉に雪子は記き憶おくを探り、少し手て間ま取どったがなんとか思い出す。美み樹きの元へと走り出す直前、確かに玲はそう言った。

　しかしそれのどこがおかしいのか、雪子には分からなかった。玲も同じらしく、

「それの何がやばかったんだ？」

「高嶺さんは図書室から帰宅するところだった。ううん、別に図書室からでなくてもいいや、とにかく帰ろうとしていた。高嶺さんの性格から考えると、一人で暗い特別校こう舎しやをうろうろするような行動はないだろうから」

「ふむふむ。そんで？」

「そうなると、とーぜん階段から降りてきて正面玄げん関かんへ向かうよね。裏うら口ぐちは僕らや高嶺さんが使う校門と逆ぎやく方向だから。そう考えると裏口や保健室のある廊下を高嶺さんが歩く必然性はなくなるね。わざわざ遠とお回まわりする必要はないし、そもそも遠回りしていたなら僕らに出会っていていいはずだよ。なのに実際は出会わず、階段の所で襲おそわれた。

　なら、保健室を出た時に高嶺さんの後ろ姿を見ることは不可能になる。でも玲が先生を操あやつることが出来たなら──」

「高たか嶺みねの存在を知っていておかしくない、ってことか……」

　感かん嘆たんするように息を吐き、

「さすがは遊ゆう矢やだな！　いやー、オレでも気づかないような小さなミスから真しん相そうに辿たどり着くなんて、このオレが惚ほれただけのことはあるな」

「ついでに聞くけど、わざわざ僕らの前に出て来たのは時間稼かせぎの足止めのつもりだったのかな？」

「おうよ、正まさしくその通りよ」

　嬉うれしそうに何度も頷うなずき、くつくつと笑う。悔しさなどは感じさせない、本当に感心しているような笑顔。

　玲れいは一ひと頻しきり笑い終わると、

「んで、そんなことが出来ちまうオレのキャラは何て推理したよ？」

　その質問に、雪ゆき子こは息を吞んで遊矢を見つめた。人を操あやつるなんてことをただの人間に出来るはずがない。つまり──

「悪あく魔ま……かな？」

　首を傾かしげつつ言うその顔は、自信がないようにはまるで見えない。

　そして雪子が万ばん感かんの思いを籠こめて息を潜ひそめる中で、玲は破は顔がんして笑った。

「正解」

　その一言に、雪子は胸の奥が熱くなるのを抑え切れなくなった。

　八年間──今まで生きてきた半分という期間は、とてもとても長い。

　大おお怪け我がをしたあの日、病室で出会った少女の形をしていたもの。

　習い事もせず、時に友達の誘いを断り、危ない目にも遭あいながら、探し続けていたもの。

　それが今、目の前にいる。

「──ようやく見つけたわね、遊矢」

　まだ謎なぞの部分も多く、悪魔と認めた敵の問題は切実にして間ま近ぢかにある。しかしそれでも八年に渡る『悪魔探し』がついに実ったと、雪子は達たつ成せい感を覚え──

「ふぇ？　なにを？」

　相あい方かたのとぼけた声にずっこけた。

　雪子はがばっと勢いよく立ち上がり、

「この期に及んでボケてんじゃないわよ！　探していたリールゥがやっと見つかったっていうのに、ああっもう、どうしてあんたはいっっっつもそうなの!?」

　首を絞めかねない勢いで遊矢の襟えり首くびを摑つかみ上げ、最後に残った理り性せいが左腕の怪け我がを考こう慮りよして揺さぶるまではせずに、しかし猛もう烈れつに攻め立てた。

「落ち着けや雪ゆき姫ひめ。そんな、胸のこと言われたみたいに怒らなくてもいいだろ」

　見かねたのか挑ちよう発はつしたいのか分からないことを言う玲れいは殺気を籠こめて睨にらんでやり、雪ゆき子こは目を白黒させ始めた遊ゆう矢やのシャツから手を離す。

　わざとらしくけほけほと咳せき込んでから、遊矢は不ふ思し議ぎそうに雪子を見上げる。

「雪ちゃん、なにをそんなに怒ってるの？」

「だ、か、ら！　リールゥが見つかってしかも目の前にいるっていうのにボケたこと言ってるからよ！　そりゃあリールゥが男に化けていたのは予想外だけど、だからってこの場面でボケてどうすんの!?」

「う？　玲はリールゥじゃないよ？」

「なっ……バカ言わないでよ?!　今、あのバカ沢ざわが認めて──」

「なんだかよくわかんねーが」

　互いに疑問符ふを浮かべまくる二人を止めたのは、小さく手を上げた玲だった。二人が自分に注目したことを確認すると、

「オレは悪あく魔まだけど、リールゥなんて名前じゃないぜ？　つーか、誰だよそいつ？」

「なっ、なんっ……」

「だよねー」

　雪子はパニックに陥りかけ、逆に遊矢はうんうんと頷うなずいている。

　納なつ得とくがいかないのは雪子だけらしかった。

「このタイミングで悪魔が出てなんでリールゥじゃないのよ!?　あんた噓うそついてるでしょ絶対そうでしょ！」

「いんや。オレの名前は井い沢ざわ玲、でなければ『壁かべ越ごしの戯ぎ者しや』だ。これでも三十人足らずしかいない二つ名持ちの悪魔だぜ？　偽ぎ名めいなんて、わざわざ自分の格を貶おとしめるようなことするかよ」

　澄ました顔で当たり前のように言うが、二つ名持ちとか格を貶めるとか言われても雪子にはまるで分からない。だがその口ぶりに自分が根底から間違えているような気がして押し黙る。

　いまいち反応が鈍かったからか、玲は大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「やれやれだよな、ほんと。悪魔や吸きゆう血けつ鬼きを事実として認められるってのに、ちぃっと踏み込めば分かるこの偉大さがわかんねぇってのは。あー、まあいいや。とりあえず──」

　右手に持ったネクタイピンを握り込み、

「邪じや魔まが入らないようにしとくか」

　言いつつ手を開くと、ネクタイピンは溶けるように消え失せていく。

　何をしたのかという疑問が生じる前に、雪子の体の中を風が通り抜けるような──例えるならブランコを漕こいだ時に発生するような感覚が走り抜けた。実際に風が吹いたわけでも、急速に移動したわけでもないのに、だ。

　慌あわてて身構える雪子だったが、しかし、何も起きない。異常もない。遊矢やアキたちを見ても、特に変わったところはなかった。ただ一いち様ように驚いたような顔をしていた。

　一人平へい然ぜんとしているのは原因を作った玲れいだけだ。

「あー、そんなに警けい戒かいすんなや。結けつ界かい張っただけだからよ。この中で何が起きようと周りには気づかれないだけで、別に閉じ込めたわけでも空間ごとずらしたわけでもねぇ」

「……結界。なんのために？」

「言ったろ、邪じや魔まが入らないようにするためだ。そろそろ見回りが来てもおかしくない時間だからな」

　些さ事じのように素そっ気け無ない口く調ちようで言うと、何故なぜか玲は表情を曇らせた。

「しかし結界を展開しただけでタネ切れとはなぁ。榊さかき原ばらの奴やつ、センスが足りねぇ。もっと霊れい力りよくの高い奴から吸収してればもっと色々と出来たのによ」

「ということはー」

　緩んではいるが緩みきってはいない様よう子すの遊ゆう矢やは右人差し指を口元に当て、

「やっぱり今のネクタイピンがせんせーを操あやつったり力を与えたりしたアイテム？」

「おうよ、このオレがわざわざ魔ま構こう力りき素そで作り上げた、一種の転てん換かん機だな。タイピンに触れた者から霊力を吸い取り、同時に記き憶おくも消すっつーなかなかの物だぜ？　創つくり主ぬしであるオレの意思で使用者を操あやつることも出来るし」

「じゃ、せんせーの記憶の方は？」

「あれは初めに暗示をかけといたんだよ。自分が吸きゆう血けつ鬼きって自覚はあったから、それに[image: 辻]つじ褄つまが合うように自分で記憶を塗り替えるようにな。ま、実際に血を吸えないっつーことも分かっていたから、どこかでボロが出るとは思っていたが。吸血なら貧ひん血けつ状態になるってことで、わざわざ酸素欠けつ乏ぼうを起こして似たような症状が起こるように細さい工くはしたが」

　玲の声は軽く親しげな口調のまま、「予想よりだいぶバレんの早かったけどな」と付け足した。それが雪ゆき子この調子を狂わせ、苛いら立だちを生む。しかし同時に『こいつは本当に敵なのか？』という疑問が出てしまう。

　そもそも、その意図がハッキリしていない。何のために、という動どう機きが分からない。

「ところでさー」

　しかし遊矢はそんなことは気にならないとでもいうように、マイペースに質問を投げる。

「まこーりきそ、だっけ？　確かリールゥも同じ単たん語ご使ってたけど、それって何なの？」

「うぇ、魔構力素まで知らないのかよ。おっかしいな、てっきり遊矢と雪ゆき姫ひめは知っているもんだとばかり……まあいいか。魔構力素ってのは『魔法を構成する力』、つまりはこの世の法則とは違う法則に従う物質、もしくは奇き跡せきを生み出す力だ。人間なら霊力を元にして魔構力素を生成するし、オレの体は魔構力素で創られたものだ。悪魔や天使っつーのは肉体を持ってないからな、こっちで活動するには受じゆ肉にくする必要があるんだよ」

「それで、あんたは誰に召しよう喚かんされたのよ？」

　昔、遊矢がリールゥを召喚したことを知っている雪子からすれば当然出るこの質問に、玲はあっけらかんと答えた。

「誰にも召しよう喚かんされてねぇよ」

「……………………はぃ？」

　予想外の言葉に思わず間ま抜ぬけな声を出してしまい、雪ゆき子こは顔を赤らめて、

「そ、そんなはずないでしょ！　悪あく魔まは呼び出されて出てくるものなのに、なんで勝手に出てこれるのよ!?　それが通るなら、この世界は悪魔だらけになるじゃない！」

「そうだな、普通は無理だ。オレより力が強い悪魔もいるが、こっちに干かん渉しようは出来ても受じゆ肉にくは出来ねぇ。逆に言えば、それが出来るからオレは『壁かべ越ごしの戯ぎ者しや』だ。自分の意思でこっちに現れることが出来る唯ゆい一いつの悪魔だからな」

　言って、目を細めて笑う。

　その姿に、雪子はようやくこの『敵』がとんでもない存在だと悟さとった。簡単に言っているが、リールゥにも出来ない事をこの男はやれる。それはつまり、自分の身に起きた奇き跡せきより遙かに頭ず抜ぬけたとんでもない事態を玲れいは起こすことが出来る──そういうことだ。

　無意識に右太ふと腿ももを擦こすり、警けい戒かい心しんを高める。

　その雪子の変化に気づいたのか、玲はさらに笑みを深め、

「そう気張るなっての。無理してこっちに出てくる代だい償しようで今のオレは大したこと出来ねぇんだから。その証しよう拠こに──」

　笑顔を雪子へ向けたまま。玲は予備動どう作さ無なしに右腕を素早く振るい、黒い何かを高速で投げつけた。展開についていけずに戸と惑まどっていたまどかと、なにやら必死にメモを取っていたアキへと向けて。

　危険を呼びかける時間はなかった。雪子が目を見張った時にはもう遅く、二つの何かはまどかとアキの口の中へと寸すん分ぶん違たがわず入り込み、驚いた二人は慌あわてて口を閉じ、目を白黒させる。

「──何をしたのっ!?」

　いきなり二人が襲おそわれるなど思いもしていなかった雪子は、今にも殴なぐりかからんという勢いで玲を問い詰める。

　あれがもし二人を操あやつるようなものなら──いや、それならまだいい。最さい悪あく、生死に関わるようなものであるなら──

　想像した最悪の事態に心を震わせる雪子に向けて玲は口くち端はを吊つり上げる。

「そろそろ、だな」

　そしてその言葉通り、何かをされた二人に異い変へんが起きた。

「ぁ────────」

　聞き取ることも困難なほど小さな悲鳴をあげ、まどかが倒れた。その横で同じく倒れたアキは体を捩ねじり、口と喉のどを手で押さえて足を痙けい攣れんさせている。

　雪子は自分の顔から血の気が抜けていくのを感じ、美み樹きの倒れた姿を見た時のように頭の中が白く染まって行き──

「爆ばく裂れつ流一いち撃げき必殺奥おう義ぎ、スローイング・ザ・ドラゴンダンス……ってか」

　楽しげな玲れいの声が意識を覚かく醒せいさせ、その右手からひらひらと落ちる何かが視し界かいに入った。呆あつ気けに取られつつも見てみれば、それはビニール製の包み紙だった。

　その紙と玲の言葉を繫つなげ…………雪ゆき子こは愕がく然ぜんとした。

　直後、玲の爆笑が耳を襲おそった。

「ははははっ、すっげぇよなぁ、あのチョコレート！　さすがは爆裂堂どうの新製品だわ。美人部長は完かん璧ぺきに気を失ってるし、新聞眼鏡めがねは瀕ひん死しって感じだし。やべぇ、オレも食ってみたくなってきた！　今度買いに行くか！　遊ゆう矢やもどうよ？　あれ食ったことねぇだろ？」

「うー……辛からいのは苦にが手てだよ」

「あー、粘ねん膜まく弱そうだもんなぁ」

　残念そうに、しかし納なつ得とくといわんばかりに頷うなずく玲。まどかとアキに体感移い入にゆうしたらしく、口に手を当てて痛そうに表情を歪ゆがめる遊矢。

　なんだか二人がかりで自分をからかっているような気になって来た雪子は、両手を力いっぱい握り締めて震わせた。

「あたしをバカにしてんのっ?!」

「いんや。言ったろ？　オレは大した力がねぇんだ。だからこうして無む駄だな労力を使わずに邪じや魔ま者を無む力りよく化かしたってわけだ」

「邪魔、者」

　さり気無ないが流せる言葉ではない。

「そう。榊さかき原ばらが犯人のうちは良かったんだが、今となってはあの二人は役者じゃねぇ。観客がいいとこだ。だから大人おとなしくしてもらおうと思ったんだが、予想外に効いたな」

　ふざけた表情を崩さないまま、玲は身を屈かがめる。そして足元にいる榊原の右足首を摑つかんで、二人の倒れている方へあっさりと投げ捨てた。

「なっ……」

　脱だつ力りよくしたままの榊原は床に叩たたきつけられてバウンドし、そのままごろごろと転がって行き、壁かべ際ぎわでようやく止まる。

「なにしてんのよっ!?」

「言ったろ。もうあいつの出番は終わってんだよ。だから退場願ねがったわけだ」

「いいように使っておいて……！」

　いくら自分と敵対した者とはいえ、操あやつられていたと知った榊原への敵意はなかった。その分、黒くろ幕まくへ怒りが湧わき上がっている。

　だがそんな雪子の怒りを、玲は軽く受け流す。

「それは違うな。オレは榊原を救って、その代だい償しように少しだけ操らせてもらっただけだ」

「なによ、言い逃れするつもり？」

「いやいや。そうだな、順に説明すっか」

　聞く気はない、と突っぱねて戦せん闘とう開始することも出来た。しかし雪ゆき子こはまだ迷っていた。井い沢ざわ玲れいという人間──否いな、悪あく魔まの思し考こうが摑つかめない。その分、今までの記き憶おくが、遊ゆう矢やを挟んで交流していた思い出が邪じや魔まをしている。

　そんな雪子の表情に、玲は心なしか穏おだやかに笑う。

「まず、だ。榊さかき原ばらは吸きゆう血けつ衝しよう動どうに苦しんでいた。それこそ自じ制せいと理り性せいを失って、下手へたをすれば目の前に現れた相手を殴なぐり殺してしまうほどに。尋じん常じようならない気配にオレが見に行ったら、空あき教室で一人で震えていやがった。

　んで、こりゃあ可哀かわい想そうだと思ったオレはさっきのタイピンを創つくり、吸血衝動を緩かん和わさせてやったんだよ」

「……どうやってよ」

「吸きゆう血けつ鬼きは他人の血を取り入れることで細さい胞ぼうを活性化させると同時に、相手の霊れい力りよくを吸収して糧かてにする。後こう天てん性の吸血鬼は霊力だけでも補ほ充じゆうすればなんとかなるってわけだ。やられた相手も基本は貧ひん血けつのダメージしかねぇから大事になりにくい。ま、霊力を吸い取られた影えい響きようで快かい復ふくまでちっと時間かかるけど、それだけだ」

　それだけ聞けば玲の行為は正しい。だが、事件を知っている雪子は言葉通りには受け取れない。

「じゃ、どうして生徒を襲おそわせたの？　先生を救うだけなら──」

「そこが間違いだ。それはオレがやらせたことじゃねぇ」

「なっ……」

「榊原が自分で言った通りだ。あいつは吸血鬼になったことで自分の理想が単純に正しいものではなく、強者による押し付けだと悟さとった。所しよ詮せん世の中は弱じやく肉にく強きよう食しよく、ってな。だからオレは力を与えてやり、代わりに少しばかり遊ばせてもらったってわけだ」

　語る玲の表情に翳かげりはない。元々噓うそや冗じよう談だんを平気な顔で言うタイプだからそれが自然なのかもしれないが、この期に及んで噓を言っても仕方ないだろうことは、雪子にも分かる。

　なら、榊原は本当にあの理想を抱いていた。そしてそうでない部分は──

「……昨日あたしと戦った先生は、」

「おう。オレが意識を乗っ取った榊原だ──とは言っても、オレも自分の身体からだを動かさなきゃならなかったからな、ちっと意思を誘ゆう導どうしただけだぜ。風ふう紀き委員を罠わなに使い、いいタイミングで階段付近を通りかかった女生徒を襲わせ、スポットライトを落として意識を向けさせたところに攻撃──これだけだったか。所々で視し界かいを共有して状況確かく認にんはしていたが……いやー、榊原の奴やつが殺さつ傷しよう能力バリ高ぇ鉄てつ塊かい投げなんてやったと知った時はびびったびびった」

　どこまでも軽く他人ひと事ごとのように話す玲に、雪子は怒りが冷めていく感覚を覚えた。

　沸ふつ点てんが低いためすぐに怒ってしまうことが多いが、その熱が急速冷れい却きやくされて、尚なお且かつ怒りが保たれているというのは初めてのことだった。

「それで、あんたは……」

「あん？」

「あんたは、どうしてそんなことをしたのよ。あたしたちを攻撃する必要なんて無かったはずでしょ」

「あー、それな」

　本当なら最も重要な目的を聞かれたというのに、玲れいは変わらぬ笑みを口元に浮かべて真っ直ぐに雪ゆき子こを見返した。

「楽しむためだ」

「な、ん…………」

　涼しげな声に、雪子は二にの句くが継げなかった。

　その反応すら楽しむように、玲は続ける。

「榊さかき原ばらが言っただろ？　理想や行動理由は人それぞれだ。自分がしたいからする──わかりやすいだろ？　榊原は秩序を求め、オレは娯ご楽らくを求める。榊原に手を貸したのも雪ゆき姫ひめにちょっかいだしたのも、そうした方が楽しいからだ」

「楽しいからって──正気なの?!　あんたが楽しむために怪け我が人にんが出て、もしかしたら誰かが死ぬかもしれなかったのよ!?」

　何より雪子が信じられないのはその『誰か』に遊ゆう矢やが含まれているということだ。

　普段から囁ささやいている愛を真に受けているわけではないが、それでも玲にとって遊矢は非常に仲が良い友人ではあったはずで、それが演技だったとは思えない。

　だというのに──

「だな、確かに死人くらい出たかもしれないが、まあそこはあれだ。運が悪かった、ってとこだな」

「────────」

　絶ぜつ句くする。それが本音だと分かるからこそ、雪子は何も言えなくなってしまった。

　多少は悔やむかもしれない。哀かなしむのかもしれない。しかしそんな感情を抱きつつも『仕方ないか』と片付けることが出来る──大事なものが決定的に欠落した思し考こう。

　すぐ後ろで先さき程ほどから聞き役に徹している遊矢の顔を窺うかがうことは出来なかった。笑顔がデフォルトになっている幼おさな馴な染じみの顔が痛々しく歪ゆがむところを見たくなかったから。

　そして、遊矢の事を抜きにしても、この数ヶ月の間になんだかんだで親しくなった──なったつもりでいた自分がショックを受けている事実を跳ね除のけるように、雪子は強く玲を睨にらみつけた。

「……あんたは、絶対に許さないわ」

「へぇ、そうかよ」

　大たい抵ていの人間なら怯ひるむその視線を受けて、明確な敵意を叩たたきつけられて、玲れいはそれでも余よ裕ゆうを失わない。それどころか一いつ層そう楽しげに、含みを持った笑みを浮かべた。

「なら聞くがよ、雪ゆき姫ひめ──どうして今すぐにでもかかってこないんだ？」

「……………………ぁ」

　心臓が一ひと際きわ大きく跳ねる感覚に、呼吸が止まりそうになる。

　雪ゆき子こは気づいた。玲は答えを手にしている。それで尚なお聞きいているのだと。

　そして、自分も気づいていた。否定したかったが、否定できない事実。

　それは──

「なぁ、正直に言えよ？　怖いんだろ、オレのことが」

　その言葉を聞いた瞬間、冷めていた怒りが再さい沸ふつ騰とうした。

「だっ……」

　気がついた時には両足が床を蹴けり、玲との距離を一ひと呼吸も置かずに詰めると同時に、遠えん慮りよも加か減げんもないハイキックを繰り出し、雪子は叫んだ。

「誰が誰を怖いですって！」

　全力で放った蹴りは、あっさりと上体を反そらされかわされた。

　蹴りの勢いがつきすぎた雪子はバランスを崩し、来るだろう反はん撃げきに対して慌あわてて顔を庇かばいつつ跳び退のく。が、予想に反して何の衝しよう撃げきも襲おそってこない。

　不ふ審しんに思いつつ再び遊ゆう矢やの前の位置で構え直し、

「なっ…………」

　驚き、一いつ拍ぱく開けて体温が上昇したと錯さつ覚かくするほどに熱いものが胸から這はい上がってきた。

　井い沢ざわ玲はその場から動いておらず、ポケットに両手を突っ込んで、にやにやと笑みを浮かべてこちらを見ていた。

　それは雪子にとって挑ちよう発はつよりも腹立たしい行為──格かく下したに対する絶対の余裕だ。

「あんた何なに様さまのつもりよ……！」

　掌てのひらに爪が食い込むほど強く拳こぶしを握り込んで怒ど気きを発する雪子に対し、それでも玲は態度を崩さない。

「オレはオレだ。いつもの通りな」

「悪あく魔まだからって調子に乗るんじゃないわよ！　どれだけあんたが強いっていうの?!」

「いやー、強いぜ？　本ほん気き出したらいくら雪姫でも秒びよう殺さつは免まぬがれない程度には、な」

　ふざけたような口く調ちように人を虚こ仮けにした態度からは真実味など欠片かけらも感じられない。

　だが、雪子にも分かっている。どうしようもなく、身体からだが理解している。

　昨夜、特別校こう舎しやの曲がり角で相あい対たいする直前に感じた、凶きよう悪あくなまでのプレッシャー。重力が倍ばい加かしたのかと思うほどに動きが鈍り、萎い縮しゆくしてしまった体。

　それを今、再び感じているのだ。絶対に勝てないという最悪の予感を。そして恐らく──玲はまだ本気になっていない。

　こんな化け物を倒せるのかという不安が、攻撃を食らったらどうなるのだろうという恐怖が、そして自分が倒されたら遊ゆう矢やの身に危険が及ぶという焦りが、どうしても振り払えずにいる。

　玲れい曰いわく、結けつ界かいで覆おおわれた体育館は別に異い世界にずれてしまったわけでも寒かん暖だんが激しく変化したわけでもない。しかし空気は重苦しく、踏み慣れていたはずの床は本当に平面なのかと疑いたくなるほどぐらぐらと感じて落ち着かず、吐き気まで込み上げてくる。

　見た目では今までと何も変わらない井い沢ざわ玲は、ただそこにいるだけで世界を圧倒する。

　榊さかき原ばらとは比べ物にならないほどの『力』を身に纏まとい、玲は一歩踏み出した。

　それだけでさらに圧あつ迫ぱく感かんが増し、雪ゆき子こは後ろに下がりたがる本能を必死に抑えて歯を食い縛しばり、どこかで無む駄だだと理解しつつも迎げい撃げき体勢を取る。

　その行為に玲は目を細め──爆笑した。

「なんっ…………」

　突然激はげしく笑いだされ、雪子は戸と惑まどうしかない。何が起きたのか分からず、遊矢に訊たずねようにも隙すきは見せられない。

「あ─────、ここまではまってくれると本気でうけるな」

　何のことを言っているのか分からない雪子だが、それ以上の疑問が頭を支配していた。

　目の端に涙まで浮かべた玲からは、先さき程ほどまでの威い圧あつ感が綺き麗れいさっぱり消えているのだ。

　今日何度目か分からない混乱が雪子を襲おそう中、原因である男は灰色の髪を手て櫛ぐしで後ろに梳すき、片目を閉じた。

「いくら弱体化しているとはいえ、仮にも悪あく魔まであるこのオレが人間相手に本気なんかだせるかよ。そんなつまらねぇことしてどうするんだっての」

「なっ……」

「オレはな──悪魔はな、楽しむために全てを賭かける。自分が愉ゆ悦えつに浸ひたる為ためには全力を尽くし、どんな狡こう猾かつな手でも使い、己おのれの力すら犠ぎ牲せいに出来る。分かるか雪ゆき姫ひめ？」

　訊たずねて、しかし雪子が答える間もなく玲は両腕を広げ、

「だから悪魔であるオレはハンデとして、人間以上の力は使わねぇ──普通の人間の範はん囲いじゃなく特別な人間としての限界値だけどな。それでも能力でいうなら榊原より低い、普段通りのオレのまま戦う。勝負にならなけりゃつまらねぇからな」

「──本気で言ってるの？」

「とーぜん。ついでに言うなら、雪姫の右足なら充分オレを倒せるぜ？　その、魔ま構こう力りき素そで強化された右足なら、な」

「……………………え？」

　雪子は意味が分からずに自分の右足を見る。

　魔構力素──玲が確か、魔ま法ほうを構成する力と言っていたもの。それが自分の右足に宿っている理由など、

「ぁ…………」

　雪ゆき子こには一つしか思い当たらなかった。

　リールゥの手が埋まい没ぼつし、起こした奇き跡せき。

　あれだけ頑がん丈じようだった榊さかき原ばらを、無防備だったとはいえ一いち撃げきで無力化することが出来た理由。

　つまり、この右足には……

「やっぱり自覚なしに使ってた、ってか」

　理解が広がる様よう子すを見て察したらしく、玲れいは頷うなずき、笑みを潜ひそめた。

「その右足、なんかの儀ぎ式しきか契約の影えい響きようだな。体内に巡る霊れい力りよくを固定、蓄ちく積せきすることによって対たい象しように魔ま構こう力りき素そをぶちこむことが出来る──ってとこか。いくら強化していてもまともに食らったらやられちまうだろうな」

「……つまり、あんたでも……」

　確認を求めたところで正直に答えてくれる保証などまるでない。それでも雪子は聞かずにはいられなかった。

　そして玲は僅わずかにあった期待に応え、頷いた。

「そうだ。オレでも倒せる。今の状態の、ではなく、この世界において最大の力を発はつ揮きしたオレでも、だ」

　ズボンのポケットに手を突っ込み、玲れいは笑う。肉にく食しよく獣じゆうの、狩りを楽しむような獰どう猛もうなそれは、本気で雪子との戦いを楽しもうとしている証あかしだ。

　そして雪子も、勝しよう機きがあると分かって、その上ここまで虚こ仮けにされて黙っていられる気き性しようではなかった。

「さあ、お膳ぜん立だては調ととのってるぜ？　こいよ、雪ゆき姫ひめ──！」

「言われなくても蹴けり倒してやるわよっ！」

　床を蹴った足は、先さき程ほどとはうって変わって自じ在ざいに動く。雪子は正面から玲に向かって走り、玲は両手を封じた状態のまま後ろに跳び退のいた。

　前を向いている雪子の方が若じやつ干かんだがスピード勝ちし、距離は詰まる。そして二人の瞬しゆん発ぱつ力は常じよう人じんを遙かに凌りよう駕がしているため、玲はあっという間に壁かべ際ぎわに追い込まれる。それでも笑みは絶やさず、むしろ喜んでいるかのように目を輝かせ、壁にぶつかる寸すん前ぜんで足を止めた。

　その瞬間、既に雪子は玲の身体からだを蹴りの射しや程てい内に収めていた。

「ふっ──」

　息を吐くと共に右足が高く弧こを描き、玲の頭部へと繰り出される。

　しかし玲は軽く左に跳び、紙かみ一ひと重えで蹴りを避けてみせた。その表情は喜き色しよくと興こう奮ふんに染まっている。

「おぉ、速ぇ速ぇ！　本気だとここまで速いか！」

「く、このっ……！」

　蹴けり足を振り抜いた勢いで方向転てん換かんし、舞台とは反対方向にある体育倉そう庫こ側がわへと逃げた玲れいを追う。ハイキックのモーションがやや大きかったため、距離は初めと同じくらい離れてしまっていた。

　玲は相変わらず体を雪ゆき子こへ向け、追走する雪子を視し界かいに捉とらえたまま逃げる。やはりその体勢では速度が落ち、雪子は距離を詰めることが出来る。

　しかし、

「こっ、のぉっ！」

「ち、今のはかなり危ねぇな、っと」

「黙んなさいよ！」

「やだ。つーか無理」

　放つ蹴りはことごとく避けられ、玲からの反撃は無いものの、雪子はかなり苛いら立だち、焦りだしていた。

　彼女の予測ではこうも簡単に避けられるなどあり得ないことだった。

　普段から玲とは小こ競ぜり合いのような形になり、蹴りを放っては避けられている。しかしそれはどんなに怒っていても、ちゃんとセーブして力加か減げんを間違えずに放った蹴りだ。本気で放っている今の蹴りとは速度もキレもかなり違う。

　だというのに、玲は全て避けきっている。そして肝かん心じんなことは、玲の動き自体はいつもと変わりないということだ。驚くべきことに手は依い然ぜんとしてポケットに突っ込まれたまま。

　榊さかき原ばらとの戦いとはうって変わって体育館狭せましと駆け回り、二人の靴が床を擦こする音が間かん断だんなく響ひびく。遊ゆう矢やは立っていた場所から動かず、目で追うのも困難な二人の戦いを見守っていた。

　その視線が、余よ計けいに雪子を焦しよう燥そうさせる。

「いい加減にっ──」

　また蹴りを避けられ、しかしすぐに後を追おうと振り返ると共に床を蹴り、

「──だな。そろそろ遊ぶか」

　玲は体育館の中央で足を止めていた。いつの間にか両手もポケットから出て、左手は顔の横に、右手はだらりと力なく垂れ、その目は狂気に似た興こう奮ふんに染まっている。

「っ……!?」

　既に追走に入っていた雪子は足を止めることが出来ず、止める気もない。

　相手が足を使わずやりあおうというのなら好こう都つ合ごうだ。反はん撃げきをしようというのなら、当然隙すきも増える。

「上じよう等とうよっ……」

　二歩で射しや程てい距離ギリギリの位置まで走り、間合い調整を兼ねた三歩目を出そうとし、

「んじゃ、いくぜ？」

　その前に玲れいが踏み込んできた。同時に左手がぶれるように霞かすみ、

「くっ──!?」

　雪ゆき子こは瞬しゆん時じに頭を振るようにして動かした。すると刹せつ那なの差でそれまで頭のあった場所を次々と玲の左拳こぶしが貫つらぬいていく。

　一いち動作にしか見えない速度で繰り出された攻撃は三さん閃せん。どれもが雪子の頭部──それもこめかみや顎あごを横から引っ掛けるように狙い曲線を描いた軌き道どう。

　避けてバランスを崩したところに、打ち下ろしの右。一いつ直線に最さい短距離で頭ず蓋がいを砕きに襲おそいかかる拳を、雪子はなんとか避けることが出来た。

　避け様ざまに左ミドルを放ち距離を稼かせぐも、背中は既に冷たい汗で濡ぬれ始めている。体は正直だ、という言葉はこんな時に使うのだと思いながら雪子は集中力を高め、間を置かずに攻め立ててくる玲の攻撃を避け続ける。

　玲の攻撃からは榊さかき原ばらの時のような強ごう引いんで無む茶ちや苦く茶ちやな破は壊かい力は感じられない。しかし、持て余した力を振るっていた榊原とは違い、玲は明らかに戦い慣れた、殴なぐり慣れた攻撃をしてくる。一いち撃げき一撃がシャープでキレのある急所を定めて狙ってくる攻撃だというのにも関わらず、それを平然と連れん撃げきしてくる。

　一見して無茶と思われる体勢でも難なく拳を振るえるバランス感覚に、紙かみ一ひと重えの回かい避ひを楽しむかのような精神。

　本人曰いわく、能力は榊原より低いと言っていたが、

「つっ……」

　僅わずかに避け損そこねた拳こぶしが肩を掠かすめた。ダメージはない。ないが、雪子は表情を歪ゆがませた。

　こいつは榊原よりもずっと難なん敵てきだ、と──

　攻撃は避けているが、一瞬でも気を抜けばそこで終わる。いや、気を抜かなくとも何かの拍ひよう子しに運が少しでも傾けば、それで終わる。玲の攻撃を避けられているのは集中力と反射神しん経けいの賜たま物ものだけではなく、直感任まかせの部分が大きい。

　歯を強く嚙かみ、恐怖に肌はだがちりつく感かん触しよくに集中力が増していることを自覚する。同時に精神が削けずられていることも。

　長引くのはまずい。かといって、焦って攻撃するのもミスに繫つながりかねない。

　具体的なプランが上がらないまま、玲の攻撃が途と切ぎれた合間に牽けん制せいの蹴けりを撃うつことしか出来ず、それでもなんとか突とつ破ぱ口こうを見つけようと相手の攻撃を避け続ける。

　正直、このままでは──

「なぁ雪ゆき姫ひめよー」

　攻撃の手は休めず苛か烈れつなまま、いつものような軽い口く調ちようで玲は話す。

「お前の右足っつーか、身体からだのことなんだけどよ」

「この状況でセクハラ発言なんていい度ど胸きようしてるわねっ?!」

「はっ、それもいいかもな。けど、今聞きたいのはそんなことじゃねぇ」

　話しながらの攻撃だというのに玲れいは息が切れる様よう子すもない。雪ゆき子こが反撃の切っ掛けを摑つかめないほど隙すきのない連れん撃げきに乗せて、

「その足と、遊ゆう矢やから感じる異い質しつ感──関係があるんだろ？」

　雪子の呼吸が一瞬、止まる。リズムを崩すほどの衝しよう撃げきではないにしろ、見切っていたはずの左拳こぶしが晒さらされた右上じよう腕わんを浅く切り裂く。

　痛みと共に走る熱さに顔をしかめながらも集中は崩さず、連れん打だに持ち込まれる前に横へ回り込むように床を蹴ける。

　高速で移り変わる視し界かいの中で雪子は、刹せつ那なほどの間も開けずに体の向きを自分へと変えようとする玲の顔を見た。酷こく薄はくな笑みが張り付いたその表情を。

「──そうだとしたらどうだってのよ！」

「あー、やっぱりそうなのな。感じる波長が似てるからそうかとは思ったんだが、そーか、やっぱりか」

　頷うなずく代わりに鋭い左フックを放ってくる。行く手を阻はばむようなその攻撃に雪子は足を止めざるを得ず、屈かがんで避けると同時に床を這はうような足あし払ばらいを撃つ。

　それを予測していたのか玲は軽く後退し、

「さっきの会話から推測すると、それをやったのは悪あく魔まか。それでもってわざわざ探しているところから察するに、ただの契約じゃなくて条件付けしたのか。その条件が契約した悪魔本ほん人にんを探し出すこと──そんなところだな。違うか？」

「だからっ！　それがどうしたっていうのよ！」

「いや、おかげでよぉーく分かったぜ」

　雪子が体勢を立て直す間に距離を詰め直した玲は、しかし手を出して来ず、冷めた目で笑った。

「──遊ゆう矢やがあんなにも壊れている理由が、な」

　なんとを言われたのか雪子は理解出来ず、ほんの僅わずかだが空白の時間に絡めとられた。

　刹那でしかないその時間が過ぎて我に返った雪子は、既に目の前に迫っていた影に、反射的に頭を振った。髪の毛け数本を引き換えに拳となった影は吹き抜けていく。

　戦闘中に気を取られるなど、絶対にしてはいけないことだ。ましてや自分より強いかもしれない相手との戦いだというのに。

　相も変わらず鋭く繰り出される拳けん撃げきを必死にかわしながら自じ戒かいする。

　だが、それでも……

「遊矢のっ、どこが壊れてるっていうのよ?!」

　聞き流すことは出来ずに、叫ぶ。

「雪ゆき姫ひめにはわからねぇか？」

「あんたが間違ってんのよ！」

　平時の口く調ちように合わない猛もう攻こうの最中に、玲れいはちらりと遊ゆう矢やを見た。

　隙すきだ。今まで見つけられなかった、紛まぎれもない好こう機き。

　雪ゆき子こは絶ぜつ好こうの機に、息を吞み、

「……………………っ」

　何も出来ずに見逃した。

　そして視線を戻した玲は、変わらぬ場所にいる彼女を見て、にやりと口くち端はを吊つらす。

「いんや、お前だって実は気づいてんじゃねーか？　遊矢がやばいくらい壊れてるって」

「っにを──」

「代だい償しようとして奪われているのは感情か？　感覚か？　まあどっちでもいいわな。問題なのは遊矢の現状だ」

　言って、攻撃を再開。しかしそれは先さき程ほどまでより緩いもの。

　なのに、雪子は避けるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　理由は──

「昨日のアレ、覚えてるだろ？　榊さかき原ばらがやった鉄てつ塊かい投なげだ。雪姫は一歩も動けず、遊矢が左腕を犠ぎ牲せいに防いだアレだ。アレこそがいい証しよう拠こだろ」

「何がっ……」

「フツーは動けねぇよ。あんな死の塊かたまりが迫ってきたら、それがフツーの反応だ。ま、たまに自分の身を挺ていしてでも救おうって奴やつはいるが、遊ゆう矢やみたいなことは出来ねぇ。精せい々ぜいが雪ゆき姫ひめに飛びつく、両腕で防ぐの二に択たくだな──何故なぜだか分かるか？」

　その問いに、雪子は答えない。

　玲は満足げに目を細め、手は休めないまま持じ論ろんを晒さらす。

「遊矢の腕わん力りよくじゃ全力でやらねぇと鉄てつ塊かいの勢いに押されて進路を曲げるなんて出来なかったはずだ。暗くら闇やみの中、何かが飛んできているのは分かっただろうが、それが何なのかは分からないままに全力でそれを撃げき墜ついした……しかも左腕一本ってのがミソだな。咄とつ嗟さのことなら利き腕を使う。遊矢は右利きだ。なのに左腕を使ったってことは、その後に支し障しようが出る可能性を最低限にしたかったからだ。だから両腕で防ぐことはせず、しかし怪け我がや痛みを恐れることなく左腕を存ぞん分ぶんに振るった──ってことだ」

「それが……なによっ!?」

「──わかってんだろ？」

　今までとは違い足は殆ほとんど止まった状態になり、それでもなんとか攻撃をかわし続ける雪子の頭の中では警けい鐘しようが鳴り響ひびいていた。

　玲の言葉は自分の集中力を奪う為ためのものだ。現に影えい響きようされて体の反応が遅れてきている。惑まどわされてはいけない。

　──そこまで分かっているのに、耳は玲れいの言葉を聞かずにはいられず、脳は戦闘に不必要な思し考こうを巡らそうとする。それが反応を鈍らせる原因と、理解しているのに。

　違うと言いたいがために、聞かざるを得ない状態に陥っていた。

　リールゥとの契約のせいで一つの感情と一つの感覚を無くしているが、遊ゆう矢やは普通の人間だと。少しボケたところはあるが、自分と同じ、ちょっと特別になっただけの人間だと。

　だが──もう一方で、蓄ちく積せきしていた違い和わ感かんが、玲の言葉によって浮上し、形を持とうとしているような感覚もあるのだ。

　数日前の喫茶店で美み樹きはなんと言ったか？

　雪ゆき子こには感情のままに言動しているように見える遊矢を、彼女の感覚は違うと示した。それは何故なぜか？

　その美樹が倒れた前夜、あの鉄てつ火か場じようで冷静に傷きず痕あとと血の跡を探し、臭においにまで触れられた冷静さは、果たして感覚が二つばかり無くなっていることだけが理由なのか？

　気にも留めずに流していいはずの情報が引っかかったまま無視も出来ずにいる。

　感情はそれを否定。だが──

「っ……遊矢は！　あんたみたいに人の皮かわ被かぶっただけの奴やつとは違うわ！」

　振り払うように叫ぶ。迷いを断ち切るように。

「さて、どうだかな。オレが遊矢に惚ほれてんのは外見とか霊れい力りよく云うん々ぬんなんて些さ細さいなことが要因じゃなく、その本質を正しく理解しているからだぜ。いくら鈍どん感かんでも長い付き合いなら感じ取れないはずがねぇだろ。

　それとも──」

　不ふ意いに、玲の攻撃の手が止められた。雪子の動きも、時間さえも止まったような静せい寂じやくが体育館を駆ける中、

　玲は正しく悪あく魔ま的に笑ってみせた。

「認められないのは、あれか？　責任を感じてたりするからか？」

　今度こそ雪子の心臓は動きを止めた。

　玲は右足の経けい緯いを詳しく知っているわけではない。だから当て勘かんと、昨夜の出来事を参考に言ってみただけなのかもしれない。

　しかしその一言はこれ以上無く雪子の急所に突き刺さった。

　先さき程ほどの玲以上に、誰が見ても隙すきだらけで、どんな攻撃を受けても倒れてしまいそうなほど薄はく弱じやくした気配が、

　爆発的に膨ふくれ上がった。

「くぉっ?!」

　驚きよう嘆たんの声と共に身を仰のけ反ぞらせた玲の目の前を靴くつ底ぞこが上へと走り──抜けず、静止した。

「やべっ──」

　身体からだを残していた玲れいは慌あわてて横へ跳んだ。

　玲の頭より高く上がっていた踵かかとが高速で落ち、弾はじけるように左へ跳び退のいた彼の右肩を掠かすめる。それだけで玲の着ていたシャツは裂け、僅わずかながら赤い血が飛ぶ。

　必殺の踵かかと落おとしが不発に終わり、すぐさま雪ゆき子こは、振り下ろした蹴けり足が戻りきる前に軸じく足あしだけで跳ちよう躍やくした。

　片足だけの跳躍は、それでも下手へたをすれば相手を飛び越すのではないかという高さを実現し、転がる反動で立ち上がった玲を完かん璧ぺきにその射しや程てい内に捉とらえていた。

　こいつを蹴り倒す──今の雪子はそれを思うことすらせず、ただ感情のままに身体を動かしていた。隙すきがある無いだとか技の組み立てだとかは関係ない。

　とにかく攻めて、とにかく蹴る。それを実行するだけだ。

　対する玲は、笑みは残しつつもその目は明らかに真剣さを増している。

「ったく、怒って攻撃力が上がるなんて、どこの漫画キャラだお前はよ……！」

　雪子はもう応えたりしない。その代わり、腰の捻ひねりを充分に利かせた右の後ろ回し蹴りを、相手の首を刈かるべく横よこ薙なぎに放った。

　速度も威い力りよくも必殺のそれを、玲は僅わずかに頭を後ろに下げるという最小の動作だけでかわしてみせた。

　そこに追つい撃げき、左の蹴りが飛ぶ。空中での二段回まわし蹴りという無む茶ちやな技に、

「へっ──」

　玲はさらに頭一つ分だけ下がり、あと数ミリという紙かみ一ひと重えの差で避ける。空中で背中をみせている雪子へ右腕を振り上げると、凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべ──驚きよう愕がくへと変化させた。

　目は肩越しに玲を睨にらんだまま。雪子は初しよ撃げきで外した後ろ回し蹴りをもう一度繰くり出していた。それが顔面に届くのは玲の攻撃が決まるよりも明らかに速い。

「やべっ……」

　攻撃に転じようとして体重を傾けていたため後ろに下げることが出来ず、玲は迫り来る攻撃を焦りの表情で迎える。

　右足は振り抜かれた。生まれた音は、スカートがはためく音と、空気を切り裂く音のみ。

　必ひつ中ちゆうのタイミングだったにも関わらずに避けられたことを、雪子は悔しがりも驚きもしない。ちゃんと目で追っていたからだ。

　進しん撃げきと後退の相あい反はんする行動を取ろうとした玲は、上体を反そらして蹴りを避けようとしていた。それだけでは避けきれずに終わっていたはずだ。彼はそれと同時に膝ひざを折り、無む理り矢や理り体を沈めることで、なんとか蹴りをかわしたのだ。

　左足から床に着地した雪子は休まず足を動かす。攻撃ではなく、回り込むために。

　決着を引き伸ばす代だい償しようとして、玲はこれ以上ないほど死に体たいとなっていた。尻しり餅もちを着くように倒れ、左手は上体を支えるため床に着いているという、無防備かつすぐに復ふつ帰き出来ない状態。

　そのまま蹴けりを入れればすぐに決着と行きそうだが、雪ゆき子こは着実に回り込んでから攻撃することを選んだ。

　半はん秒びようとかからず玲れいの後ろをとる。相手は振り向くことさえ出来ていない。

　雪子は勝利の喜びも哀あい別べつの念もなく、井い沢ざわ玲の後頭部目め掛がけて右回まわし蹴りを繰り出した。




　骨の砕ける嫌な音が、雪子の耳じ朶だに響ひびいた。

「な…………」

　目の前で起きた光景に、呆ぼう然ぜんと声を上げる。

　後頭部を狙った攻撃は確かな感かん触しよくを得ていた。ただし、頭ず蓋がいを割る感触ではない。

　右足のちょうど脛すね辺りに、玲の右肘ひじが食い込んでいた。決着のはずの攻撃は振り向き様ざまに放たれた肘打ちと衝しよう突とつし、彼の右肘を砕く結果となったのだ。

　なんで、という疑問が思し考こうを埋める。

　今の攻撃は間違いなく今日最さい速そくの一いち撃げきだった。背後に回り込んだため目では追えない。つまり、初しよ動作を見られない。攻撃の気配に反応して防御しようにも間に合わないはずだった。それほどの速度の蹴りだった。

　なのに、玲の右肘は狙ったように雪子の右足を迎え撃うった。最も自由が利く右腕だったとはいえ、いくら勘かんが働くとはいえ、そんなことが出来るはずはなかった。

「なんで…………っ?!」

　疑問の声を張り上げた時、視し界かいの中で何かが爆発的に動く。

　座り込んだまま必殺の一撃を防いだ玲が、左手で床を突き飛ばすように立ち上がり、低い姿勢で懐ふところに入り込む。

　雪子は咄とつ嗟さに蹴りを出そうとして、

「くぅ……!?」

　脳を内から刺すような痛みが走り抜ける。

　その時になってようやく、自分の右足が強い痛みを訴えていることに気がついた。

　玲の右肘を砕いた結果、相あい討うちになるように雪子の右足には皹ひびが入っていたのだ。

　痛みが身体からだを硬こう直ちよくさせている間に井沢玲は下から身体を伸ばすように動き、視線がぶつかる。彼の表情が喜き悦えつで破は顔がおする。

「──オレの勝ちだな」

　次の瞬間、雪子の体は弾はじかれたように吹き飛んでいた。

　低空で数メートルの距離を飛び、肩から床に落ち、勢いは衰おとろえずにさらに転がり、途中でスカートが破れ、まどかとアキが倒れている側そばまで行き、ようやく止まった。

　立ち上がる気配は、なかった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　大きく息を吐くと、玲れいは倒れている雪ゆき子こから自分の右腕に視線を移す。肘ひじが砕けた右腕はだらりと垂れて、負傷箇か所しよがやや青黒くなっていた。

「ま、しゃーないわな」

　そう言うとくるりと振り向き、壁かべ際ぎわに佇たたずむ遊ゆう矢やに上じよう機き嫌げんで笑いかけた。

「どーよ？　オレの強さに惚ほれ直したか？」

「あはは、まさかー」

　いつも通りの軽いやり取り。だが結けつ界かいで覆おおわれ四人もの人間が床に転がる空間では異い様ようでしかない。

　雪子が倒されても遊矢は表情を変えず、駆け寄るようなこともしなかった。

　そんな様よう子すを不自然に思っていないのか、玲はあくまでも楽しげに話を続ける。

「遊矢を賭かけた愛のバトルはオレの勝利で終わったわけだが、感想は？」

「そうだねー。やっぱり心理戦じゃ、玲のほうが上うわ手てだねー」

「あー、やっぱり見抜かれてたのな」

　残念どころか嬉うれしそうな声に、遊矢は「まぁね」と言って、

「今のはどちらかというと詰め将しよう棋ぎだよ。プレッシャーをかけた上で雪ちゃんの右足が武器だって教えて、『それしか倒す方法が無い』って錯さつ覚かくさせたよね？　全力ならともかく、普段の玲ならわざわざ右足にある特殊な力でなくても倒せたはずなのに、『玲を倒すには右足で攻めるしかない』って固定概がい念ねんを植え付けて」

「植え付けたらどうなるんだ？」

「まず、雪ちゃんの攻撃が右足主しゆ体たいになる。それと止とどめは必ず右足で意識を刈かり取ろうと頭を狙ってくる。僕とかならそれが分かっていても簡単にやられちゃうけど、玲なら逆さか手てに取れる。どのルートを通っても、最後に王おう手てをかけてくる方法が分かっているなら、それを引っくり返すことだけに集中していればいいんだから」

　遊矢はそこで倒れたまま痙けい攣れんするように蠢うごめく雪子を見て、少しだけ表情を曇らせた。

「わざわざ途中で雪ちゃんを怒らせるようなこと言ったのも、その辺りを悟さとられないようにするためだよね？」

「まーな。フツーに戦ったら勝てるかわかんねぇし。いやむしろ負けてただろうな」

　清すが々すがしい表情で自分の敗北予よ測そくを語ると、玲は無事な左手で灰色の髪をかきあげた。

「それで、どーするよ？　雪ゆき姫ひめがああなった以上、ここで終わりにすっか？」

　体育館の中で立っているのは遊矢と玲だけ。玲の右腕は動かせる状態ではないのかもしれないが、それを言うなら遊矢の左腕も使い物にならない。

　玲れいならば雪ゆき子こを倒したように、遊ゆう矢や一人を倒すくらい簡単にやってのけられるだろう。その上で終戦を仄ほのめかす言葉は、これ以上やっても意味がないということだ。

　戦せん闘とう力がないに等しい遊矢は、しかし首を横に振った。

「ダメだよ、玲。僕が残ってるし、ここで止めたら雪ちゃんがリベンジ出来なくなっちゃうし」

「いくら雪姫でもすぐ再戦は無理だっての。遊矢には見えなかっただろうけどよ、あの一瞬で四発叩たたき込んでんだぜ？　アバラが数本折おれて、肺は現在痙けい攣れん中ちゆうでまともに息も出来ねーし、右足の骨も折れたか皹ひびが入ってるだろ。立つまでに最低五分、立てたとしても二秒で終わりだ。もう決着はついてんだよ」

　床で倒れている雪子が小さく動いた。しかし立ち上がるような動作ではなく、寝ね返がえりに失敗したようなもの。

　その様よう子すに、玲は苦く笑しように近い声を漏らす。

「意識はあるっぽいが、それだけだ」

　残念がる感じではなくむしろ誉ほめているように言うと、玲は遊矢に視線を戻し──言う予定だった軽かる口くちをどこかに忘れてしまった。

　遊矢は微笑ほほえみ、慈いつくしむような目で雪子を見ていた。

「僕が知ってる雪ちゃんはね──」

「……ぁん？」

「すっごく強くて、すっごく元気で、すっごく単純で、すっごく負けず嫌いな、ふつーの女の子なんだよ」

「いやそれだけありゃフツーじゃねぇだろ」

「あはは、女の子らしい弱さもあるってことだよー」

　突っ込みを笑って流すと、

「普段強つよがっている分、雪ちゃんは一度へこむと大変なんだよ。昨日の事でも充分へこんでたのに、ここで負けたまま終わったら夏休みが終わるまで引きずるかも。もっとずーっと後まで尾を引く可能性もあるしねー」

「だからボロボロの身体からだに鞭むち打うたせてリベンジしてもらう、ってか？」

「身体の傷はすぐ治るよ。でも、心の傷はしこりが残るから」

「それでオレとやり合っている時になんも言わなかったのかよ」

「まあねー」

　酷こくにも聞こえる遊矢の言葉からは深い信頼が窺うかがえる。十年以上の付き合いがそう確信させているのか、穏おだやかな口く調ちようには揺らぎが無い。

　ふむ、と小さく唸うなった玲は肩越しに後方で倒れている雪子を見て、それから遊矢のぼけっとした顔を見て……堪こらえきれないように、くつくつと笑い出した。

　しばらく笑った後で、玲は左手をひらひらと舞わせた。

「おっけ。そんじゃ、時間稼かせぎの暇ひま潰つぶしにちぃっと聞きたいことでも聞いておくか」

　持て余していた左手を持ち上げ、遊ゆう矢やに手の甲こうを向けて人差し指を伸ばす。

「まずは、あーっと……リールゥだったか。その悪あく魔まとはどーいう関係よ？」

「僕が呼び出したんだよ。昔、雪ゆきちゃんが大おお怪け我がしちゃったから、それを治してもらったんだ」

「ふむ……」

　なにやら片目を閉じて思し案あん顔がおになると、玲れいは人差し指をくるくると回す。

「んで、条件付きの契約をして、まだ見つけてない、と……なるほどな」

「同じ悪魔の玲には分からないかな？　反応とかアンテナに引っかかって、ピピピッて感じにならないの？」

「はっ、そんな都つ合ごう良くねーって。いやまあ、本来のオレならそれくらい出来るがな、今のオレは滅め茶ちや苦く茶ちやパワーダウンしてんだよ。向こうが気配を晒さらすなり魔ま法ほうを使うなりしないと無理。んで、今まで他の悪魔の気配はなかったわ」

「そっかー。なら仕方ないねー」

　リールゥを探す手がかりにはならない返答に、それでも遊矢に落らく胆たんの色は無い。小さく頷うなずくとそれだけで全てを消化したように朗ほがらかに笑う。

　逆に不満そうに唇を尖とがらせたのは玲の方だった。

「ちっ、遊矢が望むなら草の根ね分わけてでも探してやるって宣言して交こう換かん条件に身体からだを好きにさせてもらおうと思ったのによー」

「あはは、そんなの受けないし」

「はぁ……んじゃ、次だ」

　左手で首から提さげたチョーカーを弄いじりつつ、まだ諦あきらめ切れていないような表情で、玲は言う。

「悪魔と契約したのは分かったが、どうやって呼び出したんだ？　ああ、想像はついてんだぜ？　魔法のランプみたいな召しよう喚かん術じゆつ具ぐを使ったか、現げん世せを彷徨さまよっていた悪魔を口くち寄よせしたかのどっちかだろうってな。それとも、どっかの魔ま術じゆつ結けつ社しやの幹かん部ぶに親しん戚せきがいてそいつに頼んだってオチか？」

　その問いに、遊矢は首を横に振る。

「違うよ。僕が一人で召喚よんだだけ」

「……ま、遊矢がそう言うなら別にいいけどな。どうせ些さ事じだし」

　頭を搔かき、何故なぜかふてくされた様ような顔でそう呟つぶやくと、玲は再度後うしろを見る。

　雪子は未だに倒れたまま、時とき折おり背中を震わせていた。彼女から少し離れた壁かべ際ぎわではやはり榊さかき原ばらが倒れたままでいて、こちらは全く動かない。そして舞台の反対側にはまどかとアキがいる。二人も目を覚ます気配はない。

　もうしばらくは二人で話すしかなさそうな状況に、玲はやれやれとため息をついた。

「なぁ、やっぱこの辺で止めとかねぇ？　オレとしては愛する遊矢を傷つけるのはベッドの上だけにしたいし、なんだかんだで雪ゆき姫ひめのことも気に入ってんだ。これからもフツーにお気き楽らく学生生活していこーや」

「出来ると思う？」

　遊ゆう矢やの言葉に含まれた意味を捉とらえてか、玲れいは微かすかに頰ほおを緩め、

「榊さかき原ばらに転てん換かん機きを作ってやったように、今のオレでも記き憶おく操作くらいは出来るぜ。まあ正直なところ、遊矢や雪ゆき姫ひめ、美人部長にはどれだけ効くかわからねぇけど」

「んー……」

　魅み力りよく的な提案だと感じているのか、遊矢は小さく唸うなり、右手で首の後ろを搔かく。

　少しの間もぞもぞと手を動かし、ややあってからにっこりと笑った。

「確かに、そうだねー。せっかく雪ちゃんが立っても、今の状態で玲に勝つのは無理だろうね」

「だろ？　無む駄だに怪け我が増ふやすより──」

「でもね」

　喜き色しよくを浮かべる玲の言葉は、少し強い遊矢の声に遮さえぎられた。

「雪ちゃんがせんせーや玲と戦ったのは、単に敵だからとか犯人だからとか、そういうことだけが理由じゃないと思うんだ。自分を通すためには他の人を傷つけても仕方がないって考え自体が許せないから、戦う必要のない玲ともやりあったんだと思うんだよ。

　まー、雪ちゃんはあんなだから自分では気づいていないかもしれないし、僕の思い込みなのかもしれないけど」

「…………だから退ひけねぇってか？」

　トーンをやや落として、目に鈍い光を映す。先さき程ほどまでは微み塵じんもなかった敵意に似た暗い気配を発しながら、玲は遊矢の目を見み据すえる。

　普通でなくとも吞まれてしまいそうな雰ふん囲い気きの中、遊矢はいたって自然に笑いかけた。

「うん。それにね、演えん劇げき部員やってて覚えたんだけど、こーいう展開で戦わずに終わるなんて観客が納なつ得とくしないから」

「はっ、観客なんてどこにいるよ？　脇わき役やくは全員ぶっ倒れて、主役の片かた割われはボロボロで、おまけに会場は立ち入り禁止だぜ？」

　嘲あざ笑わらうように言い、

「大体よぉ、雪姫が無理って分かってんなら誰がどうするってんだ？　まさか自分がやるって言うなよ？　オレを見み損そこなわせるようなことは言ってもらいたくねーな」

「あはは、僕なんかが太刀たち打うちできるわけないって」

　マイペースに情なさけない事を笑いながら言うと、遊矢は首の後ろにやっていた右手を下ろした。

　それに伴い、左腕を吊つっていた三さん角かく巾きんが、するりと首から解け落ちる。その片かた端はしは右手に握られていて、支えを失った左腕は器具でくの字に固定されたまま不ふ自然に垂れる。

「だからねー」

　玲の見ている前で、遊矢は三角巾を床に広げて置く。吊っている時に外からは見えなかった内側を表にして。

　そこにはやや乱れた赤い線で、五ご芒ぼう星せいの頂点を結ぶように円で囲かこった図が描かれていた。

　魔ま法ほう陣じんと通つう称しようされるその陣じんを見て、玲れいの表情に明らかな疑ぎ惑わくが浮かぶ。遊ゆう矢やが何をしようとしているのか分からないとでも言うように。

　そんな相手の反応を気にせず、遊矢は広げた三さん角かく巾きんの前にしゃがみ込み、魔法陣の上に右手を置いて、顔を上げ、にっこりと笑った。

「玲の相手は、相応ふさわしい人にやってもらうね？」

　そして玲が開きかけた口から何かを言う前に──




「──出てきて」




　たったそれだけで、館内に劇的な変化が起きた。

　風が吹き荒れるような音と共に遊矢が手を置いた魔法陣が赤い光を放ち、光が宙に何かを描き始めたのだ。

「なっ……!?」

　この光景に、そちら側が得意なはずの玲が声を上げて驚く。

　赤い光が宙に五芒星を描き、それを何いく重えにも円が囲み、陣のいたる所に現代では使われない文字が浮かぶという不ふ思し議ぎを前にして目を見開き、大声で叫ぶ。

「ありえねぇっ！！！」

　現実を否定するかのような声に、遊矢は微笑ほほえんだまま玲を見た。いつもと変わらない、とぼけた、それでいて何もかもを見み透すかしているような瞳で。

　空気の流れはないのに聞こえ続ける風音がいっそう強くなり、それを払うように玲は左腕を振るった。

「召しよう喚かんだと!?　それも精せい霊れいや鬼おにの類たぐいでなく天てん界かいに接続しての召喚なんて、んなこといくら遊矢でも出来るわけがねぇだろ！！！！！」

　玲の、人間とは違う過程で生み出された瞳は、普通の人間には見えない光景が見え、それが『何がどうなってどういう意味を持つのか』を理解することが出来る。

　だから分かっているはずだった。

　遊矢の右手から魔法陣に流れ込んだ霊れい力りよくは、陣に溶けるようにしてその上を走りながら魔ま構こう力りき素そへと変へん質しつする。そして力の源みなもとである術じゆつ者しやの望みを叶かなえるべく魔法を構こう築ちくし始める。それは全て自動で行われ、術者である遊矢がその術を知らずとも関係ない。魔構力素は術者の望みに従い、その方法を自おのずと世界から学び──この場合だと世界を歪ゆがませる五芒星を中心とした召喚陣を──勝手に作り出す。

　そのためには膨ぼう大だいな魔構力素が必要となる。逆に言えば、膨大な霊力を持つ人間ならばそれを可能に出来る。

　実際、遊ゆう矢やは召しよう喚かんを行っている。

　だが玲れいは信じられないというように遊矢を凝ぎよう視しする。

　現世の物理法ほう則そくを無視して宙に描かれた召喚陣じんが耳みみ障ざわりな甲かん高だかい音を発した。世界が切り裂かれて悲鳴を上げているかのような、脳に訴えかけるような音。

　その音に反応したのか、玲は表情を一いつ変ぺんさせた。苦く汁じゆうを飲み込んだように顔を歪ゆがませ、悲ひ痛つうに耐えるように歯を嚙かみ締める。

「………………は、そういうことかよ」

　ぼそりと、呟つぶやいた直後。

　召喚陣が体育館内を白く塗りつぶすほど強く発光し──全ての音が消え失せた。

　天地が消え失せ夢の中に置き忘れられたような錯さつ覚かくを感じさせる強烈な光は次第に弱まり、ゆっくりと白の世界が搔かき消えていく。

　ややあって──元の色を取り戻した館内で、井い沢ざわ玲は険しい目つきで遊矢のいる方向を見つめていた。

　召喚陣が浮いていた場所には遊矢を隠かくすように、一つの影が生まれていた。

　銀色に輝く西洋風の甲かつ冑ちゆうに似た鎧よろいの上から白い半はん透明のローブを纏まとい、額ひたいに青色の宝石のついた飾りをつけた女性。透すけるように白い肌はだと蒼あおい瞳に釣つり合う美人だが、何よりも目を奪うのは、その背に生はえた大きな純白の翼つばさ。

　殆ほとんどの人は彼女を見れば一つのイメージを連れん想そうするだろう。

　即ち──天使。



　彼女は宙に浮いたまま辺りを見回し、玲れいの存在を確認し、それから後ろにいる遊ゆう矢やを見つけた。

「……貴方あなたが召しよう喚かん者ですか」

　僅わずかに確信のなさを感じさせる声に、遊矢は立ち上がり、小さく頷うなずいた。

　納なつ得とくしたのか彼女は遊矢の前に降り立った。雪ゆき子こよりも背が高いため、やや見下ろすように遊矢と対たい峙じし、

「私は四し階かい位い天てん使しのアルスリア。召喚者の願いに応じ降こう臨りん致しました」

　名乗り上げた天使は優ゆう美びに微笑ほほえみ、遊矢へと手を差し出す。

「さぁ、貴方の名と願いを教えてください。等とう価かの代だい償しようを伴う契約の下、どのような願いでも叶かなえて差し上げます」

「僕の名前は、水みな瀬せ遊矢だよ。それでお願いはねー」

　ひょいと体を横にずらしてアルスリアの体に妨げられて見えなかった玲を指差した。

「玲を倒してくれるかな？　他の人たちを傷つけないことが条件で。代償は──」

　遊矢が差し出すものを告げ、

　それを聞いた玲は強く左の拳こぶしを握り込み、

　天使はゆっくりと静かに瞬まばたきをした。

　そして──

「……承うけたまわりました。四階位天使アルスリア、対象の殲せん滅めつを執しつ行こうさせて頂きます」

　背中の翼を震わして玲の方を向くと、その手にはいつの間にか、彼女には不ふ釣つり合あいな大たい剣けんが握られていた。

　そして無む造ぞう作さに、大剣を横よこ薙なぎに振るう。

　当然、十メートルは距離が離れている玲にその剣けん先さきが届くことはないのだが、

「──ちぃっ!?」

　彼女の行動に沿うように、玲は遠くの剣けん筋すじを避けるように素早く身を屈かがませた。

　直後。玲の背後に面した体育館の壁が、何かが爆発したかのように轟ごう音おんと共に破は砕さいした。

　外に向かって弾はじけた壁は、ぱらぱらと破は片へんを落として砂すな埃ぼこりを出す。

　もちろん自然現げん象しようではない。アルスリアが剣に乗せて飛ばした不ふ可か視しの力が玲の首を狙って飛び、それを避けた結果が、これだ。

　玲や榊さかき原ばらのように人間を強化した力ではなく、人間の届くことのない力。この世界の法則を改かい竄ざんして発せられる、正しく魔ま法ほうの力──

「…………くそが……」

　身を起こした玲れいは凶きよう悪あくな目つきで天使を睨にらむ。そこには雪ゆき子こと戦う時にあった楽しさや喜びなどは見当たらず、むしろ苦にが々にがしいものだ。

　殺さつ気きを露あらわにし、セーブを解いてアルスリアと対たい峙じする。しかし、その右腕は力無く垂れたまま。

「それじゃ、玲」

　遊ゆう矢やは壁に寄りかかって右手で左腕を庇かばいつつ、笑いかけた。

「倒されちゃわないように頑がん張ばってね？」

　無む邪じや気きな呼びかけに、井い沢ざわ玲は吠ほえるように応えた。

「遊矢ぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！」

　その声は、アルスリアの剣が引き起こした二度目の破は壊かい音おんにかき消される。

　それが常識を遙かに超えた破壊の飛び交う戦いの始まる合図となった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　コツン、と何かの破は片へんが頭に当たる。

　その影えい響きようで生まれた僅わずかな振動で身を切り裂くような痛みが何なん往おう復ふくも駆け抜け、反射的に体が痙けい攣れんするように動き、それがまた別の痛みを発動させる。

　無限に続くように思える痛みの中、思し考こうだけは別べつ物もののように冷めていた。

──またどこかが壊れたわねー……

　他人ひと事ごとのように、雪ゆき子こは思う。取り残されてしまったように。

　玲に殴なぐり飛ばされた直後も意識はあった。痛みが邪じや魔まをして朦もう朧ろうとすることも出来ず、聞きたくなくても話は聞こえていた。

　今、館内では玲と、遊矢が召しよう喚かんした天使が戦っている。しかし雪子は半なかばどうでもいい気分になっていた。

──どっちが勝っても、あたしの出番はもうないわ

　天使が勝てばそれまで。玲が勝ったとしても、今の自分では立ち上がることも出来ないのだから。

　あの時。玲に殴られた場所は脇わき腹ばらと右側の胸きよう骨こつの下、それぞれを二回ずつ。結果、肋ろっ骨こつは二本折れて数本に皹ひびが入り、肺を圧迫している。内臓も数箇所痛いためたようで、鈍い痛みと鋭い痛みが吐き気に混ざって襲おそってくる。

　倒された直後はろくに呼吸も出来ず、数分経たった今ですら細く短い呼吸を強いられている。右足はかろうじて折れていないが、蹴けりを放つどころか立つことさえ叶かなうかどうかという状態。

　ボロクズのような状態の自分に、雪子は情なさけない感想しか持てない。

　昨夜榊さかき原ばらに負けた時の方がまだマシだ。あれは他者を気き遣づかった結果で、今度は言い訳のしようがない。遊ゆう矢やはああ言っていたが、心理戦せんだろうと何だろうと、格かく闘とうで負けたことに変わりはないのだから。

　床が激しく振動する。またどこかに大おお穴あなが開いたのだろうが、雪ゆき子こはもう興味が無かった。

　興味を持つだけの余よ力りよくがなかった。

　自分がこんなに弱いとは思ってもいなかった。

　遊矢の期待に応えられない自分が情なさけなかった。

　いや、期待に応えようという考え自体が愚おろかだったのかもしれない。

　天使の召しよう喚かんという切り札を隠かくし持っていたことを、雪子は知らなかった。

　やろうと思えば遊矢はいつでも自力で解決できたのだ。それを、自信を回復させる目的で自分にやらせようとしただけなのだ。

　肺の痛みに紛まぎれて別の場所がちくちくと痛む。息苦しさと痛みに耐えかねて涙が滲にじむ。それは傷が痛むから仕方がない。

──っんとに……あんなこと出来るなら、さっさとやっときなさいよ……

　そう心しん中ちゆうで毒づいた、その時だった。




『ちっちっちっ、ホントはね、出来ることならやりたくなかったのよー』




　声が聞こえてきた。破は壊かい音おんに乱されることなく、ハッキリと。

　その声に、雪子は聞き覚えがある。忘れていたはずの声こわ音ねだが、聞いた瞬間に思い出すほどに記き憶おくに強く残る出来事が後付けの確信となって、雪子はその名前を思い浮かべた。

──まさか、リールゥ?!

『ぴーんぽーん。正解よー』

　能のう天てん気きな口く調ちようの主ぬしは、紛まぎれもなく捜し求めていた悪あく魔まのものだった。

　すぐ近くにリールゥがいる──その事実に、雪子は全ての痛つう覚かくを抑え込んで体を起こそうとする。

　うつ伏せの状態から両腕に力を籠こめ、なんとか肘ひじを立てて頭を上げる。しかし砂すな埃ぼこりが立ち、すっかり姿を変えた館内に、悪魔少女の姿はない。

──どこにいるのっ！　姿を見せなさいよ！

『ふふ、それは無理。遊矢くんに見つかったらゲームオーバーだもん。今だって井い沢ざわって悪魔が戦いに集中してこっちに気づかないから思し念ねんだけ接続させているのよ』

　くっ、と小さくうめいて、雪子は崩れるように項うな垂だれる。

　よく考えるまでもなかった。八年も捜して来たのに見つからなかった悪魔が、この状況下で自分から出てくる意味などない。

　しかし…………ならなんのためにリールゥは話し掛けてきたのかと、疑問が生じる。

　その思し念ねんを読み取ったのか、彼女の声がどこからか聞こえてくる。

『それはね、八年間もずっと見続けていたお気に入りのあなたたちが、後から出てきた悪あく魔まに持っていかれちゃうなんて嫌だから』

──なに、それ

──それで理由になると思ってるわけ？

『思ってるわよー。あいつも言ってたでしょ、悪魔は自分の楽しみに全てを注そそぎ込むものなのよ。それに、このままだとあの井い沢ざわってのの勝ちで終わっちゃうし』

　その声に雪ゆき子こは、まさか、と思った。

　確かに玲れいは強い。全力を出されていたのなら、本当に数秒で負けていたかもしれないと思わせるほどに。

　しかし、あの天使は玲と違い本当の魔ま法ほうを、奇き跡せきの力を行こう使し出来る。おまけに例の右腕は使い物にならない状態だ。

　それでも負ける理由など、あるはずが……

『ところがあるのよねー』

　リールゥは雪子の思し考こうをあっさりと否定し、断言した。

『だってあの天使、初めから井沢玲には勝てない存在だもの』

──どういうこと？

『召しよう喚かん陣じんは術じゆつ者しやのレベルに合わせて、注ぎ込まれた霊れい力りよくに応じたランクの天使や悪魔を召喚するの。でも、術者の希望が入った場合、レベルを抑えることも可能なのよ』

　彼女の言うところの意味が雪子にはわからなかった。

　レベルを抑える必要などないはずだ。玲は強い。雪子では敵かなわないほどに。あの天使はそんな玲を倒す為ために────

　……違った。

　あの天使が呼ばれた理由は、

『そう、井沢玲を弱らせる為だけに呼ばれた天使。つまるところ、彼が倒せるギリギリのレベルの相手ってことよ』

　だからあの天使は勝てないのよ、とリールゥは続けた。

　頭の中がぐらぐらと揺れるような感覚に、雪子は今度こそ全ての力が抜け落ちそうになった。

　わざと負ける天使を呼んだ。なんのために？

　決まっている。自分と玲を戦わせるためだ。ポンコツ寸すん前ぜんの自分でも勝負になるようにするためだ。

──なんで、あいつは…………そんなに信じられるのよ……

　雪子は既に自分の力を信じられなくなっている。自分の限界を感じてしまっている。

　遊矢の期待は今の雪子には重すぎて、さらに情なさけない気持ちになるだけだった。

『ま、そーねー。実際問題として痛いしキツイしやってらんないよねー。状態が五分ってことは勝つか負けるか確かく率りつ半はん々はんだし、負けたらもう泥どろ沼ぬまどころか手て枷かせ足あし枷かせのオプション付きで底そこ無なし沼ぬまにご案内、って感じよねー』

　楽しげなリールゥの声に、反発したい衝しよう動どうに駆られる。しかしそんなことをすれば惨みじめなだけだと堪こらえ、そんな自分の弱さにさらに心を軋きしませる。

　体の痛みはもう感じない。ズキズキという感覚と焼かれているような熱はあるが、それを痛みとして認にん知ちしないようになっている。

　それなのに心の痛みは消えてくれない。

　一番麻ま痺ひしてもらいたい部分が最も自己主張をしているという状態に、雪ゆき子こは弱々しく唇を嚙かんだ。

『あらら、だんまり？　ま、いいけど。さっきはああ言ったけど、もし井い沢ざわってのがヘマしたら天使が勝っちゃうかもしれないし、あたしは決着がつくまでお喋しやべりしてから消えることにするね』

──勝手にしなさいよ

『それじゃ、お言葉に甘えるね……っと、あの天使なかなかいい攻撃するわねー。四し階かい位いの中級天使のくせに、仮にも二つ名な持もちの悪あく魔まと戦えるなんて。でも三十人といない二つ名持ちの癖くせに、さっきのは笑えたよねー』

　耳を塞ふさいでも声は聞こえるのでどうでもいい気持ちでリールゥの言葉を聞いていた雪子だが、彼女の言うさっきがいつのことか分からず、つい疑問に思ってしまい、

『ほら、あの時よ。遊ゆう矢やくんが中級天使を召しよう喚かんした時ね』

　思し考こうを読まれ、丁てい寧ねいにフォローされる。

　雪子はこのまま一方的に話し掛けられることを想像し、うんざりしながら話に付き合ってやることにした。どうせ決着がつくまでなのだから。

──それがどうしたのよ？

『だって、カッコつけて余よ裕ゆうぶって偉そうでずる賢がしこそうなあいつが、召喚を始めた瞬間に「ありえねぇ！！！」、よ？　あの時の顔ったら！　向こうに帰ったらみんなに言いふらしてやろうって決意したもん。……ま、仕方ないと言えばそうなんだけどね』

──なにが仕方ないって言うのよ

──バカ沢ざわは遊矢の霊れい力りよくが強いって知っていたみたいなことを言っていたのに

『うふふ、それが違うのよー。確かに遊矢くんの霊力は普通の人に比べるとかなり強いわよ。万まん人にんに一人くらいにはね。でも、逆に言うと日本だけでも同じクラスの霊力を持つ人間は一万人近くいることになるし、霊れい能力を専門とする人間にはもっと霊力が強い人間だってゴロゴロいるもん』

　その説明に、雪子は違い和わ感かんを覚えた。引っかかるのが当然の、流すことなど出来ない大きな疑ぎ惑わくがそこにはあった。

──ちょっと待ってよ

──なら、そんなにたくさんの悪あく魔まや天使が召しよう喚かんされてるって言うの？

『ブブー、例え遊ゆう矢やくん十人分の桁けた違ちがいな霊れい力りよくを持つ人間だとしても、あんな方法じゃ最下級の悪魔や天使でさえ召喚出来ませーん。装そう飾しよくと儀ぎ式しきで場の霊力を高めて呪じゆ文もんによってイメージを強化して、って最大限にコストパフォーマンスした上で数十人がかりじゃないと、とてもとても』

　それは、雪子が漠ばく然ぜんと分かったつもりでいた全てを引っくり返すような発言だった。

　確かにそれなら玲れいが驚いたのも頷うなずける。予想外の出来事が起きたのだから。

　だが────だとすれば、遊矢はどうして彼女を召喚出来たのか？

　雪子の足を治し、遊矢の感覚を奪ったこの悪魔はどうやって召喚されたのか？

『と、こ、ろ、で。雪子ちゃん、霊力ってどういうものだか知ってる？』

──え？

──どういうものって……

　聞かれて、初めてそれを疑問に思った。

　霊力とは果たして何なのか、不ふ思し議ぎに思ったことすらない。漠然と『そういうもの』だと理解していたはずなのだが、説明しろと言われても言葉が出てこない。

──わかんないわよ

『ではでは説明ターイム！　えー、生きているモノには魂たましいが存在します。魂には器うつわと中身があって、生まれた時はガソリン満タン、それが燃えて生命力になります。燃えて中身がなくなって空からになったらドボンです』

　何がそんなに楽しいのか、リールゥの声は嬉うれしそうに弾はずんでいる。

『器の大きさは魂によってそれぞれ。でも一定期間内ないで燃え尽きるように生まれた時に火か力りよく調整されるから、普通は百歳さい前に燃え尽きちゃうし、魂が脆ぜい弱じやくならもっと早くに死んじゃうの。たまーに器が大きいのに火力が強すぎてハイスピードで死ぬ人や修行して自分で火力を弱めて長生きする人もいるけど……まあそれは置いておくとして。

　つまり燃えて出来た生命力で生きているんだけど、当然火力が強い人は必要以上のエネルギーが作られる。浴よく槽そうに入る分以上の水は漏れる運命よね？　その余よ剰じよう分が霊力と呼ばれるものに変換されるのです』

　雪子の理解力を考こう慮りよしてなのか、リールゥの解説はイメージし易やすいものだった。

　要するに、霊力の強きよう弱じやくは魂の大きさによって決まるということなのだろう、と雪子は想像した。

『そっ、だから霊力をいくら使っても寿じゆ命みようが縮まるようなことにはならないのね。余りを使っているだけだから。でも霊れい能力者の中には強い霊力を必要とする時、無理して生命力まで使おうとする人もいるのよねー』

──そんなこと、出来るの？

『もちろん、普通は何かの間違いでそんなことが起こらないよう生命力の浴よく槽そうにはフィルターが張られているの。そこから上手うまく引き出せる人もいるけど、大して量は稼かせげないわ。しかも無む茶ちやして浴槽を破壊しちゃう場合が殆ほとんどで、当然だけどそうなったら生命力は漏れちゃうから、死ぬしかない。魔ま術じゆつ結けつ社しやではよく起こる事故ねー』

　リールゥの口く調ちようはあくまでも軽い。言っていることは生死に関わる重大なことなのにも関わらず、他人ひと事ごと以上に軽けい薄はくに聞こえる。

　それは彼女が悪あく魔まだからか、それとも自分の中で生まれた嫌な感覚が思し考こうを邪じや魔ましているからか、雪ゆき子こには分からなかった。

　遊ゆう矢やには召しよう喚かんするだけの霊れい力りよくはない。しかし実際に二度も召喚を行っている。それは、つまり…………

　違う、と浮かびかけた考えを否定する。もし遊矢が運良く生命力を引き出せたとして、二回も偶然は続かないだろう。それに遊矢十じゆう人にん分ぶんでも無理だというなら、その方法では召喚に必要な霊力を確かく保ほ出来ないに違いない。

　だからきっと、遊矢はもっと別の方法で召喚を行っているのだ。周りの霊力を使えるとか、凄すごく少ない霊力量りようで召喚出来る秘密があるとか、そういうことに──

『えー、正解が分からないようなので、リールゥちゃんからの正解発表でーす！

　遊矢くんは万まん人にんに一人の霊力保ほ持じ者しやですが、なんと！　もう一つ、こっちは百年に一人生まれるか生まれないかってくらい特別な状態の人だったりするのですっ！　欠けつ陥かん芸術品とでも言うべきでしょうか!?』

　リポーターでも気取っているのか、それとも雪子の精神を荒立てたいのか、リールゥはテンション高くですます調でまくし立てる。

　雪子が心のどこかで続きを聞きたくないと思っていることを見み透すかしたかのように。

『なんと生命力と霊力の仕切りとなっているフィルターが、遊矢くんにはないのですっ！　そのため二つの力の境は希き薄はくで、ちょっとしたことで生命力は霊力に転化しちゃいます。そうしたら減った生命力を補充するためすぐに火力が強くなるから死んじゃったりはしません。つまり汲くめども汲めども霊力が湧わき出るのですっ！　ただしそれは、魂たましいの中身が尽きるまで──という前ぜん提ていで、ね』

「なっ……」

　否定したいから考えなかったこと以上の内容に、思わず声が出ていた。

　それは、

　つまり、

　いつか、

　遊ゆう矢やは、

『おおっと天使のアルスリア選手、いい加か減げんじれったくなったのか大おお技わざを繰り出す模も様よう！　小こ技わざの連発で井い沢ざわ選手を近寄らせないようにしている辺り、中距離範はん囲い魔ま法ほうでも使おうというのでしょうか!?　しかしアルスリア選手は他の人間を傷つけることを禁止されているため避けられやすい攻撃になるというのがリポーターの思うところでありますが、解説の白しろ銀がねさんはどう思われ…………って、それなに？　芋いも虫むしの真似まね？』

　いう事を聞かない体を無理に起こそうとしているところに響ひびいた声に、雪子は苛いら立だちを隠かくさずに叫んだ。

「遊矢に知らせるのよ！　このままだと自分がどうなるかって──」

　悲ひ痛つうな声は爆音によって紛まぎれたため、恐らく誰にも聞こえなかっただろう。魔法によって思し念ねんが繫つながっているリールゥ以外には。

　そして彼女はあっさりと言った。

『あら、遊矢くんは知ってるわよー』

「………………………………え？」

『契約が終わった後、消える前に自分の身体からだのことを教えてあげたの。裏うら技わざ使って記き憶おくから消えないようにしておいたから忘れることはないわ』

「……………………」

　頭の中が真っ白になるとはこういうことなのだろうと、漠ばく然ぜんと雪子は感じた。

　痛みも、焦りも、自分が落ち込んでいたことも、館内で超ちよう常じよう現げん象しようが用いられた戦いが繰り広げられていたことも、全てが失われたように、何もかもを忘れた。

　永い永い数秒が過ぎ、バスケットゴールが落ちる派は手でな音の後で、雪子は唇を震わせる。

『ちなみにね、あたしを召しよう喚かんしたのに使った霊れい力りよく量は、普通の人間が一生かけて放出する霊力量とあんまり変わらないくらいかな。あー、さっき天使を召喚したから、さらに魂たましいは消しよう耗もうしたことになるわね。

　さ、ここでクエスチョン！　ジャンピングチャンスです！　遊矢くんの寿じゆ命みようはいったいどれだけ残っているでしょう？』

　クスクスと、笑い声。

　震えは伝でん染せんしたかのように両手を揺さぶり、頭の方はようやく熱が戻ってくる。

『まったく、あの子は困ったちゃんねー。あたしがせっかく教えてあげたのに、他人のプライドだけのために召喚しちゃうなんて。お人好しは通り越すとただの間抜けってことも教えた方が良かったのかな』

　震える手を握り込むと、どこかに忘れていたはずの痛みが戻って来た。雪子の身体からだ中を好き放ほう題だいに暴れ回り、途と端たんに呼吸が荒れる。

　何をしなくとも激げき痛つうに苛さいなまれ、吐き気と共に目の前が暗くなる。限界に達しようとしている体のブレーカーが落ちそうになっているのだ。

『あ、雪ゆき子こちゃんが責任を感じることはないのよー？　遊ゆう矢やくんは好きでやっているだけだし、あの榊さかき原ばらって先生の言葉を借りれば、その好意と行為も一方的な押し付けだもん。わざわざ痛みをおしてまで応える必要なんてどこにもないし、その身体からだで無む茶ちゃをすればいくら雪子ちゃんでも死ぬかもだしね』

　ギリッ、と歯を嚙かむと、口の中に血の味が広がった。下した唇も一緒に嚙んでしまったせいだったが、もはやその程度では痛みにも含まれない。

　雪子は息を荒げ、咳せき込み、その痛みに顔をしかめ、それでも涙は出てこなかった。

　視し界かいは半分以上黒くろく染まっている。ブラックアウトしかけている頭を振り、必死に意識を食い止める。

　雪子はもう、リールゥに何かを言う気にはならなかった。

　思し考こうは読まれているのだろうが、それも関係ない。

　言ってやりたいことはある。

　しかしそれを伝える相手は彼女ではない。

　そして伝える方法は、言葉ではなく行動を選ぶ。

　一方通行でしかない想いはとても哀かなしい。

　しかし、それに応えたいと思ってしまった自分はどうしようもなく存在している。

　自分は──白しろ銀がね雪子は、気が強いくせに臆おく病びようで、頭が悪いだけでなく要よう領りようも悪くて、女の子らしい特とく技ぎは一つとして持ってなくて、唯ゆい一いつの取り得である身体を活かしたケンカでも負けてしまっていじけていた、弱よわ虫むしだ。

　けど。元気で強くてカッコイイ『雪ちゃん』を疑わない遊矢の前で無む様ざんに寝ているだけなんて、死んでも出来ない。

　そんなの絶対に嫌だ。

　右足はいつ折れてもおかしくないほど壊れているが、なんとか力は入る。立ち上がれる。両腕にダメージはないし、左足は健けん在ざいだ。少しばかり肋ろつ骨こつが折れて、内臓がいくつか異常を訴えている程度で立てないような自分なんて認めない。

　がくがくと震える足を手で押さえ、ガンガン鳴り響ひびいて煩わずらわしい頭や他の痛みはまとめて無視を決め込む。膨ぼう大だいな努力の末、やっとで片かた膝ひざを立てて体を起こすことに成功した時、それは起きた。

　歪ゆがんでいた視界が瞬またたく間に光で溢あふれ、雪子は思わず目を閉じた。

　無音で発生したその光に、自分以外は何も知ち覚かく出来なくなる。

　世界に置いていかれたような感覚に包まれ、それでも足あ搔がくことは止めず、手足に力を込めて顔を上げる。

　数秒の後、やはり先さき程ほどのように世界がゆっくりと形を取り戻していく中、リールゥの声が頭に響ひびいた。

『──終わったわね』




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　井い沢ざわ玲れいと四し階かい位い天使アルスリアの戦いは、計ってみれば五分にも満たない短い時間で決着した。

　だがその五分足らずで体育館の様よう子すは変わり果てていた。

　床にはいくつもの大おお穴あなが開き、壁だった残ざん骸がいや通路だった鉄てつ枠わく、バスケットゴールや舞台の下に格かく納のうされていたパイプイスが累るい々るいと転がっている。

　しかしなによりも変わってしまったのは、その天井。

「……………………ったく……やってらんねぇ……」

　玲だった。

　着ていたはずのシャツはなくなり露あらわになった上半身は傷と赤い血と煤すすで彩いろどられ、だらりと垂れた右腕には大きな切り傷が生まれていた。左肩の焦こげたような痕あとは、アルスリアの一いち撃げきを避けきれずに火傷やけどを通り越して炭たん化かしたものだった。

　血で汚れた口元を左手で拭ぬぐうと、玲は上を見上げた。

　そこには空があった。一等星と思おぼしき星がいくつか見られるものの、月はちょうど雲に隠かくれて見えなくなっている。

　体育館の天井部分は、きれいさっぱり消え失せていた。アルスリアの最後の攻撃が直ちよく撃げきした結果だ。張ちよう本人はこの世界から跡あと片かたもなく消えている。

「あ─────クソ、ぁんの天使女が…………おかげで死にかけたじゃねぇかよ」

　愚ぐ痴ちを零こぼし、それだけでややふらついて、舌した打うちをして視線を落とした。

　破壊された入り口の横に、遊ゆう矢やは座っていた。灯りがなくなりかなり暗いが、それでも玲の目には問題なく彼の姿が見えている。

「やってくれるよなぁ、実際。隠し玉にも程ほどがあんぜ、なぁ？」

　疲れを感じさせはするも、軽い口く調ちように薄ら笑いと普段通りの井沢玲に戻っていた。

　足を投げ出して座っている遊矢を見下ろし、喉のどを鳴らして笑い、血を吐き捨てて、楽しげに頰ほおを吊つらす。

「なんっとか勝てたが、オレが負けたらどうするつもりだったよ？　あそこまでする意味なんてねぇだろ」

「どのことを言っているのかな？」

　遊矢の声はあくまでもとぼけていて、立ち上がろうとする様子はない。魔ま法ほう陣じんを描いてあった三さん角かく巾きんは戦闘の際にどこかへ吹き飛び、もう遊矢の近くにない。

　しかしそれでも警けい戒かいしているのか、

「ったく、マジで食えねぇ奴やつだな……っと、もう召しよう喚かんなんてすんなよ。そんなことするようなら、この体でこの距離だ。殺す以外の選択肢しはなくなるからな」

　二人の距離は三メートルもない。とはいえ、玲れいは立っているのが不ふ思し議ぎなほど傷ついた体で、一歩前に出るだけで大おお袈げ裟さなくらい上体が揺れ、表情を険しく歪ゆがめる。

「あ───、きっつ…………さすがのオレもやべぇな、こりゃ」

「ならじっとしていればいいのに」

「お前の記き憶おくをいじった後でゆっくり休むから安心しろよ。ちぃぃぃっと厳きびしい状況なんでな、もしかしたら何年分か記憶なくしちまうかもしんねーけど。そこは勘かん弁べんというか、自じ業ごう自じ得とくというか」

　さらに一歩。今度は膝ひざから崩れかけ、それでもなんとか立て直して口元に笑みを浮かべた。

「さっさと済ませようぜ、さくっとな。無む駄だな抵抗なんてすんなよ」

「うん、もうする意味がないしね」

「…………あ？」

「なんとか間に合ったみたいだから」

　玲の遊矢へと伸ばしかけた手が止まった。

　言われた意味を理解したのか、それとも背後で床が鳴る音を耳にしたためなのか、頰ほおを引きつらせて振り返る。

　屋根はなくなり、壁はところどころが破壊され、すっかり風通しが良くなった体育館のほぼ中央。

　そこに白しろ銀がね雪ゆき子こが立っていた。




　白い光が全てを塗り潰つぶしたあの時──雪子はふと、この数日内に何度も訊たずねられた質問を思い出した。

　自分は遊矢の何なのか？

　出来の悪い脳は、小学生も終わりの頃、散さん々ざん悩んだ末に出した結論を今の今まですっかり忘ぼう却きやくしていた。

　幼おさな馴な染じみで、いつもぼけっとしていて、頭がいいのに間ま抜ぬけで、優しくて、それなりにえっちで、意外に男らしくて──そんな遊矢が好きだと気づいて、恋れん愛あい感情じゃないと否定して、否定しきれずに悩んで、やっとで出来た、あの時の決意。

『恩おん人じん』なんて負い目を抱えたままでは、この好意に名前なんて付けられない。

　だからリールゥを捜し出し、遊矢の体と共に対等な関係に戻るまでは、この好意は封ふう印いんしよう。

　それまでは遊矢の保護者として一番近くにいよう、と。

　大事な決意を忘れてしまっていたほど三年という月日は長かった。

　けど、いい加か減げん保護者でいるのはうんざりしてきた。

　だから──

　意識が明確になった時、体は既に立ち上がっていた。

　生まれたての小こ鹿じかの方がマシなのではないかと思うくらいよろめいて、それでも踏ん張りを利かせ、入り口の方に立つ玲れいの背中を睨にらみつけた。

　と、玲が振り向いた。

　笑えることに、自分と同じくらい満まん身しん創そう痍いの状態だった。ファッションに気を使っているあの男が、何日も吹きさらしにされてもそうはならないくらいボロボロな姿というのは、こんな状態でもおかしく感じる。

　尤もつとも、雪ゆき子この方も酷ひどい様さまだ。ノースリーブシャツは片側が脇わき腹ばら部分まで破け、スカートはもうズタズタでスパッツに布が纏まとわりついているようなものだ。そのスパッツもいくつか穴が開いている。きっと髪の毛もぼさぼさになっているのだろう。

　それでも雪子は、まあいいか、と笑ってみせた。

　肝かん心じんなのは、今こうして立っていられるということなのだから。

「さてと…………ファイナルラウンドね」

　二人がいる所まではいくらか距離が開いている。今までなら一秒足らずで埋められたその距離も、今では歩いて詰めるしかない。下手へたに走ると転んでしまいそうだというのと、踏み込んだ拍ひよう子しに右足がボキリと逝いってしまうかもしれないからだ。

　現に、ただ普通に歩くだけでも、右足が痛みと熱と吐き気を伝えてくる。それら全てが脳に異常を訴えて、意識を奪っていこうとする。

　雪子は気力でそれら全てを抑え込み、一歩一歩、ゆっくりと間かん隔かくを詰めていく。

　赴おもむく予定先さきでは、玲がよろめきながらこちらに体を向けた。

「死にそうな顔してなにハッスルしてんだよおい……いつからそんな熱ねつ血けつ野や郎ろうになったんだ、雪ゆき姫ひめよぉ」

　そう言う自分もやはり余力がないのか、今にも倒れそうな雪子を攻めてこない。

「ったく、大人おとなしく寝てろっつーの。それともあれか？　天使女おんなとやりあって消しよう耗もうしたオレじゃないと敵かないそうにないから、今のうちに恨うらみを晴らそうってか」

「…………あんたとの決着は、いつかキッチリつけてやるわ」

　挑ちよう発はつに感情を昂たかぶらせることはない。

　さっきからずっと、痛みや骨折での発熱なんかでは問題にならないほど熱く滾たぎる想いが、胸の奥で一つの事を訴え続けている。

　だから雪子は揺さぶられることなく、互いの射しや程てい距離の一歩外そとで立ち止まり、

「今はね。あんたの後ろにいるバカを、殴なぐってやりたくて仕方ないのよ」

「…………あー、そうかよ」

「だから、あんた──邪じや魔まよ」

「あぁ、そうかよ！」

　うんざりしたような表情の後。玲れいの顔が、雪ゆき子この眼前から消えた。

　雪子は油ゆ断だんしていたわけではないのに、その動きをハッキリ見ることは出来なかった。気がつけば玲は僅わずかに沈み込んだ位置から左手を構え、体ごと投げ出すようにして飛びかかって来るところだった。

　姿が霞かすんで見えるほどの速度に対し、反応の遅れは致ち命めい的だった。今から何かをしようとしても絶望的に間に合わない──と、雪子は他人ひと事ごとのように思った。

　玲の拳こぶしが一直線に自分の顔目め掛がけて伸びてくるのを見ながら、避けることも反はん撃げきすることもせず。

　その結果、拳は雪子の顔面を打ち砕く直前で止まった。

「ぁぐっ……?!」

　玲の腹部に雪子の右足の爪つま先さきが突き立っていた。なんてことはない。玲が攻撃するのとほぼ同時に雪子は前まえ蹴げりを繰り出し、リーチの差で先に蹴りが入っただけの話だ。

　痛みに顔をしかめて膝ひざをつくと、玲は酸素を求めて咳せき込みながらも顔を上げて雪子を睨にらむ。

「また頭狙ねらってくると踏んだんだろうけど、残念だったわね。折れた脇わき腹ばらの骨が痛くて、あんまり足が上がらないのよ」

　雪子は自じ嘲ちようするように口元に笑みを浮かべ、それからふと気がついたように、

「……なんか蹴りやすい高さになったわね」

　自分の腰の高さにある玲の顔をぼんやりと見る。激しい動きをして焦点があわなくなった目には、チカチカと赤く光る中で人ひと型がたのなにかがゆらゆらと動いているという幻げん覚かく混じりの画えが映っていた。

　だが、もう関係ない。とりあえずはあと一ひと蹴けり。それだけで終わりだ。

「今日のところは遊ゆう矢やとあたしの勝ちだけど──次は、あたしの力だけで勝つわ」

「…………けっ、やってみやがれ」

　苦しげな表情ながら挑ちよう発はつ的に笑う玲に、雪子は無む造ぞう作さに右足を叩たたき込んだ。

　右腕が使い物にならない玲には避ける体力も無く、木偶でくのように側そく頭とう部ぶに蹴りをくらい、派は手でに横へ倒れ込んだ。

　雪子は気を抜かずに蹴った姿勢のまま少しの間あいだ倒した玲を見下ろしていたが、もう意識がなく動く事はないと確認すると、大きく息を吐いた。

　そして、そのまま後ろにぐらりと倒れ込んだ。

　最後の一いち撃げきで右足は見事に骨折していた。頭痛と吐き気は一層酷ひどくなり、いつ気を失ってもおかしくないような状態で、それでも意識が途と切ぎれないように気を張る。

　夜空では星が光の尾を引いて踊っている。痛みはもう感じず、代わりに全身がだるくて、とにかく眠気が凄すごい。

　薄うす目めを開けて、あともう少しだけだからと自分を叱しつ咤たし、ぺたぺたという頼りない足音が近づいてくるのを聞いていた。

　ややあって、ぐにゃぐにゃの視し界かいに見慣れた奴やつが見慣れない姿で映った。

「ごくろーさま、雪ゆきちゃん」

「……そうね、すっごく疲れたわ」

　柔らかな遊ゆう矢やの声は雪子をさらに眠りに誘うが、それに抗あらがい、

「とりあえず、気を失う前に言っておくわ」

　床に寝たまま両手を上げ、視し界かいの中にいる遊矢の襟えり首くびを握り、引き寄せた。力加か減げんが利かず頭がぶつかりあってしまったが、そのままの体勢で話し掛ける。

「もう召しよう喚かんするのは禁止よ……召喚だけじゃなく、霊れい力りよくを使うようなことは全部禁きん止し。破ったらもう二度と口くち利きかないし、十年来の縁えんもそこまでよ」

　今にも気き絶ぜつしそうな状態だというのに、雪子の手に込められた力は強い。ただ、真っ直ぐに、射い抜ぬくような鋭さで遊矢を見るその瞳からは、涙が溢あふれていた。

「いい？　次にあんなことしたら、絶対に許さないから。絶対の絶対に、あんなことしたらダメだからね」

「……でも、これからも危険な事があるかもしれないよ？」

「その時は、あたしがなんとかする。昨日や今日みたいなことには絶対にならない。もっと強くなって、自分の事も遊矢の事もなんとか出来るようになるから──だから、もう自分の命を粗そ末まつにするようなことをしたら、だめ」

　互いの吐と息いきが触れ合うほどの近さで語られる、なんの保証もない約束と真っ直ぐな気持ち。

　しばしの沈ちん黙もくの後。遊矢は驚くほど真ま面じ目めな表情で、小さく頷うなずいた。

　それを見て、雪子は手から力を抜いた。顔は自然と微笑ほほえみを浮かべている。

　ようやく全てが終わったと、安あん堵どした瞬間に意識が遠くなる。

　床の感覚も摑つかんでいたはずの服の感覚も全て消え失せ、限界を引き伸ばされて開いていた瞼まぶたがようやく落ちる。

　眠りに落ちるまではほんの数秒。その僅わずかな時間で雪子が思った事は、またリールゥを見つけられなかったこと。

　もうすぐ訪れるせっかくの夏休みを病院で過ごすのだろうということ。

　ただ、遊矢と一緒ならば入院するのもいいかもしれない。

　ほんの少しだけそう思った時、意識は混こん濁だくに吞まれて、溶けるように消えた。













六章　　事件が終わって







　七月二回目の日曜日。風かざ見み野の市の二つ隣となりにある町の多目的ホールでは、とあるイベントが行われた。近きん辺ぺん高校の演劇部が一堂に会して発表会のようなものを行うという、規模こそ大したことはないが、活気と熱気で大いに盛り上がる恒こう例れい行事だった。

　五つの高校が参加し優ゆう劣れつは決めずに終わったが、一番盛せい大だいな拍手をもらったのは風見野高校演劇部による、カレーパンを巡る愛あい憎ぞう青春劇だった。

「それにしても不ふ思し議ぎだわ」

　ポンポンと丸めたパンフレットで肩を叩たたきつつ、白しろ銀がね雪ゆき子こは疑問の表情でいた。

「消えたカレーパンのせいで揉もめていたはずなのに、どうして最後はコロッケパンで丸く収まるのよ。絶対おかしいわよ」

「あはは、雪ちゃん理解力なさすぎー」

「っさいわねー。ズッコケ役者に言われたくないわ」

　劇の途中で見事に転んだ事を出して反はん撃げきを試みるも、遊ゆう矢やはまるで気にした様よう子すがなく朗ほがらかに笑っていた。

　二人が歩いているのは多目的ホールの一階通路で、向かっているのは風見野高校演劇部に宛あてがわれた控え室。演劇が終わった後ロビーで遊矢を待っていた雪子は、これから演劇部で打ち上げに行くのでぜひ参加して欲しいという誘いを遊矢が持ってきたため、多た少しよう気きが乗らないものの同行していた。

　基本的に騒ぐのは好きな雪子だが、誘われた理由の一つとして、脚きやく本ほん家かの佐さ倉くら千ち恵え辺りが熱烈な勧かん誘ゆうを企たくらんでいることがある。他にも女性部員ばかりの演劇部の集まりで遊矢がちやほやされて妙みような歓かん待たいを受ける姿を見るのだろうと想像すると、それだけで腹が立ってくる。

　普通の相手なら雪子が睨にらみを利かせれば恐きよう縮しゆくするのだが、さすがは演劇部員というべきか、肝きもが据すわっている彼女たちは喜ぶだけで全く堪こたえない。

「……なんか憂ゆう鬱うつねー」

「ふぇ？　雪ちゃん、憂鬱って……」

「なによ、あたしがそんな気分じゃおかしいっていうの？」

「じゃなくて、憂鬱なんて言葉知しってたんだー」

　雪子は無言のまま丸めたパンフレットで遊矢の後頭部を叩き、ため息をついた。

　絨じゆう毯たん敷じきの通路を気だるく進み、突きあたりを左に曲がると、

「…………はぃ？」

　真っ赤な薔薇ばらが咲き乱れていた。

　優に五十本以上の薔薇の花束が、目の前を泳いで、そのまま雪ゆき子こ横へ突き出される。その前にいるのは、きょとんとした顔の遊ゆう矢や。

　この段階で、雪子はこれが誰の仕し業わざか悟さとることが出来た。

「ハニー、舞台では一段と輝いていたぜ」

　ついでに、こんなことを平へい然ぜんと言う奴やつは一人しか知らなかった。

「……珍しくいないと思ったら、こんな所にいたのね」

「いやな、オレも劇に刺し激げきされてな。ちっと演出面で凝こってみようかと」

　そう言うと井い沢ざわ玲れいは遊矢に花束を渡し、じろじろと雪子を見始めた。

　あからさまな視線に雪子はたじろぎ、

「な、なによ」

「あー、いや、別に。ただ、雪ゆき姫ひめもたまにはそれっぽい格かつ好こうするんだと思ってな」

　玲の言う『それっぽい』とは、演劇発表なんて初めて見に行くため迷いに迷って選んだ、清せい楚そで大人おとなしい感じの淡い水色のワンピースの事を言っているのだろう。靴も珍しくミュールを履はき、微び妙みように足元が不安だった。

　からかわれた、と感じた雪子は即そく座ざに頭に血を上らせる。

「あたしがこういう服着てたらおかしいっていうの?!」

「いやいや、別にいんじゃね？　なんっつーか、猫かぶりって感じでぅお危ねぇっ!?」

　玲が全て言い終わる前に、雪子の右ハイが飛んでいた。いきなりの攻撃だったが、玲は紙かみ一ひと重えでなんとか避ける。

「ちっ……」

　履き慣れないミュールでは上手うまく蹴けれないという不満もあり、雪子は苛いらつきながら玲を睨にらむ。

　だが玲はにやにや笑いを浮かべ、いかにも楽しそうに肩を震わせていた。

「な……なに笑ってんのよ」

「あれ？　雪ちゃん、気づいてないの？」

　意い外がいなことに遊矢は分かっているらしく、雪子は置いてきぼりを食らったような焦りを感じて──

「雪ちゃん、今日はスパッツ穿はいてないんだよー？」

「……………………ぇ」

「なんだ、オレはてっきり新しいサービスかと思ったぜ。ま、それにしちゃあ白は色気に欠けるか」

「……………………………………」

　顔を真っ赤にした雪子は、静かに握り拳こぶしを震わせて。

　とりあえず玲を蹴り倒した後、パンフレットで遊矢をタコ殴なぐりにした。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　演劇部の公演の、十日ほど前。

　雪ゆき子こと玲れいの苛か烈れつな戦いが終わり、静かになった体育館の中で、

「さてとー」

　自分の襟えり首くびを摑つかむ雪子の手を右手だけで優しく解くと、遊ゆう矢やは立ち上がった。

　一時間足らずで廃はい墟きよのようになってしまった体育館には人間とそうでない者が合わせて六人。そのうち五人が床に倒れており、殆ほとんどが大おお怪け我がを負っていた。

　遊矢はボタンを開けたカッターシャツの中に左手を引っ掛けるように入れて支えにしつつ、ぺたぺたと足音を立てて倒れている一人の側そばへ歩いて行く。

　うつ伏せでいる彼女のすぐ横で止まり、

「武む藤とうさん、起きてるんでしょ？」

　唯ゆい一いつ無傷の体に触れることなくそう言うと、武藤アキはぴょこんっ、と頭を上げた。

「えへへ、バレてたっ？」

「うん。別に気き絶ぜつしてなかったんでしょ」

「いやー、一瞬だけ気が遠くなったのは事実だよっ。あのチョコ、予想以上に刺激が凄すごくて。頭の中に雷かみなりが落ちたかと思ったもん」

　バサバサと服についた埃ほこりを払いながらアキは立ち上がり、きょろきょろと周囲を見回し、大おお袈げ裟さにため息をついた。

「それにしても凄すごいねっ！　もう怪かい奇き現象どころの騒ぎじゃない、正しよう真しん正しよう銘めいの特ダネよねっ！　ああっ、カメラ持ってくればよかった！」

「そのことなんだけどねー」

　遊矢は頰ほおを指で搔かき、

「このこと、新聞に載せないでくれるかな」

「えぇええええぇぇぇぇぇっ?!」

　広い学校敷しき地ち内ない全てに響ひびくような大声をあげると、アキは猛もう然ぜんと抗こう議ぎする。

「どうしてっ!?　こんなの一生に一度あるかないかの大ニュースじゃない！　そりゃあ天使と悪あく魔まが大決戦っ、とか書いてもあっちゃんの精神構こう造ぞうを疑われるだけだろうけど、演劇部の美び人じん部長と堅かた物ぶつ教師が吸きゆう血けつ鬼き、ってだけでも充分なのよっっ。なのに発表するななんて報道規き制せいもどっか────ん、って感じだよっ?!」

　興こう奮ふんしすぎているのかわけの分からないことも混ざっている。

　かなりやかましいが誰も起きる気配はなく、それを確認して、遊矢はもう一度謝あやまった。

「ごめんねー。でも、これはなかったことにしたいから」

「なかったことって……ムリだよそれ。体育館がこんなふうになっちゃったら言い訳が利かないよっ？」

「うん。だから君に頼むんだよ」

　その言葉にアキは顔に疑ぎ問もん符ふを浮かべて首を傾かしげた。

　遊ゆう矢やは自分の言った意味を説明することなくアキの手をとり、微笑ほほえむ。

　それにつられてアキも、にへらっと笑い、




「──リールゥみーつけた」




　笑顔のまま、突とつ如じよ足元から湧わいた白い煙に包まれた。

　遊矢は自然な動作で手を離し、目の前の変化を眺ながめていた。

　そして──ポンッ、という軽い破は裂れつ音おんと共に煙は晴れ、彼女の姿を露あらわにする。

　背せ丈たけは殆ほとんど変わっていないが、ピンク色に染まった長い髪は左右二つずつに括くくられ、制服姿すがたから露ろ出しゆつの多いボンテージに変化して、眼鏡めがねはなくなり紅あかい瞳が爛らん々らんと輝いている。

　彼女はどう見ても武む藤とうアキではなく、間違いなく八年前に遊矢に召しよう喚かんされた悪あく魔ま、リールゥだった。

「あーあ、やっぱりバレちゃってたのねー」

　残念だわー、と口では言いつつ、リールゥの顔は笑顔のまま。特に驚いた様よう子すはなく、それは遊矢も同じだった。その表情には興こう奮ふんも感動も見当たらず、にこにこといつもと変わらないまま。

　そしてリールゥもそれを不ふ思し議ぎに思っていないのか、あっけらかんとした感じで口を開いた。

「とりあえず今後の為ために聞いておくけど。どこで武藤アキがあたしだってバレちゃった？　あんまりボロは出してないつもりなんだけどな」

「割と早くからだよ。確信したのは昨日、玲が黒くろ幕まくだなー、って気づいた時かな」

「う～ん…………初めに怪しいと思ったのはいつ？」

「あ、それは事件の話をした時だよ」

「ホントに初めからじゃないの!?」

　リールゥは、わぁっ、と両手を広げて驚きをアピールし、

「え、どうして?!　別に変な事は言わなかったつもりだけど？」

「うん、別におかしな事は言ってないよー。内容もそんなに変じゃなかったし」

「ならどうしてなのっ」

「だって、情報が正確すぎたから」

　その一言に、リールゥは腕を組んで首を傾げ、ついでに足も組んで宙に浮く。

　浮いたまましばらく唸うなっていたが、どこからともなく白しろ旗はたを出してひらひら振る。

「そこまで詳しい情報はあえて渡さなかったのに、どこがダメだったのよー」

「まずはねー、原因不明の貧ひん血けつで倒れた生徒がたくさんいる、って聞いた時」

「え？　別におかしくないでしょ？」

「それだけならねー。でも、その時に正確な人数と、男子は全員演えん劇げき部員だって教えてくれたでしょ？」

「えーと、そうね」

「事件が発はつ覚かくしてから丸一日も経たっていないのに、情報は何も間違ってなかった。他に被害者はいなかったし、ただの貧血の人もいなかった。以前から貧血で倒れる人が多いっていうことは知っていても、半日くらいで情報を整理するには事件性と関連付けられる条件が少なすぎるよね？　いくら武む藤とうさんが優秀でも、これは仕事が速くて正確すぎるよ。特に、男子は演劇部だけしか被害者がいなかったって聞いた時、『これがホントならちょっと変だなー』って思ったもん」

「むー……」

　リールゥは唇を尖とがらせ、宙に浮いたままくるりと上下逆さまさまになり、



「でもでもそれは決定打じゃないわよね？」

「うん。その後、まどかさんの話に武藤さんの名前が出てきたのが決め手だったかなー」

　逆さまになっているのに重力に逆らい下に落ちないリールゥの髪を不ふ思し議ぎそうに見ながら、遊ゆう矢やは口元に手を当てる。

「武む藤とうさんが演劇部にインタビュー行ったのが先月。事件が起こりだしたのも先月。ただの偶ぐう然ぜんで片付けても良かったんだけど──」

「どうして片付けないのよー」

「僕は割と初めからまどかさんは吸きゆう血けつ鬼きなんじゃないかなー、って思ってたから。もし武藤さんがリールゥと仮定した場合、まどかさんが吸血を始めたことを知っててインタビューに行った可能性が出てくるよね？」

「むー…………」

　リールゥは頰ほおを膨ふくらませ、逆さのまま遊矢を見下ろし、細く息を吐いた。

　言われたことに納なつ得とくがいかない、というよりは、行動理由がバレていることに対する気まずさが理由だろう。

　マイペースな遊矢は穏おだやかに続ける。

「そこでまどかさんに僕の名前を教えて、近い将来人にん数ずう不足になった時に僕を訪ねる可能性を作っておいた──そう考えると、武藤さん＝リールゥの構こう図ずが成り立つねー」

「うー……あ、もしかしたら井い沢ざわ玲れいみたいにただの悪あく魔ま、って可能性も……」

「そうだとしたら事件を解決してしまうかもしれない人間を配置するのは少しおかしいよ。これがもう少し大だい々だい的に起きていたなら愉ゆ快かい犯はんというか享きよう楽らく的な面が強いって判断したんだけど、それにしては規模は小さいし暗あん躍やくしてるし。

　だから武藤さんはリールゥで、僕たちを事件に巻き込んで、僕が死んだらラッキーくらいの気持ちで楽しんでたんじゃないかと思ったんだ。違うかな？」

「あってますー。間違ってないですー」

　ふてくされたように呟つぶやくと、大きなため息をついた。

　それからくるりと半はん回転して元に戻ると、

「だから井沢が悪魔って指摘した時、正体はあたしじゃないって言ったのね」

「うん。あ、順番で行くとまどかさんが吸血鬼だと思ったのが一番で、次に武藤さんがリールゥだと思って、次にせんせーが吸血鬼で、最後に玲が黒くろ幕まくだって気づいたんだよ」

　その要よう領りようはパズルに似ている。四よ隅すみとそれに繫つながるピースが埋まった後は、描かれた図ず柄がらからどのピースがどこに当てはまるのかを連れん想そうし、一つの形と絵に仕上げる。

　要はリールゥの思おも惑わくが分かっていれば、一つの事件の中に関係の薄かった自分たちが入り込むことになった原因こそが怪しいということになる。

「だいぶ端折はしよっちゃったけど、こんな説明でいいかな？」

「よぉ[image: ][image: ][image: ]く分かったわよ。キミを騙だますにはもっと修行が必要だってね！」

　先さき程ほどより大きなため息をついた後、リールゥは手を薄い胸元に突っ込んでごそごそと漁あさり、小さなクラッカーを二つ取り出した。

　勢いよく紐ひもを引っ張り、パンッ！と鳴らすと、ころっと表情を変える。

　にっこりと笑い、遊ゆう矢やに顔を近づけて、

「さてと。かくれんぼに負けちゃったから、契約通りキミの感覚を元に戻してあげないといけないわねー」

　起伏のない棒ぼう読よみ台詞せりふのリールゥに、遊矢は笑顔で、

「あ、それは別にいいやー」

　あっさりと断った。

「えー、なんでよー、せっかく苦労してあたしを見つけたんでしょー。積せき年ねんの望みがようやく叶かなうのよー？」

　リールゥの言う事は尤もつともだ。遊矢と雪ゆき子こがリールゥ捜しをしていたのは、他ならない契約満まん了りようのため。それを断る方がおかしい。

　だが、疑問を口にするリールゥも何故なぜか顔は笑っている。

　不ふ可か思し議ぎなこの状況で、遊矢は「あはは」と朗ほがらかに笑い、

「だって、今いま更さら恐怖と緊きん張ちよう感なんて返されたら、何もかもが怖くなって発狂するか自じ閉へいしちゃうかのどっちかでしょ？　だからいらない、というかー返されても困るよ」

　声に自信を乗せて遊矢は答える。

　今の遊矢が『感覚が働かない』状態なら、消えていた感覚が戻った場合は『感覚があった頃』ではなく、『初めてその感覚が機能した』状態になる。

　今は物事全すべてに恐怖を感じず緊きん張ちようもしないため危ういが、感覚が戻れば全てに恐怖し緊張することになるのだ。

　もちろんその状態に慣れることも可能なのだろうが、成長期を終えてから著いちじるしく発達する器き官かんがないように、慣れるまでには相そう当とう長い時間がかかり、慣れる前に精神が破は綻たんしてしまう可能性はかなり高い。

「あは、やっぱり分かってたのね」

「うん。だってさ──」

　笑顔のまま、遊矢はとんでもないことを口にした。

「僕がリールゥを見つけたの、これが初めてじゃないでしょ？」

　爆ばく弾だん発言に対し、リールゥもあっさり「あったりー」と肯定する。

　この会話を雪ゆき子こが聞いていたら脳が思し考こう不能に陥って煙を噴ふん出しゆつしてしまうかもしれない。その点では深い眠りについていて良かったといえた。

　遊矢もやはり雪子が気になるらしく、少し離れた場所で眠る彼女を見ながら、

「自うぬ惚ぼれているわけじゃないけどね……僕がその気になったら、あの条件でリールゥを見つけるのに八年もかからないよ。条件が整えば一日もいらないし」

「例えば？」

「隠かくれる範はん囲いが僕から十キロ以内に限定されているんだから、飛行機にでも乗るよ。どこかの離り島とうに行って、そこで片かたっ端ぱしからリールゥかどうか試していけばいいんだから」

　言っておいて、遊ゆう矢やは苦く笑しようする。

「でも、なんでか知らないけどそれはしちゃいけないような感じがしたんだ。というか、出来ないようになっているのかな？」

「それもあたりよー。初めて見つかった五年前、一つ追加で願い事を叶かなえる代わりに、その方法はとれないように設定したの」

　やれやれだわ、と肩をすくめるリールゥは、どこか楽しそうに目を輝かせる。

「そろそろ感覚がまっさらな状態になる頃だったから、ちょっとからかおうと思っていたのよねー。ちょうど沖おき縄なわに旅行へ行こうとしてたから、添てん乗じよう員いんと現地人に化けて。そうしたらあっさり見つかっちゃって、さすがにびっくりしたわね」

「あ、やっぱりあの時に見つけてたんだねー。後で『なんでこの時に捜さなかったのかな？』って不ふ思し議ぎに思ったんだ」

　昔むかし話に花を咲かせるように賑にぎやかな二人の会話は、契約者と悪あく魔まという関係にしても、追つい跡せき者と逃走者という関係だったにしても相応ふさわしいものではない。

　宵よい闇やみと微かすかな血の臭いが彩いろどる体育館だった場所で、違い和わだらけの会話は本題に移る。

「今までは僕の記き憶おくを改かい竄ざんしてリールゥの正体が分かったことをなしにすることで延長戦に突入して、その代わりに僕の望みを叶かなえてくれたんでしょ？　今回もそうしてくれないかな？」

「うーん……とりあえず内容だけ聞いてみようかなー」

「まず、今回の事件で傷ついた人と物の修しゆう復ふく。それからせんせーを人間に戻して、みんなの記き憶おくを改竄して。筋すじ書がきとしては、まどかさんが吸きゆう血けつ鬼きで男子部員が倒れたのはそのままで、せんせーは初めから吸血鬼になってなくて、他の被害者はただの貧ひん血けつ──ってとこかなー」

「やること多すぎるわよっ」

　抗こう議ぎの声と共にリールゥはどこからともなくプラカードを取り出す。そこには『賃ちん金ぎん上げろ！』『僕らに自由を！』『カツ丼おいしい』と書かれていて、それらでジャグリングの真似まね事ごとをしながら、

「それをやることであたしのメリットは？　ないならやんないよー。タダ働きはごめんだからねっ」

「メリットはあるよー」

「あらあらなにが？」

「もうしばらくこっちの世界にいられる上に、これからも色んなことが出来るよ」

　プラカードジャグリングを興味深ぶかそうに目で追いながら、遊矢は言う。

「リールゥが僕と契約して得たものはないけど、契約中に僕が死んだら、僕の魂たましいはリールゥの預かりになるんだよね？　霊れい能力者の人に聞いたよー。だから悪魔は妙みような条件を取り引きに加えることが多いって」

「む、物知りな人間もいたものね」

「でも魂たましいだけが目当てならずっと隠かくれているよねー。そうしなかったのは、僕や雪ゆきちゃんが色んなことに巻き込まれるのを見て楽しみたかったからでしょ？　自分も一緒になって遊びたかったからでしょ？」

　リールゥは手を止め、放っていたプラカードは次々と地面に落ち、音を立てずに消えていく。後には何も残らない。

　その光景を見届けてからリールゥは顔を上げた。

「やっぱり井い沢ざわに言った『観客』って、あたしのことだったのね」

「そうだよ。見てて楽しかったでしょ？　それに雪ちゃんになんか言ったみたいだし」

「あららー、それも気づいてたの？」

「だって雪ちゃんは僕が召しよう喚かん術じゆつを使える秘密を知らないはずなのに知ってるみたいだったんだもん、分かるよ」

「…………もしかして、あたしが雪子ちゃんを奮ふるい立たせるのも計算に入れてたり？」

「いちおーね。盛り上げる為ために協力してくれるかなー、って」

　三度、リールゥの口から大おお袈げ裟さなため息が漏れる。

　肩を落とし、それからふわふわと移動して、井沢玲れいの倒れている近くで止まった。

「ね、キミの言う通りにしてもいいんだけど、三つ答えてくれる？」

「なにを？」

「修しゆう復ふくって言ったけど、こいつも治すの？　放っておいても半月で元通りになるわよ」

「治してあげて。玲は事件の切っ掛けではあるけど悪いわけじゃないし、天使を倒すの頑がん張ばってくれたから」

「あ、それ。二つ目の質問はそれよ」

　くるりと髪をなびかせて回ると、リールゥは右手を上げた。

　するとどこからか一枚の布が飛んできて、彼女の手の中に収まる。

　手て品じな師しのような手つきで広げると、そこには赤い魔ま法ほう陣じんが描かれていた。

「あの天使に契約の代だい償しようを自分から提示したでしょ。雪ゆき子こちゃんには聞こえなかったみたいだけど──」

　リールゥは手元を見ずに三さん角かく巾きんを畳たたみ、四分の一の大きさになったところで顔の高さまで上げ、もう一度広げて見せた。すると描かれていたはずの魔法陣は消えてなくなり、白い生き地じだけになっている。

　その横から顔を出したリールゥは、不ふ思し議ぎなくらい真ま面じ目めな表情を見せた。

「どうして、『僕の魂をあげる』──なんて言ったの？」

　その声は硬く、純粋な疑問にも咎とがめているようにも聞こえる。

　だが、それでも遊ゆう矢やの表情は崩れない。にこやかな笑顔のまま玲れいに視線を送り、

「あー言えば玲は絶対に天使を倒してくれると思ったから。自分の手で僕を殺すのは許せても、他者に奪われるなんて玲が一番嫌きらいそうだもん」

「……つまり、あたしと井い沢ざわの行動まで計算に入れていたってわけねー……」

　呟つぶやいて、三さん角かく巾きんを摘つまんでいた指を離す。風もないのにひらひらと飛んだ三角巾は、糸で引っ張られたかのように遊矢の元へ向かう。そして包ほう帯たいと器具で固定された左腕を優しく包み込むように持ち上げ、首の後ろで自動的に結ばれる。

　一いち連れんの不ふ思し議ぎを見み届とどけた遊矢が視線を前に戻すと、リールゥは一歩前という近距離で笑みを浮かべていた。

「悪あく魔まと天使という超ちよう常じようの存在すら手玉に取る人間…………ふふっ、さっすが遊矢くんよね。うん、そうでないとキミじゃないし、そうとしか存在し得ないのがキミだもんね。それでこそ齢よわい八歳さいにして『意図的に』悪魔を召しよう喚かんした天才だわ」

　床からテニスボール一つ分ほどの空間を開けて浮いたリールゥは、遊矢へと向けて右手を伸ばす。

「あーんな純粋そうな顔しちゃって、おねーさんすっかり騙だまされちゃったわよ。あ、うん、あたしの考えが及んでいなかったってこともあるけど。そもそも神様もサンタクロースも信じて疑わないような真っ直ぐな目をしておきながら召喚したのは悪魔であるあたし──ってところで引っ掛かりを感じるべきだったのよねー」

　少女の細くなめらかな指先は遊矢の唇をゆっくりと淫いん靡びに撫なで、そのまま手を横にスライドさせて頰ほおに当てた。

「小さな子供だったキミは、どんなことをしてでも雪ゆき子こちゃんを助けてあげたかった。医学じゃダメだと聞き知っていたキミは、奇き跡せきに頼ることしか思い浮かばなかった。奇跡を信じることが出来たキミは、それでも天使の存在を認められなかった──祈りを捧ささげれば奇跡を起こしてくれるなんて都つ合ごうのいい話があるはずがない……ってね。

　だけど魂たましいと引き換えに奇跡を起こす悪魔なら、無む償しようではなく代だい償しようを求める悪魔なら存在してもいいはずだ──八歳の子供にしては歪ゆがみまくっているけど、論ろん理り的には間違ってはないもんね」

「あの時はまだ詳しくは知らなかったからねー。天使も悪魔と同じシステムだって知っていれば良かったんだけど」

「知識は後からいくらでも蓄えられるわ。異常なのはキミの思し考こう能力の高さと深さ──ううん、本当に異常で異い様ようなのはそんなところじゃないか」

　そう言うと、リールゥは左手も遊矢の頰ほおに添えて挟み込み、一気に顔を近づけた。

　鼻と鼻が触れ合うほどの至し近きん距離で、瞳の奥を見つめながら、喉のどを震わせる。




「ね……本当はもう、感情なんて殆ほとんど残ってないんでしょ？」




　微かすかに唇が肌はだに触れる甘かん美びさとは裏うら腹はらに、リールゥの何もかもを見み透すかしているような視線は容よう赦しやなく遊ゆう矢やを襲おそい続けている。

　遊矢はそれに、微笑で応えた。

　その反応に満足したのか、リールゥは少しだけ顎あごを引き、こつんと額ひたいと額を当てて目を閉じた。

「一つの感情がなくなるということは、決してそれだけじゃ済まないわ。一つの感動と反応を失えば、他の感受性も鈍る。楽しかったことも悲しかったことも心を揺さぶることはなくなり、三年足らずで心は灰色に染まって緩やかに死に絶える……………………はず、なのにね」

「でも、僕は感情を持ち続けているよ？」

「えーえー、分かっているわよ。賢かしこいキミは自分の心が減げん衰すいしていることに、その原因が欠けた感情にあることにも気がついた。だから薄れ、微び小しようなものになった心の揺れをオーバーすぎるくらい表現し、『普通の人間』を演じることによって感動と反応を学習し、必死に心を繫つなぎ止めた──やー、恐れ入るわよ、感激ものよ、スタンディングオベーションのオスカーものだわ。

　でもね……」

　目を開いたリールゥは、壮そう絶ぜつな微笑を浮かべていた。

　それは紛まぎれもなく笑顔で、柔らかさを感じさせる一いつ片ぺんの曇りもない喜き色しよく。

　しかし──

「いつまでそのままでいられると思っているの？　確かにキミは長持ちしているわ、上じよう手ずにこなしているわ、成功しているわ────でも、時間の問題よ。

　キミの心は確実に疲ひ弊へいして、やがて何の色にも反応しなくなる。どんな言葉にも動かなくなる。友人の笑顔を見て何が楽しいんだろうと思うようになる。友人の意味も意義も分からなくなる。愛する人の涙に無感情で応えることになる。愛することも愛というカタチも捉とらえられなくなる。

　そうなった時、果たしてキミは生きているって言えるのかしらね？」

「……………………」

「楽になりたいって思ったことは何度あるのかな？　心の僅わずかな振動を増幅する作業に疲れはないの？　他人の感情に対して理り知ちと論ろん理りばかりが働く自分に嫌いや気けはささない？　平へい凡ぼんを超ちよう絶ぜつに生きることに虚むなしさは？　演技している自分を舞台で演じるなんて馬ば鹿か馬鹿しく感じなかった？　それともあれかな？　あれなのかしら？

　実はとっくにそんな感情は喪そう失しつしちゃっていたりする？」

　微笑のまま語られる言葉は猛もう毒どく以外の何物でもない。

　絶ぜつ句くを誘う朗ろう々ろうとした響ひびきは、正まさしく悪あく魔まの囁ささやきだ。聞く者を地じ獄ごくに叩たたき落とす、混こん沌とんの呼び水と言うに相応ふさわしい。

　だが、それでも遊ゆう矢やは澄んだ笑みを絶やしてはいなかった。

　魂たましいの内側まで覗のぞき込んでいるかのようなリールゥの瞳を真っ直ぐに、気負いも情熱も雑ざつ多たな感情もなく、ただ見つめ返している。

「僕はそう簡単に消えたりしないよ」

「あら、そんなこと言い切れちゃうんだ？」

「うん。だってそのために今回みたいなことをしているんだよ。寿じゆ命みようを削けずる結果になってはいるけど、ね」

　遊矢の瞳は動かない。表情も変わらない。

　いつの間にかリールゥは頰ほおを挟んでいた手を離し、それでも距離は保ったまま目を瞬まばたかせて耳を立てる。

「雪ゆきちゃんの怒るところを見て、負けるところを見て、涙を流すのを見て、そして僕のことを本当に想ってくれているのを感じて、僕の中で確かに動くものがあったよ。

　玲れいが楽しそうに戦う姿を見て、理想のために立ち上がろうとするせんせーを見て、どこまでも自然体なまどかさんを見て、廊下に倒れた高たか嶺みねさんを見て、元気な武む藤とうさんと相変わらずなリールゥを見て…………この数日で、僕の心はほんの少しだけかもしれないけど、人間らしさを取り戻したよ」

「それが偽いつわりだって可能性もあるとは思わないの？」

「かもねー。例えば僕は雪ちゃんが好きだけど──好きなはずだけど、それはどうなんだろう？　友ゆう愛あいなのか恋愛なのか、凄すごく好きなのかちょっと好きなのか、それとも……もしかしたら昔の想いにしがみついているだけの錯さつ覚かくなのかもしれない」

「なら──」

「それでも、雪ちゃんが好きだっていうこの気持ちが僕を人間らしくしてくれている。ただの演技じゃなくて、ただ作業として感動を大げさにしているだけじゃなくて、純粋に、雪ちゃんのためになにかしてあげたいなって思えることが、僕の心を繫つなぎ留めてくれているんだ」

　一歩、遊矢は身を退ひいた。すぐ側そばに倒れているまどかの手を踏まないように注意しつつ荒れ壊れた館内を見渡し、リールゥに背を向けて右腕を大きく広げた。

「だから僕はこれからもこーいうことを続けるよ。もしかしたら元に──正常な状態に戻る方法もあるかもしれないから。その時までこの気持ちを忘れない為ために、少しでも人間らしさを取り戻す為にね。そのせいで雪ちゃんが傷つくことになったら、どんな手を使ってでもフォローする。結果として死ぬしかなくなってもね」

「エゴイストねー……」

「うん、自覚してる」

「キミってそういうところも変わらないのね。あー、五年前を思い出すなー」

　意味有り気な言葉に遊ゆう矢やが振り向くと、リールゥの目は雪ゆき子こに向けられていた。死んだように眠っている彼女の姿を、慈じ愛あいすら感じさせる安らかな瞳に映す。

　ややあって遊矢へと向けられたリールゥの顔は、いたずらっぽく微笑ほほえんでいた。

「五年前にキミが追加した願い事…………なんだと思う？」

「たぶん、でいい？」

「ええ、もちろん」

「僕が死んだら、僕に関する記き憶おくも痕こん跡せきも全て消して欲しい──かな」

「ふふ……正解」

　リールゥは小さな動作で音が出ないように拍手する。

「キミが死んだら、雪子ちゃんは自分のせいだって自じ責せきの念に駆られるわ。だからいつ自分が死んでもいいように保険をかけた…………あの頃からちっとも変わらないのね。他人を駒こまのように扱えるくせに責任は全て持って行こうとするなんて。最低だわ」

「でも、リールゥはそれを吞んでくれたんだよね」

「条件付きでね。キミとあたしの契約が続いていることが、その条件──って言っても、もう忘れちゃうのかぁ。あーあ、残念だなもったいないな」

　心しん底そこからそう思っているように呟つぶやいて、リールゥは四度目の大きなため息。

　それから晴れ晴れと笑ってみせた。

「ん、オッケーよ。次にキミが目を覚ましたら布ふ団とんの中で、全てが終わったところから始まるわ。かくれんぼも続行よ」

「ありがとね、リールゥ」

「そう思うならこれからもあたしを楽しませてね。退たい屈くつな男は嫌いなんだからね？」

「うん、がんばるね」

「それじゃ──始めるわねっ！」

　掛け声と共に、リールゥは大きく両腕を振るう。それだけの動作で、空中に青く光る魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。

　二度、三度と、指し揮きをするように腕がしなやかに振るわれる度たび、魔法陣が一つ、また一つと出来上がっていく。五ご芒ぼう星せいのものもあれば円の中に幾き何か学がく的な紋もん様ようが浮かぶだけのものもあり、一つとして同じ種類のものはない。

　その数が三十を超えた時、リールゥは両腕を広げたまま深しん呼吸をするように細く長く何かを呟つぶやき──

「それぇっ！」

　バトンを上に投げるような動作と共に、魔法陣が一いつ斉せいに踊り狂った。

「うわぁ……」

　遊ゆう矢やの口から感かん嘆たんの声が漏れた。蒼あおく輝く魔ま法ほう陣じんは、リールゥの側そばを離れて体育館を自由自じ在ざいに回り続ける。

　上下左右構かまわず飛び交う魔法陣は同色の軌き跡せきを残し、決してぶつかり合うことは無く、互いの軌跡を汚すこともない。

　やがて魔法陣は一つずつ消しよう滅めつし、残ったのは体育館を埋め尽くす、蒼く輝く立体の魔法陣だった。

　リールゥは満足げに微笑ほほえみ、両腕を高く振り上げ──

　ピタリと、動きを止めた。

「……最後の質問するの忘れてた」

　照れ臭そうに苦く笑しようして、

「ねぇ遊矢くん、記き憶おくの改かい竄ざんなんてしちゃったらせっかくの思い出がパァになっちゃうけど……それならどうしてこんな茶ちや番ばんを最後まで演じたの？」

　質問をしておいて、リールゥの表情に疑問はない。答えを知っていてそれでも聞きたいと言うかのような、ある意味いじわるな問いかけだった。

　彼女の期待に応えるべく、蒼あおく静かに照らされた世界の中で、遊矢はにっこりと笑ってみせる。

「記憶が無くなってもね、心には色んなものが残るんだよ。思い出が全部無なくなっても、心はその時感じたことを忘れない。だから──」

　蒼の光は次第に光量を強めていく。潜せん水すいして深度を下げていくように、色は深く、濃くなって行き、ついには床が見えなくなる。

　それでもハッキリと浮かんで見えるリールゥに、遊矢は言った。

「心だけでもこの数日のことを覚えていれば、僕は満足だよ」

　日常を演技している遊矢の言葉を最後に、蒼い光は立体魔法陣の中を埋め尽くし──

　リールゥの腕が落ちるのと同時に、全てが弾はじけた。













エピローグ







　二人が到着した時、風かざ見み野の高校演えん劇げき部ぶの控え室はもう凄すごいことになっていた。

　他校の演劇部員とデートをするという玲れいと別れ、少し先にあった控え室のドアを開けてみると、そこは既に宴えん会かい場と化していた。雪ゆき子こが面めん識しきのある佐さ倉くら千ち恵えは紙コップを片手にテーブルに片足を乗せて演説をかまし、それを眼鏡めがねをかけた和服姿すがたの女生徒が正座で泣きながら聞き、ホワイトボードの前では空のペットボトルでチャンバラをする生徒もいた。十人に満たないはずの演劇部員が飛び跳ねたり歌ったり、ハチャメチャとしか言いようが無い状態。

「うっわ…………」

　ドアを開けたまま硬こう直ちよくした雪子は地じ獄ごく絵え図ずを現実化したかのような光景に、しばし思し考こうというものを忘れてしまった。

　アルコール摂せつ取しゆなしでとことんまで騒いでいる彼女らに圧倒されていると、

「わ、凄いねこれっ」

　後ろから聞き慣れた声がして、肩の横からぴょこんと頭を覗のぞかせた。

「あはっ、みんなテンション高いねっ！　これは新聞部員として負けていられないな、って、あの人脱ぬいでるよっ!?　ほら、水みな瀬せくんも見て見てっ！」

「……アキ、いきなり現れるなりあんたもうるさいわよ……って遊ゆう矢やは見るんじゃないっ！」

「えー、でもー」

「でもじゃないのっ！」

　室内を見ようとする遊矢をアイアンクローで絞めていると、雪子に誰かの影が覆おおい被かぶさる。

　顔を上げると、そこにいたのは演劇部顧こ問もんの榊さかき原ばらだった。渋い顔で、

「お前たち、ドアを開けて騒ぐな。揉もめるなら中でやれ」

「あ……！　す、すいませんっ」

　謝しや罪ざいと共に慌あわてて遊矢とアキを引っ張り込んでドアを閉め、雪子は恐る恐る榊原を見上げた。風ふう紀き委員の顧問でもある彼の厳きびしさは聞き知っていて、説せつ教きようをされないかと心配しての行動、だったのだが……

　榊原は僅わずかではあれど笑みを浮かべていた。

　意い外がいすぎるその姿に雪子が呆ぼう然ぜんとしていると、視線に気づいたのか榊原と目が合う。

　瞬間、榊原の表情から感情が消えた。

「……………………えっと、」

「こんな馬鹿騒さわぎを見み過すごしていることが不ふ思し議ぎか？」

「あーっと………………はい」

　上手うまく言葉を選ぶことが出来ずに雪ゆき子こが頷うなずくと、また意外なことに榊さかき原ばらは苦く笑しようした。

「無ぶ礼れい講こう、というやつだ。飲酒や器物破は損そんを見逃す気は無いが、多少うるさい程度なら構わんよ。今日までの努力を知っていれば、この程度は許きよ容よう出来る」

　そう言うと、榊原は入り口の横に置かれていたパイプイスに腰掛け、腕を組んで目を閉じた。祭りの喧けん騒そうを聞くかのように、秩序を感じさせない怒ど声せいに耳を傾けて。

　予想外の展開に雪子が狐きつねに化かされたような顔でいると、

「雪子ちゃんこんにちは。招待に応じてくれて嬉うれしいわ」

　透明度が高く耳に心地いい音。顔を見なくともすぐに誰だか判断できる特徴的な声に振り向けば、案あんの定じよう、そこには西さい苑えんまどかがいた。

　涼しげな空色のワンピースを着た彼女は相変わらず美しく、雪子は見み惚ほれそうになりつつも軽く頭を下げる。

「えっと、劇の方、お疲れさまでした」

「あら、ありがとうね。少しは演劇に興味を持ってくれたのなら幸いなのだけれど」

「あたしにはあんなのムリってことだけは分かりました。恥ずかしくて死にます」

「そう？　あの生なま着き替がえなんて、雪子ちゃんにはぴったり──」

「ムリです！　絶対ムリですから！」

　雪子が顔を赤らめて力強く否定すると、まどかは本当に残念だと言わんばかりに項うな垂だれてしまった。そんな姿を見れば罪ざい悪あく感かんが湧わいてくるが、雪子としても公こう衆しゆうの面めん前ぜんで痴ち態たいを晒さらしたくはない。

　とりあえず話題を変えようと、

「あ、あのっ、これから打ち上げに行くって聞きましたけど……」

「ええ、皆で私の家に集まることになっているの。雪子ちゃんもぜひ──」

「参加するのはいいんですけど……その」

　雪子は声を潜ひそめ、アキを含めた女生徒は好き勝手に騒いでいることを確認し、こそっとまどかに耳打ちをした。

「もう、遊ゆう矢やの血を吸ったりはしないんですよね……？」

「ええ、平気です。もう私に吸きゆう血けつ機能と吸血衝しよう動どうはありませんから」

　その言葉に雪子は胸を撫なで下ろす。数日前、遊矢の血を吸ったまどかは『これで私も普通の人間です』と宣言したのだが、見た目はまるで変わらないため少しだけ不安が残っていたのだ。

「でも……」

「はい？」

　安心したところで、まどかは一言。

「遊矢くんが美味おいしそうなのは以前と変わらないですね。いいことです」

「はいぃッ!?」

　驚きの余り、声が裏返った。

　雪ゆき子こは口をパクパクさせて爆ばく弾だん投下をあっさり敢かん行こうしたまどかを見るも、彼女は穏おだやかに微笑ほほえんだまま、パンパンと手を叩たたいて、

「皆さん、そろそろ撤てつ収しゆう準備に移りましょう。続きはまた後に」

『ハ─────イ！』

　部員たちの足並みの揃そろった返事に笑みを深め、まどかは雪子へお辞じ儀ぎする。

「では、私も片付けをしてきます。雪子ちゃんは遊ゆう矢やくんと待っていてくださいね？」

「………………はい」

　マイペースなまどかの指示に従い、雪子は遊矢の襟えり首くびを摑つかんで控え室を出た。邪じや魔まになることを避けた、というのもあるが、少しだけ二人で話したいことがあったからだ。

　近くにあった木製ベンチに腰掛け、一息つく。二人の他に人の姿は無く、防音が施ほどこされているらしく控え室の騒音はまるで聞こえない。

　つまり、向こうにも聞こえない。

　それを確認し、雪子は隣となりに座る遊矢の脇を肘ひじで突いた。

「今回も無む駄だ骨ぼねだったわねー」

「ふぇ？　なにが？」

　とぼけた声が返ってくるが、これは予想済ずみだ。

「悪あく魔ま探しよ。結局、今回もリールゥとは関係ないことだったじゃない」

「あー、そうだねー」

「ま、もうすぐ夏休みだし。季節柄がら、怪かい奇き事件も多くなるだろうから、次こそはなんとか見つけてやるわよ」

　パンッ、と掌てのひらに拳こぶしを打ちつけ、雪子は笑みを浮かべた。自信たっぷりで挑ちよう戦せん的な、『荒あら雪ゆき姫ひめ』という不ふ名めい誉よなあだ名に相応ふさわしい表情だ。

　遊矢は感心したように、

「なんか雪ちゃん、やる気だねー」

「まぁね。なんかこう、最近すっごく気が軽いのよ。夏休みが近いからかしらね」

「その調子で宿題もどうにか出来るといいねー」

「……………………あんたの一言で、全部台だい無なしになったわ……」

　夏休みを楽しむ前に苦く難なんを想像させられて、雪子はうんざりしたようにため息をつく。

　しかし平ひら手てで膝ひざを叩いて勢い良く立ち上がると、悪あく夢むを振り払うように頭を左右にぶんぶんと振る。それにあわせてポニーテールが軽快に跳ね、落ち着いた時には表情から憂うれいがさっぱり消えていた。

「とにかくっ！　出来るだけ早くリールゥを見つけて、遊矢の体を元に戻すわよっ」

「んー……でも、大変だと思うよ？　危ないかもしれないし」

「問題ないわ」

　きっぱりと断言する。

　雪ゆき子この表情には迷いはない。

　強気で、元気で、潑はつ剌らつとした、戦う女の顔だ。

「遊ゆう矢やはあたしが守るし、あたしは絶対誰だれにも負けないから」

　自信と決意に満ちた表情のまま、頰ほおを少しだけ紅あかくして。

　そんな彼女の姿を遊矢は眩まぶしげに見つめていた。

　嬉うれしそうに、楽しそうに──









あとがき







　初めまして、上こう月づき司つかさです。何はともあれここまで読んで下さった方、もしくは先にあとがきを読む派の方、手に取って下さってありがとうございます。




　えー、あとがきです。初はつ挑戦です。何を書けばいいのか、全然です。先せん輩ぱい方がたはデビュー作のあとがきはどうやって切り抜けたのだろうと、ついさっきまで本棚を漁あさっていましたが、どれを参考にすればいいのかも分からなくなってしまいました。

　とりあえず本作について感想など言ってみますと。長くて短かったなー、って感じです。

　恐らく人生最大最さい後ごの幸運で第四回電でん撃げきｈｐ短編小説賞の最終選せん考こうに残ることが出来、その後すぐに担当の峯みねさんに書き途中だった長編のプロットを見て頂き、アドバイスをもらい続きを書き始めてから、完成まで半年以上。

　途中、学校を卒業したりパソコンが壊れたりと色々ありましたが、存在を忘れられてないだろうかと恐る恐る担当さんに原稿を送った次の日、感想と共に出版へ向けて動き始める旨むねを伝えられてからは、本当に一日一日が短く感じました。

　「こういうのを書きたいな」という構想から数えれば約一年。完成まで待たせた分、雪ゆき子こ達を皆さんの前に出してあげることが出来て、今はほっとしています。

　担当の峯さんには大きな感謝と、物もの凄すごく申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいです。送付した原稿の文字化けｏｒファイルの中身が空からというアクシデントはいつまで続くのでしょう。本当に迷めい惑わくをかけっぱなしですいません。これからも宜よろしくお願いします。

　綺き麗れいな絵で雪子達を表現してくれたＢＵＮＢＵＮさん、忙しい中、どうもありがとうございます。個人的に美み樹きがすっごく好みでした。しばし見み惚ほれる程ほどに。

　執しつ筆ぴつ中、何度となく「いつ書き上がるんだ。もう○ヶ月経たつぞ」と発はつ破ぱをかけてくれた父親、「デビュー出来るかも！」と浮かれていた上月を「調子に乗るな」と叩たたき潰つぶしてくれた母親には…………えぇと………………これからも家に置いてやって下さい。

　そして、お世話になった先生各かく位いには感謝を。いつも馬鹿話に付き合ってくれる元クラスメイト達や地元の友人達には、今度カラオケを奢おごりたいと思います。だから深夜に突然ドライブに誘うのは止めて下さい。あとバイトを当日に誘うのも。

　本作、そして個人的に上月に付き合ってくれた方々、本当にありがとうございました。




　現在、上月は二巻の制作真っ最中です。応援など頂けると子犬のように喜んでやる気を倍ばい増ぞうさせるので、馬にニンジンを与える感覚でお気軽にどうぞ。

　それでは、また次の機会に──
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。基本的に虚弱で、よく風邪を引く。夜行性で深夜のコンビニに頻繁に出没する。その度にコーヒー牛乳を買う怪しい客なので、顔を覚えられているのかな、と思っている今日この頃。
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イラスト／ＢＵＮＢＵＮ

１９８５年生まれ。京都南部の竹薮に囲まれた場所在住。２００４年現在は現役大学生。ミルクティーとみちみちとしたアイテムが好き。
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